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〈中学校国語研究開発委員会〉 

研究主題 

「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせ、  
実生活に生かす力を育む指導方法の開発  

研究の概要 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ 研究の目的 

  生徒一人一人に、「情報の扱い方」に関する知識・技能を着実に身に付けさせ、自己の考え

の形成に生かす力を育む指導方法を研究・開発する。  
Ⅱ 研究仮説 

  話や文章に含まれている情報に基づいて自己の思考を深めたりまとめたりする学習活動に

取り組ませることにより、「情報の扱い方」についての知識や技能を着実に身に付けさせるこ

とができ、自己の考えを形成しながら話や文章をより正確に理解したり、話や文章でより適

切に表現したりする力を育むことができるだろう。  
Ⅲ 研究の方法 

１ 基礎研究 

国語科の〔知識及び技能〕に新設された「情報の扱い方」及び全ての領域に位置付けられ

た「考えの形成」についての理解  
２ 調査研究 

 ・ 国や都の学力調査や質問紙調査の調査結果の分析  
 ・ 上記分析から抽出された課題についての生徒の実態調査とその分析  
３ 開発研究 

 ・ 「情報の扱い方」に関する知識・技能を着実に身に付けさせる指導方法の開発研究  
・ 各領域において「情報の扱い方」に関する知識・技能を生かして自分の考えを形成する

力を育成する指導方法の開発研究  
 ・ 開発研究した内容に基づく授業の実践と検証  
 

本研究では、「自己の考えを形成するために、身に付けた『情報の扱い方』に関する知識・技

能を活用し、実生活で生かすことができる生徒」を目指す生徒像として研究・開発に取り組んだ。 
「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方

策について（答申）」（中央教育審議会 平成 28 年 12 月 21 日 以下「中教審答申」）の「文章で

表された情報を的確に理解し、自分の考えの形成に生かしていけるようにすることは喫緊の課題

である」との指摘を受け、平成 29 年に告示された中学校学習指導要領では、国語科の〔知識及

び技能〕に「情報の扱い方に関する事項」が新設され、また、全ての領域に「考えの形成」に関

する指導事項が位置付けられた。  
 本研究では、「情報の扱い方」に関する知識及び技能を着実に身に付けさせ、情報を基に自分

の考えを形成し、実生活に生かすことができる生徒の育成を目指す。  
研究仮説に基づき、教材や指導方法の工夫について協議・検討を行い、授業実践を通じて検証

を行った。上記の目指す生徒像を実現するための指導の在り方について、具体的な手だてを示す

ことを目的とする研究・開発である。  
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研究内容 

開発研究 

○ 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導方法の開発研究 

○ 各領域において「情報の扱い方」に関する知識や技能を生かして自分の考えを形成

する力を育成する指導方法の開発研究 

基礎研究 

・ 国語科の〔知識及び技能〕として新設さ  
れた「情報の扱い方」についての理解  

・ 全ての領域に位置付けられた「考えの形  
成」についての理解  

調査研究 

・ 国や都の学力調査や質問紙調査の調査  
結果の分析  

・ 上記分析から抽出された課題について  
の生徒の実態調査とその分析  

研究仮説    

話や文章に含まれている情報に基づいて自己の思考を深めたりまとめたりする学習

活動に取り組ませることにより、「情報の扱い方」についての知識や技能を着実に身に

付けさせることができ、自己の考えを形成しながら話や文章をより正確に理解したり、

話や文章でより適切に表現したりする力を育むことができるだろう。 

研究主題 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせ、 
実生活に生かす力を育む指導方法の開発 

目指す生徒の姿 

自己の考えを形成するために、身に付けた「情報の扱い方」に関する知識及び技能を活

用し、実生活に生かすことができる生徒  

実践と検証 

○ 開発研究した内容に基づき、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各

領域で授業を実践 

○ 授業実践を振り返り、開発研究した内容について検証 

研究の背景 

○中教審答申 

「教科書の文章を読み解けていないとの調査結果もあるところであり、文章で表された

情報を的確に理解し、自分の考えの形成に生かしていけるようにすることは喫緊の課題で

ある。」 

○中学校学習指導要領（平成 29 年３月）及び中学校学習指導要領解説国語編（平成 29 年７

月）（以下「解説」と表記） 

・ 「話や文章に含まれている情報を取り出して整理したり、その関係を捉えたりするこ

とが、話や文章を正確に理解することにつながり、また、自分のもつ情報を整理して、

その関係を分かりやすく明確にすることが、話や文章で適切に表現することにつなが

る」 

・ 〔知識及び技能〕に「情報の扱い方に関する事項」を新設した。 

・ 全ての領域において、「考えの形成」に関する指導事項を位置付けた。 
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Ⅴ 基礎研究 

中学校学習指導要領（平成 29 年３月）では、改訂に伴い、①語彙指導、②情報の扱い方に

関する指導、③学習過程の明確化、「考えの形成」の重視、④我が国の言語文化に関する指導

の４点について、育成を目指す資質・能力が明確になるよう学習内容の改善・充実が図られ

た（解説 p８～９）。このうち特に②と③については、「教科書の文章を読み解けていないと

の調査結果もあるところであり、文章で表された情報を的確に理解し、自分の考えの形成に

生かしていけるようにすることは喫緊の課題である。」という中教審答申を踏まえて重視され

るべきものである。このことを背景として、中学校学習指導要領（平成 29 年３月）では、国

語科の〔知識及び技能〕に「情報の扱い方に関する事項」が新設され、また、全ての領域に

おいて、「考えの形成」に関する指導事項が位置付けられた。 

 １ 「情報の扱い方に関する事項」について 

「情報の扱い方に関する事項」は、「ア 情報と情報との関係」と「イ 情報の整理」の二

つの内容で、系統的に示されている。平成 20 年告示中学校学習指導要領では各領域にそれぞ

れ示されていた情報の扱い方を、一事項として取り出した形である。 

アは、「話したり聞いたり書いたり読んだりするために共通して必要となる『知識及び技能』

として改めて整理し、基本的なものを取り上げ」たものである（解説 p22）。つまり、新たな

内容を指導するのではなく、これまでも指導してきたことについて、学習内容をより明確に

し、資質・能力を着実に身に付けさせることが求められているということである。 

イは、情報の整理の仕方やそのための具体的な方法について示したものであり、「こうした

『知識及び技能』を、言語活動の中で使うことができるようにすることが重要である」とさ

れている（解説 p22）。 

「情報の扱い方に関する事項」について、「社会生活における様々な場面で、主体的に活用

できる、生きて働く『知識及び技能』として習得」させることが求められる（解説 p12）。 

 ２ 「考えの形成」に関する指導事項について 

  「考えの形成」については、以下の表１のように各領域に位置付けられた。 

  表１（例：第１学年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

これを、次ページの表２「情報の扱い方に関する事項」の内容と照らし合わせてみると、

自己の考えの形成と「情報の扱い方」に関する知識・技能とが密接に関わっていることが分

かる。 

 

話すこと・聞くこと  

イ 自分の考えや根拠が明確になるように、話の中心的な部分と付加

的な部分、事実と意見との関係などに注意して、話の構成を考える

こと。  
エ 必要に応じて記録したり質問したりしながら話の内容を捉え、共

通点や相違点などを踏まえて、自分の考えをまとめること。  
オ 話題や展開を捉えながら話し合い、互いの発言を結び付けて考え

をまとめること。  

書くこと  ウ 根拠を明確にしながら、自分の考えが伝わる文章になるように工

夫すること。  

読むこと  オ 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えを確かなもの

にすること。  
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これは、元々「情報の扱い方に関する事項」に関わる内容が各領域において示されていた

ことにもよるが、言語による活動を通じて自己の考えを形成する力を育成する上で、「情報の

扱い方」に関する知識や技能の着実な習得が不可欠であることを示しているとも言える。 

以上のことから、「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に習得させることが自己の考

えを形成する力の基盤となり、また、自己の考えを形成させる学習活動の過程において「情

報の扱い方」に関する知識や技能を活用させることで、生きて働く資質・能力として定着を

図ることができると考えられる。 

Ⅵ 調査研究 

  「平成 30 年度全国学力・学習状況調査」（文部科学省・中学校第３学年対象）で課題の見

られる問題として、次のようなものがある。 

 

 

 
 
 
 
  特に課題が顕著な問題として、Ｂ問題の「目的に応じて文章を読み、内容を整理して書く」

ことについての問題が挙げられる（正答率 13.9％）。書くことを前提として文章から必要な

情報を取り出すことや、取り出した情報を整理しながら自分の考えをまとめ、文章を書くこ

とに課題があることが分かる。（文部科学省「平成 30 年度全国学力・学習状況調査報告書」

による。）  
  また、「平成 29 年度『児童・生徒の学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会・中

学校第２学年対象）においても以下のように同様の問題について課題があることが分かる。  
 
 
 
 

これらの課題を踏まえ、生徒の実態を把握するため、以下の内容で実態調査を行った。  
 【実態調査】 

  実施対象：本研究開発委員が所属する中学校第２学年の生徒 388 名  
  実施時期：平成 30 年９月１日～９月 11 日  
  実施内容：「平成 28 年度『児童・生徒の学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会）

中学校第２学年対象の国語調査票の「読み解く力をみる問題」に取り組ませ、

結果を分析し、実態を把握する。  

情報と情報との関係  ア 原因と結果、意見と根拠など情報と情報との関係について理解す

ること。  

情報の整理  イ 比較や分類、関係付けなどの情報の整理の仕方、引用の仕方や出

典の示し方について理解を深め、それらを使うこと。  

 出題の趣旨  正答率  

国語 Ａ問題  
基礎的・基本的

な知識・技能  

・ 文章の展開に即して情報を整理し、内容を捉える（読むこと）  60.0％ 

国語 Ｂ問題  
知識・技能の活

用  

・ 文章とグラフとの関係を考えながら内容を捉える（読むこと） 
・ 目的に応じて文章を読み、内容を整理して書く（書くこと）  
・ 相手に的確に伝わるように、あらすじを捉えて書く（書くこと） 

46.6％ 

13.9％ 

49.6％ 

出題の趣旨  正答率  
・ 課題に即して文章を読み、課題解決のために必要な情報を取り出すことができ

る。（読み解く力をみる問題）  
・ 集めた材料をもとに自分の考えをまとめ、材料を分類するなどして整理して書

くことができる。（書く能力をみる問題）  

63.1％ 

 

41.5％ 
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 【調査結果】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査結果を見ると、調査対象生徒の正答率の傾向は、都全体の平均正答率の傾向に似たも

のとなっている。しかし、(1)①、(1)②、(2)の正答率が都全体の正答率よりも高くなってい

るのに対して、(3)の正答率は都全体の正答率を下回っている。つまり、「情報を取り出した

り、比較・関連付けて読み取ったりしたことを基に考えをまとめること」について、より課

題があると言える。 

  したがって、「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に習得させるとともに、その知識

や技能を活用して「考えの形成」につなげられる力を育成することが、より重要となる。本

研究では、この「『考えの形成』につなげられる力」を「実生活に生かす力」であると捉え、

研究主題を「『情報の扱い方』に関する知識や技能を着実に身に付けさせ、実生活に生かす力

を育む指導方法の開発」と設定した。  
Ⅶ 研究仮説の設定 

「平成 29 年度『児童・生徒の学力向上を図るための調査』」（東京都教育委員会）の学校質

問紙調査（中学校対象）においては、図１に示したように、生徒から「様々な考えを引き出

したり、思考を深めたりするような発問や指導を行った。」という項目について、肯定的な回

答をしている学校ほど、各教科の正答率が高い傾向が認められる。（東京都教育委員会「平成

29 年度 児童・生徒の学力向上を図るための調査報告書」による。）  
                

様々な考えを引き出す 

ためには、自己の考えを

形成させる学習活動を設

定することが必要である。

また、思考を深めさせる

ためには、自己の考えを

他者の異なる考えと交流

させたり、様々な情報と

照合させたりすることが  
求められる。  

 問題の趣旨  対象生徒  
正答率  

都平均  
正答率  

都平均  
との差  

(1)

① 

・ 文章の中心となる内容について理解するために必要

な情報を正確に取り出すことができるかをみる問題  81.4％ 70.6％ ＋10.8p 

(1)

② 

・ 文章の中心となる内容について理解するために必要

な情報を正確に取り出すことができるかをみる問題  67.0％ 61.0％ ＋6.0p 

(2) 

・ 文章の中心となる内容について理解するために、情

報を比較・関連付けて読み取ることができるかをみる

問題  
68.8％ 61.4％ ＋7.4p 

(3) 

・ 読み取った情報を基に、理解・解釈・推論し、文章

の中心となる内容について考えをまとめることがで

きるかをみる問題  
44.6％ 45.8％ −1.2p 

※調査問題の詳細については、都教育委員会ホームページを参照  

図１ 
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国語科において、必要な情報を取り出したり整理したりするための知識・技能を着実に身

に付けさせることや、その知識・技能を活用しながら自己の考えを形成する力を育成するこ

とは、他の教科の学習活動をより充実させることにもつながる。それは、生きて働く力の育

成であるとともに、基幹教科としての国語科の使命でもある。  
以上のことから、本研究では研究仮説を次のように設定した。 

 

 

 

 

 
Ⅷ 研究開発 

  研究主題及び研究仮説を基に、本研究では以下の研究開発に取り組んだ。 

１ 教材の開発 

「情報の扱い方」についての知識や技能を着実に身に付けさせるための教材（ワークシー

ト）を開発した。 

教材の開発に当たっては、「情報の扱い方に関する事項」に示された指導事項を網羅するだ

けでなく、「『考えの形成』につなげられる力」の育成を視野に入れるようにした。また、検

証授業として設定した単元を指導する際に、まず本開発教材に取り組ませ、「情報の扱い方」

に関する基礎的・基本的な事項を着実に指導し、身に付けた知識・技能を単元の学習におい

て活用させる展開となるようにした。（開発教材を本指導資料に掲載。複写使用可。） 

２ 指導方法の開発 

情報を的確に理解し、自分の考えの形成に生かしていける力を育成するための指導方法の

開発に取り組んだ。 

「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」の各領域の指導において、話や文章に

含まれている情報を基に、自己の思考を深めたりまとめたりする学習活動を設定し、上記１

で身に付けた知識や技能を活用させることで、力の定着を図った。 

  具体的な実践事例は、以下のとおりである。 

 ○ 話すこと・聞くこと（第３学年） 

   単元名「情報を基に考えを形成し、課題を解決しよう」 

   教材名「合意を形成し、課題を解決する 企画会議」（三省堂「現代の国語」３） 

 ○ 書くこと（第２学年） 

   単元名「情報と情報との関係を理解し、根拠を明確にして意見文を書こう」 

   教材名「根拠を明確にして意見を書こう 意見文を書く」（光村図書「国語」２） 

 ○ 読むこと（第２学年） 

   単元名「情報を整理し、関係付けて、筆者の主張をより深く理解しよう」 

   教材名「動物園でできること」（三省堂「現代の国語」２） 

 

  

（研究仮説）  
話や文章に含まれている情報に基づいて自己の思考を深めたりまとめたりする学習活

動に取り組ませることにより、「情報の扱い方」についての知識や技能を着実に身に付け

させることができ、自己の考えを形成しながら話や文章をより正確に理解したり、話や文

章でより適切に表現したりする力を育むことができるだろう。  
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● 開発教材①（第１学年－１） 「情報と情報との関係について理解しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 開発教材②（第１学年－２） 「情報の整理の仕方について理解しよう」 
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● 開発教材①（第１学年－１） 「情報と情報との関係について理解しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 開発教材②（第１学年－２） 「情報の整理の仕方について理解しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 開発教材③（第２学年－１） 「情報と情報との関係について理解しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 開発教材④（第２学年－２） 「情報の表し方について理解しよう」 
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● 開発教材⑤（第３学年－１） 「情報と情報との関係について理解しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 開発教材⑥（第３学年－２） 「情報の信頼性の確かめ方を理解しよう」 
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● 開発教材⑤（第３学年－１） 「情報と情報との関係について理解しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 開発教材⑥（第３学年－２） 「情報の信頼性の確かめ方を理解しよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ 実践事例 

【指導事例１】「話すこと・聞くこと」（第３学年）                    

１ 単元名 「情報を基に考えを形成し、課題を解決しよう」  
２ 教材名 「合意を形成し、課題を解決する 企画会議」（三省堂「現代の国語」３）  
３ 単元の指導目標 

 (1) 目的や場面に応じて、社会生活の中から話題を決め、多様な考えを想定しながら材料を

整理し、伝え合う内容を検討する。（〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ 話すこと・聞くこと(1)ア） 

 (2) 進行の仕方を工夫したり互いの発言を生かしたりしながら話し合い、合意形成に向けて

考えを広げたり深めたりする。（〔思考力、判断力、表現力等〕Ａ 話すこと・聞くこと(1)オ） 

 (3) 具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深める。（〔知識及び技能〕(2)ア） 

４ 単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

① 意見と根拠の関係について

理解し、話し合う活動の中で

適切に活用することができ

る。 

 

① 目的に応じて集めた材料を

整理し、それを根拠として自

分の考えを形成しながら話し

合うことができる。 

② 合意形成に向けて話し合

い、聞いた情報を基に自分の

考えを広げたり深めたりする

ことができる。 

① 単元で身に付けるべき力を

理解し、主体的に学習活動に

取り組んでいる。 

② 単元で身に付ける力が他の

どのような場面で生きるかを

意識し、実生活での活用を想

起しながら学習活動に取り組

んでいる。 

 

研究主題に関わる評価の視点 

 ● 「情報の扱い方」に関する知識や技能を習得している。 

 ● 情報に基づいて自分の考えを形成することができている。 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 (1) 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導  
   開発教材⑤（第３学年‐１「情報と情報との関係について理解しよう」）を単元の第１時

で活用し、意見と根拠の関係と論理の組立について理解を深めさせるとともに、説得力の

ある意見の示し方に関する知識や技能を着実に身に付けさせる。  
 (2) 知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する指導  
   情報を基に自分の考えを形成する指導を単元において二段階で行う。まず、学習課題に

ついて個人で材料を集め、話合いに臨むための自分の考えを形成させる。次に、グループ

で合意形成のための話合いに取り組ませる中で、互いの考えを「情報」として捉えさせ、

比較したり関係付けたりさせながら、自分の考えを広げたり深めたりさせる。  
６ 単元の指導計画（５時間扱い）  

時 主な学習活動 「情報の扱い方」に関連する指導 

１ 

・ 開発教材に取り組む。 ・ 開発教材⑤を活用し、意見と根拠の関係に

ついて理解を深めさせるとともに、活用する

技能を身に付けさせる。 

２ 
・ 「△△△市の魅力」について、材料

を集め、自分の考えをまとめる。 

・ 集めた材料を「資料カード」に整理させな

がら考えをまとめさせる。（２分間で発表） 
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３ 

・ グループで「△△△市の魅力」をも

ち寄り、話し合って、「海外の中学生に

喜んでもらえる『△△△市おもてなし

プラン』」をつくる。 

・ 互いの情報を比較したり関係付けたりさせ

ながら話し合わせ、合意形成に向けて自分の

考えを広げさせたり深めさせたりする。 

４ 

・ グループでまとめた「企画案」を学

級で発表し、それぞれの「企画案」の

内容や実現の可能性、効果などについ

て質疑応答・意見交流をする。 

・ 他のグループの発表から得た情報を基に、

さらに考えを広げさせたり深めさせたりす

る。 

５ 

・ 単元の学習を振り返り、合意形成に

向けた効果的な話合いの在り方につい

てまとめる。 

・ 単元で身に付けた力をどのような場

面でどのように生かせるかを考える。 

・ 特に、情報を基に自分の考えを形成した過

程について振り返らせ、本単元での学びを自

覚させる。 

７ 〈知識や技能を活用して自分の考えを形成する〉ことの指導（第３時） 

(1) 本時の目標 

  互いの情報を基に合意形成に向けて話し合い、自己の考えを広げたり深めたりする。 

(2) 展開 

 主な学習活動 ○指導上の留意点 ●評価規準・評価方法 
◆研究主題に迫るための手だて 

導
入 

１ 単元の目標と本時の学習の目標を

確認し、学習の見通しをもつ。 

○ 本時の学習活動（合意形成に向けた話合

い）の目的や内容について説明し、「情報の

扱い方」の観点から学習目標を理解させる。 

展 

開 

 

 

２ 前時にまとめた「△△△市の魅力」

を基に、４人グループで「△△△市お

もてなしプラン」を作成する企画会議

に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで「企画案」をまとめ、次

時の発表に向けて準備をする。 

 

 

○ 活動の内容と手順を説明する。 

●主①（観察） 

●思・判・表②（観察・ワークシート） 

●知・技①（観察・ワークシート） 

◆ 自分の意見や考えを伝えるときには、「意

見」と「根拠」を明確にするよう意識させ

る。 

◆ 企画会議においては、情報の取捨選択や

結合、新たな考えの創出を意識させる。（単

純に合体させたり多数決で採択させたりし

ないよう意識させる。） 

○ 次時にグループの企画案を学級で発表し

意見交流を行うことを伝え、効果的な発表

に向けた準備（発表原稿やホワイトボード

での示し方等）に取り組ませる。 

●主①（観察） 

●思・判・表①（観察・ワークシート） 

ま
と
め 

４ 本時の学習を振り返り、身に付いた

力や学びが生きる場面を確かめる。 

○ 企画会議の取組状況を振り返らせて、何

が身に付き、どのような力が生かせたかを

見つめさせる。 

○ 次時の学習の見通しをもたせる。 

 

海外の中学生に喜んでもらえる「△△△市おもてなしプラン」をつくろう。 
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３ 

・ グループで「△△△市の魅力」をも

ち寄り、話し合って、「海外の中学生に

喜んでもらえる『△△△市おもてなし

プラン』」をつくる。 

・ 互いの情報を比較したり関係付けたりさせ

ながら話し合わせ、合意形成に向けて自分の

考えを広げさせたり深めさせたりする。 

４ 

・ グループでまとめた「企画案」を学

級で発表し、それぞれの「企画案」の

内容や実現の可能性、効果などについ

て質疑応答・意見交流をする。 

・ 他のグループの発表から得た情報を基に、

さらに考えを広げさせたり深めさせたりす

る。 

５ 

・ 単元の学習を振り返り、合意形成に

向けた効果的な話合いの在り方につい

てまとめる。 

・ 単元で身に付けた力をどのような場

面でどのように生かせるかを考える。 

・ 特に、情報を基に自分の考えを形成した過

程について振り返らせ、本単元での学びを自

覚させる。 

７ 〈知識や技能を活用して自分の考えを形成する〉ことの指導（第３時） 

(1) 本時の目標 

  互いの情報を基に合意形成に向けて話し合い、自己の考えを広げたり深めたりする。 

(2) 展開 

 主な学習活動 ○指導上の留意点 ●評価規準・評価方法 
◆研究主題に迫るための手だて 

導
入 

１ 単元の目標と本時の学習の目標を

確認し、学習の見通しをもつ。 

○ 本時の学習活動（合意形成に向けた話合

い）の目的や内容について説明し、「情報の

扱い方」の観点から学習目標を理解させる。 

展 

開 

 

 

２ 前時にまとめた「△△△市の魅力」

を基に、４人グループで「△△△市お

もてなしプラン」を作成する企画会議

に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループで「企画案」をまとめ、次

時の発表に向けて準備をする。 

 

 

○ 活動の内容と手順を説明する。 

●主①（観察） 

●思・判・表②（観察・ワークシート） 

●知・技①（観察・ワークシート） 

◆ 自分の意見や考えを伝えるときには、「意

見」と「根拠」を明確にするよう意識させ

る。 

◆ 企画会議においては、情報の取捨選択や

結合、新たな考えの創出を意識させる。（単

純に合体させたり多数決で採択させたりし

ないよう意識させる。） 

○ 次時にグループの企画案を学級で発表し

意見交流を行うことを伝え、効果的な発表

に向けた準備（発表原稿やホワイトボード

での示し方等）に取り組ませる。 

●主①（観察） 

●思・判・表①（観察・ワークシート） 

ま
と
め 

４ 本時の学習を振り返り、身に付いた

力や学びが生きる場面を確かめる。 

○ 企画会議の取組状況を振り返らせて、何

が身に付き、どのような力が生かせたかを

見つめさせる。 

○ 次時の学習の見通しをもたせる。 

 

海外の中学生に喜んでもらえる「△△△市おもてなしプラン」をつくろう。 

８ 指導の結果と考察 

 (1) 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導  
   単元の学習課題や学習活動を説明した上で、学習の導入として開発教材⑤「情報と情報

との関係について理解しよう」を活用し、意見と根拠の関係と論理の組立について理解を

深めさせた。直後の学習活動に直結する内容であることから、生徒に具体的な活用場面を

意識させながら学習に取り組ませることができた。また、ロジックツリーの形式を学習し

たことで、文章を図式化したり小見出し等で内容を示したりするなどの、情報の整理の仕

方についても学ばせることができ、ミニホワイトボードを用いてグループの企画案を発表

する際に、活用させることができた。  
 (2) 知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する指導  
   個人の考えをまとめさせる（「△△△市の魅力」）際にも、合意形成の話合い（企画会議）

の際にも、導入で取り組んだ開発教材を参照させ、意見と根拠の関係や情報に基づいて自

分の考えを形成していくことについて、常に意識させた。このことで、話す内容を論理的

に構築して話したり、話合いで互いの意見や考えを整理して聞き、聞いた情報を基に考え

を広げたり深めたりしながらグループの企画をつくることができた。また、開発教材で学

んだ知識や技能を生かすことができたという実感をもたせることもできた。  
 

● 生徒の活動例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ↑ ミニホワイトボードの例  
 

発表メモの例 → 

 

 

海外の中学生に喜んでもらえる 

「△△△市おもてなしプラン」 

 

丸ごと△△△ 
お・も・て・な・しツアー 

 

 ●△△△市の豊かな自然を満喫!! 

   ▲▲公園 

▲▲貯水池 

●△△△市の歴史を満喫!! 

   ▲▲神社の獅子舞 

   古民家園の伝統建築 

●△△△市のグルメを満喫!! 

   2018 年△△△市グルメ祭 

   入賞グルメを食べつくし 

 

△△△市の魅力を満喫できるよくばり

プラン「丸ごと△△△ お・も・て・な・

しツアー」  
（参加者）海外の中学生  
 将来リピーターになってほしい  
 △△△市らしさを伝えたい  
 △△△市の活性化につなげたい  
【魅力１】△△△市の自然を満喫  

▲▲公園と▲▲貯水池周辺を散策  
【魅力２】△△△市の歴史を満喫  
 ▲▲神社と古民家園で伝統文化見学  
【魅力３】△△△市のグルメを満喫  
 コース周辺の 2018 年△△△市グルメ

祭で入賞したお店（カレー店・ベーカ

リー・ケーキ店）で食事とデザート 

◎ 海外の中学生に喜んでもらう 

 → 伝統文化を見直すきっかけに 

   グルメ開発がさらに活発に 

◎ 中学生は中学生 

 → 自分たちの感覚と同じ部分 

◎ 自分たちが魅力を再確認できるプ

ランこそが「おもてなしプラン」 
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【指導事例２】「書くこと」（第２学年）                         

１ 単元名 情報と情報との関係を理解し、根拠を明確にして意見文を書こう  
２ 教材名 「根拠を明確にして意見文を書こう 意見文を書く」（光村図書「国語」２）  
３ 単元の指導目標 

 (1) 伝えたいことが分かりやすく伝わるように、段落相互の関係などを明確にし、文章の構

成や展開を工夫する。（〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ 書くこと(1)イ） 

 (2) 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするな

ど、自分の考えが伝わる文章になるよう工夫する。（〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ 書くこと

(1)ウ） 

 (3) 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解する。（〔知識及び技能〕(2)

ア） 

４ 単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

① 意見と根拠、具体と抽象

など情報と情報との関係に

ついて理解し、意見文を書

く活動の中で適切に活用す

ることができる。 

① 自分の立場や伝えたい事柄

を明確にし、的確に伝わるよ

うに構成を工夫して書くこと

ができる。 

② 根拠の適切さを吟味し、的

確な説明や具体例を加えなが

ら、自分の考えを伝える文章

を書くことができる。 

① 単元で身に付けるべき力を

理解し、主体的に学習活動に

取り組んでいる。 

② 単元で身に付ける力が他の

どのような場面で生きるかを

意識し、実生活での活用を想

起しながら学習活動に取り組

んでいる。 

 

研究主題に関わる評価の視点 

 ● 「情報の扱い方」に関する知識や技能を習得している。 

 ● 情報に基づいて自分の考えを形成することができている。 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 (1) 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導  
   開発教材③（第２学年－１「情報と情報との関係について理解しよう」）を単元の第１時

で活用する。具体と抽象、意見と根拠などの情報と情報との関係について理解を深めさせ

るとともに、根拠を明確にして自分の意見を述べる文章を書くための知識や技能を着実に

身に付けさせる。 

 (2) 知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する指導  
   「書くこと」の指導事項のうち、効果的な文章の構成を工夫することに重点を置き、単

元を設定する。開発教材で学習した意見と根拠の関係（ロジックツリー）やＰＲＥＰ法（双

括型の文章構成の一つ Point：結論→Reason：理由→Example：具体例→Point：結論）順

で論理を組み立てる構成法）なども活用させながら、情報を基に自分の考えを論理的に構

築させる。また、互いの意見文を交流させる中で、根拠の適切さや文章構成の工夫などに

ついて、さらに学びを深めさせる。 
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【指導事例２】「書くこと」（第２学年）                         

１ 単元名 情報と情報との関係を理解し、根拠を明確にして意見文を書こう  
２ 教材名 「根拠を明確にして意見文を書こう 意見文を書く」（光村図書「国語」２）  
３ 単元の指導目標 

 (1) 伝えたいことが分かりやすく伝わるように、段落相互の関係などを明確にし、文章の構

成や展開を工夫する。（〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ 書くこと(1)イ） 

 (2) 根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするな

ど、自分の考えが伝わる文章になるよう工夫する。（〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ 書くこと

(1)ウ） 

 (3) 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解する。（〔知識及び技能〕(2)

ア） 

４ 単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

① 意見と根拠、具体と抽象

など情報と情報との関係に

ついて理解し、意見文を書

く活動の中で適切に活用す

ることができる。 

① 自分の立場や伝えたい事柄

を明確にし、的確に伝わるよ

うに構成を工夫して書くこと

ができる。 

② 根拠の適切さを吟味し、的

確な説明や具体例を加えなが

ら、自分の考えを伝える文章

を書くことができる。 

① 単元で身に付けるべき力を

理解し、主体的に学習活動に

取り組んでいる。 

② 単元で身に付ける力が他の

どのような場面で生きるかを

意識し、実生活での活用を想

起しながら学習活動に取り組

んでいる。 

 

研究主題に関わる評価の視点 

 ● 「情報の扱い方」に関する知識や技能を習得している。 

 ● 情報に基づいて自分の考えを形成することができている。 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 (1) 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導  
   開発教材③（第２学年－１「情報と情報との関係について理解しよう」）を単元の第１時

で活用する。具体と抽象、意見と根拠などの情報と情報との関係について理解を深めさせ

るとともに、根拠を明確にして自分の意見を述べる文章を書くための知識や技能を着実に

身に付けさせる。 

 (2) 知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する指導  
   「書くこと」の指導事項のうち、効果的な文章の構成を工夫することに重点を置き、単

元を設定する。開発教材で学習した意見と根拠の関係（ロジックツリー）やＰＲＥＰ法（双

括型の文章構成の一つ Point：結論→Reason：理由→Example：具体例→Point：結論）順

で論理を組み立てる構成法）なども活用させながら、情報を基に自分の考えを論理的に構

築させる。また、互いの意見文を交流させる中で、根拠の適切さや文章構成の工夫などに

ついて、さらに学びを深めさせる。 

 

 

６ 単元の指導計画（４時間扱い）  
時 主な学習活動 「情報の扱い方」に関連する指導 

１ 

・ 開発教材に取り組む。 ・ 開発教材③を活用し、具体と抽象、意見と

根拠の関係について理解を深めさせるとと

もに、活用する技能を身に付けさせる。 

２ 

・ 例題（「自動車は必要か」）について

意見文を書き、文章の構成や根拠の示

し方について理解を深める。 

・ ロジックツリーやＰＲＥＰ法を紹介し、意

見と根拠の関係について理解を深めさせる。 

３ 

・ 課題「制服（標準服）は必要か」に

ついて、根拠となる事柄を整理し、考

えを形成し、意見文の構成を考える。 

・ 付箋を使って意見や根拠を整理させながら、

論理を整理させ、文章の構成を考えさせる。 

４ 

・ 意見文を書き、交流して、根拠の示

し方や文章の構成について学びを深め

させる。 

・ 単元の学習を振り返り、身に付けた

力をどのような場面で生かせるかを考

える。 

・ 説得力のある意見文にするための根拠の示

し方や効果的な文章構成について、前時まで

の既習事項を活用させる。 

・ 特に、情報を基に自分の考えを形成した過

程について振り返らせ、本単元での学びを自

覚させる。 

７ 〈知識や技能を活用して自分の考えを形成する〉ことの指導（第３時） 

(1) 本時の目標 

  意見と根拠や具体と抽象の関係についての理解を基に、適切な根拠の示し方や効果的な

文章の構成を工夫する。 

(2) 展開 

 主な学習活動 ○指導上の留意点 ●評価規準・評価方法 
◆研究主題に迫るための手だて 

導
入 

１ 単元の目標と本時の学習の目標を

確認し、学習の見通しをもつ。 

○ 本時の学習活動（意見文を構想する）の

目的や内容について説明し、「情報の扱い

方」の観点から学習目標を理解させる。 

展 

開 

 

 

２ 課題「制服（標準服）は必要か」に

ついて、根拠となる材料を集めて付箋

に書き出し、ワークシートに整理しな

がら自分の考えを形成する。 

 

 

 

３ グループで互いの意見や根拠を発

表し合う 

 

４ グループでの交流を生かしながら、

意見文の構成を考える。 

 

 

○ 活動の内容と手順を説明する。 

●主①（観察） 

●思・判・表②（観察・ワークシート） 

●知・技①（観察・ワークシート） 

◆ 「意見」と「根拠」の関係を想起させ、

付箋を整理させながら意見文のイメージを

もたせる。 

○ 根拠の適切さや説得力の強さという観点

からグループで協議させる。 

●主①（観察） 

○ 別の根拠や対立する意見などを参考にし

ながら、さらに説得力のある文章にできる

よう工夫させる。 

●思・判・表②（観察・ワークシート） 

ま
と
め 

５ 本時の学習を振り返り、次時の学習

活動を理解する。 

○ 次時の学習の見通しをもたせる。 

 

制服（標準服）は必要か、根拠を明確にして意見を書こう。 
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８ 指導の結果と考察 

 (1) 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導  
   単元の導入で開発教材③「情報と情報との関係について理解しよう」に取り組ませたこ

とで、意見と根拠の適切な結び付きについて、より深く考えながら意見文を書かせること

ができた。また、意見文の根拠と理由との関係を、具体と抽象の関係として捉えさせるこ

とで、根拠と意見とを直接的に結び付ける文章から、複数の根拠から理由を構築し、それ

を基に意見を述べるという、より論理的な文章を意識させることができた。  
   また、開発教材に関連させてＰＲＥＰ法を紹介したことで、文章を書くことに苦手意識

をもっている生徒にも、情報を整理して意見文を書かせることができた。 

 (2) 知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する指導  
   自分の意見の根拠となる事実などの情報を付箋に書かせ、グループで交流しながら整理

させたことで、意見と根拠、具体と抽象などの関係について、さらに理解を深めさせなが

ら、自分の考えを形成させることができた。  
   また、開発教材、例題（「自動車は必要か」）、課題「制服（標準服）は必要か」と段階的

に学習を進めていく単元を設定したことで、習得から活用へ、活用からさらに次の活用へ

という着実な学びのステップを実現することができた。  
 

● 生徒の活動例 

  意見文の例  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「制服は必要か」 

 私は、制服は必要であると考える。 

 その理由を、精神的な必要性と経済的な必要性の二点から述べる。 

 まず精神的な必要性についてである。私たちは、学校に登校するときには制服に着替

え、休みの日に遊びに出掛けるときには私服に着替える。この「使い分け」によって、

制服を着ることで、「学校に行くぞ」、「今日もたくさん勉強するぞ」という気持ちをつく

ることができる。また、同じ学校の生徒が同じ制服を着ていることで得られる一体感や

連帯意識、第一中学校の生徒であるという自覚なども、制服がもたらしてくれる。この

ような精神面についてのメリットが制服にはある。 

 次に経済的な必要性についてである。制服は一式５万円程度の費用がかかる。これは

一見高いように感じる。しかし、仮に中学校３年間をその制服で過ごしたら、年間 210

日登校するとして、一日当たり約 79 円の計算になる。月に 20 日着るとしてもひと月 1580

円だ。これにクリーニング代を加えたとしても、何着も私服を買うよりずっと安い。さ

らに、私服を毎日替えて、それを毎日洗濯することを考えたら、制服は洗濯にかかる費

用も節約することができる。そのような経済的なメリットも、制服にはある。 

 以上の理由から、私は、制服は必要であると考える。 
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８ 指導の結果と考察 

 (1) 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導  
   単元の導入で開発教材③「情報と情報との関係について理解しよう」に取り組ませたこ

とで、意見と根拠の適切な結び付きについて、より深く考えながら意見文を書かせること

ができた。また、意見文の根拠と理由との関係を、具体と抽象の関係として捉えさせるこ

とで、根拠と意見とを直接的に結び付ける文章から、複数の根拠から理由を構築し、それ

を基に意見を述べるという、より論理的な文章を意識させることができた。  
   また、開発教材に関連させてＰＲＥＰ法を紹介したことで、文章を書くことに苦手意識

をもっている生徒にも、情報を整理して意見文を書かせることができた。 

 (2) 知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する指導  
   自分の意見の根拠となる事実などの情報を付箋に書かせ、グループで交流しながら整理

させたことで、意見と根拠、具体と抽象などの関係について、さらに理解を深めさせなが

ら、自分の考えを形成させることができた。  
   また、開発教材、例題（「自動車は必要か」）、課題「制服（標準服）は必要か」と段階的

に学習を進めていく単元を設定したことで、習得から活用へ、活用からさらに次の活用へ

という着実な学びのステップを実現することができた。  
 

● 生徒の活動例 

  意見文の例  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「制服は必要か」 

 私は、制服は必要であると考える。 

 その理由を、精神的な必要性と経済的な必要性の二点から述べる。 

 まず精神的な必要性についてである。私たちは、学校に登校するときには制服に着替

え、休みの日に遊びに出掛けるときには私服に着替える。この「使い分け」によって、

制服を着ることで、「学校に行くぞ」、「今日もたくさん勉強するぞ」という気持ちをつく

ることができる。また、同じ学校の生徒が同じ制服を着ていることで得られる一体感や

連帯意識、第一中学校の生徒であるという自覚なども、制服がもたらしてくれる。この

ような精神面についてのメリットが制服にはある。 

 次に経済的な必要性についてである。制服は一式５万円程度の費用がかかる。これは

一見高いように感じる。しかし、仮に中学校３年間をその制服で過ごしたら、年間 210

日登校するとして、一日当たり約 79 円の計算になる。月に 20 日着るとしてもひと月 1580

円だ。これにクリーニング代を加えたとしても、何着も私服を買うよりずっと安い。さ

らに、私服を毎日替えて、それを毎日洗濯することを考えたら、制服は洗濯にかかる費

用も節約することができる。そのような経済的なメリットも、制服にはある。 

 以上の理由から、私は、制服は必要であると考える。 

【指導事例３】「読むこと」（第２学年）                         

１ 単元名 情報を整理し、関係付けて、筆者の主張をより深く理解しよう  
２ 教材名 「動物園でできること」（三省堂「現代の国語」２）  
３ 単元の指導目標 

 (1) 文章全体と部分との関係に注意しながら、主張と例示との関係などを捉える。（〔思考力、

判断力、表現力等〕Ｃ 読むこと(1)ア） 

 (2) 文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結び付け、自分の考えを広げた

り深めたりする。（〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ 読むこと(1)オ） 

 (3) 意見と根拠、具体と抽象など情報と情報との関係について理解する。（〔知識及び技能〕(2)

ア） 

４ 単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 主体的に学習に取り組む態度 

① 意見と根拠、具体と抽象

など情報と情報との関係に

ついて理解し、文章を読み

解く際に適切に活用するこ

とができる。 

① 文章全体と部分との関係に

注意し、主張と例示との関係

を適切に理解しながら文章を

読むことができる。 

② 情報と情報との関係の観点

から文章を読解し、自分の知

識や経験と結び付けて、筆者

の主張について考えを広げた

り深めたりすることができ

る。 

① 単元で身に付けるべき力を

理解し、主体的に学習活動に

取り組んでいる。 

② 単元で身に付ける力が他の

どのような場面で生きるかを

意識し、実生活での活用を想

起しながら学習活動に取り組

んでいる。 

 

研究主題に関わる評価の視点 

 ● 「情報の扱い方」に関する知識や技能を習得している。 

 ● 情報に基づいて自分の考えを形成することができている。 

５ 研究主題に迫るための手だて 

 (1) 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導  
   開発教材③（第２学年－１「情報と情報との関係について理解しよう」）を単元の第１時

で活用する。具体と抽象、意見と根拠などの情報と情報との関係について理解を深めさせ

るとともに、文章中の意見と根拠、主張と例示などを的確に読み解いていくための知識や

技能を着実に身に付けさせる。 

 (2) 知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する指導  
   開発教材で身に付けた「情報の扱い方」についての知識や技能を、文章を読解していく

過程と、その後に筆者の主張について自分の考えをもつ過程とで、それぞれ活用すること

ができるよう、単元の展開を工夫する。文章を読解していく場面では、情報と情報との関

係に着目させながら筆者の主張に迫らせる。また、自分の考えをもつ場面では、文章から

読み取ったことと自分の知識や経験とをそれぞれ情報と捉えさせ、それらの情報を基に自

分の考えを形成させる。このように複合的に知識や技能を生かす場を設定することで、着

実な定着と活用する力の育成を図る。  
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６ 単元の指導計画（４時間扱い）  
時 主な学習活動 「情報の扱い方」に関連する指導 

１ 

・ 開発教材に取り組む。 ・ 開発教材③を活用し、具体と抽象、意見と

根拠の関係について理解を深めさせるとと

もに、活用する技能を身に付けさせる。 

２ 

・ 教材「動物園でできること」を通読

し、情報と情報との関係の観点から文

章の構成を整理する。 

・ 意見と根拠、主張と例示という観点から文

章の構成を整理させ、構造的に文章の内容を

捉えさせる。 

３ 
・ 文章中の事例から一つを選び、それ

を根拠として筆者の主張を読み解く。 

・ 事例と主張とを関係付けさせながら、筆者

の主張についてより深く読み取らせる。 

４ 

・ 筆者の主張について、自分の知識や

経験と結び付けながら、考えたことを

まとめる。（「自分たちにできること」） 

・ 単元の学習を振り返り、身に付けた

力をどのような場面で生かせるかを考

える。 

・ 情報を的確に処理し、適切な根拠に基づい

て自分の考えをまとめさせる。 

 

・ 特に、情報を基に自分の考えを形成した過

程について振り返らせ、本単元での学びを自

覚させる。 

７ 〈知識や技能を活用して自分の考えを形成する〉ことの指導（第３時） 

(1) 本時の目標 

  意見と根拠や具体と抽象の関係についての理解を基に、文章中の事例を根拠として筆者

の主張をより深く理解する。 

(2) 展開 

 主な学習活動 ○指導上の留意点 ●評価規準・評価方法 
◆研究主題に迫るための手だて 

導
入 

１ 単元の目標と本時の学習の目標を

確認し、学習の見通しをもつ。 

○ 本時の学習活動（筆者の主張を読み解く）

の目的や内容について説明し、「情報の扱い

方」の観点から学習目標を理解させる。 

展 

開 

 

 

２ 筆者の主張を確認する。 

 p139「その学びが、野生動物と私たち

がこの地球上でともに幸せに生きる

道をひらく力になると私は信じてい

る。」 

 

３ 文章中で取り上げられている事例

のうちから一つを選び、そこから読み

取れることを根拠として、筆者の主張

により深く迫る。 

 

４ グループでワークシートを交流し、

筆者の主張についての考えを広げた

り深めたりする。 

 

 

○ 活動の内容と手順を説明する。 

◆ 「ともに幸せに生きる道をひらく力」と

はどのような力なのかを、文章中の三つの

事例から一つを選ばせ、そこから読み取れ

ることを根拠として考えさせる。 

●主①（観察） 

●思・判・表①（観察・ワークシート） 

●知・技①（観察・ワークシート） 

 

 

 

●思・判・表①（観察・ワークシート） 

ま
と
め 

５ 本時の学習を振り返り、次時の学習

活動を理解する。 

○ 次時の学習の見通しをもたせる。 

根拠を明らかにして、筆者の主張をより深く読み取ろう。 
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６ 単元の指導計画（４時間扱い）  
時 主な学習活動 「情報の扱い方」に関連する指導 

１ 

・ 開発教材に取り組む。 ・ 開発教材③を活用し、具体と抽象、意見と

根拠の関係について理解を深めさせるとと

もに、活用する技能を身に付けさせる。 

２ 

・ 教材「動物園でできること」を通読

し、情報と情報との関係の観点から文

章の構成を整理する。 

・ 意見と根拠、主張と例示という観点から文

章の構成を整理させ、構造的に文章の内容を

捉えさせる。 

３ 
・ 文章中の事例から一つを選び、それ

を根拠として筆者の主張を読み解く。 

・ 事例と主張とを関係付けさせながら、筆者

の主張についてより深く読み取らせる。 

４ 

・ 筆者の主張について、自分の知識や

経験と結び付けながら、考えたことを

まとめる。（「自分たちにできること」） 

・ 単元の学習を振り返り、身に付けた

力をどのような場面で生かせるかを考

える。 

・ 情報を的確に処理し、適切な根拠に基づい

て自分の考えをまとめさせる。 

 

・ 特に、情報を基に自分の考えを形成した過

程について振り返らせ、本単元での学びを自

覚させる。 

７ 〈知識や技能を活用して自分の考えを形成する〉ことの指導（第３時） 

(1) 本時の目標 

  意見と根拠や具体と抽象の関係についての理解を基に、文章中の事例を根拠として筆者

の主張をより深く理解する。 

(2) 展開 

 主な学習活動 ○指導上の留意点 ●評価規準・評価方法 
◆研究主題に迫るための手だて 

導
入 

１ 単元の目標と本時の学習の目標を

確認し、学習の見通しをもつ。 

○ 本時の学習活動（筆者の主張を読み解く）

の目的や内容について説明し、「情報の扱い

方」の観点から学習目標を理解させる。 

展 

開 

 

 

２ 筆者の主張を確認する。 

 p139「その学びが、野生動物と私たち

がこの地球上でともに幸せに生きる

道をひらく力になると私は信じてい

る。」 

 

３ 文章中で取り上げられている事例

のうちから一つを選び、そこから読み

取れることを根拠として、筆者の主張

により深く迫る。 

 

４ グループでワークシートを交流し、

筆者の主張についての考えを広げた

り深めたりする。 

 

 

○ 活動の内容と手順を説明する。 

◆ 「ともに幸せに生きる道をひらく力」と

はどのような力なのかを、文章中の三つの

事例から一つを選ばせ、そこから読み取れ

ることを根拠として考えさせる。 

●主①（観察） 

●思・判・表①（観察・ワークシート） 

●知・技①（観察・ワークシート） 

 

 

 

●思・判・表①（観察・ワークシート） 

ま
と
め 

５ 本時の学習を振り返り、次時の学習

活動を理解する。 

○ 次時の学習の見通しをもたせる。 

根拠を明らかにして、筆者の主張をより深く読み取ろう。 

８ 指導の結果と考察 

 (1) 「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせる指導  
   単元の導入で開発教材③「情報と情報との関係について理解しよう」に取り組ませたこ

とで、説明的文章における筆者の主張と、それを支える根拠（例示）との関係に着目し、

構造的に文章を読解させることができた。また、具体と抽象との関係についての理解を、

具体的な事例と筆者の主張との関係に当てはめながら捉えさせることで、文章全体の構成

や論の組立について、より深く理解させることができた。  
 (2) 知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する指導  
   文章中の情報を基に自分の考えを形成しながら筆者の主張により深く迫る活動と、読解

した筆者の主張について自分の知識や経験と関係付けながら考えを形成する活動の二段階

で、指導を行った。  
   特に筆者の主張についてより深く迫る活動（前掲第３時の展開参照）においては、想像

に基づいて理解しようとしたり確かな根拠のないまま勝手な判断で読み取ったりすること

なく、文章中に述べられている事柄やそこから読み取れることに基づいて、着実に読み解

いていこうとする姿勢が認められた。  
   情報と情報との関係という観点から、大まかに理解したり詳細に読み込んだりしながら

内容を理解していくという読み方に主体的に取り組ませることができた。  
 

● 生徒の活動例 

本時で使用したワークシート  
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Ⅹ 研究のまとめ 

各指導事例の実践後に、実態調査と同様に「児童・生徒の学力向上を図るための調査」（東

京都教育委員会）の平成 26 年度の「読み解く力をみる問題」を活用し、効果検証を行った。 
 【調査結果】（調査対象 本研究開発委員所属校第２学年生徒 297 名） 

 
 
 
 
 
 
  事前の実態調査において課題が認められた「情報を基に考えをまとめること」（−1.2p）に

ついて、今回の調査では都の平均正答率を 10.8 ポイント上回った。情報と情報との関係から

自分の考えを形成させる指導を着実に行った成果であると考える。 

  「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせるための教材（ワークシート

６枚）の開発・活用は、基礎的な能力の育成に効果的であった。学習指導要領改訂で新設さ

れた「情報の扱い方に関する事項」は、各領域と関連付けて指導をすることが求められるが、

開発教材のように「情報の扱い方」の指導項目について短時間で特化して指導することの有

効性も確かめられた。 

  また、「情報の扱い方」に関する知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する

指導については、上記のような指導と関連付けることで、どの領域においても質の高い指導

の実現につながった。「習得」の場面と「活用」の場面とを明確に意識させることで、生徒が、

力を身に付けるための学習活動と身に付けた力を発揮する学習活動とを意識しながら取り組

む様子が認められた。  
  さらに、各開発教材の末尾にあるように、「ここで学習したことは、どのような場面で生か

せるだろうか」を常に意識させたり考えさせたりすることで、学習に目的意識をもたせ、主

体的な学びを促した。また、研究主題にある「実生活に生かす力を育む」ことを意図し、平

成 29 年度中学校国語研究開発委員会が開発した「わたしの『学び系統図』」（「平成 29 年度研

究開発委員会指導資料集」参照 東京都教職員研修センターホームページに掲載）を活用し、

学びが生きる場面を具体的に想起させた。  
  「全国学力・学習状況調査」等の結果から、中学校の国語科に係る課題として「伝えたい

内容や自分の考えについて根拠を明確にして書いたり話したりすることや、複数の資料から

適切な情報を得てそれらを比較したり関連付けたりすること、文章を読んで根拠の明確さや

論理の展開、表現の仕方等について評価することなど」が挙げられている（解説 p６）。今回

の学習指導要領改訂で「情報の扱い方に関する事項」が新設されたことも、全ての領域に「考

えの形成」に関する指導事項が位置付けられたことも、共にこれらの課題の解決を図るため

のものであると言える。本研究開発が課題解決の実現に資するものとなるよう、引き続き、

教材の開発と指導方法の工夫・改善に取り組んでいきたい。 

 

 問題の趣旨  対象生徒  
正答率  

都平均  
正答率  

都平均  
との差  

(1) ・必要な情報を正確に取り出す力をみる問題  51.5％ 40.0％ ＋11.5p 

(2) ・必要な情報を正確に取り出す力をみる問題  34.7％ 38.8％ −4.1p 

(3) ・情報を比較・関連付けて読み取る力をみる問題  66.3％ 58.6％ ＋7.7p 

(4) ・読み取った情報を基に課題を解決する力をみる問題  70.7％ 59.9％ ＋10.8p 

※調査問題の詳細については、都教育委員会ホームページを参照  



－21－

Ⅹ 研究のまとめ 

各指導事例の実践後に、実態調査と同様に「児童・生徒の学力向上を図るための調査」（東

京都教育委員会）の平成 26 年度の「読み解く力をみる問題」を活用し、効果検証を行った。 
 【調査結果】（調査対象 本研究開発委員所属校第２学年生徒 297 名） 

 
 
 
 
 
 
  事前の実態調査において課題が認められた「情報を基に考えをまとめること」（−1.2p）に

ついて、今回の調査では都の平均正答率を 10.8 ポイント上回った。情報と情報との関係から

自分の考えを形成させる指導を着実に行った成果であると考える。 

  「情報の扱い方」に関する知識や技能を着実に身に付けさせるための教材（ワークシート

６枚）の開発・活用は、基礎的な能力の育成に効果的であった。学習指導要領改訂で新設さ

れた「情報の扱い方に関する事項」は、各領域と関連付けて指導をすることが求められるが、

開発教材のように「情報の扱い方」の指導項目について短時間で特化して指導することの有

効性も確かめられた。 

  また、「情報の扱い方」に関する知識や技能を生かして自分の考えを形成する力を育成する

指導については、上記のような指導と関連付けることで、どの領域においても質の高い指導

の実現につながった。「習得」の場面と「活用」の場面とを明確に意識させることで、生徒が、

力を身に付けるための学習活動と身に付けた力を発揮する学習活動とを意識しながら取り組

む様子が認められた。  
  さらに、各開発教材の末尾にあるように、「ここで学習したことは、どのような場面で生か

せるだろうか」を常に意識させたり考えさせたりすることで、学習に目的意識をもたせ、主

体的な学びを促した。また、研究主題にある「実生活に生かす力を育む」ことを意図し、平

成 29 年度中学校国語研究開発委員会が開発した「わたしの『学び系統図』」（「平成 29 年度研

究開発委員会指導資料集」参照 東京都教職員研修センターホームページに掲載）を活用し、

学びが生きる場面を具体的に想起させた。  
  「全国学力・学習状況調査」等の結果から、中学校の国語科に係る課題として「伝えたい

内容や自分の考えについて根拠を明確にして書いたり話したりすることや、複数の資料から

適切な情報を得てそれらを比較したり関連付けたりすること、文章を読んで根拠の明確さや

論理の展開、表現の仕方等について評価することなど」が挙げられている（解説 p６）。今回

の学習指導要領改訂で「情報の扱い方に関する事項」が新設されたことも、全ての領域に「考

えの形成」に関する指導事項が位置付けられたことも、共にこれらの課題の解決を図るため

のものであると言える。本研究開発が課題解決の実現に資するものとなるよう、引き続き、

教材の開発と指導方法の工夫・改善に取り組んでいきたい。 

 

 問題の趣旨  対象生徒  
正答率  

都平均  
正答率  

都平均  
との差  

(1) ・必要な情報を正確に取り出す力をみる問題  51.5％ 40.0％ ＋11.5p 

(2) ・必要な情報を正確に取り出す力をみる問題  34.7％ 38.8％ −4.1p 

(3) ・情報を比較・関連付けて読み取る力をみる問題  66.3％ 58.6％ ＋7.7p 

(4) ・読み取った情報を基に課題を解決する力をみる問題  70.7％ 59.9％ ＋10.8p 

※調査問題の詳細については、都教育委員会ホームページを参照  
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〈中学校社会研究開発委員会〉 

研究主題・副主題 

「公民としての資質･能力の基礎を育むための社会的な見方・考え方を働かせる学習活動の工夫 

～よりよい社会の形成者の育成に向けて～」 

 
研究の概要  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ 研究の目的 

生産年齢の人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、急速な社会

の変化、予測が困難な時代の中で、学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に向き合

い、他者と協働して課題を解決し、様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し新た

な価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにす

ることが求められている。 

一方、社会科においては、従前より社会的事象に関心を持って多面的・多角的に考察し、

公正に判断する能力と態度を養い、社会的な見方・考え方を鍛えることを目指してきた。し

かし、平成 28 年 12 月 21 日に示された「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」には、次のような問題点が指

摘されている。 

・ 主体的に社会の形成に参画しようとする態度や、資料を基にして比較・関連付けたり

多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が不十分である。 

・ 社会的な見方や考え方を養うための具体策が定着していない。 

・ 課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた授業が十分に行われていない。 

これらのことから、中学校学習指導要領（平成 29 年３月）の社会（以下、「中学校学習指 

導要領」と表記。）においては、「社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決し

たりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成することを

本研究では、広い視野に立ち、社会参画意識をもって現代的な諸課題の解決に向けて、考

察、構想したことを基に議論できる生徒の育成を目指し、研究・開発に取り組んだ。 

中学校社会においては、「社会的事象に関心を持って多面的・多角的に考察し、公正に判

断する能力と態度を養い、社会的な見方・考え方を成長させる。」ことが課題としてあげら

れる。課題の要因となる指導上の問題点の一つとして、社会的な見方や考え方を鍛えるため

の具体策が定着していないことが考えられる。 

そこで、本研究では、「社会的な見方・考え方を働かせる学習活動の工夫」を研究対象と

した。生徒が社会的事象等から学習課題を見いだし、課題解決の見通しをもって他者と協働

的に追究し、追究結果をまとめ、自分の学びを振り返ったり新たな問いを見いだしたりする

学習活動を積み重ねていくことで、社会的な見方・考え方が鍛えられ、公民としての資質・

能力の基礎を育むことができると考えた。 
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〈中学校社会研究開発委員会〉 

研究主題・副主題 

「公民としての資質･能力の基礎を育むための社会的な見方・考え方を働かせる学習活動の工夫 

～よりよい社会の形成者の育成に向けて～」 

 
研究の概要  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ⅰ 研究の目的 

生産年齢の人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革新等により、急速な社会

の変化、予測が困難な時代の中で、学校教育には、子供たちが様々な変化に積極的に向き合

い、他者と協働して課題を解決し、様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し新た

な価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにす

ることが求められている。 

一方、社会科においては、従前より社会的事象に関心を持って多面的・多角的に考察し、

公正に判断する能力と態度を養い、社会的な見方・考え方を鍛えることを目指してきた。し

かし、平成 28 年 12 月 21 日に示された「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学

校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」には、次のような問題点が指

摘されている。 

・ 主体的に社会の形成に参画しようとする態度や、資料を基にして比較・関連付けたり

多面的・多角的に考察したりして表現する力の育成が不十分である。 

・ 社会的な見方や考え方を養うための具体策が定着していない。 

・ 課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた授業が十分に行われていない。 

これらのことから、中学校学習指導要領（平成 29 年３月）の社会（以下、「中学校学習指 

導要領」と表記。）においては、「社会的な見方・考え方を働かせ、課題を追究したり解決し

たりする活動を通して、広い視野に立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和

で民主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成することを

本研究では、広い視野に立ち、社会参画意識をもって現代的な諸課題の解決に向けて、考

察、構想したことを基に議論できる生徒の育成を目指し、研究・開発に取り組んだ。 

中学校社会においては、「社会的事象に関心を持って多面的・多角的に考察し、公正に判

断する能力と態度を養い、社会的な見方・考え方を成長させる。」ことが課題としてあげら

れる。課題の要因となる指導上の問題点の一つとして、社会的な見方や考え方を鍛えるため

の具体策が定着していないことが考えられる。 

そこで、本研究では、「社会的な見方・考え方を働かせる学習活動の工夫」を研究対象と

した。生徒が社会的事象等から学習課題を見いだし、課題解決の見通しをもって他者と協働

的に追究し、追究結果をまとめ、自分の学びを振り返ったり新たな問いを見いだしたりする

学習活動を積み重ねていくことで、社会的な見方・考え方が鍛えられ、公民としての資質・

能力の基礎を育むことができると考えた。 

目指す。」こととしている。このことは、義務教育の最終段階において、広い視野に立ち、社

会参画意識をもって現代的な諸課題の解決に向けて、考察、構想したことを基に議論できる

生徒を育成することである。それゆえ、公民的分野の最後の中項目に「Ｄ 私たちと国際社

会の諸課題 (2) よりよい社会を目指して」が設定されている。この中項目で「持続可能な

社会を形成することに向けて、社会的な見方・考え方を働かせ、」よりよい社会を築いていく

ために解決すべき課題を考察、構想し、説明・論述できるようになるためには、公民的分野

の学習のみならず、地理的分野、歴史的分野の学習においても、社会的な見方・考え方を働

かせるような課題追究的な学習を積み重ね、社会的な見方・考え方を鍛えていく必要がある。 

中学校学習指導要領には、各分野の特質に応じた見方・考え方が整理されている。これら

の見方・考え方を働かせて考察、構想するためには、社会的な見方・考え方に根ざした追究

の視点と、それを生かして解決すべき学習課題（問い）を設定する活動が不可欠である。さ

らに、公民的分野の最後の単元における考察、構想を見据えて、地理的分野、歴史的分野の

学習においても「現代社会の見方・考え方」を見通した学習課題の設定が必要になると考え

る。各分野の学習において、単元や一単位時間ごとにどのような学習課題を設定し、学習活

動を展開すれば、生徒自身が社会的な見方・考え方を働かせることができるかを今回の研究

で明らかにすることとした。 

 
Ⅱ 研究の方法 

 

  平成 29 年度の研究においては、研究主題を「学びに向かう力を高める指導の工夫」とし、

単元を貫く問いを基に、学習した内容を踏まえた単元のまとめを行い、新たな問いを生徒自

身に設定させることを行った。「単元を貫く問いは生徒にも授業者にも見通しをもって学習に

取り組み、学ぶ意義を感じさせること」に効果的であることが明らかにされたが、「単元で捉

えさせるべきことは何かを授業者が確実に把握し、そのためには必要な学習内容を焦点化す

る」ことが課題として挙げられた。今年度は、昨年度の研究の成果と課題を踏まえ、単元に

おける学習内容の焦点化を図るとともに、生徒自身が現代的な諸課題に結び付くような学習

課題の設定を行い、追究していくこととする。 

このような学習活動を行うに当たり、本研究では次の二つの点を重視することとした。 

１点目は「生徒が社会的事象等から学習課題」を見いだすことである。具体的には、学習

活動の中で現代的な諸課題に結び付くような学習課題の設定を、生徒自ら行うことを目指し

ていく。そのことにより、学習内容が社会と関わりがあることを生徒は強く認識できるよう

になると考える。しかし、生徒の中には、社会的事象から適切な学習課題を見いだすことに

課題がある生徒もいると考えられることから、まず授業者が社会的事象に対して見方・考え

方を働かせることにつながる「問いをつくる焦点」を提示する。社会的事象に対する疑問を

研究仮説 

生徒が現代的な諸課題に結び付くような学習課題を設定し、それを追究する学習活動を

積み重ねていけば、より社会的な見方・考え方を働かせることができるようになり、公民

としての資質・能力の基礎を育むことができるであろう。 
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できるだけ生徒に多く挙げさせ、それらを生徒自身に精選させることで、学習課題の設定に

つなげていく。このことにより学習活動を追究する過程において、見方・考え方を働かせて

主体的に取り組もうとする態度の育成につながると考えられる。 

２点目は「課題解決の見通しをもって他者と協働的に追究」していくことである。これに

ついては、社会的な見方・考え方を働かせて自らが設定した学習課題を追究することにより、

思考力、判断力、表現力等の育成を図り、生きて働く知識の習得につなげていく。そして、

学習過程を振り返ることで、自らが見いだした学習課題に対しての考えを深め、次の学習課

題の設定につなげていくことができると考えられる。 

以上の流れを整理すると次のようにまとめることができる。 

(1)  授業者が示す、社会的な見方・考え方を働かせることにつながる「問いをつくる焦点」

に対し、生徒は疑問をできるだけ挙げる。その際、授業者は生徒の誤った知識や認識を

訂正したり、学習内容の系統性を持たせたりすることで主体的に学習課題を設定する。 

(2)  生徒が社会的な見方・考え方を働かせて自ら挙げた疑問を、集団で共有化することを

通して学習課題を設定するなど、習得した知識及び技能を活用した主体的・対話的な学

びにより、思考力、判断力、表現力等の育成につながる追究をする。 

(3) 学習課題を解決するための追究を通して、現代的な諸課題の概念的理解を深める。 

(4) 現代的な諸課題の概念的理解を踏まえて、将来よりよい社会を実現するための方策を

構想する。 

(5) 生徒が、単元を貫く学習課題を設定し、単元の始めと終わりに学習課題に対するまと

めを行う。 

(6)  (1)から(5)までの学習活動において、授業者は生徒の記述内容を分析することで生徒

の変容を見取る。 

ただし、これらの学習活動は分野の特質や生徒の発達段階を踏まえて設定することが大切

であり、初めは授業者が学習課題を設定して(3)の活動につなげていくことから始めていく。

そして学習活動を積み重ねる中で、生徒自身が(1)及び(2)の学習活動をできるようにする。 

このような社会的な見方・考え方の働かせ方により、追究する学習活動を積み重ねること

で、将来よりよい社会を実現するための構想につなげ、「公民としての資質・能力の基礎」を

育むことにつなげたい。 

なお、指導事例は以下のとおりである。  

  指導事例１ 歴史的分野 Ｃ 近現代の日本と世界 (1) 近代の日本と世界  

ア(ｱ) 欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き 

  指導事例２ 公民的分野 Ｃ 私たちと政治 (1) 人間の尊重と日本国憲法の基本原則  
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できるだけ生徒に多く挙げさせ、それらを生徒自身に精選させることで、学習課題の設定に

つなげていく。このことにより学習活動を追究する過程において、見方・考え方を働かせて

主体的に取り組もうとする態度の育成につながると考えられる。 

２点目は「課題解決の見通しをもって他者と協働的に追究」していくことである。これに

ついては、社会的な見方・考え方を働かせて自らが設定した学習課題を追究することにより、

思考力、判断力、表現力等の育成を図り、生きて働く知識の習得につなげていく。そして、

学習過程を振り返ることで、自らが見いだした学習課題に対しての考えを深め、次の学習課

題の設定につなげていくことができると考えられる。 

以上の流れを整理すると次のようにまとめることができる。 

(1)  授業者が示す、社会的な見方・考え方を働かせることにつながる「問いをつくる焦点」

に対し、生徒は疑問をできるだけ挙げる。その際、授業者は生徒の誤った知識や認識を

訂正したり、学習内容の系統性を持たせたりすることで主体的に学習課題を設定する。 

(2)  生徒が社会的な見方・考え方を働かせて自ら挙げた疑問を、集団で共有化することを

通して学習課題を設定するなど、習得した知識及び技能を活用した主体的・対話的な学

びにより、思考力、判断力、表現力等の育成につながる追究をする。 

(3) 学習課題を解決するための追究を通して、現代的な諸課題の概念的理解を深める。 

(4) 現代的な諸課題の概念的理解を踏まえて、将来よりよい社会を実現するための方策を

構想する。 

(5) 生徒が、単元を貫く学習課題を設定し、単元の始めと終わりに学習課題に対するまと

めを行う。 

(6)  (1)から(5)までの学習活動において、授業者は生徒の記述内容を分析することで生徒

の変容を見取る。 

ただし、これらの学習活動は分野の特質や生徒の発達段階を踏まえて設定することが大切

であり、初めは授業者が学習課題を設定して(3)の活動につなげていくことから始めていく。

そして学習活動を積み重ねる中で、生徒自身が(1)及び(2)の学習活動をできるようにする。 

このような社会的な見方・考え方の働かせ方により、追究する学習活動を積み重ねること

で、将来よりよい社会を実現するための構想につなげ、「公民としての資質・能力の基礎」を

育むことにつなげたい。 

なお、指導事例は以下のとおりである。  

  指導事例１ 歴史的分野 Ｃ 近現代の日本と世界 (1) 近代の日本と世界  

ア(ｱ) 欧米における近代社会の成立とアジア諸国の動き 

  指導事例２ 公民的分野 Ｃ 私たちと政治 (1) 人間の尊重と日本国憲法の基本原則  

 

 

 

 

 

 

研究主題に基づいた学習活動の概念図 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
社会科の目標  

公民としての資質・能力の基礎を育む 

生徒の変容 

現代的な諸課題  

問いづくり  
（疑問を出し合う）  

問いをつくる焦点  
の提示  

生きて働く知識及び技能

の定着  
解決する力  

思考を基に行う  
構想 

授業者  生徒  

地球温暖化  
超高齢化社会  
伝統・文化の  
継承・保存  

対話的な活動を通した  
追究 

単元や内容のまとまりにおける学習活動 

社会的な見方・考え方を働かせる 

主体的な  
学習課題の設定 

単元や内容のまとまりにおける学習活動 

単元や内容のまとまりにおける学習活動 
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Ⅲ 研究の内容 

１ 指導事例１ 

 

 

 

(1) 単元の目標 

ア 欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解する。  
イ 欧米諸国がアジア諸国に進出し、植民地化していった理由や背景を社会的な見方・考え

方を働かせて、多面的・多角的に考察する。  
 ウ 近代社会が成立する様子を意欲的に追究し、現代社会の諸課題と関連付けて考察しよう  

とする。  
(2)  単元の評価規準 

社会的事象への  
関心・意欲・態度 

社会的な  
思考・判断・表現 

資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

欧米諸国の近代社会成立とア

ジア進出について意欲的に追

究している。 

民主主義や資本主義について

現代社会の問題と関連付けて

捉えようとしている。 

欧米諸国がアジア諸

国に進出し、植民地化

していった理由や背

景を多面的・多角的に

考察している。 

欧米諸国の近代社会成

立とアジア進出につい

て様々な資料から情報

を読み取り、年表や地

図に整理している。 

欧米諸国で近代社会が

成立し、アジアに進出

したことを理解し、そ

の知識を身に付けてい

る。 

 

（3） 研究主題との関わり 

   本単元のねらいは、工業化の進展と政治や社会の変化に着目して、事象を相互に関連付  
けるなどして、近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現することを行い、  
欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解できるようにすることにあ  
る。また、中学校学習指導要領解説編では、「歴史的分野の学習において主体的・対話的で

深い学びを実現するために、分野の学習において課題（問い）を設定し、その課題（問い）

の追究のための枠組みとなる多様な視点に着目させ、課題を追究したり解決したりする活

動が展開されるように学習を設計することが不可欠である」と示されている。  
今回の研究では、歴史的分野の学習において考察や構想する際に必要な見方・考え方を

働かせるための具体的な学習課題の設定の仕方を次のように例示した。  
授業者が「問いをつくる焦点」を示すなどの支援を行う。（Ⅱ 研究の方法 (1)）  
生徒の疑問から学習課題を設定して考察し、班で意見を共有する。（Ⅱ 研究の方法 (2)） 

（4）  単元の指導計画と評価計画（５時間扱い）  

時 学習内容・学習活動 
学習活動に即した具体的な評価規準 

（評価の観点、評価方法） 

１
（
本
時
） 

１  「欧米諸国のアジア進出」についての学習課題設定（単

元を貫く問いづくり） 

生徒が問いをつくる焦点 

欧米諸国は政治・経済を近代化して、アジア諸国に進出した。 

授業者が想定する学習課題 

①  いつ、どこの国がどこの国に進出したのか？ 

②  なぜ欧米諸国は、アジア諸国に進出したのか？ 

・  問いをつくる焦点に対してで 

きるだけ多く疑問を挙げ学習課

題を設定しようとしている。 

(関心・意欲・態度、ワークシー

ト) 

・  欧米のアジア進出の時期や場所 

について、年表や地図から必要な

情報を読み取り、まとめている。

（技能、ワークシート） 

指導事例 中学校学習指導要領 歴史的分野 大項目 Ｃ 近現代の日本と世界 

第２学年 単元名 歴史的分野 近代世界の確立とアジア 
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Ⅲ 研究の内容 

１ 指導事例１ 

 

 

 

(1) 単元の目標 

ア 欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解する。  
イ 欧米諸国がアジア諸国に進出し、植民地化していった理由や背景を社会的な見方・考え

方を働かせて、多面的・多角的に考察する。  
 ウ 近代社会が成立する様子を意欲的に追究し、現代社会の諸課題と関連付けて考察しよう  

とする。  
(2)  単元の評価規準 

社会的事象への  
関心・意欲・態度 

社会的な  
思考・判断・表現 

資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

欧米諸国の近代社会成立とア

ジア進出について意欲的に追

究している。 

民主主義や資本主義について

現代社会の問題と関連付けて

捉えようとしている。 

欧米諸国がアジア諸

国に進出し、植民地化

していった理由や背

景を多面的・多角的に

考察している。 

欧米諸国の近代社会成

立とアジア進出につい

て様々な資料から情報

を読み取り、年表や地

図に整理している。 

欧米諸国で近代社会が

成立し、アジアに進出

したことを理解し、そ

の知識を身に付けてい

る。 

 

（3） 研究主題との関わり 

   本単元のねらいは、工業化の進展と政治や社会の変化に着目して、事象を相互に関連付  
けるなどして、近代の社会の変化の様子を多面的・多角的に考察し、表現することを行い、  
欧米諸国が近代社会を成立させてアジアへ進出したことを理解できるようにすることにあ  
る。また、中学校学習指導要領解説編では、「歴史的分野の学習において主体的・対話的で

深い学びを実現するために、分野の学習において課題（問い）を設定し、その課題（問い）

の追究のための枠組みとなる多様な視点に着目させ、課題を追究したり解決したりする活

動が展開されるように学習を設計することが不可欠である」と示されている。  
今回の研究では、歴史的分野の学習において考察や構想する際に必要な見方・考え方を

働かせるための具体的な学習課題の設定の仕方を次のように例示した。  
授業者が「問いをつくる焦点」を示すなどの支援を行う。（Ⅱ 研究の方法 (1)）  
生徒の疑問から学習課題を設定して考察し、班で意見を共有する。（Ⅱ 研究の方法 (2)） 

（4）  単元の指導計画と評価計画（５時間扱い）  

時 学習内容・学習活動 
学習活動に即した具体的な評価規準 

（評価の観点、評価方法） 

１
（
本
時
） 

１  「欧米諸国のアジア進出」についての学習課題設定（単

元を貫く問いづくり） 

生徒が問いをつくる焦点 

欧米諸国は政治・経済を近代化して、アジア諸国に進出した。 

授業者が想定する学習課題 

①  いつ、どこの国がどこの国に進出したのか？ 

②  なぜ欧米諸国は、アジア諸国に進出したのか？ 

・  問いをつくる焦点に対してで 

きるだけ多く疑問を挙げ学習課

題を設定しようとしている。 

(関心・意欲・態度、ワークシー

ト) 

・  欧米のアジア進出の時期や場所 

について、年表や地図から必要な

情報を読み取り、まとめている。

（技能、ワークシート） 

指導事例 中学校学習指導要領 歴史的分野 大項目 Ｃ 近現代の日本と世界 

第２学年 単元名 歴史的分野 近代世界の確立とアジア 

 

授業者が想定するまとめ 

①  地図と年表で調べて、文章にまとめる。（個人活動） 

②  これから学習することを伝え、予想した答えを文章にま

とめる。（個人・班活動） 

・  アヘン戦争とインド大反乱の 

絵画資料や貿易に関するグラフ

や主題図を基に、欧米諸国がアジ

ア諸国を植民地化した理由につ

いて考察している。(思考・判断・

表現、ワークシート) 

２
・
３ 

２  欧米諸国の市民革命 

生徒が問いをつくる焦点 

欧米諸国の政治が大きく変わった。 

授業者が想定する学習課題 

欧米諸国の政治はどのように変わったか？ 

授業者が想定するまとめ 

国王の権力が強い絶対王政から議会政治に変化した。自由や

平等という現代と同じ考えが生まれた。 

・ 市民革命により市民を中心と 

した新しい社会が形成されたこ

とを理解している。（知識・理解、

ワークシート） 

・ 人権宣言や独立宣言から当時 

の人々が求めていたことについ

て考察している。(思考・判断・

表現、ワークシート) 

４ ３ 産業革命と資本主義社会の成立 

生徒が問いをつくる焦点 

産業革命で人々の生活が変わった。 

授業者が想定する学習課題 

どのように生活が変わったか？ 

授業者が想定するまとめ 

安く大量に生産できるようになった。 

長時間労働や低賃金など新しい問題が起きた。 

・ 産業革命についての基本的な 

知識を身に付けている。 

（知識・理解、ワークシート） 

・ 産業革命後の社会の変化につ 

いて考察している。(思考・判断・ 

表現、ワークシート) 

５ ４ アジアの植民地化と抵抗 

生徒が問いをつくる焦点 

欧米諸国は政治･経済を近代化し､アジア諸国を植民地化した｡ 

授業者が想定する学習課題 

なぜ欧米諸国は、アジア諸国を植民地化したのか？ 

授業者が想定するまとめ 

産業革命が進んだ欧米諸国は、新しい市場と原料の供給地を

アジアに求めて、植民地とした。 

次単元にむけての問い 

欧米諸国のアジア進出に対して日本はどう対応したのか？ 

授業者が想定するまとめ 

欧米諸国の進出に対して、鎖国をやめた。 

欧米諸国を手本にして近代化を進めた。 

・  欧米諸国は、近代化して新しい 

市場や原料供給地としてアジア

を植民地したことを理解してい

る。（知識・理解、ワークシート） 

 

 

 

 

・  欧米諸国のアジアへの進出に対 

する日本の対応について自分の

考えをまとめている。(思考・判

断・表現、ワークシート) 

(5) 本時の指導  
ア 本時の目標 

(ｱ) 欧米諸国がアジア諸国を植民地化したことについて、問いをつくる焦点を基に疑問を

あげ、学習課題を設定する。 

(ｲ） 欧米諸国のアジア進出について、年表や地図から必要な情報を読み取り、その内容を 

整理してまとめる。 

(ｳ)  欧米諸国がアジア諸国を植民地化した理由を提示された絵画資料を基に考察する。 

イ 本時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価規準（観点、方法） 

導
入 

  

 

 

 

 

＜「欧米諸国のアジア進出」についての学習課題づくり＞  
◎授業者が提示する「生徒が問いをつくる焦点」  
 「欧米諸国は政治・経済を近代化して、アジア諸国に進出した。」  
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＜個人活動＞ 

・ 提示された焦点を基に、生徒自身が疑

問を挙げる。 

＜班活動＞ 

・ 班で疑問を出し合う。 

・ 重要と思うものに優先順位を付ける 。 

・ 重要度の高いものを学習課題とする 。 

 

 

 

 

 

 

＜全体＞ 

・ 生徒が挙げた学習課題の確認 

・ 生徒に疑問をできるだけ

多く挙げさせるように支援

する。 

・ 班で出し合うことを促す。 

・ 班の中で疑問の優先順位

を考えさせ、絞り込ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 挙げられた学習課題から

時期や年代に着目し、学習

課題を選択する。 

・  問 い を つ く る 焦 点

に対してできるだけ多

く疑問を挙げ学習課題

を設定しようとしてい

る。（関心・意欲・態度、

ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開 

 

 

 

 

 

＜個人活動＞ 

・ 主題図を参考に、どの地域がどの国

の植民地だったのかを読み取り、ワー

クシートにまとめる。 

・ 教科書の記述から、イギリスがイン

ドや中国に進出した歴史的事象を読み

取り、ワークシートにまとめる。 

 

 

 

 

 

ワークシート配布 

・ アヘン戦争とインド大反

乱の様子の絵画資料を提示

して、アジア進出のイメー

ジをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 欧米のアジア進出の

時期や場所について、

年表や地図から必要な

情報を読み取り、まと

めている。（技能、ワー

クシート） 

ま
と
め 

 

 

 

 

 

 

 

・ 授業の最初に挙げられた

学習課題の中から、相互の

関連に着目し、単元を貫く

学習課題とすることを説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜個人作業＞ 

・ グラフ「イギリスとインドの綿織物

の輸出額の移り変わり」と図「イギリ

ス・インド・清の貿易関係の変化」を

参考に、学習課題に対するまとめを考

察し、ワークシートに記入する。 

＜班活動＞ 

・ 班で意見交換を行う。 

＜発表＞ 

・ 各班で出てきた意見を代表者が発表

する。 

課題追究シート配布 

・ あくまで予想で構わない

と伝え、考察を積極的に記

入するよう促す。 

・ 班での意見交換の際、な

るべく多くの意見を挙げる

ように促す。 

 

 

・ 出てきた意見を取り上げ

ながら、次回以降の学習に

つなげる。 

 

・ アヘン戦争とインド

大反乱の絵画資料や貿

易に関するグラフ模式

図を基に、欧米諸国が

アジア諸国を植民地化

した理由について考察

している 

（思考・判断・表現、

ワークシート） 

 

本時の学習課題 

① どの国が、どの国に進出したのだろうか？  
② いつ、欧米諸国はアジアへ進出したのだろうか？ 

単元を貫く学習課題  
「なぜ欧米諸国は、アジア諸国に進出したのか？」  

授業者が想定する学習課題 

・ いつ近代化したか。         ・ 欧米だけ近代化したか。   

・ なぜ欧米は近代化が可能だったのか。 ・ いつ進出したか。  ・ 近代化とは何か。 

・ なぜ、アジアが狙われたのか。    ・ 何のために進出したのか。  

・ 欧米のどの国が近代化したのか。   ・ アジアのどの国が狙われたのか。  
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＜個人活動＞ 

・ 提示された焦点を基に、生徒自身が疑

問を挙げる。 

＜班活動＞ 

・ 班で疑問を出し合う。 

・ 重要と思うものに優先順位を付ける 。 

・ 重要度の高いものを学習課題とする 。 

 

 

 

 

 

 

＜全体＞ 

・ 生徒が挙げた学習課題の確認 

・ 生徒に疑問をできるだけ

多く挙げさせるように支援

する。 

・ 班で出し合うことを促す。 

・ 班の中で疑問の優先順位

を考えさせ、絞り込ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 挙げられた学習課題から

時期や年代に着目し、学習

課題を選択する。 

・  問 い を つ く る 焦 点

に対してできるだけ多

く疑問を挙げ学習課題

を設定しようとしてい

る。（関心・意欲・態度、

ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展
開 

 

 

 

 

 

＜個人活動＞ 

・ 主題図を参考に、どの地域がどの国

の植民地だったのかを読み取り、ワー

クシートにまとめる。 

・ 教科書の記述から、イギリスがイン

ドや中国に進出した歴史的事象を読み

取り、ワークシートにまとめる。 

 

 

 

 

 

ワークシート配布 

・ アヘン戦争とインド大反

乱の様子の絵画資料を提示

して、アジア進出のイメー

ジをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 欧米のアジア進出の

時期や場所について、

年表や地図から必要な

情報を読み取り、まと

めている。（技能、ワー

クシート） 

ま
と
め 

 

 

 

 

 

 

 

・ 授業の最初に挙げられた

学習課題の中から、相互の

関連に着目し、単元を貫く

学習課題とすることを説明

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜個人作業＞ 

・ グラフ「イギリスとインドの綿織物

の輸出額の移り変わり」と図「イギリ

ス・インド・清の貿易関係の変化」を

参考に、学習課題に対するまとめを考

察し、ワークシートに記入する。 

＜班活動＞ 

・ 班で意見交換を行う。 

＜発表＞ 

・ 各班で出てきた意見を代表者が発表

する。 

課題追究シート配布 

・ あくまで予想で構わない

と伝え、考察を積極的に記

入するよう促す。 

・ 班での意見交換の際、な

るべく多くの意見を挙げる

ように促す。 

 

 

・ 出てきた意見を取り上げ

ながら、次回以降の学習に

つなげる。 

 

・ アヘン戦争とインド

大反乱の絵画資料や貿

易に関するグラフ模式

図を基に、欧米諸国が

アジア諸国を植民地化

した理由について考察

している 

（思考・判断・表現、

ワークシート） 

 

本時の学習課題 

① どの国が、どの国に進出したのだろうか？  
② いつ、欧米諸国はアジアへ進出したのだろうか？ 

単元を貫く学習課題  
「なぜ欧米諸国は、アジア諸国に進出したのか？」  

授業者が想定する学習課題 

・ いつ近代化したか。         ・ 欧米だけ近代化したか。   

・ なぜ欧米は近代化が可能だったのか。 ・ いつ進出したか。  ・ 近代化とは何か。 

・ なぜ、アジアが狙われたのか。    ・ 何のために進出したのか。  

・ 欧米のどの国が近代化したのか。   ・ アジアのどの国が狙われたのか。  

【本単元で使用した「課題追究シート」】   【本時で使用した「ワークシート」】 

「学習プラン」単元の最初に配布（単元の計  同様の「ワークシート」を単元の各時におい

画及び自分で考えた学習課題（問い）を記録  て配布 

する。） 

(6)  研究の考察 

ア 成果  

  (ｱ） 歴史的な見方・考え方を働かせた問いの深化 

単元を通して「問いをつくる焦点」に対して生徒に疑問を出させる活動を行ったとこ

ろ、単元の始めと終わりでは生徒が挙げる疑問に次のような変容が見られた。 

        生徒が挙げた疑問の例 

単元の始め 

・欧米諸国とはどこか。    

・近代化とはどういう意味か。 

・進出とはどういう意味か。 

単元の終わり 

・産業革命で人々の生活はどのように変わったか。 

・なぜ江戸幕府は開国したのか。（次単元への疑問） 

・江戸幕府は開国した結果、どう変化したか。 

単元の始めは、語句の意味に対する疑問や「いつ」、「どこで」、「だれが」という疑問

が多かったが、単元の終わりには、「なぜ」や「どのように変化したか」といった原因や

結果、諸事象の推移に着目した疑問が増加した。生徒が単元の学習を通して歴史的な見

方・考え方を働かせた考察を繰り返したことにより、生徒の歴史的な見方・考え方が鍛

えられている様子が分かる。 
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(ｲ)  主体的、対話的な学びの実現 

「問いをつくる焦点」を基に生徒自身が考えた疑問から学習課題を設定する今回の授

業では、生徒はこれまでの学習内容を振り返るなど主体的に調べたり、班の中で互いの

意見に対し指摘し合うなど積極的に班員と考えを伝えあったりする場面が多く見られた。

また、ホワイトボードを用いて、他の生徒が考えた学習課題を共有することは、生徒同

士の積極的な対話に有効であった。さらに、本時では解決されなかった学習課題は、「課

題追究シート」に記録が残り、第２時以降で解決できる機会があったため、生徒は単元

を通して、主体的に学習に取り組むことができた。 

(ｳ)  歴史的な見方・考え方を働かせた考察 

「なぜ欧米諸国はアジアに進出したのか。」という単元を貫く学習課題に対して、生徒

の記述には次のような変容が見られた。 

        生徒の記述例 

単元の始め 

・ 欧米諸国を大きく強くしたかったから。 

・ 欧米諸国の強さを示すため。 

・ 植民地にしやすかった。 

単元の終わり 

・ イギリスがインドを植民地にして綿織物を売って、工場で

大量生産し産業革命をした。 

・ イギリスが産業革命するとき、材料や売る相手が必要だっ

たのでインドや中国を利用した。 

・ 産業革命によって材料や売る相手がほしかったため。 

単元の始めは欧米とアジアの力関係や領土拡大に着目した記述が多かったが、単元の 

終わりでは、産業革命を背景とした経済的要因に着目した記述が多くなった。このこと

は、学習課題を追究する活動を通じて、「原因や結果」などの歴史的な見方・考え方を働

かせて考察することができるようになったためであると考えられる。 

イ 課題 

  (ｱ)  「問いをつくる焦点」の提示方法の工夫 

今回の単元では、毎時間「問いをつくる焦点」を文章で示し、そこから生まれる疑問

を挙げさせた。この学習活動を単元を通して繰り返したことで、生徒が考える学習課題

も固定化する傾向があった。今後、「問いをつくる焦点」を絵画資料やグラフなど歴史的

分野の特質を踏まえた形で提示する工夫が必要であると考える。 

(ｲ)  各時間のつながりを意識させる工夫 

各時間で主体的に学習課題を設定し、それを追究した結果を文章でまとめる活動を続

けたが、追究してまとめた結果が単元を貫く学習課題の追究につながらない生徒がいた。

各時間の学習内容と単元の学習課題の追究とのつながりを可視化できるようなワークシ

ートの工夫を引き続き検討する必要がある。 

(ｳ)  考察する上での誤った知識の修正 

今回の学習課題を追究する過程で生徒たちが地理的分野の学習内容から「人口が多く

製品が多く売れる」といった現代のアジアの状況をそのまま 19 世紀にあてはめて考察す

ることがあった。既習事項を生かして考察に向かうことは評価できるものの、誤った知

識については資料を用いて丁寧に指摘、修正していく必要がある。 
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(ｲ)  主体的、対話的な学びの実現 

「問いをつくる焦点」を基に生徒自身が考えた疑問から学習課題を設定する今回の授

業では、生徒はこれまでの学習内容を振り返るなど主体的に調べたり、班の中で互いの

意見に対し指摘し合うなど積極的に班員と考えを伝えあったりする場面が多く見られた。

また、ホワイトボードを用いて、他の生徒が考えた学習課題を共有することは、生徒同

士の積極的な対話に有効であった。さらに、本時では解決されなかった学習課題は、「課

題追究シート」に記録が残り、第２時以降で解決できる機会があったため、生徒は単元

を通して、主体的に学習に取り組むことができた。 

(ｳ)  歴史的な見方・考え方を働かせた考察 

「なぜ欧米諸国はアジアに進出したのか。」という単元を貫く学習課題に対して、生徒

の記述には次のような変容が見られた。 

        生徒の記述例 

単元の始め 

・ 欧米諸国を大きく強くしたかったから。 

・ 欧米諸国の強さを示すため。 

・ 植民地にしやすかった。 

単元の終わり 

・ イギリスがインドを植民地にして綿織物を売って、工場で

大量生産し産業革命をした。 

・ イギリスが産業革命するとき、材料や売る相手が必要だっ

たのでインドや中国を利用した。 

・ 産業革命によって材料や売る相手がほしかったため。 

単元の始めは欧米とアジアの力関係や領土拡大に着目した記述が多かったが、単元の 

終わりでは、産業革命を背景とした経済的要因に着目した記述が多くなった。このこと

は、学習課題を追究する活動を通じて、「原因や結果」などの歴史的な見方・考え方を働

かせて考察することができるようになったためであると考えられる。 

イ 課題 

  (ｱ)  「問いをつくる焦点」の提示方法の工夫 

今回の単元では、毎時間「問いをつくる焦点」を文章で示し、そこから生まれる疑問

を挙げさせた。この学習活動を単元を通して繰り返したことで、生徒が考える学習課題

も固定化する傾向があった。今後、「問いをつくる焦点」を絵画資料やグラフなど歴史的

分野の特質を踏まえた形で提示する工夫が必要であると考える。 

(ｲ)  各時間のつながりを意識させる工夫 

各時間で主体的に学習課題を設定し、それを追究した結果を文章でまとめる活動を続

けたが、追究してまとめた結果が単元を貫く学習課題の追究につながらない生徒がいた。

各時間の学習内容と単元の学習課題の追究とのつながりを可視化できるようなワークシ

ートの工夫を引き続き検討する必要がある。 

(ｳ)  考察する上での誤った知識の修正 

今回の学習課題を追究する過程で生徒たちが地理的分野の学習内容から「人口が多く

製品が多く売れる」といった現代のアジアの状況をそのまま 19 世紀にあてはめて考察す

ることがあった。既習事項を生かして考察に向かうことは評価できるものの、誤った知

識については資料を用いて丁寧に指摘、修正していく必要がある。 

２ 指導事例２ 

 

 

 

(1)  単元の目標   

個人の尊重と法の支配などに着目して、課題を追究したり解決したりする活動を通して、

次の事項を身につける。 

ア 現代的な諸課題を示す統計などの諸資料を読み取り、人間の尊重を基本的人権を中心に

深め、法の意義を理解する。 

イ 我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義について多面的・多角的

に考察し、表現する。 

ウ 日本では日本国憲法を最高法規とした法の支配が行われていることの理解を踏まえ、現

代の社会的事象について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関わろ

うとする態度を養う。 

(2) 単元の評価規準 
社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
資料活用の技能 

社会的事象について

の知識・理解 

・ 主体的に学習課題を

設定しようとしてい

る。  
・ 対話的な活動を通し

て学習課題に対して意

欲的に追究し、捉えよ

うとしている。  
・ 現代的諸課題の解決

を視野に主体的に社会

に関わろうとしてい

る。  

・ 学習課題を多面的・多角

的に考察し、その過程や結

果を適切に表現している。 
・ 「個人の尊重と法の支

配」などの見方・考え方を

働かせて考察している。  
・ 現代的諸課題を踏まえ、

将来を見据えて構想して

いる。 

・  基本的人権が侵

害されている例、そ

れに対する施策、現

代的な諸課題を表

す資料、日本国憲法

の条文等の資料を

適切に読み取り、活

用している。 

・ 日本では日本国憲

法を最高法規とし

た法の支配が行わ

れていることを踏

まえ、日本国憲法に

よって基本的人権

が守られているこ

とを理解し、その知

識を身に付けてい

る。 

(3)  研究主題との関わり 

本単元のねらいは、人間の尊重についての考え方を、基本的人権を中心に深め、法の意

義を理解するとともに、我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義に

ついて多面的・多角的に考察し、表現することにある。それらによって身に付ける知識及

び技能、思考力、判断力、表現力等を基に、主体的に社会に関わろうとする態度を養って

いく。なお、考察する際には現代社会の見方・考え方の一つである、 

  

という「個人の尊重と法の支配」等を働かせて課題を追究することとした。 

学習を進めるにあたっては、単元の始めに単元を貫く学習課題（問い）を生徒の疑問か

ら設定し、単元の見通しを立てる。単元の最後には、単元を貫く学習課題に対するまとめ

を行い、次の単元につながる考察をさせ単元間の接続を図っていく。生きて働く知識及び

技能を身に付け、それらを活用して社会的な見方・考え方を働かせながら、自らが設定し

た学習課題に対して考察を積み重ねる。これを構想につなげていくことは、公民としての

資質・能力の基礎を育むことに通じると考える。 

個人の尊重を基礎としてすべての国民の自由と平等が保障されているということ

や、基本的人権を保障しているのが法である。  

指導事例  中学校学習指導要領 公民的分野 大項目 Ｃ 私たちと政治 

第３学年 単元名 公民的分野 人間の尊重と日本国憲法の基本的原則 
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(4)  単元の指導計画と評価計画（７時間扱い）  

時 学習内容・学習活動 学習活動に即した具体的な評価規準（評価の観点、評価方法）  

１
（
検
証
①
） 

１   基本的人権についての学習課題設定  
（単元を貫く問いづくり）  

生徒が問いをつくる焦点   
 「どんな人であっても、基本的人権は日本

国憲法で守られる。」  
授業者が想定するまとめ  

「どんな人でも個人として尊重され、すべ

ての人に保障された権利である。」  

・ 問いをつくる焦点に対しできるだけ多く疑問を

挙げ学習課題を設定しようとしている。  
（関心・意欲・態度、ワークシート） 

・ ハンセン病患者の隔離問題を基に、基本的人権

について考察している。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

２ 

２   平等権  
生徒が問いをつくる焦点   

「どんな人であっても、平等に扱われる。」 
授業者が想定するまとめ  

「人それぞれの立場を理解し、すべての人

が活躍できる社会を創るべきである。」  
 

・   女性の年齢階級別労働力人口のグラフを例に

平等権について自らの考えをまとめている。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 女性の年齢階級別労働力人口のグラフを的確に

読み取っている。   （技能、ワークシート） 

・ 平等権についての基本的な知識を身に付けてい

る。      （知識・理解、ワークシート）  

３ 

３   自由権  
生徒が問いをつくる焦点   

「どんな人であっても、自由である。」  
授業者が想定するまとめ  

「自由とは私たちの心、体、行動が他者か

らの不当な侵害を受けないということ

である。」  

・ 戦前の検閲を受けた本の写真を例に自由権につ

いて自らの考えをまとめている。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 自由権についての基本的な知識を身に付けてい

る。      （知識・理解、ワークシート）  

４ 

４   社会権  
生徒が問いをつくる焦点   

「どんな人であっても、人間らしく生きる

ことができる。」  
授業者が想定するまとめ  

「どのような状況でも最低限度の生活が

保障され、安心して生活できる。」  

・ 最低限度の生活を考察する事例、最低賃金の写

真の例に社会権について自らの考えをまとめてい

る。   （思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 社会権についての基本的な知識を身に付けてい

る。      （知識・理解、ワークシート）  

５ 

５ 人権を守るための権利  
生徒が問いをつくる焦点   

「どんな人であっても、人権が侵されない

ように守られている。」  
授業者が想定するまとめ  

「時には人権侵害を受ける可能性がある

が、様々な権利で防ぐ手だてがある。」  
※その権利は最高法規の日本国憲法で保

障されていることから政治権力からも

守られる。  

・ 船上投票、足利事件の写真を例に人権を守るた

めの権利について自らの考えをまとめている。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 足利事件は政治権力の判断の誤りによる人権侵

害であるが、日本国憲法によって補償される手だ

てがあることを理解している。  
・ 人権を守るための権利についての基本的な知識

を身に付けている。  
（知識・理解、ワークシート） 

６ 

６ 公共の福祉と国民の義務  
生徒が問いをつくる焦点   

「全員の人権を守ろうとすると互いの人

権を侵害し調整が必要である。」  
授業者が想定するまとめ  

「他者の人権を侵害してしまう場合は、自

分の人権は制限されることがある。」  

・ 人権が制限される事例、国民の義務から基本的

人権について自らの考えをまとめている。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 基本的人権の制限についての基本的な知識を身

に付けている。  
（知識・理解、ワークシート） 

７
（
検
証
②
） 

７ 単元の振り返り  
生徒が問いをつくる焦点   

「『グローバル化』、『少子高齢化』、『情報

化』が進んだとしても、どんな人であ

っても、基本的人権は日本国憲法で守

られる。」  
授業者が想定するまとめ  

「基本的人権とはどのような人にも与え

られた私たちを守る基本となる権利で

ある。社会が変化することで、求めら

れる人権が広がる（変化する）。」  

・ 現代的諸課題の解決を視野に主体的に社会に関

わろうとしている。  
（関心・意欲・態度、ワークシート） 

・ 「グローバル化」「少子高齢化」「情報化」に関

わる資料を的確に読み取っている。  
（技能、ワークシート） 

・ 法の支配に対する理解や、読み取った資料を基

に基本的人権に対する自らの考えをまとめること

ができる。  
・ 「グローバル化」「少子高齢化」「情報化」とい

った現代的諸課題を踏まえて将来を見据えて構想

している。（思考・判断・表現、ワークシート） 
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(4)  単元の指導計画と評価計画（７時間扱い）  

時 学習内容・学習活動 学習活動に即した具体的な評価規準（評価の観点、評価方法）  

１
（
検
証
①
） 

１   基本的人権についての学習課題設定  
（単元を貫く問いづくり）  

生徒が問いをつくる焦点   
 「どんな人であっても、基本的人権は日本

国憲法で守られる。」  
授業者が想定するまとめ  

「どんな人でも個人として尊重され、すべ

ての人に保障された権利である。」  

・ 問いをつくる焦点に対しできるだけ多く疑問を

挙げ学習課題を設定しようとしている。  
（関心・意欲・態度、ワークシート） 

・ ハンセン病患者の隔離問題を基に、基本的人権

について考察している。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

２ 

２   平等権  
生徒が問いをつくる焦点   

「どんな人であっても、平等に扱われる。」 
授業者が想定するまとめ  

「人それぞれの立場を理解し、すべての人

が活躍できる社会を創るべきである。」  
 

・   女性の年齢階級別労働力人口のグラフを例に

平等権について自らの考えをまとめている。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 女性の年齢階級別労働力人口のグラフを的確に

読み取っている。   （技能、ワークシート） 

・ 平等権についての基本的な知識を身に付けてい

る。      （知識・理解、ワークシート）  

３ 

３   自由権  
生徒が問いをつくる焦点   

「どんな人であっても、自由である。」  
授業者が想定するまとめ  

「自由とは私たちの心、体、行動が他者か

らの不当な侵害を受けないということ

である。」  

・ 戦前の検閲を受けた本の写真を例に自由権につ

いて自らの考えをまとめている。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 自由権についての基本的な知識を身に付けてい

る。      （知識・理解、ワークシート）  

４ 

４   社会権  
生徒が問いをつくる焦点   

「どんな人であっても、人間らしく生きる

ことができる。」  
授業者が想定するまとめ  

「どのような状況でも最低限度の生活が

保障され、安心して生活できる。」  

・ 最低限度の生活を考察する事例、最低賃金の写

真の例に社会権について自らの考えをまとめてい

る。   （思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 社会権についての基本的な知識を身に付けてい

る。      （知識・理解、ワークシート）  

５ 

５ 人権を守るための権利  
生徒が問いをつくる焦点   

「どんな人であっても、人権が侵されない

ように守られている。」  
授業者が想定するまとめ  

「時には人権侵害を受ける可能性がある

が、様々な権利で防ぐ手だてがある。」  
※その権利は最高法規の日本国憲法で保

障されていることから政治権力からも

守られる。  

・ 船上投票、足利事件の写真を例に人権を守るた

めの権利について自らの考えをまとめている。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 足利事件は政治権力の判断の誤りによる人権侵

害であるが、日本国憲法によって補償される手だ

てがあることを理解している。  
・ 人権を守るための権利についての基本的な知識

を身に付けている。  
（知識・理解、ワークシート） 

６ 

６ 公共の福祉と国民の義務  
生徒が問いをつくる焦点   

「全員の人権を守ろうとすると互いの人

権を侵害し調整が必要である。」  
授業者が想定するまとめ  

「他者の人権を侵害してしまう場合は、自

分の人権は制限されることがある。」  

・ 人権が制限される事例、国民の義務から基本的

人権について自らの考えをまとめている。  
（思考・判断・表現、ワークシート） 

・ 基本的人権の制限についての基本的な知識を身

に付けている。  
（知識・理解、ワークシート） 

７
（
検
証
②
） 

７ 単元の振り返り  
生徒が問いをつくる焦点   

「『グローバル化』、『少子高齢化』、『情報

化』が進んだとしても、どんな人であ

っても、基本的人権は日本国憲法で守

られる。」  
授業者が想定するまとめ  

「基本的人権とはどのような人にも与え

られた私たちを守る基本となる権利で

ある。社会が変化することで、求めら

れる人権が広がる（変化する）。」  

・ 現代的諸課題の解決を視野に主体的に社会に関

わろうとしている。  
（関心・意欲・態度、ワークシート） 

・ 「グローバル化」「少子高齢化」「情報化」に関

わる資料を的確に読み取っている。  
（技能、ワークシート） 

・ 法の支配に対する理解や、読み取った資料を基

に基本的人権に対する自らの考えをまとめること

ができる。  
・ 「グローバル化」「少子高齢化」「情報化」とい

った現代的諸課題を踏まえて将来を見据えて構想

している。（思考・判断・表現、ワークシート） 

(5) 第１時（検証①）の指導 

 ア 目標  

    「個人の尊重と法の支配」などに着目して、学習課題を追究する活動を通して、次の

事項を身に付ける。 

(ｱ)  私たちが生活する上で、様々な権利が日本国憲法によって守られていることを理解す 

る。  

  (ｲ) 日本国憲法の人権保障の考え方について理解する。 

  (ｳ) 基本的人権を守るために、私たちに必要な態度を考える。 

  (ｴ) 基本的人権についての学習を進めていくうえでの、自らの学習課題を設定する。 

イ 第１時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価規準(観点、方法) 

導

入 

 

 

・ 前時までの内容を振 

り返り、日本国憲法の

三大原則を振り返る。 

 

 

 

 

 

・ 提示された焦点を基 

に、生徒自身がもった

疑問を挙げさせる。 

 

 

 

 

 

 

・ 基本的人権の保障が日本国憲法 

の三大原則の一つになっているこ

とを確認する。 

 

 

 

 

 

・ 何人かに発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 学習課題を自ら設定し 

ている。（関心・意欲・態

度、ワークシート） 

展

開

１ 

 

 

 

・ 私たちの生活で守ら 

れている権利（基本的

人権）を考え、必要な

順にランクをつける。 

・ グループで互いに発 

表し合う。 

・ グループ内での発表 

を参考に、新たに付け

加えたい権利があった

ら付け加える。 

・ 授業者が例を出し、生徒が考えや 

すいようにする。 

 

 

・ それぞれの考えをグループで共 

有させる。 

・ グループの他の人の考えを参考 

に、自分の考えを深めさせる。 

 

 

展

開

２ 

 

・ 日本国憲法における 

人権保障の考え方につ

いて理解する。 

 

 

 

 

・ 各グループで出た権利を発表さ 

せ、それと関連付けながら説明す

る。 

 

 

 

ま

と

め 

 

・  ハンセン病患者・元

患者の差別の問題を通

して、人権保障の課題

や、それを改善してい

くための解決策につい

て考える。 

・  教師が資料を読んで解説を加え 

る。 

・  日本国憲法で基本的人権が保障

されているにもかかわらず、このよ

うな差別問題が起きてしまったこ

とに気付かせる。 

・  差別の問題だけに考えが偏らな 

いように、人権全体の問題として

考えられるに指導する。 

・ 全ての人の基本的人権 

を保障するために、現状

の課題と解決策について

考えている。（思考・判

断・表現、ワークシート） 

＜「基本的人権」についての学習課題づくり＞ 

◎授業者が提示する「生徒が問いをつくる焦点」 

「どんな人であっても、基本的人権は日本国憲法で守られる。」  

授業者によるまとめ 

「どんな人でも個人として尊重され、すべての人に保障された権利である。」  

授業者が想定する学習課題 

・ 基本的人権はどのように保障されているのだろうか。 

・ 本当に全ての人に保障されているのだろうか。   ・ 基本的人権とは何か。 

・ 日本国憲法によってどのように守られているのだろうか。  
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ウ 第 1 時のワークシート 

  

 

(6)  第７時（検証②）  

ア 第７時の目標 

「個人の尊重と法の支配」などに着目して、学習課題を追究する活動を通して、次の  
事項を身に付ける。 

(ｱ)  「『グローバル化』、『少子高齢化』、『情報化』が進んだとしても、どんな人であっても、

基本的人権は日本国憲法で守られる。」という問いをつくる焦点を基に、主体的に疑問を

出しながら、学習課題を設定する。 

(ｲ) 単元を貫く問いである「基本的人権とはどのようなものか。」とそれに加えた「これか

らどのようにすれば守っていけるだろうか。」について、「個人の尊重と法の支配」など

の社会的な見方・考え方を働かせて考察するとともに対話的な活動を通して考えを深め、

まとめる。 

(ｳ) 日本では日本国憲法を最高法規とした法の支配が行われていることの理解を踏まえ、

現代の社会的事象について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関

わろうとする。 
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ウ 第 1 時のワークシート 

  

 

(6)  第７時（検証②）  

ア 第７時の目標 

「個人の尊重と法の支配」などに着目して、学習課題を追究する活動を通して、次の  
事項を身に付ける。 

(ｱ)  「『グローバル化』、『少子高齢化』、『情報化』が進んだとしても、どんな人であっても、

基本的人権は日本国憲法で守られる。」という問いをつくる焦点を基に、主体的に疑問を

出しながら、学習課題を設定する。 

(ｲ) 単元を貫く問いである「基本的人権とはどのようなものか。」とそれに加えた「これか

らどのようにすれば守っていけるだろうか。」について、「個人の尊重と法の支配」など

の社会的な見方・考え方を働かせて考察するとともに対話的な活動を通して考えを深め、

まとめる。 

(ｳ) 日本では日本国憲法を最高法規とした法の支配が行われていることの理解を踏まえ、

現代の社会的事象について、現代社会に見られる課題の解決を視野に主体的に社会に関

わろうとする。 

 

 

 

   

イ 第７時の展開 

 学習活動 指導上の留意点 評価規準（観点、方法） 

導

入 

 

 

 

 

 

 

○   提示された「問いをつくる焦点」

を基に、生徒自身がもった疑問を

挙げさせる。  
○   班で疑問を出し合う。  
○   重要と思うものに優先順位をつ  

けていく。  
○   重要度の高いものを学習課題と

する。  
 

 

 

 

 

 

・  
 
 
 
 
 
・ 生徒が疑問を挙げている

間は多くを挙げさせること

を促す。  
・ 疑問については評価しな  
・ い。  
・ 班で出し合うことを促す。 
・ 班の中で優先順位をつ

けさせ、学習課題としてし

ぼり込ませる。 

 

 

展

開

① 

 

○ 生徒が挙げた学習課題の確認 

○ 三つの事例について考察する。  
・ グローバル化が進み、日本で暮

らす外国人が増える中、すべての

人の基本的人権がどのように守ら

れるべきだろうか。  
・ 情報化が進み、インターネット

利用者数も増え、様々なことが情

報として管理される中、すべての

人の基本的人権がどのように守ら

れるべきだろうか。  
・ 少子高齢化が進む中、すべての

人の基本的人権がどのように守ら

れるべきだろうか。 

・ 資料を読み取らせ、それ

を基に考察させる。  
・ 考察は資料を活用し根

拠をもって説明させる。  
・ 数名の生徒に発表させ

る。 

・  資料を的確に読み取る

ことができる。  
（技能、ワークシート）  

・ 資料を基に自らの考え

をまとめている。（思考・

判断・表現、ワークシート） 
 

展

開

② 

 

○ 自ら設定した学習課題に対する

まとめを行う。 

〇 各班で考察した内容を代表者

が発表し共有する。 

・ 展開１の三つの現代的

諸課題に対する考察を踏

まえ、まとめを行う。 

 

ま

と

め 

 

○ 単元を貫く学習課題に、本時の

学習課題を加えた「基本的人権と

はどのようなものか。これからど

のようにすれば守っていけるだろ

うか。」について考察、構想する。 
〇  次の単元に向けた見通しを説明

する。  
 

 

 

 

 

 

 

・ 単元全体の学習内容を

踏まえて基本的人権につ

いて将来を見通した考察、

構想させる。 

・ 現代的な諸課題を踏ま

え将来を見据えて構想し

ている。（思考・判断・表

現、ワークシート）  
・ 現代的諸課題の解決を

視野に主体的に社会に関

わろうとしている。（関

心・意欲・態度、ワークシ

ート） 

 

 

 

 

 

  

<単元を貫く問いを踏まえて単元全体をまとめる問いづくり（課題設定）> 

◎教師が提示する「生徒が問いをつくる焦点」 

「『グローバル化』、『少子高齢化』、『情報化』が進んだとしても、どんな人であっ

ても、基本的人権は日本国憲法で守られる。」 

授業者が想定する学習課題  
「基本的人権とはどのようなものか。また、社会が変化していく中、  

基本的人権はどのようにすれば守っていけるだろうか。」  

授業者が想定するまとめ  
「基本的人権とはどのような人にも与えられた、私たちを守る基本となる権利である。日本

では日本国憲法を最高法規とした法の支配が行われていることから、社会が変化していくな

か、私たち自身が社会に関わり私たち自身の権利を守るようにしていく必要がある。」  
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ウ 第 7 時のワークシート（導入部分の抜粋） 

 

(7)  研究の考察    
ア 成果  
(ｱ) 主体的・対話的な学びの活性化と深い学びへのつながり  

生徒が「問いをつくる焦点」からできるだけ自由に疑問を出し合い、その疑問を共有

することは、生徒が主体的に学習内容に向き合うことにつながる。それらを班活動によ

る対話で共有し精選させていくことで学習課題が設定される。生徒が班活動を通して設

定した学習課題をホワイトボードで提示しクラス全体で共有しながら協働して追究した

ことが深い学びを経たまとめにつながった。  
(ｲ)  見方・考え方の働かせ方に関する生徒の変容  

単元を通して、課題を設定し考察をする授業を行った結果、単元の始めと終わりで社

会的な見方・考え方を働かせた考察の結果として、次のような変容が見られた。  
     【生徒Ａのまとめの変容】  

第 1 時のまとめ まちがっている人を変える。 

第 7 時のまとめ 

グローバル化が進んでいるから外国人と日本人の差別を完全

になくす。高齢者でも住みやすくして高齢者を守る。守ってく

れる政治家を選挙で選ぶ。 

人権単元の最後

のまとめ 

これからも憲法を守っていくことが大切で、多数派の意見だけ

でなく、少数派の意見の尊重も大切で、よりよいほうを取り入

れて、いまよりよい憲法にして生活に生かしていきたい。投票

したり意見をしっかり述べて政治に参加することが大切。 

第１時での「基本的人権はどのようにすれば守られるだろうか。」という学習課題に対

するまとめでは、「まちがっている人を変える」とだけあるが、第７時のまとめでは外国

人や高齢者など具体的な他者の例を挙げており「個人の尊重」の見方・考え方を働かせ

た考察となっている。  
さらに、人権単元の最後のまとめでは、政治参加についても述べられるとともに、新

しい人権を意識した「いまよりよい憲法（の運用）」という表現も見られるようになった。
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ウ 第 7 時のワークシート（導入部分の抜粋） 

 

(7)  研究の考察    
ア 成果  
(ｱ) 主体的・対話的な学びの活性化と深い学びへのつながり  

生徒が「問いをつくる焦点」からできるだけ自由に疑問を出し合い、その疑問を共有

することは、生徒が主体的に学習内容に向き合うことにつながる。それらを班活動によ

る対話で共有し精選させていくことで学習課題が設定される。生徒が班活動を通して設

定した学習課題をホワイトボードで提示しクラス全体で共有しながら協働して追究した

ことが深い学びを経たまとめにつながった。  
(ｲ)  見方・考え方の働かせ方に関する生徒の変容  

単元を通して、課題を設定し考察をする授業を行った結果、単元の始めと終わりで社

会的な見方・考え方を働かせた考察の結果として、次のような変容が見られた。  
     【生徒Ａのまとめの変容】  

第 1 時のまとめ まちがっている人を変える。 

第 7 時のまとめ 

グローバル化が進んでいるから外国人と日本人の差別を完全

になくす。高齢者でも住みやすくして高齢者を守る。守ってく

れる政治家を選挙で選ぶ。 

人権単元の最後

のまとめ 

これからも憲法を守っていくことが大切で、多数派の意見だけ

でなく、少数派の意見の尊重も大切で、よりよいほうを取り入

れて、いまよりよい憲法にして生活に生かしていきたい。投票
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(ｳ)  見方・考え方を働かせた学習を積み重ねたことによる構想  
本単元において、生徒が自らの疑問から学習課題を設定しそれを追究する学習活動を

積み重ねたことにより、社会的な見方・考え方を働かせながら構想する生徒が複数見ら

れた。 

 【ワークシートの生徒の記述例】  
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とに有効であった。このことから主体的に課題を設定させながら見方・考え方を働かせ

た考察を繰り返し行うことは、社会的な見方・考え方を鍛え、構想につなげることが可

能であることが分かった。  
(ｴ)  よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度の育成  

ワークシートの記述を分析した結果、単元の導入における「基本的人権は今後どのよ

うに守られるべきだろうか」という学習課題に対する生徒の記述には、「国」や「国家」

にその責務を求める傾向が多く見られた。しかし、単元を通じて毎時間本研究の研究仮

説に基づいた学習活動を続けた結果、以下のような生徒の記述の変容が見られた。 

    【ワークシートの生徒の記述例】 

  

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

時代の変遷を読み取り、それに伴って、誰かが正当な理由なく損をしないかど

うかを一人一人が考えていく。  

新たな問題が起こる前に、社会の傾向からどのような問題が起きそうか予想し、

守り方を決めておく。  

その時々の社会の変化に応じた適切な対処を考え、日々更新させていくことが、

基本的人権を守っていくことにつながる。  

基本的人権はこうだと決めつけるのではなく、社会の変化に合わせて考え方を

少しずつ変えていく。  
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全体として、国家任せにしようとする記述は消え、時代の変化に合わせて基本的人

権のあり方を自ら変えていくべきであるという方向の記述が多く見られるようにな

った。これは、単元を貫く学習課題の追究によって、将来、自らが主権者となり、社

会を担っていく主体として関わっていこうという態度（社会参画意識）を身に付けた

ことの表れであると考えられる。 

イ 課題  
(ｱ)  「問いをつくる焦点」の工夫  

本研究では、授業者が「問いをつくる焦点」を提示して、それに対して生徒が疑問を

出しながら生徒同士で共有化を図り、主体的に学習課題を設定することを試みた。これ

は、生徒が学習内容の本質に迫るための土台をつくる一助となる。それだけでなく、授

業者が「問いをつくる焦点」を事前に作ることは、授業者にとってもねらいを踏まえて、

指導内容を焦点化することにも通じる。「問いをつくる焦点」が指導内容からずれてしま

ったり、十分に焦点化されていない「問いをつくる焦点」を生徒に提示すると、生徒は

混乱したり、生徒同士の議論が拡散したりすることがあった。  
授業者がどのような「問いをつくる焦点」を示して、生徒に主体的・対話的な活動を

させ深い学びに結び付けるか、今後も検討を重ねる必要がある。  
(ｲ) 単元を通して習得した知識及び技能を基にした選択・判断力、思考力・表現力の育成 

前述の成果で挙げたように、研究仮説に則って生徒自らが学習課題を設定し、それを

追究していく単元の学習活動を通じて、生徒が主体的に学習に取り組み、その成果とし

て公民としての資質・能力の基礎である社会参画意識を養成することができた。しかし、

前述の生徒の記述例を見ても、それは社会に見られる課題の具体的な解決策とまでは至

っていない。本単元でいえば、例えば参政権等は単元で習得した知識及び技能であるは

ずだが、それらを最終的な考察の際に生徒に活用させることができなかったということ

になる。 

このことを解決するためには、授業者が常に単元の学習課題と、今習得している知識

及び技能、単元の学習課題との結び付きを生徒に意識させながら単元の学習活動を行っ

ていく必要がある。単元の学習全体を俯瞰し、一単位時間ごとに生徒が学習の現在地を

確認できるような単元ワークシートの工夫が必要である。 
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Ⅳ 研究のまとめ   

１ 研究の成果 

(1)  授業者による「問いをつくる焦点」の設定方法の整理 

本研究では、授業者が「問いをつくる焦点」を示し、生徒に疑問を挙げさせるところか

ら学習活動が始まる。そのため、授業者は、単元や本時のねらいを踏まえた「問いをつく

る焦点」を設定する必要がある。検証授業を通して、次のような流れで「問いをつくる焦

点」を設定していくことが効果的であることが再確認された。 

 

・ 授業者は、生徒が学習を終えたときにまとめることが望ましい考察の結果を想 

定する。 

    ↓ 

・ 授業者は、生徒が望ましい考察の結果に迫るために有効な設定すべき学習課題 

 を想定する。 

    ↓ 

 ・ 授業者は、学習課題の設定から考察した結果までの想定を基に、生徒が望まし 

い考察の結果に迫るために必要な「問いをつくる焦点」を授業者が設定し提示す 

る。 

 

つまり、授業者は、生徒の学習の到達点（ゴール）を想定しながら、それを導き出すた

めに必要な情報を逆算しながらしぼり込んでいき、「問いをつくる焦点」を設定することに

なる。授業者は、生徒の考察結果を想定せずに「問いをつくる焦点」を設定してしまうと、

生徒の挙げる疑問や、そこからの学習活動がまとまらず、考察の結果も拡散してしまうた

め、十分に留意する必要がある。 

(2)  主体的・対話的な学びを通した生徒自身による学習課題の設定 

授業者が提示する「問いをつくる焦点」に対して、生徒に疑問を挙げさせ、対話的な活

動を通して学習課題を設定させていくことは、生徒が主体的に学習課題を追究していく上

で効果的であった。生徒が主体的な学習をするためには、学習課題の設定段階から生徒に

関わらせることが重要であると考える。生徒は、はじめ様々な疑問を出すが、授業者が目

指す方向性を示す「問いをつくる焦点」を提示することで、疑問は精選され、学習課題が

適切に設定されていくことが可能となった。 

(3)  社会的な見方・考え方を働かせた深い学びを通した社会参画意識の育成 

生徒が自ら学習課題を設定することで、その解決に向けた追究も主体的に取り組むこと

ができるようになった。授業者が提示する「問いをつくる焦点」に、社会的な見方・考え

方を働かせるための要素を入れておくことで、生徒は学習課題の追究を通して社会的な見

方・考え方を鍛えていくことになる。このような学習活動の積み重ねにより、よりよい社

会の実現を視野に、課題を解決しようとする態度（社会参画意識）が生徒に見られるよう

になることが分かった。このことは、公民としての資質・能力の基礎を育むことにつなが

ったと考えられる。 



－40－

２ 今後の課題 

(1)  「問いをつくる焦点」の工夫 

生徒が主体的に学習課題を設定するためには、社会的な見方・考え方を働かせる追究に

つながる「問いをつくる焦点」を示すことが必要である。それは授業における学習内容の

焦点化であり、授業者はあらかじめこのことを踏まえたうえで、「問いをつくる焦点」を作

成する必要がある。授業者が指導内容の焦点化を十分に行うことができていない場合は、

生徒は学習課題を設定する段階において議論が拡散してしまう。授業者はより一層、単元

のねらいやねらいを達成するための学習内容を理解し、単元で学習する内容の構造化や焦

点化を図ることが求められる。 

(2)  単元内の学習内容のつながりを意識させる工夫 

単元の始めに単元全体を通した学習課題を設定し、それを解決するために単元を通して

追究する学習活動を繰り返し行ってきたが、各時間の追究が単元を通した学習課題の解決

に十分につながらない生徒がいた。 

指導事例１で使用した「課題追究シート」のように、単元の学習内容のつながりを生徒

自身が意識して学習活動に取り組むことができるように、授業者は今後もワークシート等

の工夫を行っていくことが必要となる。 

(3)  知識の定着と追究する活動における知識の活用 

学習課題を設定した上で、生徒に追究を行わせる際に、生徒は知識の理解が十分でない

まま、考察してしまう可能性がある。授業者は、生徒が学習課題を追究する上で必要な知

識の定着を図るとともに、資料活用の技能を高める指導を行っていく必要がある。また、

生徒が学習課題を追究する際に、知識の定着が十分でない場合には、授業者は机間指導や

生徒が記入したワークシートの記述内容を評価し指導するなどして、知識の確実な定着を

図るとともに、生徒の深い学びを支援していく必要がある。 

   

３ 終わりに 

本研究では、歴史的分野と公民的分野において、研究主題に基づいた検証授業を行った。

各分野の特質に応じた「見方・考え方」を働かせる際に着目する視点は多様にあり、各分野

の学習における追究の過程において、これらの視点を必要に応じて組み合わせて用いること

が重要となる。地理的分野の学習内容の最後には地理的な課題について、歴史的分野の学習

内容の最後には現代社会の諸課題について、それぞれ学習と関わらせて考察、構想する。そ

の上で、公民的分野において、よりよい社会を築いていくために解決すべき課題を多面的・

多角的に考察、構想し、自分の考えを説明、論述できるように指導することが求められてい

る。今後、新学習指導要領の移行措置期間に、各分野の最後に生徒が説明、論述した内容を

詳細に分析することで、それまでの学習指導上の課題を明らかにし、学習指導の不断の改善

に努めることが授業者に求められている。 
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〈中学校数学科研究開発委員会〉 

研究主題 

「自身に問い、仲間に問い、課題を探究していく力を育む数学科の指導方法及び教材開発」  

 

研究の概要 

本研究では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、生徒が自身に「問い」をもつ

場面を日常的に設けることが肝要だと考えた。生徒が感じている何気ない「問い」に対して、

自身で向き合わせることが、主体的な学びにつながる。そして、それは生徒同士の対話を生

む。自身に問いつつ仲間に問う対話的な活動を通して課題解決を図るとともに、解決の過程

や結果の振り返りから、新たな疑問や解決策の一般化など、更なる問いを生じさせる。この

繰り返しが「深い学び」につながると考え、生徒が「問い」をもち、仲間に問うことができ

るような教材及び指導の工夫に関する研究、開発を行った。 

※本研究では、「問い」を「探究活動の過程で生じた生徒の疑問」とする。  

 

Ⅰ 研究の目的 

「OECD 生徒の学習状況到達度調査」（PISA2015）では、数学的リテラシーの平均得点は国

際的に見ると高いが、学力の上位層の割合はトップレベルの国・地域よりも低い結果となっ

ている。また、「国際数学・理科教育動向調査」（TIMSS2015）では、算数・数学の平均得点は

良好な結果となっているとともに、数学を学ぶ楽しさや実社会との関連に対して肯定的な回

答をする割合も改善が見られる一方で、諸外国と比べると学習意欲面で課題がある。さらに、

「平成 29 年度全国学力・学習状況調査」からは、中学校で、「数学的な表現を用いた理由の

説明」に課題が見られる。 

  中学校学習指導要領解説数学編（平成 29 年７月）（以下、「中学校学習指導要領解説数学編」

と表記。）では、育成を目指す資質・能力を三つの柱「知識及び技能」、「思考力、判断力、表

現力等」、「学びに向かう力、人間性等」に整理し、それらの資質・能力を育成するためには、

生徒の見方・考え方を働かせた「主体的・対話的で深い学び」の実現が必要であるとしている。 

  以上の課題等を考えると、まず生徒の学習意欲と主体性を高めることが必要であり、その

ためには、教材及び指導方法に関する手だての工夫を通して、生徒に「問い」を抱かせるこ

とが肝要だと考える。次に、生徒一人一人に「問い」が生じれば、数学的活動を通して新た

な「問い」が生じ、それは仲間へ問うことに広がり、生徒同士の対話的な活動の活性化を促

し、深い学びへとつながっていくものと捉えた。そのための授業改善を、本研究の目的とした。 

 

Ⅱ 研究仮説 

  自身に問い、仲間に問う授業展開により、生徒は自ら課題を探究し、仲間と協働しながら

自己の学びを深めることができるであろう。 
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〈中学校数学科研究開発委員会〉 

研究主題 

「自身に問い、仲間に問い、課題を探究していく力を育む数学科の指導方法及び教材開発」  

 

研究の概要 

本研究では、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて、生徒が自身に「問い」をもつ

場面を日常的に設けることが肝要だと考えた。生徒が感じている何気ない「問い」に対して、

自身で向き合わせることが、主体的な学びにつながる。そして、それは生徒同士の対話を生

む。自身に問いつつ仲間に問う対話的な活動を通して課題解決を図るとともに、解決の過程

や結果の振り返りから、新たな疑問や解決策の一般化など、更なる問いを生じさせる。この

繰り返しが「深い学び」につながると考え、生徒が「問い」をもち、仲間に問うことができ

るような教材及び指導の工夫に関する研究、開発を行った。 

※本研究では、「問い」を「探究活動の過程で生じた生徒の疑問」とする。  

 

Ⅰ 研究の目的 

「OECD 生徒の学習状況到達度調査」（PISA2015）では、数学的リテラシーの平均得点は国

際的に見ると高いが、学力の上位層の割合はトップレベルの国・地域よりも低い結果となっ

ている。また、「国際数学・理科教育動向調査」（TIMSS2015）では、算数・数学の平均得点は

良好な結果となっているとともに、数学を学ぶ楽しさや実社会との関連に対して肯定的な回

答をする割合も改善が見られる一方で、諸外国と比べると学習意欲面で課題がある。さらに、

「平成 29 年度全国学力・学習状況調査」からは、中学校で、「数学的な表現を用いた理由の

説明」に課題が見られる。 

  中学校学習指導要領解説数学編（平成 29 年７月）（以下、「中学校学習指導要領解説数学編」

と表記。）では、育成を目指す資質・能力を三つの柱「知識及び技能」、「思考力、判断力、表

現力等」、「学びに向かう力、人間性等」に整理し、それらの資質・能力を育成するためには、

生徒の見方・考え方を働かせた「主体的・対話的で深い学び」の実現が必要であるとしている。 

  以上の課題等を考えると、まず生徒の学習意欲と主体性を高めることが必要であり、その

ためには、教材及び指導方法に関する手だての工夫を通して、生徒に「問い」を抱かせるこ

とが肝要だと考える。次に、生徒一人一人に「問い」が生じれば、数学的活動を通して新た

な「問い」が生じ、それは仲間へ問うことに広がり、生徒同士の対話的な活動の活性化を促

し、深い学びへとつながっていくものと捉えた。そのための授業改善を、本研究の目的とした。 

 

Ⅱ 研究仮説 

  自身に問い、仲間に問う授業展開により、生徒は自ら課題を探究し、仲間と協働しながら

自己の学びを深めることができるであろう。 

 

 
 

Ⅲ 研究の方法 

１ 基礎研究 

  中学校学習指導要領（平成 29 年３月）、中学校学習指導要領解説数学編、OECD 生徒の学習

状況到達度調査（PISA2015）、国際数学・理科教育動向調査（TIMSS2015）、平成 29 年度全国

学力・学習状況調査で、生徒の実態及び目指す生徒像を確認・分析した。 

２ 開発研究 

自身に問い、仲間に問い、課題を探究していく力を育むため、生徒が数学的な見方・考え

方を働かせて課題に取り組むような教材及び指導方法について研究を重ねた。  
(1) 教材に関する手だて  
ア 数学の他領域

と関連した教材 

数学の他領域（Ａ数と式、Ｂ図形、Ｃ関数、Ｄデータの活用）と関連した教材を

開発することで、教材に対する興味・関心を高め、「問い」を抱かせやすいと考えた。 

イ 日常の事象や

社会の事象と関

連した教材 

日常の事象や社会の事象を数理的に捉えられるようにする。さらに、課題を自立

的、協働的に解決する過程を通じて、得られた結果を考察したり、類似の事象に活

用したりする力を身に付け、数学を学ぶ意義や楽しさを実感できると考えた。 

ウ 具体物を用い

た教材 

 

具体物を用いた教材は、課題に対する生徒の興味・関心を高め、場面設定をより

正しく理解させ、数量の確認や比較・検討を容易にすることができる。     

また、具体物の操作そのものが課題解決に向けた見通しをもつことに有効である

と考えた。 

 

(2) 指導方法に関する手だて 

ア 育成を目指す

資質・能力に基

づいた単元構想 

 

中学校学習指導要領解説数学編では、中学校数学科の目標を、(1)知識及び技能、

(2)思考力、判断力、表現力等、(3)学びに向かう力、人間性等の三つの柱に整理し

て示している。そこで本研究では、上記の(1)、(2)について、「知る」、「分かる」を

キーワードとし、(3)については「生かす」をキーワードとして視認性を高めた単元

構想図を工夫した。 

「知る」レベル 事実的な知識の習得（穴埋め、選択問題ができる） 

「分かる」レベル  概念的な知識の習得（例を挙げながら説明できる） 

「生かす」レベル 他の場面での活用 （知識を総合的に活用できる） 

※参考 石井英真「今求められる学力と学びとは」日本標準 2015 

イ 自らに「問い」

をもたせるため

の工夫 

（自身に問う） 

本委員会では、教師から与えられた課題であっても、それが生徒の内面を揺れ動

かし解決への意欲を与えるような課題であれば、生徒一人一人に「問い」を抱かせ

ることができると考えた。そのために、具体物を用いた教材の提示、ICT の活用等を

通し視覚的に課題をイメージさせる。さらに対話等を通して課題解決までの見通し

をもつことができるよう指導方法を工夫した。 

ウ 対話的な活動

の工夫 

（仲間に問う） 

 

「対話的な学び」を充実させるために、本委員会では対話の時間を、一対一の対

話（対話Ⅰ）と、グループでの対話（対話Ⅱ）に分けた。まず対話Ⅰでは、めあて

と課題の内容について確認した。誰もが対話しやすいであろう対話Ⅰを通して、そ

の後の活動の方向性が定まる。 

次に、対話Ⅱでは、グループでの対話を通して、課題に対する解決策を数学的な

表現を用いて説明し合い、よりよい解決策の提案を目指す。その際、アイディアを

出し合い協議するためにホワイトボード等の活用も試みる。 

エ 学んだことを

生かすための振

り返りの工夫 

 

授業の入口での「問い」、学習活動を通して得たこと、授業の出口での新たな「問

い」の変容を見取るために、振り返りシートの活用を試みた。 

具体的には授業の終わりで、以下の三つの質問を生徒に答えさせた。 

・今日の課題を聞いたときにどのような感想をもちましたか。 

・今日の授業を通して、何が分かりましたか。 

・今日の授業からもっと考えてみたいことがありますか。 
 

以上の手だてを授業の中に取り入れることにより、自身に問い、仲間に問い、課題を探究

していく力を育むことを通して「主体的・対話的で深い学び」の実現ができると考えた。  
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Ⅳ 研究の内容 

１ 【Ａ領域 数と式】第１学年 一次方程式の利用 

(1) 単元構想 

ア 単元を通して育成する資質・能力  
知識及び技能 

方程式の必要性と意味及

びその解の意味を理解し、簡

単な一元一次方程式を解く

ことができる。  

思考力・判断力・表現力等 

一元一次方程式を等式の

性質を基にして解く方法を

考察し表現したり、具体的な

場面で活用したりする力を

身に付ける。  

学びに向かう力・人間性等 

様々な事象を方程式の考

え方で捉える等、数学的に考

え表現することに関心をも

ち、方程式を問題の解決に活

用しようとする態度を養う。 
イ 単元構想図（全 16 時間）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 

解の意

味を具

体的に

説明で

きる。  

方程式

とその

解の意

味を理

解して

いる。  

方程式を解くとは、

等式の性質を基に

して、もとの方程式

を x＝k の形に変形

することであるこ

とを理解し、能率よ

く解を求めること

ができる。  

等式

の性

質を

理解

して

いる。 

移項の意

味を理解

してい

る。一次

方程式を

解く手順

を理解し

ている。  

方程式を解く一

般的な手順をま

とめ、能率よく  
解を求めること

ができる。  
比例式の性質を

利用できる。  

かっこや

小数を含

む方程式

の解き方

を理解し

ている。  

係数に分

数を含む

方程式の

解き方を

理解して

いる。  
比例式の

性質を理

解している。 

方程式を

利用して

問題を解

決すると

きの手順

を理解し

ている。  

具体的な場面

から求めたい

数量及び数量

関係を見いだ

し、方程式を

解くことがで

きる。また、

解の吟味を行

うことができる。 

代数的な操作のよさ

を理解するとともに、

日常の事象の数量

関係を数学的に考

え表現することに

関心をもち、生じた

疑問に対して方程

式を用いるなど問

題の解決に活用し

ようとする。また得

られた結果を意味

付けたり活用した

りしようとする。  

【知る】 

【分かる】 【生かす】 
 学びに向かう力・ 

 人間性等 

１～３時  
〈主な学習活動〉  

上皿天秤の操作を

通して、等式の性質

を見いだし、具体的

なイメージをもつ。  
〈自分への問い (主
体的な視点 )〉  
・ 等式の性質と天

秤の操作が結びつ

いているか。  
・ 方程式の解を求

めることと等式の

性質がどう関連し

ているのか。  

４～５時  
〈主な学習活動〉  
・ 等式の性質か

ら移項へのつな

がりを説明する。 
・ 移項を利用し

て一次方程式を

解く。  
〈自分への問い

(主体的な視点 )〉  
・ 等式の性質と

移項がどのよう

に関連している

のか。  

６～10 時  
〈主な学習活動〉  
・  いろいろな一次方程式を

解く。  
・  比例式を解く。  
〈自分への問い (主体的な視

点 )〉  
・  いろいろな一次方程式を

どのように解くか。  
・  比例式の性質はどのよ

うなものか。  
〈仲間への問い (対話的な視

点 )〉  
・  いろいろな一次方程式の

解き方を説明できるか。  
・  比例式の性質について説

明できるか。  

11～16 時 

[本時は 11 時] 
〈主な学習活動〉  
・  身の回りの事象から

方程式で解決する方法

を見いだす。  
・  方程式のよさを見い

だす。  
〈自分への問い (主体的な

視点 )〉  
・  ある事象を、方程式に

表すことができるか。  
〈仲間への問い (対話的な

視点 )〉  
・  多様な考え方を、自ら

のものとして捉え深め

ることができるか。  

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

 
 

 

知
識
及
び
技
能 
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Ⅳ 研究の内容 

１ 【Ａ領域 数と式】第１学年 一次方程式の利用 

(1) 単元構想 

ア 単元を通して育成する資質・能力  
知識及び技能 

方程式の必要性と意味及

びその解の意味を理解し、簡

単な一元一次方程式を解く

ことができる。  

思考力・判断力・表現力等 

一元一次方程式を等式の

性質を基にして解く方法を

考察し表現したり、具体的な

場面で活用したりする力を

身に付ける。  

学びに向かう力・人間性等 

様々な事象を方程式の考

え方で捉える等、数学的に考

え表現することに関心をも

ち、方程式を問題の解決に活

用しようとする態度を養う。 
イ 単元構想図（全 16 時間）  
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説明で
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方程式

とその

解の意
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いる。  

方程式を解くとは、
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して、もとの方程式

を x＝k の形に変形

することであるこ

とを理解し、能率よ

く解を求めること

ができる。  

等式

の性

質を

理解

して

いる。 

移項の意

味を理解

してい

る。一次

方程式を

解く手順

を理解し

ている。  

方程式を解く一

般的な手順をま

とめ、能率よく  
解を求めること

ができる。  
比例式の性質を

利用できる。  

かっこや

小数を含

む方程式

の解き方

を理解し

ている。  

係数に分

数を含む

方程式の

解き方を

理解して

いる。  
比例式の

性質を理

解している。 

方程式を

利用して

問題を解

決すると

きの手順

を理解し

ている。  

具体的な場面

から求めたい

数量及び数量

関係を見いだ

し、方程式を

解くことがで

きる。また、

解の吟味を行

うことができる。 

代数的な操作のよさ

を理解するとともに、

日常の事象の数量

関係を数学的に考

え表現することに

関心をもち、生じた

疑問に対して方程

式を用いるなど問

題の解決に活用し

ようとする。また得

られた結果を意味

付けたり活用した

りしようとする。  

【知る】 

【分かる】 【生かす】 
 学びに向かう力・ 

 人間性等 

１～３時  
〈主な学習活動〉  

上皿天秤の操作を

通して、等式の性質

を見いだし、具体的

なイメージをもつ。  
〈自分への問い (主
体的な視点 )〉  
・ 等式の性質と天

秤の操作が結びつ

いているか。  
・ 方程式の解を求

めることと等式の

性質がどう関連し

ているのか。  

４～５時  
〈主な学習活動〉  
・ 等式の性質か

ら移項へのつな

がりを説明する。 
・ 移項を利用し

て一次方程式を

解く。  
〈自分への問い

(主体的な視点 )〉  
・ 等式の性質と

移項がどのよう

に関連している

のか。  

６～10 時  
〈主な学習活動〉  
・  いろいろな一次方程式を

解く。  
・  比例式を解く。  
〈自分への問い (主体的な視

点 )〉  
・  いろいろな一次方程式を

どのように解くか。  
・  比例式の性質はどのよ

うなものか。  
〈仲間への問い (対話的な視

点 )〉  
・  いろいろな一次方程式の

解き方を説明できるか。  
・  比例式の性質について説

明できるか。  

11～16 時 

[本時は 11 時] 
〈主な学習活動〉  
・  身の回りの事象から

方程式で解決する方法

を見いだす。  
・  方程式のよさを見い

だす。  
〈自分への問い (主体的な

視点 )〉  
・  ある事象を、方程式に

表すことができるか。  
〈仲間への問い (対話的な

視点 )〉  
・  多様な考え方を、自ら

のものとして捉え深め

ることができるか。  

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

 
 

 

知
識
及
び
技
能 

 
 

(2) 本研究との関連 

ア 教材に関する手だて  
 
課題・教材  

フラッグガーランドのフラッグの間隔を決定するた

めに必要な数量を見いだし、方程式を用いて解決する

ことを通して、方程式のよさに気付かせる。  

 
(ｱ) 数学の他領域

に関連した教材  
ひもの長さやフラッグの枚数に伴って、フラッグの間隔の長さが変わる

ということに気付けば、【C 領域 関数】への関心を高める。  
(ｲ) 日常の事象や

社会の事象と関

連した教材  

「フラッグガーランドを作る」ことを想定し、課題を自立的、協働的に

解決する過程を通して、身の回りの事象を数理的に捉えたり、類似の事象

に活用したり、数学を学ぶ意義や楽しさを実感したりできるようにする。 
(ｳ) 具体物を用い

た教材  
フラッグガーランドを実際に見せることで、興味・関心を高め、課題解

決への見通しをもちやすくする。また、考えがまとまらない生徒にはヒン

トカードを配布し、解決方法の比較・検討を行いやすくする。  
イ 指導方法に関する手だて  
(ｱ) 単元構想図  単元構想図については、44 ページに記載  
(ｲ) 自らに「問い」

をもたせるため

の工夫 

(自身に問う) 

課題解決への必要な情報（「長さ 280ｃｍのひも」「底辺 15 ㎝の三角形」

「フラッグを 10 枚貼る」等）を生徒とともに設定することで、生徒の主

体性を高め、課題への興味・関心、解決への見通しをもたせられると考えた。 

(ｳ)  対話的な活動

の工夫 

(仲間に問う) 

対話Ⅰでは、解決に必要な数量の情報整理を行い、何を求めたいのかを

相互に確認し合う。また対話Ⅱでは、解法の説明に必要なキーワード（「数

字の意味」「何を x とおいたか」「何を等しいと考えたのか」）を必ず使う

こととし協議させる。  
(ｴ) 振り返りの工夫 生徒に、自身の「問い」に着目させ、振り返りシートを記入させる。授

業の入口と出口での「問い」が、どのように変容したのかを見取る。  
 

(3) 本時の展開 

ア １年 一次方程式 第 10 時 「一次方程式の利用」  
イ 本時の目標「フラッグガーランドの間隔を考える活動を通して、方程式のよさに気付く。」 
ウ 本時の評価規準  

関心・意欲・態度  見方・考え方  技能  知識・理解  
一元一次方程式を活

用することに関心をも

ち、問題の解決に生かそ

うとしている。  

方程式を解くことが、

事象の数理的な解決に

つながるという方程式

のよさに気付く。  

数量やその関係を文

字を用いた式で表し、一

元一次方程式を用いて

解くことができる。  

一元一次方程式を活

用して問題を解決する

手順を理解している。  

エ 本時の展開  
 ○学習活動 

S：予想される生徒の反応 

・指導上の留意点 

◎本研究との関連 

◇評価 

（評価方法） 
導

入 

５ 

分 

〇 フラッグガーランドのサンプル

から、フラッグの均等配置が美し

さを生み出すことを確認する。  
 

 
◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 
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展

開

40

分 

〇 280 ㎝のひもを見せ、フラッグ

ガーランドをこのひもに作りたい

との趣旨を説明する。 

〇 フラッグを貼るためには、どの

ような数量が必要なのかを問う。 

S：三角形の底辺の長さ、ひもの両端

の長さ、フラッグの間隔の長さ、

フラッグの枚数 

〇 本時のめあての提示 

 

 

 

 

 

〇 課題を解決するために必要な情

報を箇条書きで板書する。 

 

フラッグガーランドを作るため

に必要な数量 

・ひものながさ 280 ㎝ 

・フラッグの底辺 15 ㎝ 

・フラッグの間隔 

・フラッグの枚数 10 枚 

・ひもの両端の長さ 20 ㎝ 

 

〇 [対話Ⅰ]（2 分） 

何を求めるのか、どんな情報を使

うのかをペアで確認する。 

 

〇 自力解決（10 分） 

S：280－40＝15×10＋9x 
S：(15+x)×10－x＝280－40 

S：280－40－15＝225 

   225－15×9＝90 

   90÷9＝10 

 

〇 [対話Ⅱ]（13 分） 

  グループで、各自の考え方を説明

し合いまとめる。 

 

〇 全体考察（10 分） 

 黒板にフラッグガーランドの図を

提示し、説明に利用させる。また、

ホワイトボードを黒板に貼り、各

グループの考え方を考察する。 

 

 

 

・ 課題解決への必要な情報を

生徒から出させることで、興

味・関心をもたせる。 

◎(2)イ－(ｲ) 

 

 

 

 

 

 

 

・ 実物大のひもとフラッグを

見せ、触れさせることで、課

題への見通しをもたせる。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

 (2)イ－(ｲ) 

 

 

 

 

 

 

 

・ 考えがまとまらない生徒に

は、フラッグガーランドの図

が描かれたヒントカードを渡す。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 対話的な活動を行う前に、

説明のために必要なキーワー

ド（「数字の意味」、「何を x と

おいたか」、「何を等しいと考

えたのか」）を提示し、説明さ

せる。ただし、一次方程式を

利用しない解法もあるので留

意する。 

◎(2)イ－(ｳ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 自分の考え方

をもつことがで

きたか。 

（机間指導） 

 

 

 

 

 

◇ 自分の考えを

数学的な表現を

用いて説明する

こ と が で き た

か。 

（ワークシート） 

 

ま

と

め

５

分 

 

〇 一次方程式を利用して課題を解

決することのよさに気付かせる。 

○ ひもの長さが 300 ㎝なら、フラ

ッグの間隔をどうすればよいか。 

〇 振り返りをし、生徒の考え方の

変容を確かめる。 

 

 
◎(2)イ－(ｲ)(ｴ) 

◎(2)ア－(ｱ) 

 

 

本時のめあて：フラッグの間隔を求めるための方法について考え、説明しよう。  

ヒントカード  
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(4) 本研究との関連に対する考察 

ア 教材に関する手だてとの関連  
身近な事象である「フラッグガーランド 」を扱うことで、生徒の興味・関心を高め、数

学的に課題を解決できることを生徒に気付かせることができた。本時の課題は方程式を利

用した場合、280＝9x+190 となり、例えばひもの長さが 300 の場合は左辺を 300 に変える

だけでフラッグの間隔を求めることができる。このように１つの値を変えて解くだけで数

理的に解決できることが、方程式のよさでもあり、また次の単元である「関数」への入口

になった。「関数」の授業において、「関数関係が、これまでの授業で出てきていないか。」

と生徒に問うと、「フラッグの間隔とひもの長さ」という回答を得ることができた。また、

まとめでの授業の振り返りや、授業後の生徒の反応等から、数学を学ぶ意義や楽しさを実

感させることができた。 

イ 指導方法に関する手だてとの関連  
質問           主な回答例（一部抜粋）     回答：23 名 

１  今日の課題を

聞いたときに、ど

の よう な感 想 を

もちましたか。  

・ たのしみ。解けそうだと思った。８名（35％） 

・ 難しそうだと思った。不安に感じた。９名（39％） 

・ どうやったら簡単に解けるかと思った。３名（13％） 

・ 方程式にすればよいのではないかと考えた。１名（４％） 

・ その他 ２名（９％ 無回答等） 

２  今日の授業を

通して、何が分か

りましたか。  

・ 1 つずつ順番に計算するより、方程式を使うと便利。９名（39％） 

・ 方程式でも解けることが分かった。６名（26％） 

・ 色々な解き方があることが分かった。２名（9％） 

・ フラッグの間隔の求め方が分かった。６名（26％） 

３  今日の授業か

ら、もっと考えて

み たい こと が あ

りますか。  

・ 他の問題でも方程式を使ってみたい。他にどのような問題に方程式

を使えるのか。他の部分の長さも方程式で求められるか考えたい。等 

12 名（52％） 

・ 他の問題でも、色々な考え方を見付けてみたい。５名（22％） 

・ 特にない。２名（９％） 

・ その他 ４名（17％ 無回答等） 

授業の入口では、方程式を利用するという考え方が浮かばなかった生徒も、授業の出口

では「他の課題に取り組みたい。」等のように、課題に対する探究心をもつ生徒が 74％で

あった。 

授業の入口での「問い」を生じさせるために、具体物を示しながら課題解決に必要な情

報を生徒から引き出したり、対話Ⅰの場面でこれから取り組む内容（フラッグの間隔を求

めるために、どのような情報を扱えばよいか）を整理させたりした。そうすることで、課

題への再認識と解決への見通しをもたせ、主体的に考えさせることにつながった。また、

対話Ⅱの場面では数学的な表現（数字の意味、何を x とおいたか、何を等しいと考えたの

か）を用いて相互に説明させた。これが生徒相互で考え方を比較することとなり、効率的

な解法を模索して課題解決ができた。授業の出口では、他の部分の長さや、類似課題への

活用等、新たな「問い」が生じ、課題を探究していく力を育むことにつながった。 
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２ 【Ｂ領域 図形】第１学年 平面図形 

(1)  単元構想 

ア 単元を通して育成する資質・能力 

知識及び技能 

線分の垂直二等分線など

の基本的な作図の方法を理

解する。また平行移動、対称

移動、回転移動について理解

する。  

思考力・判断力・表現力等 

基本的な作図の方法や図

形の移動について考察し表

現する。またそれらを、具体

的な場面で活用する。  

学びに向かう力・人間性等 

事象を捉える等、数学的に

考え表現することに関心を

もち、数学を問題の解決に活

用しようとする。  

イ 単元構想図（全 17 時間）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

垂直、平行

な２直線、

辺の長さや

角の大きさ

から三角形

を的確に捉

えることが

できる。  

線分、距

離、垂直、

垂線、平

行などの

用語の意

味を理解

している。 

ひし形の対
角線の性質
や２つの重
なる円にお
ける対称軸
の性質が、
作図の根拠
となってい
ることを見
いだすこと
ができる。  

平行、回転、

対称移動の

意味を理解

している。  

同一の円の

一部である

扇形につい

て、弧の長

さと面積が

その中心角

の大きさに

比例するこ

とが説明で

きる。  

垂直二等分

線、角の二等

分線、垂線の

作図を理解

している。  

円とおう

ぎ形につ

いての関

係を理解

している。 

πの意味

や円、おう

ぎ形の周

の長さと

面積の公

式の意味

を理解し

ている。  

おうぎ形

の弧の長

さや面

積、中心

角につい

て、円と

比較しな

がら求め

ることが

できる。  

普段から身の回り

の事象を図形的な

目で観察し、日常の

問題に数学を活用

しようとする。  
また、論理的に考え

ることのよさを理

解するとともに、根

拠を示しながら考

え表現していくこ

とに関心をもち、生

じた疑問に対して

深く考えていこう

とする。  

【知る】 

【分かる】 

１～６時  
〈主な学習活動〉  
・ 小学校で学習して

きた直線や角につい

てまとめ、平面図形

の基礎を理解する。  
・ 平行、回転、対称

移動の意味を理解

する。  
〈自分への問い (主体

的な視点 )〉  
・ 身の回りにあるも

のを、垂直や平行な

どの図形として捉

えることができるか。 
・ 三つの移動を組み

合わせいろいろな

位置に図形が移動

できるか。  

７～10 時  
[本時は 10 時] 
〈主な学習活動〉  
・ 基本の作図である垂直

二等分線、角の二等分

線、垂線の作図の手順を

理解し、作図ができる。 
〈自分への問い (主体的な

視点 )〉  
・ 平行、回転、対称移動

と対称軸や回転の中心、

垂直二等分線、角の二等

分線、垂線の作図がどの

ように関連しているのか。 
〈仲間への問い (対話的な

視点 )〉  
・ いろいろな作図の方法

の根拠を説明できるか。 
 

11～15 時 

〈主な学習活動〉  
・ 弧や弦などの円に関

する用語やおうぎ形

の半径、中心角と弧の

長さや面積について

の関係を理解する。  
〈自分への問い (主体的

な視点 )〉  
・ 円とおうぎ形はどの

ように関連している

のか。  
〈仲間への問い (対話的

な視点 )〉  
・ おうぎ形について円

との関係性を見いだ

し、中心角から弧の長

さや面積を説明でき

るか。  

16、17 時 

〈主な学習活動〉  
・ 図形の性質が活用

されている場面があ

ることを知る。  
・ 身の回りの事象か

ら指示にある場所を

作図により見付ける

方法を見いだす。  
〈自分への問い (主体

的な視点 )〉  
・ 図形の条件替えを

考えることができるか。

〈仲間への問い (対話

的な視点 )〉  
・ 多様な考え方を、

自らのものとして捉

え、深めることがで

きるか。  

２点からの
距離が等し
い作図や２
辺からの距
離が等しい
作図の根拠
をおさえ、
見通しをも
った作図を
行うことが
できる。  

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

 
 

 

知
識
及
び
技
能 

【生かす】 
 学びに向かう力・ 

 人間性等 
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角につい

て、円と

比較しな

がら求め

ることが

できる。  

普段から身の回り

の事象を図形的な

目で観察し、日常の

問題に数学を活用

しようとする。  
また、論理的に考え

ることのよさを理

解するとともに、根

拠を示しながら考

え表現していくこ

とに関心をもち、生

じた疑問に対して

深く考えていこう

とする。  

【知る】 

【分かる】 

１～６時  
〈主な学習活動〉  
・ 小学校で学習して

きた直線や角につい

てまとめ、平面図形

の基礎を理解する。  
・ 平行、回転、対称

移動の意味を理解

する。  
〈自分への問い (主体

的な視点 )〉  
・ 身の回りにあるも

のを、垂直や平行な

どの図形として捉

えることができるか。 
・ 三つの移動を組み

合わせいろいろな

位置に図形が移動

できるか。  

７～10 時  
[本時は 10 時] 
〈主な学習活動〉  
・ 基本の作図である垂直

二等分線、角の二等分

線、垂線の作図の手順を

理解し、作図ができる。 
〈自分への問い (主体的な

視点 )〉  
・ 平行、回転、対称移動

と対称軸や回転の中心、

垂直二等分線、角の二等

分線、垂線の作図がどの

ように関連しているのか。 
〈仲間への問い (対話的な

視点 )〉  
・ いろいろな作図の方法

の根拠を説明できるか。 
 

11～15 時 

〈主な学習活動〉  
・ 弧や弦などの円に関

する用語やおうぎ形

の半径、中心角と弧の

長さや面積について

の関係を理解する。  
〈自分への問い (主体的

な視点 )〉  
・ 円とおうぎ形はどの

ように関連している

のか。  
〈仲間への問い (対話的

な視点 )〉  
・ おうぎ形について円

との関係性を見いだ

し、中心角から弧の長

さや面積を説明でき

るか。  

16、17 時 

〈主な学習活動〉  
・ 図形の性質が活用

されている場面があ

ることを知る。  
・ 身の回りの事象か

ら指示にある場所を

作図により見付ける

方法を見いだす。  
〈自分への問い (主体

的な視点 )〉  
・ 図形の条件替えを

考えることができるか。

〈仲間への問い (対話

的な視点 )〉  
・ 多様な考え方を、

自らのものとして捉

え、深めることがで

きるか。  

２点からの
距離が等し
い作図や２
辺からの距
離が等しい
作図の根拠
をおさえ、
見通しをも
った作図を
行うことが
できる。  

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

 
 

 

知
識
及
び
技
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【生かす】 
 学びに向かう力・ 

 人間性等 

 
 

(2)  本研究との関連 

ア 教材に関する手だて  
 
課題・教材  

ずれた２枚の紙を１回の回転移動で整える方法を  
考えさせ、作図の根拠を明らかにしながら、ずれた  
図形の（回転の）中心を説明できるようにする。  
 
 

 
(ｱ) 数学の他領域

に関連した教材  
平面図形についての理解を一層深めるとともに、第２学年における合

同の学習につなげることができる。  
(ｲ) 日常生活や社

会 の事 象に 関 連

した教材  

ずれているプリントを整えるという日常的な操作を、数理的に捉え、

数学的に表現・処理することを通じて、平面図形についての理解を一層

深める。  
(ｳ) 具体物を用い

た教材  
 

ランダムにプロットした点群のシートのずれを見せることにより、興

味・関心を高めるとともに、合同な２枚の図形を配布し、机上で実際に

回すことで、解決方法を考えやすい環境をつくることができる。  
イ 指導方法に関する手だて  
(ｱ) 単元構想図  単元構想図については、48 ページに記載 

(ｲ) 自らに「問い」

を もた せる た め

の工夫 

（自身に問う） 

２点が重なるとはどういうことか考え、課題解決への必要な情報を生

徒自らが出すことで、自らに問いをもつようになると考えた。課題解決

への必要な情報を整理することで、解決への見通しをもち、主体性が高

まり、課題解決をした後、新たな問いを追究していく姿勢ができる。  
(ｳ)  対話的な活動

の工夫 

（仲間に問う） 

対話Ⅰでは、解決に必要な「回転の中心とはどのような点か」を丁寧

に押さえることで、課題についての再認識と、解決への見通しをもつこ

とができる。また、対話Ⅱでは、作図方法の理由を相互に説明し協議さ

せることで、生徒に論理的な考え方を身に付けさせることができる。  
(ｴ) 振り返りの工夫 生徒に自身の「問い」に着目させて、授業の入口と出口でどのように

変化したのかをみる。  
(3)  本時の展開 

ア １年 平面図形 第 10 時 「基本の作図の利用」  
イ 本時の目標「ずれた２枚の紙を１回の回転移動で整える方法を考えさせ、作図の根拠を  

明らかにしながら、回転の中心を求めることができる。」  
ウ 本時の評価規準  

関心・意欲・態度 見方・考え方 技能 知識・理解 

基本的な作図や図形

の移動を具体的な場面

で活用しようとする。 

図形の移動前と移動 

後の二つの図形に着目

し、基本的な作図に結び

付けられる。 

図形の対称性が、垂直 

二等分線等の作図方法

と関連していることを

理解する。 

垂直二等分線等の作 

図の手順を、図形の性質

と関連付けて理解している。 

エ 本時の展開  
 ○学習活動 

S：予想される生徒の反応 

・指導上の留意点 

◎本研究との関連 

◇評価 

（評価方法） 
導

入 

５ 

分 

○ ずらしたプリントを表示し、画用紙を整える

方法を考える。  
S：ずらすのは平行移動、まわすのは回転移動  

平行移動と回転移動（２回の移動）  
○ どのようなずれも平行移動と回転移動の２

回の移動で重ねることができることを確認す

る。  

・ 生徒から１回の

回転移動だけで重

ねることができそ

うだとの意見を引

き出させる。 
◎(2)ア－(ｱ)(ｲ)(ｳ) 
 

◇  ず れ た 図 形

を い ろ い ろ な

視点で捉え、整

え る 方 法 を 表

現 す る こ と が

で き た か 。

（ 発 言 ・ 挙 手 ）
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○ 画用紙が重なるとは、画用紙の２ヶ所の頂点

（２点）が重なることと同じであることを確認

する。  
○ 実物投影機で、ランダムにプロットした点群

のシート２枚を、ずらして表示し、回転の中心

があることを気付かせる。  
S： 中心の点が見える。台風みたい。 

○ 

ワークシートを配布し、本時の課題を提示する。  
 
 
 

 
 
 
・ 頂点同士を合わ

せることで、２枚

の画用紙が重なる

ことを確認させる。 

◎(2)ア－(ｱ)(ｳ) 

 

展

開

40

分 

○  半分に切った合同な長方形の折り紙２枚

（赤・青）を配布する。実際の作業から回転移

動には中心があることを確認し、整理する。 

○ 問題１に取り組む。 

問題１：図形を回転させる際、回転の中心と

はどのような点か確認しよう。 

S： 回転の中心は円の中心だ。 

回転の中心は２点からの距離が等しい点だ。 

○ 問題２に取り組む。 

問題２：二つの長方形を重ねる際、回転の中

心を作図により求めよう。 

○ [対話Ⅰ] 

ペアでこれまでの流れを押さえ、本時の課題と

作図の目的を確認する。 

S： ずれた合同な長方形を重ねるには、対応す

る２点が重なればよいと思います。これを回転

移動１回だけで重ねるために回転の中心を探

します。これまで学んだ作図を使って、対応す

る点に着目して回転の中心を作図します。 

○ 自力解決を行う。 

○ [対話Ⅱ] 

自力解決で出た考え方をグループ内で説明

し合う。 

S： 中心は２点からの距離が等しい点だから、

垂直二等分線の作図をした。 

○ [全体考察] 

説明し合う中で出た、多様な考え方を考察する。 

・ ペン等で押さえ

二つの図形が回転

移動で重なる際、回

転の中心が存在す

ることを確認する。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

・ 多様な表現が出

るよう、辺や角度

からの見方等にふ

れ、自由に意見を

言わせる。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

・ 回転の中心とそ

の図形的な意味に

ついて確認させる。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

(2)イ－(ｲ) 

・ 左記の内容を互い

に声に出させて確

認させる。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

(2)イ－(ｲ) 

・ 状況によりヒン

トとして教科書を

確認させる。 

◎(2)イ－(ｲ)(ｳ) 

・ 各グループから

説明があった考え

方を聴きながら、

自分の考え方を考

察する。 

◇  回 転 の 中 心

は ど の よ う な

点か、表現する

こ と が で き た

か。  
（ワークシート） 

◇  ２ 点 か ら の

距 離 が 等 し い

点 を つ く る に

は、どんな作図

を す れ ば よ い

か、見通すこと

ができたか。  
（発言・挙手） 

◇  自 分 の 考 え

を 数 学 的 な 表

現 を 用 い て 説

明 す る こ と が

できたか。  
（ワークシート） 

◇  点 の 移 動 を

考え、作図の方

法を検討し、根

拠 と な る こ と

を 押 さ え る こ

とができたか。 

（発言） 

 

ま

と

め

５

分 

○ 根拠を明らかにしながらずれた図形の（回転

の）中心を作図によって求めることができるこ

とを確認する。 

○ 今日の授業の振り返りを行い、生徒の考え方

の変容を確かめる。 

S： 各辺が２点で交わらない場合でも回転の中

心は作図できるか。 

S： 長方形ではない図形でも回転の中心は作図

できるか。 

S： 割れたお皿の中心を求めることができるか。 

・ 本時を踏まえ、

根拠を示すことや

見通しをもつこと

の大切さを考え、

次時への新たな問

いをもたせる。 

◎(2)ア－(ｲ) 

(2)イ－(ｳ)(ｴ) 

◇  図 形 の 条 件

が変わる等、他

に 作 図 を 応 用

で き る 場 面 を

考え、作図のよ

さ を 感 じ る こ

とができたか。

（ 今 日 の 授 業

の振り返り）  

  

本時の課題 ： ずれた２枚の紙を１回の回転移動で整えるための中心を見つけよう。  
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○ 画用紙が重なるとは、画用紙の２ヶ所の頂点

（２点）が重なることと同じであることを確認

する。  
○ 実物投影機で、ランダムにプロットした点群

のシート２枚を、ずらして表示し、回転の中心

があることを気付かせる。  
S： 中心の点が見える。台風みたい。 

○ 

ワークシートを配布し、本時の課題を提示する。  
 
 
 

 
 
 
・ 頂点同士を合わ

せることで、２枚

の画用紙が重なる

ことを確認させる。 

◎(2)ア－(ｱ)(ｳ) 

 

展

開

40

分 

○  半分に切った合同な長方形の折り紙２枚

（赤・青）を配布する。実際の作業から回転移

動には中心があることを確認し、整理する。 

○ 問題１に取り組む。 

問題１：図形を回転させる際、回転の中心と

はどのような点か確認しよう。 

S： 回転の中心は円の中心だ。 

回転の中心は２点からの距離が等しい点だ。 

○ 問題２に取り組む。 

問題２：二つの長方形を重ねる際、回転の中

心を作図により求めよう。 

○ [対話Ⅰ] 

ペアでこれまでの流れを押さえ、本時の課題と

作図の目的を確認する。 

S： ずれた合同な長方形を重ねるには、対応す

る２点が重なればよいと思います。これを回転

移動１回だけで重ねるために回転の中心を探

します。これまで学んだ作図を使って、対応す

る点に着目して回転の中心を作図します。 

○ 自力解決を行う。 

○ [対話Ⅱ] 

自力解決で出た考え方をグループ内で説明

し合う。 

S： 中心は２点からの距離が等しい点だから、

垂直二等分線の作図をした。 

○ [全体考察] 

説明し合う中で出た、多様な考え方を考察する。 

・ ペン等で押さえ

二つの図形が回転

移動で重なる際、回

転の中心が存在す

ることを確認する。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

・ 多様な表現が出

るよう、辺や角度

からの見方等にふ

れ、自由に意見を

言わせる。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

・ 回転の中心とそ

の図形的な意味に

ついて確認させる。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

(2)イ－(ｲ) 

・ 左記の内容を互い

に声に出させて確

認させる。 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

(2)イ－(ｲ) 

・ 状況によりヒン

トとして教科書を

確認させる。 

◎(2)イ－(ｲ)(ｳ) 

・ 各グループから

説明があった考え

方を聴きながら、

自分の考え方を考

察する。 

◇  回 転 の 中 心

は ど の よ う な

点か、表現する

こ と が で き た

か。  
（ワークシート） 

◇  ２ 点 か ら の

距 離 が 等 し い

点 を つ く る に

は、どんな作図

を す れ ば よ い

か、見通すこと

ができたか。  
（発言・挙手） 

◇  自 分 の 考 え

を 数 学 的 な 表

現 を 用 い て 説

明 す る こ と が

できたか。  
（ワークシート） 

◇  点 の 移 動 を

考え、作図の方

法を検討し、根

拠 と な る こ と

を 押 さ え る こ

とができたか。 

（発言） 

 

ま

と

め

５

分 

○ 根拠を明らかにしながらずれた図形の（回転

の）中心を作図によって求めることができるこ

とを確認する。 

○ 今日の授業の振り返りを行い、生徒の考え方

の変容を確かめる。 

S： 各辺が２点で交わらない場合でも回転の中

心は作図できるか。 

S： 長方形ではない図形でも回転の中心は作図

できるか。 

S： 割れたお皿の中心を求めることができるか。 

・ 本時を踏まえ、

根拠を示すことや

見通しをもつこと

の大切さを考え、

次時への新たな問

いをもたせる。 

◎(2)ア－(ｲ) 

(2)イ－(ｳ)(ｴ) 

◇  図 形 の 条 件

が変わる等、他

に 作 図 を 応 用

で き る 場 面 を

考え、作図のよ

さ を 感 じ る こ

とができたか。

（ 今 日 の 授 業

の振り返り）  

  

本時の課題 ： ずれた２枚の紙を１回の回転移動で整えるための中心を見つけよう。  

 
 

(4) 本研究との関連に対する考察 

ア 教材に関する手だてとの関連 

合同な２枚のランダムにプロットした点群のシートがずれた状態を見せ、回転の中心を  
視覚的に捉えさせることで、ずれているプリントを、回転移動だけで重ね整えることがで

きると生徒に気付かせることができた。また、合同な２枚の折り紙を配布し、机上で実際

に回してみることで、問題に対する解決方法を考えやすい環境をつくることができた。本

時は、回転移動について「回転移動は対応する２点を重ねる」、「回転の中心は２点からの

距離が等しい」などと明確化することで、移動と作図との知識の深まりと技能の定着につ

ながった。また、まとめでの授業の振り返りや、授業後の生徒の反応等から、数学を学ぶ

意義や楽しさを実感させることができた。  
イ 指導方法に関する手だてとの関連  

質問           主な回答例（一部抜粋）      回答：26 名 

１ 今日の課題を

聞いたときに、

どのような感想

をもちましたか。 

・ 楽しそうだと思った。解けそうだと思った。２名（８％） 

・ 今までやった作図でできるかなと思った。２名（８％） 

・ 難しそうだと思った。大変そうだと思った。10 名（38％） 

・ できないと思った。全くわからない。10 名（38％） 

・ その他 ２名（８％ 無回答等） 

２ 今日の授業を

通して、何が分

かりましたか。  

・ しっかりと理由が言えないと意味がないと思った。１名（４％） 

・ 習ったことがいかされている。５名（19％） 

・ ずれた紙が１回の回転移動で元に戻すことができる。８名（31％） 

・ ずれている点は対応する２点からの距離が等しい。３名（12％） 

・ 垂直二等分線の作図で中心が求められる。７名（19％） 

・ その他 ２名（８％ 無回答等） 

３ 今日の授業か

ら、もっと考え

てみたいことが

ありますか。  

・ 四角形以外でもできるのか。６名（23％） 

・ ３枚になるとどうなるのか。３名（12％） 

・ 重ならない場合はどうなるのか。３名（12％） 

・ 他の方法はないか。７名（27％） 

・ もう少し図形（作図）を行いたい。４名（15％） 

・ その他 ３名（12％ 無回答等） 

授業の入口では、回転の中心を見付けることが難しい、できないと感じた生徒も、授業

の出口では、「図形の形を変えたら」、「枚数を増やしたら」、「重ならなかったら」等のよう

に、課題に対する探究心をもつ生徒が約 88％であった。 

以上のことから、本時の入口での「問い」として、対話Ⅰで課題解決に必要な情報（対

応する２点が重なる）を生徒自らが出すことで、自らに「問い」をもつようになった。ま

た、解決への見通しをもつことで主体性が高まり、新たな問いを探究していく姿勢ができ

た。対話Ⅱでは、相互に解決に必要な情報を伝え合い、作図方法を協議させることで、論

理的な考え方を身に付けさせることができ、課題を探究していく力を育むことにつながった。 
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３【Ｃ領域 関数】第３学年 関数 y＝ax2 の利用 

(1) 単元構想 

ア 単元を通して育成する資質・能力 

知識及び技能 

関数 y＝ax2 について理解

する。また事象の中には関数

関係や関数 y＝ax2 として捉

えられるものがあることを

理解する。 

思考力・判断力・表現力等 

関数 y＝ax2 として捉えら

れる二つの数量について、変

化や対応の特徴を見いだし、

表、式、グラフを相互に関連

付けて考察したり、関数 y＝

ax2 を用いて具体的な事象を

捉え、表現したりする力を身

に付ける。 

学びに向かう力・人間性等 

様々な事象を関数 y＝ax2

などとして捉え、数学を生活

や学習に生かそうとする態

度や、多様な考えを認め、よ

りよく問題解決しようとす

る態度を養う。 

イ 単元構想図（全 13 時間） 

 
いろ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

３～５時  
〈主な学習活動〉 
・ 関数 y＝ax2

のグラフの特

徴を調べ、まと

める。  
〈自分への問い

(主体的な視点 )〉  
・ 関数 y＝ax2

のグラフには

どんな特徴が

あるのか。  

６～９時  
〈主な学習活動〉  
・ 関数 y＝ax2 の x の変域に対応

する y の変域、変化の割合、平

均の速さを求める。 

〈自分への問い (主体的な視点 )〉  
・ 関数 y＝ax2 の x の変域に対応

する y の変域を求められたか。 
・ 具体的な事象において、関数

y＝ax2 の変化の割合の意味に

気付けたか。 

〈仲間への問い (対話的な視点 )〉  
・ 具体的な事象において、関数

y＝ax2 の変化の割合の意味に

ついて説明できるか。  

具体的な事象

の中の２つの

数量の間の関

係を、表、グラ

フ、関数 y＝ax2

の式で表すこ

とができる。  

比例や
反比例、
１次関
数では
ない関
数があ
ること
を理解
している。 

関数 y＝

ax2 のグ

ラフを

かくこ

とがで

きる。  

関数 y＝x2

のグラフ

や値の増

減を、式と

関連付け

て理解し

ている。  

１～２時  
〈主な学習活動〉  
・ ジェットコースター

の進んだ距離と時間

や球が斜面を転がる

場面の変化のようす

を調べる。 

〈自分への問い (主体的

な視点 )〉  
・ 二つの数量の間の

関係を調べ、比例や

反比例、１次関数で

はない関数があるこ

とに気付いたか。  
・ 関数 y＝ax2 の意味

を理解し、その関係

を y＝ax2 の式に表す

ことができるか。  

関数 y＝ax2 で、x

の変域に対応する

y の変域や変化の

割合を求めること

ができる。平均の

速さを求めること

ができる。  

10～13 時  
[本時は 10 時] 
〈主な学習活動〉  
・ 身の回りの問題

を、関数 y＝ax2 を

利用し、根拠をも

って解決する。 

〈自分への問い (主体

的な視点 )〉  
・ 関数 y＝ax2 を利

用して解決するこ

とができるか。 

〈仲間への問い (対話

的な視点 )〉  
・ 身の回りの問題

を関数を利用して

解決することがで

きるか。  

具体的な場面から求

めたい数量及び数量

関係を見いだし、関

数 y＝ax2 の関係な

どを、表、式、グラ

フを用いて的確に表

現したり、数学的に

処理したりすること

ができる。  

具体的な事象の

中の二つの数量

の間の関係を、

表、グラフ、式で

表そうとしてい

る。関数 y＝ax2

のグラフから、そ

の特徴や変化や

対応のようすを

調べようとして

いる。具体的な事

象を関数に関心

をもち、その変化

や対応のようす

を調べ、問題を解

決しようとする。 

【分かる】 

関数 y＝ax2 の変化

の割合は一定でな

いことを理解して

いる。関数 y＝ax2

の変化の割合は、グ

ラフ上の２点を通

る直線の傾きを表

していることを理

解している。  

身の回りに

は関数 y＝

ax2 を利用し

て問題を解

決できる場

面があるこ

とを理解し

ている。  

 
関数 y＝

ax2 の意

味、グラ

フの特

徴を理

解して

いる。  

【知る】 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

 
 

 

知
識
及
び
技
能 

【生かす】 
 学びに向かう力・ 

 人間性等 
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３【Ｃ領域 関数】第３学年 関数 y＝ax2 の利用 

(1) 単元構想 

ア 単元を通して育成する資質・能力 

知識及び技能 

関数 y＝ax2 について理解

する。また事象の中には関数

関係や関数 y＝ax2 として捉

えられるものがあることを

理解する。 

思考力・判断力・表現力等 

関数 y＝ax2 として捉えら

れる二つの数量について、変

化や対応の特徴を見いだし、

表、式、グラフを相互に関連

付けて考察したり、関数 y＝

ax2 を用いて具体的な事象を

捉え、表現したりする力を身

に付ける。 

学びに向かう力・人間性等 

様々な事象を関数 y＝ax2

などとして捉え、数学を生活

や学習に生かそうとする態

度や、多様な考えを認め、よ

りよく問題解決しようとす

る態度を養う。 

イ 単元構想図（全 13 時間） 

 
いろ  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

３～５時  
〈主な学習活動〉 
・ 関数 y＝ax2

のグラフの特

徴を調べ、まと

める。  
〈自分への問い

(主体的な視点 )〉  
・ 関数 y＝ax2

のグラフには

どんな特徴が

あるのか。  

６～９時  
〈主な学習活動〉  
・ 関数 y＝ax2 の x の変域に対応

する y の変域、変化の割合、平

均の速さを求める。 

〈自分への問い (主体的な視点 )〉  
・ 関数 y＝ax2 の x の変域に対応

する y の変域を求められたか。 
・ 具体的な事象において、関数

y＝ax2 の変化の割合の意味に

気付けたか。 

〈仲間への問い (対話的な視点 )〉  
・ 具体的な事象において、関数

y＝ax2 の変化の割合の意味に

ついて説明できるか。  

具体的な事象

の中の２つの

数量の間の関

係を、表、グラ

フ、関数 y＝ax2

の式で表すこ

とができる。  

比例や
反比例、
１次関
数では
ない関
数があ
ること
を理解
している。 

関数 y＝

ax2 のグ

ラフを

かくこ

とがで

きる。  

関数 y＝x2

のグラフ

や値の増

減を、式と

関連付け

て理解し

ている。  

１～２時  
〈主な学習活動〉  
・ ジェットコースター

の進んだ距離と時間

や球が斜面を転がる

場面の変化のようす

を調べる。 

〈自分への問い (主体的

な視点 )〉  
・ 二つの数量の間の

関係を調べ、比例や

反比例、１次関数で

はない関数があるこ

とに気付いたか。  
・ 関数 y＝ax2 の意味

を理解し、その関係

を y＝ax2 の式に表す

ことができるか。  

関数 y＝ax2 で、x

の変域に対応する

y の変域や変化の

割合を求めること

ができる。平均の

速さを求めること

ができる。  

10～13 時  
[本時は 10 時] 
〈主な学習活動〉  
・ 身の回りの問題

を、関数 y＝ax2 を

利用し、根拠をも

って解決する。 

〈自分への問い (主体

的な視点 )〉  
・ 関数 y＝ax2 を利

用して解決するこ

とができるか。 

〈仲間への問い (対話

的な視点 )〉  
・ 身の回りの問題

を関数を利用して

解決することがで

きるか。  

具体的な場面から求

めたい数量及び数量

関係を見いだし、関

数 y＝ax2 の関係な

どを、表、式、グラ

フを用いて的確に表

現したり、数学的に

処理したりすること

ができる。  

具体的な事象の

中の二つの数量

の間の関係を、

表、グラフ、式で

表そうとしてい

る。関数 y＝ax2

のグラフから、そ

の特徴や変化や

対応のようすを

調べようとして

いる。具体的な事

象を関数に関心

をもち、その変化

や対応のようす

を調べ、問題を解

決しようとする。 

【分かる】 

関数 y＝ax2 の変化

の割合は一定でな

いことを理解して

いる。関数 y＝ax2

の変化の割合は、グ

ラフ上の２点を通

る直線の傾きを表

していることを理

解している。  

身の回りに

は関数 y＝

ax2 を利用し

て問題を解

決できる場

面があるこ

とを理解し

ている。  

 
関数 y＝

ax2 の意

味、グラ

フの特

徴を理

解して

いる。  

【知る】 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

 
 

 

知
識
及
び
技
能 

【生かす】 
 学びに向かう力・ 

 人間性等 

 
 

(2) 本研究との関連 

ア 教材に関する手だて 

 
課題・教材  
記録タイマーを使用した自由落下の実験結果の

時間と落下距離の関係から、関数関係を導き出し、

教室の高さを求める方法を根拠をもって説明する。 
 
 
 
 

イ 指導方法に関する手だて  
(ｱ) 単元構想図 単元構想図については、52 ページに記載  
(ｲ) 自らに「問い」

をもたせるための

工夫（自身に問う） 

プレゼンテーションソフトを利用して、生徒に東京スカイツリーや

東京タワーの画像を見せ、高さを聞く。それらの高さの測定方法に疑

問をもたせ、生徒が自らに「問い」をもつようになると考えた。  
(ｳ) 対話的な活動の

工夫（仲間に問う） 

対話Ⅰでは、落下時間と距離が関数関係にあることを確認する。対

話Ⅱでは、グループごとに複数のデータを検証し、様々な意見を交わ

す。本時の場合、どのデータを取り上げるかにより多様な考えや式が

予想されるため、説明の際には特に根拠を大切にさせる。  
(ｴ) 学んだことを生

か す た め の 振 り

返りの工夫 

 授業の導入での「問い」、学習活動を通して得たこと、授業の振り返

りでの新たな「問い」の変化を見るために、ワークシートを活用し、  
どのように変容したのかをみる。  

(3) 本時の展開 

ア ３年 関数  y＝ax2 第 10 時 「関数 y＝ax2 の利用」  

イ 本時の目標 「自由落下の落下時間と距離の関係を考える活動を通して、二つの数量に  

関数関係を見いだし考察し表現する力を養う。」  

ウ 本時の評価規準  
関心・意欲・態度  見方・考え方  技能  知識・理解  
事象を関数 y＝ax2

として捉え、問題解

決に活用しようとし

ている。  

伴って変わる量の関

係に関数 y＝ax2 の関係

を見いだし論理的に考

察できる。  

関数 y＝ ax2 の関係

について的確に表現

したり、処理したりす

ることができる。  

事象の中には関数

y＝ax2 などとして捉

えられるものがある

ことを理解している。 
 

 

 

 

  

(ｱ) 数学の他領域と

関連した教材 

建物の高さを測る方法は、次の単元で学習する【Ｂ図形】の相似を利

用した考えと比較・検討の材料になる。相似の利用では、自由落下の学

習を振り返り高さを様々な方法で導けることを想起させる。 

(ｲ) 日常の事象や社

会の事象と関連し

た教材 

物体の落下現象を数学の事象として捉え、これを利用して、建物の高

さが算出できることを理解し、数学の有用性を実感させる。  

(ｳ) 具体物を用いた

教材 

記録タイマーを用いて、実際に物体の自由落下を演じ、データの収集

方法をイメージさせる。実測値をグループで検証し、興味・関心及び学

習意欲を高める。  
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エ 本時の展開 

 ○学習活動 

S：予想される生徒の反応 

・指導上の留意点 

◎本研究との関連 

◇評価 

（評価方法） 

導

入  
５  
分  

〇 身近な建物を紹介し、高さを答える。 
東京スカイツリー、東京タワー、  
校舎、教室。  
 

〇 建物の高さを測るにはどうしたら

よいかを考える。 

S： メジャーを垂らす。 

S： 影を利用する。 

S： 建物を見上げる角度と距離から求

める。 

S：ボールを落として、その時間から高

さを求める。  

・ 建物の画像を見せ、高さ

を聞いていく。  
 
 
・ どうして高さを求めるこ

とができるのかを説明させ

る。また、どれが便利そう

かを考えさせる。  
 
◎(2)ア－(ｱ)(ｲ) 
 

◇  高 さ を ど の

よ う に 測 る の

か 建 物 の 具 体

例 を 示 す こ と

により、興味・

関 心 を も つ こ

とができたか。 

展

開

40

分  

〇 本時のめあての提示  
 
 
 
 
〇 砂袋を利用してどのように高さを

求めるのかを予想させる。 

 

〇 模範実験(５分) 

代表者による模範実験を行う。 

 

〇 実験済みのデータをワークシート

に記入する。 

 
〇 [対話Ⅰ](１分) 

これから何の関係を見付けるの

か、課題は何かをペアで確認する。 

 

〇 自力解決(10 分) 

電卓を使用して計算してもよい。 

 

〇 [対話Ⅱ](10 分) 

・ ３人～４人グループ×４班 

・ 自力解決で考えた結果を説明する。 

・ 各班ホワイトボードにまとめる。 

・ 様々な実験式が出てくる。 

 

〇 全体考察(８分) 

ホワイトボードを用いて発表する。 

 

〇 検証(６分) 

・ 実測値と比較し、関数 y＝ax2 とみ

なすことができることを確認する。  

 
 
 
 
 
・ 落下時間と距離が関数関

係にあることを確認する。  
 
・ 実験の様子を生徒にイメ

ージさせ、課題解決への必

要な情報を得ることによ

り、興味・関心をもたせる。 
 
 
◎(2)イ－(ｲ) 

◎(2)ア－(ｱ)(ｲ)(ｳ) 

 
 
・ 状況により式を求めるた

めの手がかりやグラフの枠

が書かれたヒントカードを

渡す。  
 
・ 様々な実験式から、適切

だと思われるものを検討さ

せる。また、どのように式

を導いたのか説明させる。  
◎(2)イ－(ｳ) 
 
・ 根拠を明確にさせる。  
 
・ 教室の天井から砂袋を落

として所要時間を計測する

とともに、メジャーで実測する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇  自 分 の 考 え

方 を も つ こ と

ができたか（机

間指導）  
◇  自 分 の 考 え

を 数 学 的 な 表

現 を 用 い て 説

明 す る こ と が

できたか。（ワ

ークシート）  
 
 
 
 

ま

と

め

５

分  

〇 関数を利用して課題を解決するこ

とのよさに気付く。  
〇 実社会への新たな問いをもつ。  
〇 振り返りをし、生徒の考え方の変

容をワークシートに記入する。  

・ 建物の高さを測る他の方

法を自ら課題を追究してい

る変容がみられるか。  
◎(2)イ－(ｴ) 

 

本時のめあて：教室の高さを求める方法を、根拠をもって説明する。  
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エ 本時の展開 

 ○学習活動 

S：予想される生徒の反応 

・指導上の留意点 

◎本研究との関連 

◇評価 

（評価方法） 

導

入  
５  
分  

〇 身近な建物を紹介し、高さを答える。 
東京スカイツリー、東京タワー、  
校舎、教室。  
 

〇 建物の高さを測るにはどうしたら

よいかを考える。 

S： メジャーを垂らす。 

S： 影を利用する。 

S： 建物を見上げる角度と距離から求

める。 

S：ボールを落として、その時間から高

さを求める。  

・ 建物の画像を見せ、高さ

を聞いていく。  
 
 
・ どうして高さを求めるこ

とができるのかを説明させ

る。また、どれが便利そう

かを考えさせる。  
 
◎(2)ア－(ｱ)(ｲ) 
 

◇  高 さ を ど の

よ う に 測 る の

か 建 物 の 具 体

例 を 示 す こ と

により、興味・

関 心 を も つ こ

とができたか。 

展

開

40

分  

〇 本時のめあての提示  
 
 
 
 
〇 砂袋を利用してどのように高さを

求めるのかを予想させる。 

 

〇 模範実験(５分) 

代表者による模範実験を行う。 

 

〇 実験済みのデータをワークシート

に記入する。 

 
〇 [対話Ⅰ](１分) 

これから何の関係を見付けるの

か、課題は何かをペアで確認する。 

 

〇 自力解決(10 分) 

電卓を使用して計算してもよい。 

 

〇 [対話Ⅱ](10 分) 

・ ３人～４人グループ×４班 

・ 自力解決で考えた結果を説明する。 

・ 各班ホワイトボードにまとめる。 

・ 様々な実験式が出てくる。 

 

〇 全体考察(８分) 

ホワイトボードを用いて発表する。 

 

〇 検証(６分) 

・ 実測値と比較し、関数 y＝ax2 とみ

なすことができることを確認する。  

 
 
 
 
 
・ 落下時間と距離が関数関

係にあることを確認する。  
 
・ 実験の様子を生徒にイメ

ージさせ、課題解決への必

要な情報を得ることによ

り、興味・関心をもたせる。 
 
 
◎(2)イ－(ｲ) 

◎(2)ア－(ｱ)(ｲ)(ｳ) 

 
 
・ 状況により式を求めるた

めの手がかりやグラフの枠

が書かれたヒントカードを

渡す。  
 
・ 様々な実験式から、適切

だと思われるものを検討さ

せる。また、どのように式

を導いたのか説明させる。  
◎(2)イ－(ｳ) 
 
・ 根拠を明確にさせる。  
 
・ 教室の天井から砂袋を落

として所要時間を計測する

とともに、メジャーで実測する。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇  自 分 の 考 え

方 を も つ こ と

ができたか（机

間指導）  
◇  自 分 の 考 え

を 数 学 的 な 表

現 を 用 い て 説

明 す る こ と が

できたか。（ワ

ークシート）  
 
 
 
 

ま

と

め

５

分  

〇 関数を利用して課題を解決するこ

とのよさに気付く。  
〇 実社会への新たな問いをもつ。  
〇 振り返りをし、生徒の考え方の変

容をワークシートに記入する。  

・ 建物の高さを測る他の方

法を自ら課題を追究してい

る変容がみられるか。  
◎(2)イ－(ｴ) 

 

本時のめあて：教室の高さを求める方法を、根拠をもって説明する。  

 
 

(4) 本研究との関連に対する考察 

ア 教材に関する手だてとの関連  
本時の導入場面で建物の高さを測る方法を聞くと、「比を利用する」という考えが出され

た。他領域と関連した今後の学習につながる回答であり、【B 図形】の相似な図形の活用の

指導の際に想起させ、比較・検討したい。また、

授業後に生徒から「スカイツリーから物体を落と

したら何秒くらいで地面に着きますか。」という質

問があった。本時の授業で、実験が難しい状況に

おいて、関数関係にある物体の自由落下現象を生

かしてみようと考えたことが分かった。自ら課題

を設定し、探究していこうとする姿勢が見られた。 
図から分かるように、対話的な学習を通して、  

落下時間と距離が関数関係であることを見いだし、  
根拠をもって比例定数を説明することができた。  

イ 指導方法に関する手だてとの関連  
質問 主な回答例（一部抜粋） 

１ 今日の課題を

聞いたときに、ど

のような感想を

もちましたか。  

・ メジャー以外に測る方法が思いつかなかったのですが、数学で求め

ることができるのだなと思いました。  
・ 身近なものだとすぐに答えが本当なのかを測ることができるからお

もしろそうだと思った。  
・ どのように求めれば良いか想像がつかなかった。  

２ 今日の授業を

通して、何が分か

りましたか。  

・ 計算だと誤差が出てくる。  
・ ２次関数にはいろいろな使い方があり、応用できると知った。  
・ 正確さはあまり十分ではなかったけれど、何の値が決まっていれば、 

何かしらの求め方で計算すれば答えを導くことができるとわかった。  
・ 実験結果や数学を使えば、実際にその値を測らなくても、およその

値は求めることができる。  
・ 自由落下には y＝ax2 の関係がある。  

３ 今日の授業か

ら、もっと考えて

みたいことがあ

りますか。  

・ 他に自分の身のまわりのもので、何が２次関数と関係しているのか、

もう少し考えてみたい。  
・ 他にはどのような関数の活用の仕方があるのか気になった。  
・ 他の方法で調べてみたい。比で求めたり、他の規則性などを使って

求めたりして、どの方法が一番、正確か考えてみたい。  
表・式・グラフを利用した数学的な事象の処理や関数 y＝ax2 の関係、実験結果のデータ

から数値の変化を読み取ることなど、課題設定した結果、「およその値」、「誤差」などにも

気付いている生徒もいた。このような様々な発見があり、「問い」を生み出すことができた。  
また、ヒントカードを配布し、自力解決の手だてとした。ヒントカードを配布するタイミ

ングが大きな課題である。生徒の理解度に応じて配布時間を考えなければならない。  
対話Ⅰでは、どんな言葉を使って何を確認するのかを明確にすることが必要であった。  

また、数学的な表現ができるようにするためなど、簡潔に意義を伝える必要があった。対

話Ⅱでは、比例定数が 4.9 や 5.0 になるグループがあり、根拠をもって説明することの大

切さを再認識できた。  
 

図 対話的な学習による解決結果  
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４ 【Ｄ領域 データの活用】第２学年 データの分布の比較 

(1) 単元構想 

ア 単元を通して育成する資質・能力 

知識及び技能 

四分位範囲や箱ひげ図の

必要性と意味を理解すると

ともに、データを整理し箱ひ

げ図で表すことができる。 

思考力・判断力・表現力等 

四分位範囲や箱ひげ図を

用いてデータの分布の傾向

を比較して読み取り、批判的

に考察し判断する力を身に

付ける。 

学びに向かう力・人間性等 

データの分析に関心をも

つとともに、いろいろな手法

を認識し、事象の考察に活用

しようとする態度を養う。 

イ 単元構想図（全４時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 本研究との関連 

ア 教材に関する手だて 

課題・教材 

前期中間（点） 30,34,37,42,47,47,47,48,53,59,62,63,67,71,78,78,79,81,87,90 

前期期末（点） 40,41,41,45,48,48,52,57,58,61,62,64,65,69,71,71,73,75,79,80 

後期中間（点） 40,47,47,53,58,58,58,59,60,60,60,60,63,64,66,66,67,67,67,80 の３回の 

テストの結果を比較して、データの特徴を説明しよう。 

 

 

度数分布表や

ヒストグラム

を用いてデー

タを整理する

ことができる。 
※既習事項の

確認  

データを整理す

るための基本的

な知識を身に付

けている。（代表

値、ヒストグラ

ム）  
※既習事項の確

認  

四分位数と

箱ひげ図を

用いてデー

タを考察す

ることがで

きる。  

箱ひげ図を書く

ために最小値、

第１四分位数、

中央値、第３四

分位数、最大値

が必要なことを

理解している。  

複数のデータ

の分布を比較

する際に、箱

ひげ図を用い

て考察するこ

とができる。  

四分位範囲

について理

解してい

る。  

箱ひげ図で

表すことに

より失われ

る情報があ

ることを理

解している。 

四分位範囲や箱

ひげ図を用いて

データの分布の

傾向を読み取り

批判的に考察し

判断することが

できる。  
データの分析に関

心をもつととも

に、いろいろな統

計的な手法の特徴

を理解し、事象の

考察に活用しよう

とする。また得ら

れた結果を意味付

けたり、活用した

りしようとする。  

【知る】 

【分かる】 

１時 

〈主な学習活動〉 

・ データの分布を視覚的に把握

するための統計的な表現とし

て、箱ひげ図を理解する。 

〈自分への問い(主体的な視点)〉 

・ データの分布の傾向をつかむ

ためにはどうすればよいのだ

ろうか。 

・ 最小値、第１四分位数、中央

値、第３四分位数、最大値と箱

ひげ図の関係はどうなってい

るのだろうか。 

２時 

〈主な学習活動〉 

・ コンピユータ等を用いてデー

タを整理し箱ひげ図で表す。 

・ 四分位範囲について理解する。 

〈自分への問い(主体的な視点)〉 

・ 四分位範囲はどのような意味

があるのだろうか。 

・ 外れ値がある場合では、四分

位範囲への影響はどうなのだ

ろうか。 

３～４時[本時は４時] 

〈主な学習活動〉 

・ データの分布の傾向を箱ひ

げ図等を用いて読み取り、批判

的に考察し判断する。 

〈自分への問い(主体的な視点)〉 

・ 箱ひげ図での考察で十分なのか。 

〈仲間への問い(対話的な視点)〉 

・ 箱ひげ図により失われる情

報もあり、ヒストグラムなどと

合わせて用いることの有用性

を捉え、批判的な考察を深める

ことができるか。 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

 
 

 

知
識
及
び
技
能 

【生かす】 
 学びに向かう力・ 

 人間性等 
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(ｱ) 数学の各領域

と関連した教材 

本教材では各領域との直接的な関連を図ることができなかったが、批判

的に考察することは物事を多面的に吟味し、よりよい解決や結論を見いだ

そうとする態度を養うことに通じる。 

(ｲ) 日常の事象や

社会の事象と関

連した教材 

定期考査の平均点は、生徒が興味・関心をもつものの一つであるが、資

料に偏りがあるときは必ずしも有用ではない。様々な資料から適切な判断

を下すには目的に応じた統計的な表現や処理を行い、その結果を考察する

必要がある。このことを通して数学を学ぶ楽しさを実感させる。 

(ｳ) 具体物を用い

た教材 

生徒にとって身近な定期考査の平均点を用いることで、生徒の興味・関

心を高めることができると考えた。様々な統計的な方法でデータの特徴を

捉えさせることで、一人一人が自分の考えをもって話合い活動に取り組め

る。 

(ｴ) その他の工夫 

 

①  三回のテストデータは処理の効率を高めるため昇順に提示 

②  三回のテストデータの各平均値は全て 60 点になるように調整 

③  三回のテストデータの最頻値からはその傾向がつかみづらいよう調整 

④  三回のテストデータの中央値は、ほぼ同じになるよう調整 

⑤  ヒストグラム（概略）は以下のようになる 

    

  
 

⑥箱ひげ図では以下のように示される。 

 
 

イ 指導方法に関する手だて 

(ｱ) 単元構想図 単元構想図については、56 ページに記載 

(ｲ) 自らに「問い」

をもたせるため

の工夫 

（自身に問う） 

統計的な処理方法を自分で選ぶことで、各自が主体的に資料の傾向を読

み取るだろうと考えた。また、その手法の長所と短所を考えさせることで、

目的に応じた統計的な表現や処理を取捨選択できる能力を高めることが

できると考えた。 

0

2

4

6

5 25 45 65 85

前期中間

0

2

4

6

5 25 45 65 85

前期期末

0

5

10

15

5 25 45 65 85

後期中間

0
20
40
60
80

100

前期中間 前期期末 後期中間

テスト結果の比較

（人）  

（人） （人） 

（点）  

（点）  

（点）  

（点）  
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(ｳ) 対話的な活動

の工夫 

（仲間に問う） 

生徒の主体的な取り組みを育むために、対話Ⅰでは、「これから何をす

るのか」、「誰がどの方法で特徴を考察するのか」を確認した。 

対話Ⅱでは、グループの考えを「結論は・・・」、「何故なら・・・」、

「課題は・・・」の順に考えをまとめることで、根拠をもって自分の考え

を説明させる。 

(ｴ) 学んだことを

生かすための振

り返りの工夫 

日常で箱ひげ図を用いる例を紹介することで、教材をより身近なものと

して捉えさせ、深い学びへとつなげた。また、生徒自身の問いが、授業の

入口での問い（疑問、興味、関心、意欲等）と出口での問い（知的側面、

主体的側面、価値観等）を振り返らせ、どのように変容したのかをみる。 

(3) 本時の展開 

ア ２年 データの活用 第４時 「箱ひげ図の活用」 

イ 本時の目標 「データの分布の傾向について根拠をもって説明する活動を通して、批判

的に考察し判断する力を養う。」 

ウ 本時の評価規準   

関心・意欲・態度 見方・考え方 技能 知識・理解 

データの分析に関心

をもつとともに、いろい

ろな統計的な手法の特

徴を理解し事象の考察

に活用しようとする。 

四分位範囲や箱ひげ

図を用いてデータの分

布の傾向を読み取り批

判的に考察し判断する

ことができる。 

データの分布の傾向

を箱ひげ図等を用いて

読み取り、批判的に考察

し判断することができる。 

箱ひげ図で表すこと

により分布の形など失

われる情報があること

を理解している。 

 エ 本時の展開 

 ◯学習活動 

S:予想される生徒の反応 

・指導上の留意点 

◎本研究との関連 

◇評価 

（評価方法） 

導 

入 

７ 

分 

◯ 定期考査の点数を見せ、どのような

特徴があるかを聞く。 

〇 本時のめあての提示 

・ テストの結果という生

徒が興味をもつデータを

用いて、生徒に本時の活

動への意欲をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

 

 

 

38 

分 

 

〇 データを比較するにはどのような

方法がありますか。（３分） 

S: 平均値、中央値、最頻値を求める。 

S: 度数分布表をかく。  

S: ヒストグラムをかく。 

S: 箱ひげ図をかく。 

〇 ［対話Ⅰ］（３分） 

「これから何をするのか」「誰がど

の方法で特徴を考察するのか」をペア

で確認する。 

〇 自力解決（７分） 

自分で選んだ手法でデータの傾向

を読み取り、根拠を確認する。その

際に、その手法の長所と短所を考える。 

〇 ［対話Ⅱ］（15 分） 

グループで様々な考え方を追究す

ることで、根拠と共にデータの傾向を

まとめる。 

 

〇 全体考察（10 分） 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 考えのまとまらない生

徒には、ヒントカードを

与える。 

◎(2)イ－(ｲ)(ｳ) 

・ グループとしての考え

をホワイトボードにまと

め、データの傾向を、根

拠をもって説明する。 

・ ホワイトボードを黒板

に貼り、各グループの考

え方を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇  自分の考え方

を も つこと が で

きたか。（発言） 

◇  自分の考えを

平均値、度数分布

表 、 ヒスト グ ラ

ム、箱ひげ図、四

分 位 範囲等 の 用

語 を 用いて 説 明

できたか。 

（ワークシート） 

本時のめあて：整理したデータを比較しどのようなことが言えるのか、根拠を示し

ながら説明しよう。 
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(ｳ) 対話的な活動

の工夫 

（仲間に問う） 

生徒の主体的な取り組みを育むために、対話Ⅰでは、「これから何をす

るのか」、「誰がどの方法で特徴を考察するのか」を確認した。 

対話Ⅱでは、グループの考えを「結論は・・・」、「何故なら・・・」、

「課題は・・・」の順に考えをまとめることで、根拠をもって自分の考え

を説明させる。 

(ｴ) 学んだことを

生かすための振

り返りの工夫 

日常で箱ひげ図を用いる例を紹介することで、教材をより身近なものと

して捉えさせ、深い学びへとつなげた。また、生徒自身の問いが、授業の

入口での問い（疑問、興味、関心、意欲等）と出口での問い（知的側面、

主体的側面、価値観等）を振り返らせ、どのように変容したのかをみる。 

(3) 本時の展開 

ア ２年 データの活用 第４時 「箱ひげ図の活用」 

イ 本時の目標 「データの分布の傾向について根拠をもって説明する活動を通して、批判

的に考察し判断する力を養う。」 

ウ 本時の評価規準   

関心・意欲・態度 見方・考え方 技能 知識・理解 

データの分析に関心

をもつとともに、いろい

ろな統計的な手法の特

徴を理解し事象の考察

に活用しようとする。 

四分位範囲や箱ひげ

図を用いてデータの分

布の傾向を読み取り批

判的に考察し判断する

ことができる。 

データの分布の傾向

を箱ひげ図等を用いて

読み取り、批判的に考察

し判断することができる。 

箱ひげ図で表すこと

により分布の形など失

われる情報があること

を理解している。 

 エ 本時の展開 

 ◯学習活動 

S:予想される生徒の反応 

・指導上の留意点 

◎本研究との関連 

◇評価 

（評価方法） 

導 

入 

７ 

分 

◯ 定期考査の点数を見せ、どのような

特徴があるかを聞く。 

〇 本時のめあての提示 

・ テストの結果という生

徒が興味をもつデータを

用いて、生徒に本時の活

動への意欲をもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 
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分 

 

〇 データを比較するにはどのような

方法がありますか。（３分） 

S: 平均値、中央値、最頻値を求める。 

S: 度数分布表をかく。  

S: ヒストグラムをかく。 

S: 箱ひげ図をかく。 

〇 ［対話Ⅰ］（３分） 

「これから何をするのか」「誰がど

の方法で特徴を考察するのか」をペア

で確認する。 

〇 自力解決（７分） 

自分で選んだ手法でデータの傾向

を読み取り、根拠を確認する。その

際に、その手法の長所と短所を考える。 

〇 ［対話Ⅱ］（15 分） 

グループで様々な考え方を追究す

ることで、根拠と共にデータの傾向を

まとめる。 

 

〇 全体考察（10 分） 

◎(2)ア－(ｲ)(ｳ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 考えのまとまらない生

徒には、ヒントカードを

与える。 

◎(2)イ－(ｲ)(ｳ) 

・ グループとしての考え

をホワイトボードにまと

め、データの傾向を、根

拠をもって説明する。 

・ ホワイトボードを黒板

に貼り、各グループの考

え方を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇  自分の考え方

を も つこと が で

きたか。（発言） 

◇  自分の考えを

平均値、度数分布

表 、 ヒスト グ ラ

ム、箱ひげ図、四

分 位 範囲等 の 用

語 を 用いて 説 明

できたか。 

（ワークシート） 

本時のめあて：整理したデータを比較しどのようなことが言えるのか、根拠を示し

ながら説明しよう。 

 
 

ま 

と 

め 

５ 

分 

〇 箱ひげ図を利用することのよさや

失われる情報もあることに気付かせる。 

〇 実社会への新たな問いをもたせる。 

〇 振り返りをし、生徒の考え方の変容

を確かめる。 

・ 箱ひげ図のよさや、ヒ

ストグラム等と合わせて

用いることが必要な場面

もあることに気付かせる。 

・ 実社会で用いられてい

る例を示し、関心をもた

せる。 

◎(2)イ－(ｴ) 

 

(4) 本研究との関連に対する考察 

ア 教材に関する手だてとの関連 

【Ｄ領域 データの活用】は、他の領域と融合させることが難しいが、身近な事象を扱う

ことは、生徒の興味・関心を引き学習意欲の高揚につながる。また本授業では代表値や度

数分布表、ヒストグラムと比較しながら箱ひげ図を用いた。このことを通して生徒はデー

タの様々な処理の仕方について批判的に考察できるととともに、複数の資料の分布の様子

が視覚的に捉えやすいという箱ひげ図の有用性に気付くことができた。次時に、プロ野球

12 チームの５年間のチーム打率を比較させたが、主体的に取り組む姿勢が見られ、箱ひげ

図を利用することの有用性が更に実感できたと考えられる。 

イ 指導方法に関する手だてとの関連  

質問 主な回答例(一部抜粋) 

１ 今日の課題を聞いたとき

に、どのような感想をもち

ましたか。 

・ 平均点を比べればよいと思った。 

・ ヒストグラムで比べられるか自信をもてなかった。 

・ テストの結果を比較しようと考えたことはなかった。 

２ 今日の授業をとおして、な

にが分かりましたか。 

・ 箱ひげ図の便利さが分かった。 

・ ヒストグラムでは、説明の仕方が難しかった。 

・ 平均点だけでは分からないことがあることが分かった。 

３ 今日の授業から、もっと考

えてみたいことはありますか。 

・ いくつかのデータを比較してみたい。 

・ 箱ひげ図を使って比較してみたい。 

・ 自分達の定期考査で試してみたい。 

      資料の傾向を読み取る手法はいくつかあるが、それぞれの手法には長所と短所があるこ

とを、生徒に気付かせることができた。対話Ⅰで、資料の傾向を読み取るために自分がど

の手法を用いるかを一人一人が確認することで、見通しをもって自力解決に移ることがで

きた。また、対話Ⅱでは、「結論は・・・」、「何故なら・・・」、「課題は・・・」の順に考

えをまとめさせることで、全員が根拠をもって自分の考えを説明できた。授業の入口で箱

ひげ図の有用性に気付かなかった生徒も、「箱ひげ図を使って比較してみたい」等のように、

課題に対する探究心をもたせることができた。 
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Ⅴ 研究のまとめ 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた「自身に問い、仲間に問い、課題を探究して

いく力を育む指導方法及び教材開発」のためには以下の手だてが重要かつ効果的である。  
１ 単元を通して育成する資質・能力を明確にした単元構想のもと授業づくりを行うこと 

「主体的・対話的で深い学び」の実現には、生徒が「数学的な見方・考え方」を働かせな  
がら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を適切に選択して考えたり、問題

を見いだして解決策を考えたり、思いや考えをもとに創造したりすることに向かう学習の過

程を重視した授業づくりが重要である。そのために留意することは、単元を通して、生徒に

どのような資質・能力を育成するのかを明確にすることである。本研究で試みた「知る」、「分

かる」、「生かす」、そして「学びに向かう力」をキーワードにして視認性を高めた単元構想図

を作成することで、一時間ごとの授業の目標が単元を通して育成を目指す資質・能力と、ど

のような関連があるのかを意識した授業づくりが期待できる。  
２ 教材に求めることを明確にして教材開発を行うこと 

本研究では、「フラッグガーランドを数理的に捉える」、「データの分布を捉える方法として  
箱ひげ図による統計的な表現方法のよさに気付かせる」、「自由落下という日常的な事象を二

次関数の視点で捉える」、「紙を重ねるという行為に既習の作図方法が利用できることに気付

かせる」等、教材開発に関する手だてとして、単元や本時の目標に即した教材であるととも

に、さらに数学の他領域に関連した日常的で、具体性のある教材を開発した。  
このような教材は、「なぜ、どうして、どうしたらよいのだろうか。」という生徒自身の「問  

い」と主体的に取り組もうとする姿勢を引き出すことにつながった。  
３ 対話的な活動の目的の明確化や、振り返りの工夫をすること 

本研究では、事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり、あらかじめ個人で考えた 

ことを意見交換したり、議論したりすることで、自分の考えを広げ深める「対話的な学び」

が、課題を探究していく力につながると考えた。そこで、対話を、課題について再認識を促

す一対一の対話（対話Ⅰ）と、グループでの対話（対話Ⅱ）に分けた。その結果、対話Ⅰを

通して、取組目的の再確認と必要な情報を整理することができ、その後の自力解決に円滑に

移行できるようになった。 

また、対話Ⅱでは、対話Ⅰや自力解決、グループでの対話を通して、課題に対する解決策 

を数学的な表現を用いて説明し合い、自己の考え方と他者の考え方の比較を行うなど、より

質的に高い解決策の提案を行うことができた。 

授業の振り返りとして、「課題についてどのような感想をもちましたか。」、「もっと考えて  
みたいことがありますか。」等の発問は、生徒にとって振り返る視点が明確になり、新たな「問

い」を促すことにつながった。 
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Ⅴ 研究のまとめ 
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を見いだして解決策を考えたり、思いや考えをもとに創造したりすることに向かう学習の過

程を重視した授業づくりが重要である。そのために留意することは、単元を通して、生徒に

どのような資質・能力を育成するのかを明確にすることである。本研究で試みた「知る」、「分

かる」、「生かす」、そして「学びに向かう力」をキーワードにして視認性を高めた単元構想図

を作成することで、一時間ごとの授業の目標が単元を通して育成を目指す資質・能力と、ど

のような関連があるのかを意識した授業づくりが期待できる。  
２ 教材に求めることを明確にして教材開発を行うこと 

本研究では、「フラッグガーランドを数理的に捉える」、「データの分布を捉える方法として  
箱ひげ図による統計的な表現方法のよさに気付かせる」、「自由落下という日常的な事象を二

次関数の視点で捉える」、「紙を重ねるという行為に既習の作図方法が利用できることに気付

かせる」等、教材開発に関する手だてとして、単元や本時の目標に即した教材であるととも

に、さらに数学の他領域に関連した日常的で、具体性のある教材を開発した。  
このような教材は、「なぜ、どうして、どうしたらよいのだろうか。」という生徒自身の「問  

い」と主体的に取り組もうとする姿勢を引き出すことにつながった。  
３ 対話的な活動の目的の明確化や、振り返りの工夫をすること 

本研究では、事象を数学的な表現を用いて論理的に説明したり、あらかじめ個人で考えた 

ことを意見交換したり、議論したりすることで、自分の考えを広げ深める「対話的な学び」

が、課題を探究していく力につながると考えた。そこで、対話を、課題について再認識を促

す一対一の対話（対話Ⅰ）と、グループでの対話（対話Ⅱ）に分けた。その結果、対話Ⅰを

通して、取組目的の再確認と必要な情報を整理することができ、その後の自力解決に円滑に

移行できるようになった。 

また、対話Ⅱでは、対話Ⅰや自力解決、グループでの対話を通して、課題に対する解決策 

を数学的な表現を用いて説明し合い、自己の考え方と他者の考え方の比較を行うなど、より

質的に高い解決策の提案を行うことができた。 

授業の振り返りとして、「課題についてどのような感想をもちましたか。」、「もっと考えて  
みたいことがありますか。」等の発問は、生徒にとって振り返る視点が明確になり、新たな「問

い」を促すことにつながった。 
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 ＜中学校理科研究開発委員会＞ 

研究主題 

生物の分類の学習を通して、科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する指導方法

及び教材の開発 

 
研究の概要 

自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の理解、科学的に探究するために必要な観察、

実験などに関する技能などを無理なく身に付けていくためには、学習内容の系統性を考慮する

とともに、資質・能力の育成を図る学習活動が効果的に行われるようにすることが大切である。  
本研究では、第１学年の生命領域に新たに加えられた「生物の観察と分類の仕方」の項目に

着目した。まず、単元の学習を通して、生徒に身に付けさせたい資質・能力について明らかに

し、それらを育むために単元指導計画の作成と教材開発を行った。 

具体的には、生物を分類するための基準を見いださせ、 生徒が考えた分類するための基準を

もとに、それらの基準を組み合わせながら、20 種類の生物を分類する、という指導計画を作成

した。生徒の主体性を促したり、学習活動を円滑に行わせるために、生徒に提示する課題の工

夫をしたり、「生物カード」や「分類学習シート」の開発を行った。 

これにより、生徒が自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、分類の学習

を通して、生徒の自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成できる

のではないかと考えた。  
 
Ⅰ 研究の目的 

中学校学習指導要領理科（平成 29 年３月）（以下、「新学習指導要領」と表記。）の理科の目

標では、理科の学習で育成すべき資質・能力を三つの柱「知識及び技能」、「思考力、判断力、

表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」で示し、これらの資質・能力を「自然の事物・現象

に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して」

育成することをねらいとしている。  
 「見方・考え方」は、資質・能力を育成する過程で働く、物事を捉える視点や考え方として

全教科等を通じて整理された。 理科の見方については、理科を構成する領域ごとに示された。

例えば、生命領域では、生命に関する自然の事物・現象を主として共通性と多様性の視点で捉

えることとしている。理科における考え方については、探究の過程を通した学習活動の中で、

例えば比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えることとして

整理することができる。自然の事物・現象に対する概念や原理・法則の理解、科学的に探究す

るために必要な観察、実験などに関する技能などを無理なく身に付けていくためには、学習内

容の系統性を考慮するとともに、資質・能力の育成を図る学習活動が効果的に行われるように

することが大切である。この観点から、新学習指導要領では、学習内容を見直し、一部を他の

学年等へ移行し、整理、統合することで、学習内容の改善が図られている。  
本研究では、新学習指導要領において学習する順序や学習内容の変更点の多かった第２分野
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 ＜中学校理科研究開発委員会＞ 

研究主題 

生物の分類の学習を通して、科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する指導方法
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これにより、生徒が自然の事物・現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、分類の学習

を通して、生徒の自然の事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成できる

のではないかと考えた。  
 
Ⅰ 研究の目的 

中学校学習指導要領理科（平成 29 年３月）（以下、「新学習指導要領」と表記。）の理科の目

標では、理科の学習で育成すべき資質・能力を三つの柱「知識及び技能」、「思考力、判断力、

表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」で示し、これらの資質・能力を「自然の事物・現象

に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して」

育成することをねらいとしている。  
 「見方・考え方」は、資質・能力を育成する過程で働く、物事を捉える視点や考え方として

全教科等を通じて整理された。 理科の見方については、理科を構成する領域ごとに示された。

例えば、生命領域では、生命に関する自然の事物・現象を主として共通性と多様性の視点で捉

えることとしている。理科における考え方については、探究の過程を通した学習活動の中で、

例えば比較したり、関係付けたりするなどの科学的に探究する方法を用いて考えることとして
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るために必要な観察、実験などに関する技能などを無理なく身に付けていくためには、学習内

容の系統性を考慮するとともに、資質・能力の育成を図る学習活動が効果的に行われるように

することが大切である。この観点から、新学習指導要領では、学習内容を見直し、一部を他の

学年等へ移行し、整理、統合することで、学習内容の改善が図られている。  
本研究では、新学習指導要領において学習する順序や学習内容の変更点の多かった第２分野

 
 

の生命領域に焦点をあてる。現行の学習指導要領は、第１学年で「植物の体のつくりと働き、

分類」、第２学年で「動物の体のつくりと働き、分類、進化」、第３学年で「生殖、遺伝」につ

いて扱っている。一方、新学習指導要領では、第１学年で「動植物の外部形態による分類」、第

２学年で「動植物の体のつくりやはたらき」、第３学年で「生殖、遺伝、進化」について扱うこ

ととなった。特に、第１学年の生命領域については、現行の学習指導要領では、植物の生活と

種類を中心に扱っていたが、新学習指導要領では生物の分類を中心として扱い、項目としては

「生物の観察と分類の仕方」と「生物の体の共通点と相違点」の２点にまとめられた。  
「生物の観察と分類の仕方」では、観察によって生物が生活する環境についての知識や観察

器具類を扱う技術等を身に付けることが目標とされているほか、いろいろな生物を比較して見

いだした共通点や相違点を基にして分類できることを理解し、分類の仕方の基礎を身に付ける

ことも目標とされている。この学習を通して、生物の多様性に関する理解を深めていくことを

ねらいとしている。また、授業の展開方法としては、次のような例が挙げられている。  
親しみのある  20 種類程度の生物を挙げさせて、これらの生物が生息している場所や活動

的な季節、色、形、大きさなどの姿、殖え方、栄養分のとり方などの特徴に基づいた観点で

分類の基準を考えさせる。（中略）その後、別の生物を当てはめ、用いた観点や基準で分類で

きるかどうかを考えさせたり、他の観点や基準を検討させたりすることなどが考えられる。

その際、分類の結果を分かりやすく表現させるようにする。これらの学習活動では、話合い

や発表を適宜行わせることにより、思考力、判断力、表現力等を育成することが大切である。 
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Ⅱ 研究の視点 

１ 目指す生徒像 

本単元では、それぞれの生物の特徴を捉え、その中から、共通点と相違点を見いだして分

類する。この学習活動を通して、分類の基礎技能を身に付け、生徒自らで分類する意味や意

義に気付かせたい。話し合い活動等では、生徒のもつ自由な発想をもとに議論させることで、
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理科に親しみを感じさせる。また、他の考えを基に、目的に応じて、分類するための基準や

分類の仕方には様々あることを理解し、生徒の持つ理科の見方・考え方を更に深めていく。  
「分類」という活動は、本単元限りではない。中学校で学習する理科の中では、生命領域

はもちろん、粒子領域（単体・化合物・混合物等）やエネルギー領域（進行方向に力が働く

運動・働かない運動等）でも、共通点と相違点を見出して、明確にしながら学習を進めてい

くことができる。これにより、一つ一つの知識や技能の関係性に着目することで、体系的に

理解することができ、生徒が活用できる知識や技能となるのではないかと考える。  
また、「分類」は理科に限らず、日常的なものである。例えば、スーパーマーケットの陳列

棚や図書館の図書配置などは、ある基準をもとにして「分類」されている。商品や本の種類

ごとに「分類」されていることで、利用する人が分かりやすいという等の利点がある。分類

する学習活動を通して身に付けた力を、より汎用的な資質・能力にまで高め、生徒自身が広

く理科の学習全体や日常生活において、適用したり、活用できるよう育てていきたい。  
 

２ 「生物の分類」の扱い方 

(1)  分類するための基準 

    分類を行うためには、それぞれの生物の特徴を捉え、その中から分類の「観点」として

ふさわしい特徴を見いだし、それぞれの「観点」において「基準」を設定することが大切

である。新学習指導要領の解説では、本単元での「観点」とは、生息場所、殖え方、色な

どを表している。例えば、「生息場所」を「観点」とした場合、「陸上」、「水中」などを「基

準」として挙げることができる。しかし、本研究で検証授業を進めるにあたり、「観点」と

いう言葉が生徒にとって身近ではないことが分かった。生徒に分類させると、例えば「飛

ぶか飛ばないか」など、「観点」と「基準」の両方を意味する言葉で生物の分類を行ってい

た。したがって、本研究では、「分類するための基準」という言葉で統一し、生徒のこれま

での既習事項や見方・考え方から自然に生まれる「分類するための基準」を大切にした。  
(2)  分類の形態  

本研究では、生徒にとって身近な 20 種類の生物を分類する、という学習活動を行う。  
「分類」という作業は様々であるが、本研究における「分類」とは、まずは 20 種類の生物  
を２つに分類し、その後、それぞれの分類段階を更に細分化（図１）とした。  

 
図１：本研究における分類の形態  
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生物の分類を行う際、ただ「分類するための基準」をあてはめていくだけでは、単なる作

業となり、生徒の思考が伴わなくなる可能性がある。そのため本研究では、図１のように分

類の形態をあらかじめ生徒に提示しておくことで、生徒が生物の共通点や相違点を見いだし、

適切な「分類するための基準」を考えながら、学習活動を進めることができると考えた。そ

してそれらの結果を共有することで、目的に応じて多様な分類の仕方があり、分類すること

の意味や意義を、生徒自身で気付くことができるのではないかと考えた。  
 
３ 生徒に提示する課題の工夫 

本研究では、多様な考えを導きやすく、生徒が主体的に学習活動に取り組ませることをね

らいとし、生徒に提示する課題の工夫を行った。  
まず、生物の分類を行うためには、生物の共通点や相違点から見出した分類するための基

準を明確にする必要がある。その多様な分類するための基準を、生徒の自由な発想から出さ

せるために、「ある生物（本研究では、ハト）の仲間を探そう」という課題を設定した。 

次に、生徒が考えた分類するための基準をもとに、それらの基準を組み合わせながら、20

種類の生物を実際に分類させ、「分類するための基準をもとに、生物を更に細かく分けてみよ

う」という課題を設定した。この課題のもと、生徒が思考錯誤しながら、生物の分類を行う

ことで、生徒が、分類するための基準の組み合わせ方によって、多様な分類の仕方があるこ

とに気付き、分類することの意味や意義について更に気付くのではないかと考えた。  
 
Ⅲ 研究の方法 

  研究方法は以下の４点である。  
１ 単元「生物の特徴と分類の仕方」の学習を通して、生徒に身に付けさせたい資質・能力に

ついて明らかにする。 

２ 単元を通して身に付けさせる資質・能力を育むために、次の工夫を行う。 

(1) 理科の見方・考え方を働かせ、資質・能力の育成を図ることのできる教材開発 

(2) 主体的・対話的で深い学びを実現する単元指導計画の作成 

３ ３回の検証授業を通して、作成した単元指導計画や開発した教材の有用性を検証する。 

４ 検証授業や調査結果（生徒の反応）を基に、本研究における成果と課題をまとめる。 

 
Ⅳ 研究内容 

１ 本単元で育成する資質・能力 

(1)  知識及び技能 

いろいろな生物を比較して見いだした共通点や相違点を基にして生物を分類することを

通して、分類の仕方の基礎を身に付ける。 

(2)  思考力、判断力、表現力等 

生物の共通点や相違点に基づいて分類できることを見いだし、その観点や基準を表現し

たり、分類した結果を表現したりすることができる。 
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(3)  学びに向かう力・人間性等 

自然の事物・現象に進んで関わり、自分が考えた生物を分類するための基準を基に、生

物を分類しようとする。また、自分の考えを他の生徒に伝えるとともに、他の生徒の考え

を踏まえ、自分の考えを更に深めようとする。 

 

２ 教材開発「生物カード」と「分類学習シート」 

「生物カード」とは、生徒の学習活動中に活用する 20 種類の生物を載せた名刺大のカード

のことである。表面には生物の全体が分かりやすい画像と生物名を載せた（図２）。名刺大の

大きさを選んだ理由は、これよりも小さくなると、写真から生物の特徴を見つけ出すことが

難しくなることが考えられ、これよりも大きくなると、生徒のグループ活動において、カー

ド全てが机の上に収まらなくなるためである。  
また、生物カードに掲載する生物種については、以下の２点を考慮した。  

(1)  小学校で使用している教科書で登場している生物である。 

(2)  生徒の生活経験の中で、その生物の実物や、書籍などによる写真や絵を一度は見たこと 

  があるはずの身近な生物である。 

これらを踏まえ本研究では、以下の 20 種類を選出した。 

イチゴ  イヌ  イルカ  エビ  カエル  サクラ  サメ  セミ 

ゾウリムシ  タコ  タンポポ  チューリップ  ハト  ヒト  ヘビ 

マツ  ミジンコ  メダカ  リンゴ  ワカメ 

 

「分類するための基準の列挙（４実践事例(1)）」の授業では、生徒が黒板を使って仲間

分けを発表する場面がある。その際、生物カードは、画用紙（約 B5 サイズの大きさ）のも

のを準備し、発表した内容が教室全体で共有しやすいように工夫した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

図２ 「生物カード」の記載内容と生物カードを並べたときの様子 

 

「生物を分類する活動（４実践事例(2)）」の授業では、生物カードを用いて生物を分類

する場面がある。学習活動を円滑に行わせるために、「分類学習シート」を作成した（図３）。

また、分類学習シートを用いて分類した結果を、クラス全体で共有するため、黒板等に貼

ることのできる生物カード（名刺サイズ）も用意した。 

  

【表面】  
生物の写真  

 
＜生物名＞  



－67－ 
 

(3)  学びに向かう力・人間性等 

自然の事物・現象に進んで関わり、自分が考えた生物を分類するための基準を基に、生

物を分類しようとする。また、自分の考えを他の生徒に伝えるとともに、他の生徒の考え

を踏まえ、自分の考えを更に深めようとする。 

 

２ 教材開発「生物カード」と「分類学習シート」 

「生物カード」とは、生徒の学習活動中に活用する 20 種類の生物を載せた名刺大のカード

のことである。表面には生物の全体が分かりやすい画像と生物名を載せた（図２）。名刺大の

大きさを選んだ理由は、これよりも小さくなると、写真から生物の特徴を見つけ出すことが

難しくなることが考えられ、これよりも大きくなると、生徒のグループ活動において、カー

ド全てが机の上に収まらなくなるためである。  
また、生物カードに掲載する生物種については、以下の２点を考慮した。  

(1)  小学校で使用している教科書で登場している生物である。 

(2)  生徒の生活経験の中で、その生物の実物や、書籍などによる写真や絵を一度は見たこと 

  があるはずの身近な生物である。 

これらを踏まえ本研究では、以下の 20 種類を選出した。 

イチゴ  イヌ  イルカ  エビ  カエル  サクラ  サメ  セミ 

ゾウリムシ  タコ  タンポポ  チューリップ  ハト  ヒト  ヘビ 

マツ  ミジンコ  メダカ  リンゴ  ワカメ 

 

「分類するための基準の列挙（４実践事例(1)）」の授業では、生徒が黒板を使って仲間

分けを発表する場面がある。その際、生物カードは、画用紙（約 B5 サイズの大きさ）のも

のを準備し、発表した内容が教室全体で共有しやすいように工夫した。 

 

 

 

 

 

  

 

 

図２ 「生物カード」の記載内容と生物カードを並べたときの様子 

 

「生物を分類する活動（４実践事例(2)）」の授業では、生物カードを用いて生物を分類

する場面がある。学習活動を円滑に行わせるために、「分類学習シート」を作成した（図３）。

また、分類学習シートを用いて分類した結果を、クラス全体で共有するため、黒板等に貼

ることのできる生物カード（名刺サイズ）も用意した。 

  

【表面】  
生物の写真  

 
＜生物名＞  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 分類学習シート 

３ 単元指導計画の作成 

(1) 単元名 

（１）いろいろな生物とその共通点 （ア）生物の観察と分類の仕方 

(2) 単元の目標  
理科の見方・考え方を働かせ、身近な生物についての観察、実験などを行い、いろいろな

生物の特徴を見いだして生物の体の基本的なつくりを理解させるとともに、見いだした特徴

に基づいて生物を分類するための技能を身に付けさせ、思考力、判断力、表現力等を育成す

る。 

(3) 単元観 

小学校では、第３学年で「身の回りの生物」、第４学年で「人の体のつくりと運動」、「季

節と生物」、第５学年で「植物の発芽、成長、結実」、第６学年で「人の体のつくりと働き」、

「植物の養分と水の通り道」について学習している。したがって、生徒は身の回りの生物に

ついて、生きていくための体のつくりや仕組み等、基礎的な知識を有している。生徒は、こ

のような既習事項や、これまでの生活経験から身に付けた知識を活用して、生物カードを分

類していく手がかりとしていく。 

本研究で提案する 20 種類の生物の中から、根拠をもって、特定の生物の仲間を探し出す

ことから、生物を分類するための基準や基準を組み合わせることで多様な分類の仕方がある

ことを実感させる。また、その考えを発表し、表現することで、自身の考えが変容したり、
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新たな考えに気付くことができ、自身の考えをより深めることができる。そして、教師が分

類された結果をもとに、分類する学習の価値づけを意図的に行うことや、身の回りで分類す

ることが活かされている場面を提示することで、分類することの意味や意義に生徒が気付く

ことができる。そして、生徒自身がこれから学ぶ中学校の理科や日常において、学習で獲得

した知識や技能を活用できるようにしたい。 

(4)  本単元で働かせる理科の見方・考え方 

ア 見方 

本単元は、中学校で取り組む最初の単元である。したがって、学問としての生物の系統

分類は未習事項である。だからこそ、生徒のもつ既習事項や生活体験から得られた知識を

自由に活用し、生物の共通点と相違点を見いだして、見いだした特徴に基づいて生物を分

類していく。話し合い活動等を通して、分類するための基準が変われば、分類の結果も変

わることにも気付かせ、生命領域での見方である共通性・多様性の視点を更に深いものに

していく。  
そして、分類の技術等の学習内容が、身の回りで確かに生かされ、活用され、人々の役

に立っていることが実感できるように指導していくことで、生徒のもつ見方が、更に汎用

的なものになると考える。  
イ 考え方 

生物を「分類するための基準」は、陸上で生活しているか、何を食べて生活しているか、

大きいか小さいか等、実に様々考えられる。これらの「分類するための基準」をもとに、

生物同士を比較したりするなどの、科学的に探究する方法を活用し、生物の分類を行うこ

とができるよう、指導したい。そして、この学習を通して、自然の事物・現象同士を比較

するという考え方がより深く、より確かなものになるよう、話し合い活動や発表活動を積

極的に取り入れたい。 

(5)  「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 新学習指導要領解説（総則編） 本研究における具体的な手だて 

主体的 

学ぶことに興味や関心をもち、自己の

キャリア形成の方向性と関連付けなが

ら、見通しをもって粘り強く取り組み、

自己の学習活動を振り返って次につな

げる「主体的な学び」が実現できている。 

・ 小学校で学習した、日常生活で見た 

ことがある、触れることが可能な生物

など、生徒にとって身近な生物を 20

種類選定した。 

・ 視覚的に生物の特徴を捉えることが 

でき、生徒が思考する際に扱いやすい

生物カードを作成した。 

・ 提示された生物と同じ仲間であると 

考えられる生物を探し、その分類する

ための基準を考えるという、生徒の興

味・関心を引き出す課題を設定した。 

対話的 

生徒同士の協働、教職員や地域の人と

の対話、先哲の考え方を手掛かりに考え

ること等を通じ、自己の考えを広げ深め

る「対話的な学び」が実現できている。 

 

 

・ 「生物の仲間分けの方法」について 

意見を共有させるために、ペアやグル

ープでの活動を設定した。 
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新たな考えに気付くことができ、自身の考えをより深めることができる。そして、教師が分

類された結果をもとに、分類する学習の価値づけを意図的に行うことや、身の回りで分類す

ることが活かされている場面を提示することで、分類することの意味や意義に生徒が気付く

ことができる。そして、生徒自身がこれから学ぶ中学校の理科や日常において、学習で獲得

した知識や技能を活用できるようにしたい。 

(4)  本単元で働かせる理科の見方・考え方 

ア 見方 

本単元は、中学校で取り組む最初の単元である。したがって、学問としての生物の系統

分類は未習事項である。だからこそ、生徒のもつ既習事項や生活体験から得られた知識を

自由に活用し、生物の共通点と相違点を見いだして、見いだした特徴に基づいて生物を分

類していく。話し合い活動等を通して、分類するための基準が変われば、分類の結果も変

わることにも気付かせ、生命領域での見方である共通性・多様性の視点を更に深いものに

していく。  
そして、分類の技術等の学習内容が、身の回りで確かに生かされ、活用され、人々の役

に立っていることが実感できるように指導していくことで、生徒のもつ見方が、更に汎用

的なものになると考える。  
イ 考え方 

生物を「分類するための基準」は、陸上で生活しているか、何を食べて生活しているか、

大きいか小さいか等、実に様々考えられる。これらの「分類するための基準」をもとに、

生物同士を比較したりするなどの、科学的に探究する方法を活用し、生物の分類を行うこ

とができるよう、指導したい。そして、この学習を通して、自然の事物・現象同士を比較

するという考え方がより深く、より確かなものになるよう、話し合い活動や発表活動を積

極的に取り入れたい。 

(5)  「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

 新学習指導要領解説（総則編） 本研究における具体的な手だて 

主体的 

学ぶことに興味や関心をもち、自己の

キャリア形成の方向性と関連付けなが

ら、見通しをもって粘り強く取り組み、

自己の学習活動を振り返って次につな

げる「主体的な学び」が実現できている。 

・ 小学校で学習した、日常生活で見た 

ことがある、触れることが可能な生物

など、生徒にとって身近な生物を 20

種類選定した。 

・ 視覚的に生物の特徴を捉えることが 

でき、生徒が思考する際に扱いやすい

生物カードを作成した。 

・ 提示された生物と同じ仲間であると 

考えられる生物を探し、その分類する

ための基準を考えるという、生徒の興

味・関心を引き出す課題を設定した。 

対話的 

生徒同士の協働、教職員や地域の人と

の対話、先哲の考え方を手掛かりに考え

ること等を通じ、自己の考えを広げ深め

る「対話的な学び」が実現できている。 

 

 

・ 「生物の仲間分けの方法」について 

意見を共有させるために、ペアやグル

ープでの活動を設定した。 

 
 

深い学び 

習得・活用・探究という学びの過程の中

で、各教科等の特質に応じた「見方・考

え方」を働かせながら、知識を相互に関

連付けてより深く理解したり、情報を精

査して考えを形成したり、問題を見いだ

して解決策を考えたり、思いや考えを基

に創造したりすることに向かう「深い学

び」が実現できている。 

・自己の思考を深めさせるために、ペア

やグループでの活動後に、再び個人で

考える時間を設定した。 

・各班から出た様々な分類するための基

準を組み合わせ、分類段階を細かくし

ていく活動を行うことで、思考を深化

させられる。 

・日常で行われている様々な分類の例を

提示し、分類することの意義や価値を、

生徒自身で気付くことができるよう資

料を工夫した。 

 

(6) 単元指導計画（６時間計画） 

時間 学習項目 学習内容 

１ 
観察の  
仕方  

●校庭や学校周辺の生物観察に向けた準備をする。  
（ルーペの使い方・スケッチ等、記録の仕方）  

２ 野外観察  ●校庭や学校周辺の生物を観察する。  

３
～
４ 

微生物の観察  
●微生物を観察するための顕微鏡の使い方を学習する。  
（各部の名称の確認等、プレパラートについて、ピントの合わせ方、

顕微鏡を使ったスケッチの仕方）  

５  分類するための

基準の列挙 

●20 種類の「生物カード」を活用し、生物を分類するための基準に

ついて考えて、発表する。  

６ 
生物を  

分類する活動 

●５時間目の基準を活用して、分類段階を細かくすることができる

か検討する。  
●これまでの学習を振り返り、分類する意義について理解する。 

※本研究では、５、６時間目の指導内容の検討を主に行った。 

 

(7) 学習活動に即した具体的な評価規準 

時間 ア 知識・技能 イ 思考力・判断力・表現力等 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

１
～
４ 

①身近な生物についての

観察・実験などを行い、

いろいろな生物の特徴

を見いだしている。  
②生物を観察するための

観察器具（ルーペ、顕微

鏡等）の使い方に加え

て、スケッチの仕方や観

察記録の取り方を身に

付けている。  

①身近な生物についての

観察、実験などを行い、

いろいろな生物の特徴

を見いだし、その特徴に

基づいて生物を分類す

るための観点を考えて

いる。  

①身近な生物を、興味をも

って観察・記録しようと

している。  
 

５ 

③いろいろな生物を比較

して見いだした共通点

や相違点を基にして分

類できることを理解し

て、分類の仕方の基礎を

身に付けている。  

②いろいろな生物の共通

点や相違点を見いだし、

それを基に分類して、根

拠をもち整理している。 

②生物を分類するための観

点や基準を、話し合い活

動やレポートの作成、発

表活動を通して見いだそ

うとしている。  
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６ 

④段階的に基準を組み合

わせることで、同じ特徴

をもつ生物に分類され

ていることを理解して

いる。  

③分類段階をさらに細か

くするための基準につ

いて根拠をもち、分類し

た結果を表現している。 

③分類することの有用性を

身のまわりのことと置き

換えて考えようとしてい

る。  

４ 実践事例 

(1) 検証授業Ⅰ『分類するための基準の列挙』（単元指導計画 ５時間目/６時間） 

ア 本時の目標 

・ 生物から見いだした共通点を基にして仲間分けを行い、分類する基準を理解するとと

もに、分類の基準を変えることで、多様な分類の仕方があることを理解できる。  
（知識・技能）  

・ 生物の仲間分けを通して、問題を見いだし、根拠をもって整理できる。  
（思考力、判断力、表現力等）  
・ 生物を分類するための基準を、話合い活動、発表活動を通して見いだそうとしている。  
（主体的に学習に取り組む態度）  

イ 本時の展開 

時間 具体的な学習活動 
指導上の留意点・配慮事項 

（T:教師、S:生徒） 

評価規準 

（評価方法） 

導入 

５分 

○ 学習課題を確認する。 

 

 

○ 身の回りには、どのよう

な生物が存在しているか

のイメージをもつ。 

 

 

 

T: 我々の身の回りには、どのような生物

がいるだろうか。 

□ 身の回りにたくさんの種類の生物種

が存在していることを確認させる。 

□ 動物だけでなく植物も生物に含まれ

ることを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開１ 

18 分 

 

 

 

 

○ 20 種類のカードから、 

ハトの仲間を選ぶ。その時

の仲間にした「基準」を考

え、ワークシートに記録す

る。（15 分、その他の３分

は教師の説明の時間） 

 

 

 

 

□ ４人グループに編成し、生物カードを 

配布する。 

 

 

T: 根拠をもって、ハトの仲間を探しまし

ょう。その根拠が仲間分けの「基準」と

なります。そして、仲間分けの「基準」

をできるだけ沢山考えてみましょう。 

□ 実際に使用する生物カードを用いて、

生徒の活動を説明する。 

□ 生物カードに記載されている写真だ

けでは、生物の大きさが分からないの

で、生徒から質問があれば、答える。 

□ 根拠をもって、ハトの仲間を探すよう

に指導する。その根拠が今回の授業の

「基準」となることを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア－③  
（ワークシート）  
イ－②  
（ワークシート）  
 
 

身の回りにいる生物を挙げる 

課題「いろいろな基準でハトの仲間を探してみよう」 
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６ 

④段階的に基準を組み合

わせることで、同じ特徴

をもつ生物に分類され

ていることを理解して

いる。  

③分類段階をさらに細か

くするための基準につ

いて根拠をもち、分類し

た結果を表現している。 

③分類することの有用性を

身のまわりのことと置き

換えて考えようとしてい

る。  

４ 実践事例 

(1) 検証授業Ⅰ『分類するための基準の列挙』（単元指導計画 ５時間目/６時間） 

ア 本時の目標 

・ 生物から見いだした共通点を基にして仲間分けを行い、分類する基準を理解するとと

もに、分類の基準を変えることで、多様な分類の仕方があることを理解できる。  
（知識・技能）  

・ 生物の仲間分けを通して、問題を見いだし、根拠をもって整理できる。  
（思考力、判断力、表現力等）  
・ 生物を分類するための基準を、話合い活動、発表活動を通して見いだそうとしている。  
（主体的に学習に取り組む態度）  

イ 本時の展開 

時間 具体的な学習活動 
指導上の留意点・配慮事項 

（T:教師、S:生徒） 

評価規準 

（評価方法） 

導入 

５分 

○ 学習課題を確認する。 

 

 

○ 身の回りには、どのよう

な生物が存在しているか

のイメージをもつ。 

 

 

 

T: 我々の身の回りには、どのような生物

がいるだろうか。 

□ 身の回りにたくさんの種類の生物種

が存在していることを確認させる。 

□ 動物だけでなく植物も生物に含まれ

ることを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開１ 

18 分 

 

 

 

 

○ 20 種類のカードから、 

ハトの仲間を選ぶ。その時

の仲間にした「基準」を考

え、ワークシートに記録す

る。（15 分、その他の３分

は教師の説明の時間） 

 

 

 

 

□ ４人グループに編成し、生物カードを 

配布する。 

 

 

T: 根拠をもって、ハトの仲間を探しまし

ょう。その根拠が仲間分けの「基準」と

なります。そして、仲間分けの「基準」

をできるだけ沢山考えてみましょう。 

□ 実際に使用する生物カードを用いて、

生徒の活動を説明する。 

□ 生物カードに記載されている写真だ

けでは、生物の大きさが分からないの

で、生徒から質問があれば、答える。 

□ 根拠をもって、ハトの仲間を探すよう

に指導する。その根拠が今回の授業の

「基準」となることを確認させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア－③  
（ワークシート）  
イ－②  
（ワークシート）  
 
 

身の回りにいる生物を挙げる 

課題「いろいろな基準でハトの仲間を探してみよう」 

 
 

□ 仲間分けした基準を変えて、いろいろ

な条件で考えさせる。できるだけ沢山挙

げさせる。 

□ 色々な分け方の基準があることに気

付かせる。 

展開２ 

17 分 

 

 

 

○ 各班で出した「基準」の

中で、他の班と異なるもの

を選び、発表する。 

○ 発表を聞く側の班は、発

表している班の基準が何

であるかを予想する。 

 

 

 

□ 同じ基準ばかりが集中しないように、

なるべく他の班と重ならない仲間分け

の基準を発表させる。 

□ 発表中、他の班の基準と自分の班の基

準が重なったとしても、仲間分けの生物

が異なる場合もあるため、変更させな

い。 

□ 生徒たちの意見が、適当か不適当であ

るかは問わないことを伝える。意見を共

有する場であることを強調する。 

T: 先程まで班で話し合った仲間分けの 

基準から、他の班は考えつかなかった基 

準を選んでください。 

 それでは、仲間わけの基準を予想して

みましょう。 

S: 仲間分けの基準は（     ）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 他者の意見を聞いて、様々な分け方の 

基準があることを理解する。 

 

 

ウ－② 

（発表） 

 

イ－② 

（ワークシート） 

まとめ 

10 分 

 

○ 発表を踏まえて、分類す 

るための基準を振り返る。 

 

 

 

 

 

○ 次回の授業連絡の確認

をする。 

□ ワークシートに仲間分けの基準を整

理させる。他の班で発表された基準と自

分の班で考えた基準全てを書き出させ

る。 

□ 発表された基準以外も、クラス全体で

共有する。（合わせて４分） 

□ 感想欄に、感想を記述させる。（５分） 

□ 次回は、本時の基準を色々組み合わせ

て、更に仲間分けをすることを伝える。

（１分） 

 

 

  

自分の班がどのような仲間分けの基準を考えたか発表する 

 視覚的に分かりやすく、効率よく

クラス全体で発表を共有するため

に、「生物カード」を拡大したもの

を黒板に貼り、発表させた。  
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ウ 板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

エ 使用したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 指導の工夫  
（ｱ） 指示の工夫  

中学校１年生で初めて学習する単元であることを考慮して、生物カードをどのように

使用するかのデモンストレーションを指導者が示すようにした。まずは 20 種類の生物

カードの使い方を明確にすることで、生徒たちがより多角的多面的に分類するための基

準を思考することができると考えられる。  
（ｲ） 板書の工夫  

板書例右側に示すように、予め板書を用意しておくことにより、まだ発表に不慣れな

生徒でもスムーズに発表が進められるようにした。また、全班で共通の発表体系をとれ

ることで、より他者の発表内容を深めることができ、多様な分類の仕方があることに気

付けることが期待できる。  

身の回りにいる生物を挙げてみよう 

課題 いろいろな基準でハトの仲間を探してみよう 

セミ，ウサギ，ヘビ 

（生徒の意見を板書） 

私たちの班は      の仲間として 

を選びました。

仲間とした基準は（     ）です。 

ハトの 

生物カード 

生物カード 生物カード 生物カード 
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ウ 板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

エ 使用したワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 指導の工夫  
（ｱ） 指示の工夫  

中学校１年生で初めて学習する単元であることを考慮して、生物カードをどのように

使用するかのデモンストレーションを指導者が示すようにした。まずは 20 種類の生物

カードの使い方を明確にすることで、生徒たちがより多角的多面的に分類するための基

準を思考することができると考えられる。  
（ｲ） 板書の工夫  

板書例右側に示すように、予め板書を用意しておくことにより、まだ発表に不慣れな

生徒でもスムーズに発表が進められるようにした。また、全班で共通の発表体系をとれ

ることで、より他者の発表内容を深めることができ、多様な分類の仕方があることに気

付けることが期待できる。  

身の回りにいる生物を挙げてみよう 

課題 いろいろな基準でハトの仲間を探してみよう 

セミ，ウサギ，ヘビ 

（生徒の意見を板書） 

私たちの班は      の仲間として 

を選びました。

仲間とした基準は（     ）です。 

ハトの 

生物カード 

生物カード 生物カード 生物カード 

 
 

（ｳ） 課題設定の工夫  
本時では 20 種類の生物カードから「ハト」の仲間を見つけていく展開案とした。我々

が「ハト」を選んだ理由は、ハトには「羽がある、飛ぶことができる、あしがある、目

がある、骨がある、卵を産む」など様々な特徴が考えられ、生徒が生物を分類する基準

を考える視点がより多様化できることが期待できるからである。  
 
(2) 検証授業Ⅱ『生物を分類する活動』（単元指導計画 ６時間目／６時間）  
ア 本時の目標  

・ 階層的に基準を組み合わせることで、同じ特徴をもつ生物に分類されていることを理

解できる。（知識・技能）  
・ 分類段階をさらに細かくするための基準について根拠をもち、分類した結果を表現で

きる。（思考力・判断力・表現力等）  
・ 分類することの有用性を身のまわりのことと置き換えて考えることができる。  
（主体的に学習に取り組む態度） 

イ 本時の展開  

時間 具体的な学習活動 
指導上の留意点・配慮事項 

（T:教師、S:生徒） 

評価規準 

（評価方法） 

導入 

５分 

○ 本時の課題「基準を組

み合わせて、20 種類の生

物をより細かく仲間分け

する」を確認する。 

 

 

 

○ 前時に発表した「基準」

を確認する。 

□ 前時は「ハト」の仲間を探したことに

注目させ、本時は 20 種類全体を考えた基

準を作る意識をもたせる。  
T: 前回はハトの仲間探しをしました。今

日はそのときに皆さんがみつけた基準を

組み合わせて、さらに細かく分類してみ

ましょう。 

□ 前時に確認した仲間分けの「基準」を、

時間をかけずに読み上げながら板書し、

記号化する。  

 

展開１ 

25 分 

 

 

○ ワークシートに記名し、 
机の中にしまう。  

 

 

○ 前時で行った仲間分け 

の基準を組み合わせ、分

類段階を細かくして段階

が３段階になるように分

け て い く こ と を 理 解 す

る。 

 
 
 
 
 

 
 
□ ワークシートを配布し、記名させてし

まわせる。  
□ やり方について、ICT を用いて説明す

る。  
①使う基準は、導入で確認したもののみ

を使い、班で話し合うための用紙（班

活動用ワークシート）に緑色の付箋に

記号を書いて貼り付ける。  
②同じ基準は何度使っても良い。  
③①にない基準の付け足し（ワイルドカ

ード）は２個までとし、赤色の付箋紙

に基準を書いて貼り付ける。  
 
 
 

 
 
 
 
 
 

課題「基準を組み合わせて、20 種類の生物をより細かく仲間分けしよう」 
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 ④生物名は黄色付箋紙に番号を書いて貼

り付けておく。  
⑤仲間はずれをつくらずに八つのグルー

プに分けることを班での話し合い活動

の目標にする。  
    
 ○ 班で話し合うための用  

紙（分類学習シート）を

用いて話し合い、分類し

ていく。  
○ 適宜ワークシートに付  

箋を貼付する。生物は名

称ではなく付箋に記号を

記入して貼付する。  
 
 

□ 活動時間は 15 分と提示する。  
□ 話合いの状況を見ながら、なるべく均

等に分かれる基準を当てはめるように助

言する。  
□ うまく分類できない場合は最初にもど

って分類し直すように助言する。  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 15 分経過して話合いの状況を見て、  

時間を３分追加する。  

 

 ○ 個人用ワークシートに  
結果を記入する。  

 
 
 
 
 
・ 使用した生物カードと

分類学習シートを教卓へ

戻す。  
 

□ 時間になったら話合い活動を止めさせ、

個人用ワークシートへの記入の仕方を説

明し、５分間時間をとって記入させる。  
T: 授業の後に見直したときに分かりやす

いように、基準と最後に分類した生物は

言葉や名称で記入しましょう。 

 
 
 

イ―③  
（ 机 間 指

導・ワークシー

ト）  
 

展開２ 

15 分 

 
 
○ 自班の分類の仕方と比  

較しながら、他の班の発

表を聞く。  

 
 
□ ３段階まで分類できた班に発表させる。 

（時間に応じて発表班の数は調整する） 

S: 私たちの班は、まず「生活場所が陸か  
どうか」という基準で 20 種類の生物を 

二つに分類(12 種と 8 種)しました。その 

後、12 種ある生物を「骨があるかどうか」 

という基準で、更に二つに分類(６種と 

６種)しました。そして、６種ある生物を 

「飛ぶことができるか」で、二つに分類 

することができました。 

 

 

 
 
 

分類することにより、同じ共通点をもつ仲間をみつけることができることを理解する 

 「生物カード」と「分類学習シ

ート」を用いて、話し合いをしな

がら、生物の分類を行った。  
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プに分けることを班での話し合い活動
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 ○ 班で話し合うための用  

紙（分類学習シート）を

用いて話し合い、分類し

ていく。  
○ 適宜ワークシートに付  

箋を貼付する。生物は名

称ではなく付箋に記号を

記入して貼付する。  
 
 

□ 活動時間は 15 分と提示する。  
□ 話合いの状況を見ながら、なるべく均

等に分かれる基準を当てはめるように助

言する。  
□ うまく分類できない場合は最初にもど

って分類し直すように助言する。  
   
 
 
 
 
 
 
 
 
□ 15 分経過して話合いの状況を見て、  

時間を３分追加する。  

 

 ○ 個人用ワークシートに  
結果を記入する。  

 
 
 
 
 
・ 使用した生物カードと

分類学習シートを教卓へ

戻す。  
 

□ 時間になったら話合い活動を止めさせ、

個人用ワークシートへの記入の仕方を説

明し、５分間時間をとって記入させる。  
T: 授業の後に見直したときに分かりやす

いように、基準と最後に分類した生物は

言葉や名称で記入しましょう。 

 
 
 

イ―③  
（ 机 間 指

導・ワークシー

ト）  
 

展開２ 

15 分 

 
 
○ 自班の分類の仕方と比  

較しながら、他の班の発

表を聞く。  

 
 
□ ３段階まで分類できた班に発表させる。 

（時間に応じて発表班の数は調整する） 

S: 私たちの班は、まず「生活場所が陸か  
どうか」という基準で 20 種類の生物を 

二つに分類(12 種と 8 種)しました。その 

後、12 種ある生物を「骨があるかどうか」 

という基準で、更に二つに分類(６種と 

６種)しました。そして、６種ある生物を 

「飛ぶことができるか」で、二つに分類 

することができました。 

 

 

 
 
 

分類することにより、同じ共通点をもつ仲間をみつけることができることを理解する 

 「生物カード」と「分類学習シ

ート」を用いて、話し合いをしな

がら、生物の分類を行った。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 発表結果を元にして最終的に分類でき 

たグループの生物は同じ共通点をもつ生

物であることを理解させる。 

  

 
T: このように分類したということは、こ

のグループは○であり、△であり、□で

あるという同じ特徴をもつ生物というこ

とです。 

アー④  
（ワークシート）  

 ○ 基準の選び方により、

多様な分類の仕方ができ

ることを理解する。 

□ 分類学習シートを黒板に提示し、基準

の選び方により分類の仕方に多様性がう

まれることを示す。 

T: 最初の基準が同じ班は○班です。しか

し、このようにあとの分け方が違ってい

ます。他に、最初の基準に△を選んだ班

が□あります。途中でやり直して最後ま

でがんばった班もあります。・・・。全く

同じ分け方になった班はいません。 

このように、基準の選び方によって

様々な分類になります。 

 

まとめ 

５分 

 

 
 
○ 教師の説明を聞く。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ ワークシートに本時の

学習で学んだことを記入

し、提出する。  

 
 
□ ICT を使って説明する。  
例１：スーパーマーケットで品物を探すとき 

例２：図書館で本を探すとき 

T： 先ほどわかったように、基準の選び方

によって様々な分類になりますが、この

場合は利用しやすいような基準で分類

してあります。 

例３: 新種の生物が発見されたとき、分類

がある程度しっかりしていれば、その

生物種がどのようなものかを予想する

手掛かりとなる。 

 

・ 例１、２、３のようは話を教師が意図

的・計画的に述べることで、生物を分類

する必要性、有用感に気付かせる。  

 
 
ウ―③  
（ワークシート）  
 
 

 

  

 プロジェクターで投影された分

類学習シートに、マグネットのつ

いた黒板用「生物カード」と基準

が書かれた付箋を貼りながら、発

表させた。  

分類の意義について理解する 
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ウ 板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

エ 使用したワークシート  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

分類するための基準 

課題 基準を組み合わせて，(20 種類の生物を)より細かく仲間分けする 

ア）骨がある 

イ）足がある 

ウ）目がある 

︙ 

マグネットシート 
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ウ 板書例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

エ 使用したワークシート  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

分類するための基準 

課題 基準を組み合わせて，(20 種類の生物を)より細かく仲間分けする 

ア）骨がある 

イ）足がある 

ウ）目がある 

︙ 

マグネットシート 

 
 

オ 指導の工夫  
（ｱ） 発問の工夫  

本時では、前時に獲得した基準を基にして分類段階を更に細かくすることとした。基

準を組み合わせることで更に細かく分類できることに気付かせるとともに、生物を基準

によって分けることにより、段階が進むことで多くの共通点をもつ生物に分類できるこ

とを理解させることをねらいとした。  
「より細かく分類しよう」と発問し、「分類段階の３段階目で８グループに分ける」

ことを目標にさせることにより、基準の組み合わせについて思考するなど、生物を分類

する基本的な技能を身に付ける一助となった。また、発問は的確に短く、具体的に行う

ことで分かりやすくなり、生徒の活動の時間を多く確保できるようにした。  
（ｲ） 教具の工夫  

班の話し合い活動では分類表のみをＡ２サイズに拡大した用紙（半分ずつＡ３の用紙

に拡大して貼付した）を用意して班で話し合いをする場を設け、基準を記号化すること

で、記入する時間を短くできるようにした。なお、基準や生物名を付箋紙に記入させて

貼り付けることにより、分類がうまくいかずに再度分類し直す際に、容易にやり直すこ

とができる。また、班活動終了後に分類学習シートを提示することにより、それぞれの

班の活動の結果を示すことができ、授業後に付箋紙をはがせば次のクラスにシートを活

用できる利点もある。 

（ｳ） ＩＣＴの活用 

活動の仕方の説明にはプロジェクター等の ICT を活用して、説明を短くするとともに、

ワークシートと同じ様式を見せて説明することにより、生徒に伝わりやすくなる。さら

に、その後生徒の活動中も映像として提示しておくことで、生徒が映像を確認しながら

話し合い活動を進めることができる。発表も同じようにＩＣＴと生物カードに磁石をつ

けたものを利用し、班活動ワークシートを映像化したような状態にすることで、発表が

しやすくなると共に、発表を見ている生徒にも分かりやすい。ＩＣＴの用意がない場合

はワークシートを拡大して同様に用いるとよい。 

 

５ 分析 

(1) 検証授業Ⅰ『分類するための基準の列挙』（単元指導計画 ５時間目/６時間） 

ア 「生物を分類するための技能」の視点  
【生徒の感想 より抜粋】  

・生物には色々な特徴があることが分かった。 

・生物を様々な角度で見てみると、似ているところがあることが分かった。 

・色々な生物には特徴があり、共通しているところがあることが分かった。 

ハトの仲間を探す展開から、ハトに関する様々な特徴を列挙し、それが他の生物に共通

する性質であるかどうかを考えていくことで、生物同士の共通点が、生物を仲間分けする

基準にできることを理解できた。このように、検証授業Ⅰを終えた生徒は、ハトの仲間を

見つけていく学習課題を経て、ハトのからだの特徴を捉え、そこから他の生物への共通性
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を考えていくことで、その基準で仲間分けが可能になるということを理解できたことが分

かる。  
新学習指導要領では、「理科の見方・考え方を働かせ、身近な生物についての観察、実験

などを行い、いろいろな生物の特徴を見いだして生物の体の基本的なつくりを理解させる

とともに、見いだした特徴に基づいて生物を分類するための技能を身に付けさせ、思考力、

判断力、表現力等を育成することが主なねらいである。」とある。この検証授業Ⅰを通して、

生物同士の共通点に着目することが、生物を分類するための技能を身に付けさせる一つの

方法として考えられる。  
イ 「多様な分類の仕方の習得」の視点  
【生徒の感想 より抜粋】  

・他の班の発表を聞いて様々な見方があることに気が付いた。 

・私たちの班はハトの体の特徴についてしか考えていなかった。しかし他の班はハトがす

る行動について着目していた。話し合ったり、他の班の意見を聞いたりすると、色々な

方向から考えられると思った。 

・他の班の発表で、物の違う見方を学ぶことができた。 

・他の人の意見で物事を見ると、新しい発見がたくさんありとても良い経験ができた。 

ハトの仲間として選んだ生物を掲示して発表する場面では、発表を聞く側にはその班がど

のような基準でその生物を挙げたかを予想させる場面を設定した。予め予想させてからその

班の考えた基準を発表させることで、より一層他者の考えを受けて、自分自身の考えが変容

し、自分の考えをより深化させるとともに、多様な分類の仕方を知る場面となった。  
 
(2) 検証授業Ⅱ『生物を分類する活動』（単元指導計画 ６時間目／６時間）  
ア 生徒の変容  
(ｱ) ワークシートから読み取る生徒の変容  

生徒に対して、事後に「授業で学んだことや大切だと思ったことは何か」というアン

ケート調査を行った。  
【分類する上で大切な視点に関する内容】  

・分類をすれば見つけたいものをすぐに見つけられるし、同じ仲間ごとに分けることでそ

のものの共通点や他のものとの相違点が分かるので勉強になると思いました。 

・見た目が明らかに違う生物同士でも分類してみたら仲間だったという発見ができるよう

になった。 

・分類していくときに、大きい基準から小さくしていくことが大切だと学びました。 

・様々な観点に注目して、一つの観点を変えるだけで結果が全く変わってしまったので、

考えを深めることができました。 

・同じ基準から始めても、班によって考え方や分類の仕方が違った。思考をこらして見つ

け出すのは楽しかった。 
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を考えていくことで、その基準で仲間分けが可能になるということを理解できたことが分

かる。  
新学習指導要領では、「理科の見方・考え方を働かせ、身近な生物についての観察、実験

などを行い、いろいろな生物の特徴を見いだして生物の体の基本的なつくりを理解させる

とともに、見いだした特徴に基づいて生物を分類するための技能を身に付けさせ、思考力、

判断力、表現力等を育成することが主なねらいである。」とある。この検証授業Ⅰを通して、

生物同士の共通点に着目することが、生物を分類するための技能を身に付けさせる一つの

方法として考えられる。  
イ 「多様な分類の仕方の習得」の視点  
【生徒の感想 より抜粋】  

・他の班の発表を聞いて様々な見方があることに気が付いた。 

・私たちの班はハトの体の特徴についてしか考えていなかった。しかし他の班はハトがす

る行動について着目していた。話し合ったり、他の班の意見を聞いたりすると、色々な

方向から考えられると思った。 

・他の班の発表で、物の違う見方を学ぶことができた。 

・他の人の意見で物事を見ると、新しい発見がたくさんありとても良い経験ができた。 

ハトの仲間として選んだ生物を掲示して発表する場面では、発表を聞く側にはその班がど

のような基準でその生物を挙げたかを予想させる場面を設定した。予め予想させてからその

班の考えた基準を発表させることで、より一層他者の考えを受けて、自分自身の考えが変容

し、自分の考えをより深化させるとともに、多様な分類の仕方を知る場面となった。  
 
(2) 検証授業Ⅱ『生物を分類する活動』（単元指導計画 ６時間目／６時間）  
ア 生徒の変容  
(ｱ) ワークシートから読み取る生徒の変容  

生徒に対して、事後に「授業で学んだことや大切だと思ったことは何か」というアン

ケート調査を行った。  
【分類する上で大切な視点に関する内容】  

・分類をすれば見つけたいものをすぐに見つけられるし、同じ仲間ごとに分けることでそ

のものの共通点や他のものとの相違点が分かるので勉強になると思いました。 

・見た目が明らかに違う生物同士でも分類してみたら仲間だったという発見ができるよう

になった。 

・分類していくときに、大きい基準から小さくしていくことが大切だと学びました。 

・様々な観点に注目して、一つの観点を変えるだけで結果が全く変わってしまったので、

考えを深めることができました。 

・同じ基準から始めても、班によって考え方や分類の仕方が違った。思考をこらして見つ

け出すのは楽しかった。 

 

 

 
 

【分類する意義に関する内容】 

・分類の仕方は一つではないことを学びました。そして生物だけでなく、生活の中でも使

われていることが分かった。 

・この授業は何のためにするのか、正直はじめはよく分かりませんでした。でも授業をや

って分かりやすくしたり、生物を見分けたり、色々便利になることを知りました。 

今回の活動により、「分類する上での大切な視点」や「分類の意義」を学んだ生徒が多か

った。上記のように、生物の特徴から共通点や相違点を見出したり、各班での基準を共有

することで、生物を分類する観点や多様な分類の仕方を実感するなど、生徒が自らの資質・

能力の高まりが感じていることを見取ることができる。また私たちの実生活で生かされて

いる様々な分類に対して、その意義や分類することで便利になっていることが実感できて

いた。また「基準を組み合わせて細かく分類するには、その生物の特徴を知っていること

が大切だと思いました。」等の意見もあり、生物のからだのつくりに興味・関心をもつなど、

今後の学習活動の動機付けにもなっていた。  
(ｲ) 活動中の様子から読み取る生徒の変容  

生物カードを用いて行うことで、改めて生物の特徴を考えながら分類について共有して

いた。特に２段階、３段階目の階層において、どの基準を使用していいのかを思考する場

面において、もう一度基準の組み合わせを考え直したり、分けられた生物の中で既習事項

や経験を活用しながら、新たに共通点を探すこともできていた。全ての班が時間内に８つ

のグループに分けられたわけではないが、ほとんどの班において共通点や相違点を考えな

がら、基準を組み合わせることができていた。  
また他の班の発表や使用した基準を示した際には、自分たちと異なる組み合わせの基準

を用いていることに、驚きや関心もあり、新たな考えに気付いていたようであった。  
実生活に活用されている分類の場面を見せた際には、「そうだったのか」という声も聞こ
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業において、この課題提示で行ったところ、基準の組み合わせを考え直したり、新しい基

準を考えたりするのではなく、ただ基準を使って分類するという思考を伴わない作業的な

活動になってしまった。そこで課題提示の仕方を変え、「分類段階の３段階目で８グループ

に分ける」ことを目標とした課題にしたことで、基準の組み合わせ方が重要となる。実際

にどの班においても、基準の組み合わせを考え直したり、新しい基準を考えたりと思考を

伴う活動となった。使用する基準を付箋紙を用いて、入れ替えができる教具を用いたこと

も要因の一つであると考えられる。生徒アンケートにもあるように、この課題を通してよ

り大きく分類できる基準と小さく分類できる基準を組み合わせるなど、生物を分類するた

めの基本的な技能を身に付ける一助にもなったと考える。これは特に理科の見方、考え方

にある共通性と相違点について捉えることができていたと考える。つまり、階層が上の基
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準ほど共通性が高く、階層の下の基準にいくほど相違性が高くなる。これらの活動を通し

て、分類の仕方の基礎を身に付けたり、共通点や相違点に基づいて分類できることを見出

すことができたと考えられる。  
   教員がすべての班の用いた基準の結果を示したことが、多様な分類の仕方を実感させる

要因になったと考えられる。同じ課題であっても、始めに用いる基準が異なることや、分

類段階中の１つ基準が異なるだけでグループ分けが変わることが実感できていた。このよ

うに他の生徒の考えを踏まえ、自分の考えがさらに深められたと考えられる。  
Ⅴ 成果と課題 

１ 研究の成果 

20 種類程度の生物を分類するとき、生徒が自ら分類の基準を考え出すことは難易度の高い

課題となる。そのため、「なかまを探す」という課題にすることで「なかま」すなわち「共通

点をもつ生物」という観点で生物をみる視点をもたせることができ、多くの基準を考え出す

ことができた。また、次時に基準を組み合わせて分類段階を細かくする分類を行い、互いの

結果を見合うことにより、分類するためには基準を設定しなければならないこと、基準の選

び方により分類の結果が変わることを自らの活動から理解させることができた。さらに、「分

類」が利用されている身近な例の提示及び生物の分類についての説明を教師がすることで、

目的に応じて多様な分類の仕方があること、分類することの意義に気付かせることができた。 
これらの活動を通して、生徒は他の生徒の意見と比較することにより自分の思考を深化さ

せるとともに、科学的に探究していく態度を養うことができる。また、生物の共通点や相違

点を見いだし、それらを基準として組み合わせることにより分類できることに気付き、分類

の仕方の基礎を身に付けることができる。  
今回の研究では（イ）生物の体の共通点と相違点には触れていないが、今回の学習を踏ま

えることで、共通点や相違点という観点で植物・動物それぞれの特徴をとらえる視点をもた

せることが期待できる。このように、生命領域における理科の見方の根幹となる、多様性や

共通性といった視点で捉えることのできる生徒を育成するための、最初の一歩とすることが

できると考えている。  
２ 研究の課題 

(1) 生物カード  
生物カードに掲載する生物種については、生徒の既習生物であること、生徒にとって身

近な生物であることの２点で、20 種を選定した。この 20 種が、生物を分類する学習にお

いて、生徒の実態や学習教材として適当かどうか、研究授業を重ねながら、再検討する必

要がある。 

(2) 単元指導計画  
新学習指導要領解説の中の本単元に関する記述のうち、「その後、別の生物を当てはめ、

用いた観点や基準で分類できるかどうかを考えさせたり、他の観点や基準を検討させたり

することなど」の指導内容の立案ができなかった。本研究の６時間目の後に設定すること

で、生徒のもつ見方・考え方が更新され、更に生徒の思考力、判断力、表現力等を高める

ことが期待できる。  
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＜中学校保健体育開発委員会＞ 

Ⅰ 研究主題 

「思考力、判断力、表現力等の育成を図る保健体育科の学習」 

 

Ⅱ 研究の概要 

１ 主題設定の理由 

  今の子供たちやこれから誕生する子供たちが、成人して社会で活躍する頃には、我が国は厳しい挑

戦の時代を迎えていると予想される。生産年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間ない技術革

新等により、社会構造や雇用環境は大きく、また急速に変化しており、予測が困難な時代となってい

る。このような中、様々な変化に積極的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく力が求めら

れる。 

これを受けて、中学校学習指導要領保健体育（平成 29 年７月文部科学省）において、教育課程全

体を通して育成を目指す資質・能力を、「何を理解しているか、何ができるか（生きて働く「知識・

技能」の習得）、「理解していること・できることをどう使うか（未知の状況にも対応できる「思考力、

判断力、表現力等」の育成）」、「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びを人

生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」の涵養）」の三つの柱に整理されている。 

三つの資質、能力を育むためには、知識と技能を関連させて学習させることや、「知識及び技能」「思

考力、判断力、表現力等」、「学びに向かう力、人間性等」の内容をバランス良く学習させるようにす

ることが大切である。体育の「見方・考え方」である「運動やスポーツを，その価値や特性に着目し

て、楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え、自己の適性等に応じた『する・

みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること」を生徒が働かせながら、学習活動に取り

組むこと、運動や健康に関する課題を発見し、その解決を図る主体的・協働的な学習活動を進めてい

くことが求められる。 

一方で、現行の中学校学習指導要領保健体育の課題として、「習得した知識や技能を活用して課題

解決することや、学習したことを相手に分かりやすく伝えること等」を指摘している。 

本研究では、この課題を解決するために、各領域における学習課題に応じて、これまで学習した知

識や技能を活用して、自己や仲間の課題に応じて合理的な課題解決を図る学習過程を意図的・計画的

に設定し、生徒が試行錯誤しながら取り組むことにより、「思考力、判断力、表現力等」の育成を図

ることが必要と考えた。 

そして、学習過程を設定する際には、目指す資質・能力を育むために、主体的・対話的で深い学び

を実現するための授業改善を図ることが大切であると捉えた。 

その上で、研究主題を「思考力、判断力、表現力等の育成を図る保健体育科の学習」と設定し、個

人だけでなく、チームにおいても多様な場面で思考力、判断力、表現力等を発揮させることができる

ことから、「球技」の領域を扱うこととした。さらに、攻守が分離され、攻守において仲間と連携し

た攻防が必要となる「ネット型」を単元とし、指導計画を作成することとした。 
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＜中学校保健体育開発委員会＞ 
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Ⅲ 研究構想図 

〈共通テーマ〉 

主体的・対話的で深い学びを実現するための指導方法及び教材開発 
 

〈現行の中学校保健体育科の目標〉 

 心と体を一体としてとらえ、運動や健康・安全についての理解と運動の合理的な実践を通して、生

涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てるとともに健康の保持増進のための実践力の育成と体

力の向上を図り、明るく豊かな生活を営む態度を育てる。 

 
 
 
 
 
 
 

 
〈改訂後の中学校保健体育科の目標〉 

 体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的な解決に向けた学習過程を通して、心

と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現する

ための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
 

〈研究仮説〉 

これまで学習した知識や技能を活用して、自己や仲間の課題に応じて合理的な課題解決を図る学習

過程を意図的・計画的に設定し、生徒が試行錯誤しながら取り組むことにより、「思考力、判断力、

表現力等」の育成を図ることが必要である。そして、学習過程を設定する際には、目指す資質・能力

を育むために主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善を図ることで、現行の中学校学習

指導要領保健体育科の課題である「習得した知識や技能を活用して課題解決することや、学習したこ

とを相手に分かりやすく伝えること」を達成することができる。 

〈研究主題〉 

思考力、判断力、表現力等の育成を図る保健体育科の学習 
 

〈研究内容〉 

１ 基礎研究 
(1)三つの資質・能力を踏まえた「思考力、判断力、表現力等」を育成する学習について 

(2)保健体育における学習過程について 

(3)保健体育科における「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」について 
２ 研究の視点 
(1) 学習過程の設定について 
(2) 学習過程に基づく学習資料の作成について 
(3) 思考力、判断力、表現力等を見取る評価方法について 

〈改善の具体的事項〉 

〇身に付けさせたい内容を資質・能力の三つの柱に沿って明確に提示 ○運動やスポーツの習慣化 
○スポーツの意義や価値等の理解 ○体育分野と保健分野との一層の関連 

〈関連する法令・答申等〉 

〇教育基本法 〇学校教育法 〇学習指導要領等の改訂に関する中央教育審議会答申等 
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Ⅳ 研究の内容 

１ 基礎研究 

  三つの資質・能力の関係性を明らかにするとともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善の推進について、本研究での捉えを明らかにする。 

 

(1) 三つの資質・能力を踏まえた「思考力、判断力、表現力等」を育成する学習について 

保健体育科の三つの資質・能力と目標の関係は、中学校学習指導要領解説保健体育編（平成 29

年６月）（以後、「解説」と表記。）の保健体育科改訂の趣旨において、 

・ 心と体を一体としてとらえ、生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現

する資質・能力を育成することを重視する観点から、運動や健康に関する課題を発見し、その解

決を図る主体的・協働的な学習活動を通して、「知識・技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学

びに向かう力・人間性等」を育成することを目標として示す。 

・ 三つの資質・能力を身に付けるために、その関係性を重視した学習過程を工夫する必要がある。 
と示されており、「思考力、判断力、表現力等」、「知識及び技能」、「学び向かう力、人間性等」の

関係は切り離すことができないため、学習過程については、三つの資質能力の関係性を明らかにす

る必要があると考えた。 

また、「解説」の「思考力、判断力、表現力等」では、 

・ 各領域における学習課題に応じて、これまでに学習した内容を学習場面に適用したり、応用し

たりして、他者に伝えることである 。 

・ 具体的な知識と汎用的な知識との往還を図りながら積極的・自主的に技能の習得を目指すとと

もに、知識と技能の関連を図ることの重要性を認識することで「知識及び技能」が育まれたり、

具体的な知識と汎用的な知識との往還を図りながら、仲間と協働する場面を設定するなどして運

動実践につながる態度などの育成を目指すことで「学びに向かう力、人間性等」が育まれたり、

これらの資質・能力を育成する過程において、課題の解決に向けて思考し判断するとともに表現す

る活動を効果的に設定することで「思考力、判断力、表現力等」が育まれることにつながるもので

ある。 

と示され、思考力、判断力、表現力等は、基本的な知識と技能と習得した知識と技能を活用するこ

とを強調し、「知識及び技能」、「学びに向かう力、人間性等」の育成において思考力、判断力、表

現力等を効果的に設定することで三つの資質・能力の関係性をつなげていくことが重要であると考

えた。 

さらに、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の 学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について(答申)」（平成 28 年 12 月 中央教育審議会）では、 

資質・能力は相互に関連しており、例えば、習得・活用・探究のプロセスにおいては、習得され

た知識・技能が思考・判断・表現において活用されるという一方通行の関係ではなく、思考・判

断・表現を経て知識・技能が生きて働くものとして習得されたり、思考・判断・表現の中で知識・

技能が更新されたりすることなども含む。 

と示され、習得・活用・探究のプロセスにおいては、一方通行ではなく、相互に関連していると捉

えた。 
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Ⅳ 研究の内容 

１ 基礎研究 

  三つの資質・能力の関係性を明らかにするとともに、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善の推進について、本研究での捉えを明らかにする。 

 

(1) 三つの資質・能力を踏まえた「思考力、判断力、表現力等」を育成する学習について 

保健体育科の三つの資質・能力と目標の関係は、中学校学習指導要領解説保健体育編（平成 29

年６月）（以後、「解説」と表記。）の保健体育科改訂の趣旨において、 

・ 心と体を一体としてとらえ、生涯にわたって健康を保持増進し、豊かなスポーツライフを実現

する資質・能力を育成することを重視する観点から、運動や健康に関する課題を発見し、その解

決を図る主体的・協働的な学習活動を通して、「知識・技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学

びに向かう力・人間性等」を育成することを目標として示す。 

・ 三つの資質・能力を身に付けるために、その関係性を重視した学習過程を工夫する必要がある。 
と示されており、「思考力、判断力、表現力等」、「知識及び技能」、「学び向かう力、人間性等」の

関係は切り離すことができないため、学習過程については、三つの資質能力の関係性を明らかにす

る必要があると考えた。 

また、「解説」の「思考力、判断力、表現力等」では、 

・ 各領域における学習課題に応じて、これまでに学習した内容を学習場面に適用したり、応用し

たりして、他者に伝えることである 。 

・ 具体的な知識と汎用的な知識との往還を図りながら積極的・自主的に技能の習得を目指すとと

もに、知識と技能の関連を図ることの重要性を認識することで「知識及び技能」が育まれたり、

具体的な知識と汎用的な知識との往還を図りながら、仲間と協働する場面を設定するなどして運

動実践につながる態度などの育成を目指すことで「学びに向かう力、人間性等」が育まれたり、

これらの資質・能力を育成する過程において、課題の解決に向けて思考し判断するとともに表現す

る活動を効果的に設定することで「思考力、判断力、表現力等」が育まれることにつながるもので

ある。 

と示され、思考力、判断力、表現力等は、基本的な知識と技能と習得した知識と技能を活用するこ

とを強調し、「知識及び技能」、「学びに向かう力、人間性等」の育成において思考力、判断力、表

現力等を効果的に設定することで三つの資質・能力の関係性をつなげていくことが重要であると考

えた。 

さらに、「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の 学習指導要領等の改善及び必

要な方策等について(答申)」（平成 28 年 12 月 中央教育審議会）では、 

資質・能力は相互に関連しており、例えば、習得・活用・探究のプロセスにおいては、習得され

た知識・技能が思考・判断・表現において活用されるという一方通行の関係ではなく、思考・判

断・表現を経て知識・技能が生きて働くものとして習得されたり、思考・判断・表現の中で知識・

技能が更新されたりすることなども含む。 

と示され、習得・活用・探究のプロセスにおいては、一方通行ではなく、相互に関連していると捉

えた。 

(2) 保健体育における学習過程について 

新旧学習指導要領の目標を比較すると下表となる（下線部は、開発委員会による。）。 

新学習指導要領の目標 現行学習指導要領の目標 

体育や保健の見方・考え方を働かせ、課題を発見

し、合理的な解決に向けた学習過程を通して、心

と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健

康 を保持増進し豊かなスポーツライフを実現す

るための資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。  

(1)各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生

活における健康・安全に ついて理解するととも

に、基本的な技能を身に付けるようにする。  

(2)運動や健康についての自他の課題を発見し、

合理的な解決に向けて思考し判断するとともに、

他者に伝える力を養う。  

(3)生涯にわたって運動に親しむとともに健康の

保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かな生

活を営む態度を養う。  

心と体を一体としてとらえ、運動や健康・安全に

ついての理解と運動の合理的な実践を通して、生

涯にわたって運動に親しむ資質や能力を育てる 

とともに健康の保持増進のための実践力の育成

と体力の向上を図り、明るく豊かな生活を営む態

度を育てる。  

現行学習指導要領では、「運動の合理的な実践を通して」と示されていることに対して、新学習指

導要領では、「課題を発見し、合理的な解決に向けた学習過程を通して」と改訂されている。この

ことにより、運動課題の発見・解決等の資質・能力である「思考力、判断力、表現力等」の育成を

図る学習過程の設定が重要になると考えた。 

 

(3) 保健体育科における「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」について 

「解説」において、「主体的・対話的で深い学び」は、（下線部と四角囲みは開発委員による。下

線部は思考力、判断力、表現力等の関連、四角囲みは三つの資質・能力） 

・ 運動の楽しさや健康の意義等を発見し、運動や健康についての興味や関心を高め、課題の解決に

向けて粘り強く自ら取り組み、学習を振り返るとともにそれを考察し、課題を修正したり新たな課

題を設定したりするなどの主体的な学びを促すこと。  

・ 運動や健康についての課題の解決に向けて、生徒が他者(書物等を含む)との 対話を通して、自己

の思考を広げ深め、課題の解決を目指して学習に取り組むなどの対話的な学びを促すこと。  

・ 習得・活用・探究という学びの過程を通して、自他の運動や健康についての課題を発見し、解決

に向けて試行錯誤を重ねながら、思考を深め、よりよく解決 するなどの深い学びを促すこと。 

と示されており、主体的な学び・対話的な学び・深い学びが、「思考力、判断力、表現力等」の資

質・能力と関連していると捉えた。 
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Ⅴ 研究の視点 

１ 学習過程の設定について 

  本研究では、習得した知識や技能を活用して自己や仲間の課題に応じた合理的な解決ができること

を目指し、思考力、判断力、表現力等の育成を図るための学習過程を作成した。 

そのための学習過程として、①知識や技能の習得方法を考える段階、②習得した知識や技能を活用

する段階、③成果を確認する段階の三つの過程が必要であると考えた。 

① 知識や技能の習得方法を考える段階では、知識や技能を習得するための課題を見付ける内容を

設定した。②習得した知識や技能を活用する段階では、習得した知識や技能を基に、解決が可能とな

るように課題を選択する内容を設定した。③成果を確認する段階では、ＩＣＴ機器を活用し、自分の

チームとモデルチームを比べることで課題の達成度や改善のポイントを見付ける内容を設定した。 

  また、主体的・対話的で深い学びの実現を図る授業改善のために、①知識や技能の習得方法を考え

る段階では、自身の学びや変容を自覚できるよう、主に「主体的な学び」の場面と関連付けた。②習

得した知識や技能を活用する段階では、チームの関わりによって自分やチームの考えなどを広げたり

深めたりするよう、主に「対話的な学び」の場面と関連付けた。③成果を確認する段階では、思考を

深め、よりよく解決するよう、主に「深い学び」の場面と関連付けた。これらのことにより、主体的・

対話的で深い学びと思考力、判断力、表現力等の資質・能力を関連付け、学習過程作成の考え方を（表

１）のように整理した。 

（表１）学習過程作成の考え方 

段階 
思考力、判断力 

の主な内容 

表現力 

の主な内容 

授業改善の 

主な視点 

① 

知識や技能

の習得方法

を考える段

階 

・ 技能の改善すべきポイン

トを見付ける。 

・ 技能を習得するための課

題を見付ける。 

・ 特性に応じた得点を

とるために思考し判断

したことを伝え合う。 

主体的な学び 

・ 自身の学びや変

容を自覚する。 

② 

習得した知

識や技能を

活用する段

階 

・ チームの課題解決のため

の戦術を選ぶ。 

・ 一人一人の役割を考える。 

・ 戦術に応じて思考し

判断したことを伝え合

う。 

対話的な学び 

・ チームの関わり

で考えなどを広げ

たり深めたりする。 

③ 
成果を確認

する段階 

・ チームの戦術とモデルチ

ームを比べ、改善のポイン

トを見付ける 

・ 戦術の改善のための課題

を見付ける 

・ 改善した戦術につい

て思考し判断したこと

を、根拠を示しながら

相手に伝えたり表現し

たりする 

深い学び 

・ 思考を深め、よ

り良く解決する。 

 

次ページには、以上のことを表で整理し、本研究の学習過程の考え方について示した。 
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Ⅴ 研究の視点 

１ 学習過程の設定について 

  本研究では、習得した知識や技能を活用して自己や仲間の課題に応じた合理的な解決ができること

を目指し、思考力、判断力、表現力等の育成を図るための学習過程を作成した。 

そのための学習過程として、①知識や技能の習得方法を考える段階、②習得した知識や技能を活用

する段階、③成果を確認する段階の三つの過程が必要であると考えた。 

① 知識や技能の習得方法を考える段階では、知識や技能を習得するための課題を見付ける内容を

設定した。②習得した知識や技能を活用する段階では、習得した知識や技能を基に、解決が可能とな

るように課題を選択する内容を設定した。③成果を確認する段階では、ＩＣＴ機器を活用し、自分の

チームとモデルチームを比べることで課題の達成度や改善のポイントを見付ける内容を設定した。 

  また、主体的・対話的で深い学びの実現を図る授業改善のために、①知識や技能の習得方法を考え

る段階では、自身の学びや変容を自覚できるよう、主に「主体的な学び」の場面と関連付けた。②習

得した知識や技能を活用する段階では、チームの関わりによって自分やチームの考えなどを広げたり

深めたりするよう、主に「対話的な学び」の場面と関連付けた。③成果を確認する段階では、思考を

深め、よりよく解決するよう、主に「深い学び」の場面と関連付けた。これらのことにより、主体的・

対話的で深い学びと思考力、判断力、表現力等の資質・能力を関連付け、学習過程作成の考え方を（表

１）のように整理した。 

（表１）学習過程作成の考え方 

段階 
思考力、判断力 

の主な内容 

表現力 

の主な内容 

授業改善の 

主な視点 

① 

知識や技能

の習得方法

を考える段

階 

・ 技能の改善すべきポイン

トを見付ける。 

・ 技能を習得するための課

題を見付ける。 

・ 特性に応じた得点を

とるために思考し判断

したことを伝え合う。 

主体的な学び 

・ 自身の学びや変

容を自覚する。 

② 

習得した知

識や技能を

活用する段

階 

・ チームの課題解決のため

の戦術を選ぶ。 

・ 一人一人の役割を考える。 

・ 戦術に応じて思考し

判断したことを伝え合

う。 

対話的な学び 

・ チームの関わり

で考えなどを広げ

たり深めたりする。 

③ 
成果を確認

する段階 

・ チームの戦術とモデルチ

ームを比べ、改善のポイン

トを見付ける 

・ 戦術の改善のための課題

を見付ける 

・ 改善した戦術につい

て思考し判断したこと

を、根拠を示しながら

相手に伝えたり表現し

たりする 

深い学び 

・ 思考を深め、よ

り良く解決する。 

 

次ページには、以上のことを表で整理し、本研究の学習過程の考え方について示した。 

 

  

なお、本研究では、学習過程の作成に当たり、中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について」（答申）別添資料（図１）

の「体育科・保健体育科（運動に関する領域）における学習過程のイメージ」を参考に作成した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）中央教育審議会「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の

改善及び必要な方策等について」（答申）別添資料 
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※ 本研究では、①知識や技能を習得する段階について、「スパイク・ブロック・サービス」と「アン

ダーハンドパス・オーバーハンドパス」の二つの知識や技能に対応した学習過程を考えた。 

 



－89－

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本研究では、①知識や技能を習得する段階について、「スパイク・ブロック・サービス」と「アン

ダーハンドパス・オーバーハンドパス」の二つの知識や技能に対応した学習過程を考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 思考力、判断力、表現力等とは、学習した内容を、学習場面に適用したり、応用したり、言語や文

章などで表現することである。このため、習得した知識や技能を活用して、課題へ取り組むことがで

きるよう「見付ける」、「選ぶ」、「比べ、改善する」と整理した。  
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２ 学習過程に基づく学習資料の作成について 

(1) 学習資料作成の考え方  

学習では、単元の流れを一覧表(表２)にし、事前に活動の見通しを立て、主体的な学習に取り組

むことができるようにした。また、他者との対話によって考えを広げたり、深めたりできるように、

学習活動と自己やチームの課題の発見と解決に向けて考える視点を設定した。学習活動においては、

基礎的な知識や技能を活用して、学習課題に取り組むことができるよう具体的なボール操作を明記

した。 

（表２）単元の段階に応じたボール操作と考える視点を示した練習計画 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返りでは、仲間や先生からアドバイスされたことやアドバイスしたことを記入することで、

仲間の学習を補助したり、助言したりすることにつながるようにした 

(表３)。 

また、仲間の動きを見て気付いたことを記入することで、仲間の取組のよさを見付けて伝えたり、

仲間の課題を見付けて伝えたりすることができるように考えた。 

（表３）考える視点に対応した記述欄 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 主体的・対話的で深い学びと思考力、判断力、表現力等との関連 

ア 主体的な学びと思考力、判断力、表現力等との関連 

  主体的な学びでは、運動の楽しさや健康の意義などを発見し、運動や健康についての興味や関心
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(図２)技能の整理 

 

イ 対話的な学びと思考力、判断力、表現力等との関連 

   対話的な学びでは、運動や健康についての課題解決に向けて、生徒が他者（書物等を含む）との

対話を通して、自己の思考を広げ深め、課題の解決することにより、思考力、判断力、表現力等と

の関連を図る。このため、チームの実態に応じた課題解決に向けて、仲間と学習資料を用いて話し

合いやすいようにした。

習得した知識や技能を活

用し、課題解決に向けて

学習資料から戦術を選べ

るように整理した（図３）。               
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                      （図３)連携した攻撃の選択 
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ウ 深い学びと思考力、判断力、表現力等との関連 

   深い学びでは、自他の運動や健康について課題を発見し、解決に向けて思考錯誤を重ねながら、

思考を深め、よりよく解決することにより、思考力、判断力、表現力等との関連を図る。このため、

主体的・対話的に課題解決をしてきたことを生かすようにした。具体的には、新たな課題に気付け

るよう自分のチームの動きを撮影し、モデルチームと比べることで、課題の達成度や改善のポイン

トを見付けやすくした。また、守備のコートに空いた場所を作らないようにすることや、次の攻撃

に備えるなどのボールを持たない動きにも着目し、攻撃と守備を三つの局面に分けて、比べられる

ようにした（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(図４)自分のチームとモデルチームとの比較 

 

３ 思考力、判断力、表現力等を見取る評価方法について 

(1)  球技の戦術に関する思考力、判断力、表現力等の評価について 

事前・事後調査ともに共通の調査用紙（図５）を使用して実施し、次の二つの発問についての回

答結果から、生徒の記述等を比較し、分析を行った。 

（事前調査：平成 30 年 10 月 31 日実施 事後調査：平成 30 年 12 月５日実施 ２年生 56 人） 

発問１ 「１チーム４人でバレーボールのゲームをして

います。相手チームがサービスを打ちます。 

自分たちのポジションを〇で４人分書いてくだ

さい。またその理由を書いてください。」 

発問２ 「１チーム４人でバレーボールのゲームをして

います。自分たちのチームにボールが戻ってき

て、セッターにボールが入り、あなた（▲）の前

にトスが上がりました。あなたは、次の状況でど

こをねらいますか。コートのねらう場所を書き、

理由を書いてください。」 

 

 

          

（図５ 事前・事後 共通の調査用紙） 
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ア 発問１の比較 

 事前調査 事後調査 

回
答
の
特
徴 

多くの生徒が相手のサービ

スに対して、なるべく得点さ

れないようにバランスよく４

人を配置することの必要性な

どに関する記述が多い。 

チーム戦術が具体的でバリエーションも多くなり、それに

対応するための動きを考える意見や、攻撃から守備に移ると

きに効率よく動くこと、味方同士の空間を埋めるポジション

への動きの必要性などに関する記述が多い。 

生
徒
の
意
見
（
抜
粋
） 

・ どこに打たれてもしっか

りとレシーブできる。 

・ なるべく落とされる場所

のスペースを少なくする。 

・ 後ろに２人、前に２人入

れて、どこに打たれても近

くに人がいる状況を作る。 

・ 右下のトスの人にはボールを取らせず、どこにいてもボ

ールを落とさない隊形にすることでミスが減り、こちらの

チームの攻撃にすることができる。 

・ 自陣にボールが来てからすぐに攻撃ができるようにする。 

・ 攻撃にバリエーションができやすいようにポジションを

取った前の一人がトス役になり後ろの３人が攻撃手にな

る。 

イ 発問２の比較 

 事前調査 事後調査 

回
答
の
特
徴 

多くの生徒が、相手の配置

を見てスパイクを打つとの記

述が多い。 

具体的なスパイクやフェイントを使った攻撃を考え、相手

のブロックについての攻撃に対する記述が多い。 

生
徒
の
意
見
（
抜
粋
） 

・ 単純に空いている。 

・ 相手が届かない場所を通

って落ちる。 

・  人がいなくてスペースが

広いので点を取りやすいと

思った。 

・ 相手チームにレシーブ力がなかったらブロックのない隙

間のコートにスパイクを打ち、レシーブ力があるならブロ

ックの上を柔らかいボールで落とす。 

・ 相手ブロックが２人いて、空いているコースを残りの２

人で埋めているので、フェイントで落とす。 

ウ 調査結果の考察 

事前・事後調査結果を比較すると、生徒がチームと自分の役割についての動きを考えるように

なり、ブロックへの組織的な対応や連携プレイ、チームとして空間を埋める動きの重要性など、

より実践に即した動きを知識に基づいて思考や判断を働かせていると考えられる記述が増えた。

このことから、戦術について習得した知識や技能を活用する力が高まったと考えられる。 

 

(2)  習得した知識や技能に関する思考力、判断力、表現力等の評価について 

ア 評価方法 

学習した内容を評価するため、学習の事前と事後に同一の調査を行った。その調査結果から、

「思考力、判断力、表現力等」の評価を行った。授業中に学習した知識や技能、考える視点につ

いて説明していることを、評価の観点として以下の規準で評価を行った。 
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（Ａ）「十分満足できる」：知識や技能、考える視点について理由を添えて具体的に説明している。 

（Ｂ）「概ね満足できる」：知識や技能、考える視点について書かれ説明している。 

（Ｃ）「努力を要する」 ：知識や技能、考える視点について説明が不十分である。 
 

 評価（Ａ） 評価（Ｂ） 評価（Ｃ） 

事前調査 23% 41% 36% 

事後調査 53% 36% 11% 

イ 調査結果の考察 

    事前・事後調査結果を比較すると、評価（Ａ）が 30％増加し、評価（Ｃ）が 15％減少した。こ

のことから、習得した知識や技能について合理的な課題解決に関する力を高める効果があったと考

えられる。 

 

(3)  作戦に関する思考力、判断力、表現力等の評価について 

ア 平成 25 年度学習指導要領実施状況調査の活用について 

  本研究において、これまで学習した内容を学習場面に適用したり、応用したり、これまで学習し

た知識や技能を活用して、自己や仲間の課題に応じた解決が図られているかを調査するため、以下

平成 25 年度学習指導要領実施状況調査の問題を実施し、調査結果を比較した。 

（調査：平成 30 年 11 月 14 日、12 月 21 日実施 ２年生 92 人） 

〔問題〕ネット型のバレーボールで、相手からやさしいボールが D さんに返球されてきた時のボールのつなぎ方を話し合っていま

す。Aさんがスパイクを打つ役割の時、D さんは図のどの位置に、どのようにボール

をつなぐことを決めておけばよいですか。最も適切なものを、次の１から４の中か

ら一つ選びなさい。 

１ B さんの頭上に速いボールを返し、B さんがトスを上げるように決めておく 

２ A さんのいる場所にやさしいボールを直接返して、打ってもらうように決めておく 

３ C さんのいる場所に速いボールを返し、Aさんに打ってもらうように決めておく 

４ B さんの少し A さん寄りの頭上にやさしいボールを返し、B さんから Aさんに 

トスを上げるように決めておく                 （正答は４） 

平成 25 年度学習指導要領実施状況調査の結果と本研究の結果の比較 

 １と解答 ２と解答 ３と解答 ４と解答 

平成 25 年度 7.5％ 8.8％ 5.9％ 77.2％ 

本研究 Ａ校 2.7％ 8.1％ 0％ 89.2％ 

本研究 Ｂ校 1.9％ 0％ 0％ 98.1％ 

イ 調査結果の考察 

２校の結果を平均して 93.7％の生徒が正答を答え、Ｂ校においては 98.1％の生徒が正答を答えるこ

とができた。このことから、作戦について相手に分かりやすく伝える力が高まったと考えられる。 

 

 

 



－95－

（Ａ）「十分満足できる」：知識や技能、考える視点について理由を添えて具体的に説明している。 

（Ｂ）「概ね満足できる」：知識や技能、考える視点について書かれ説明している。 

（Ｃ）「努力を要する」 ：知識や技能、考える視点について説明が不十分である。 
 

 評価（Ａ） 評価（Ｂ） 評価（Ｃ） 

事前調査 23% 41% 36% 

事後調査 53% 36% 11% 

イ 調査結果の考察 

    事前・事後調査結果を比較すると、評価（Ａ）が 30％増加し、評価（Ｃ）が 15％減少した。こ

のことから、習得した知識や技能について合理的な課題解決に関する力を高める効果があったと考

えられる。 

 

(3)  作戦に関する思考力、判断力、表現力等の評価について 

ア 平成 25 年度学習指導要領実施状況調査の活用について 

  本研究において、これまで学習した内容を学習場面に適用したり、応用したり、これまで学習し

た知識や技能を活用して、自己や仲間の課題に応じた解決が図られているかを調査するため、以下

平成 25 年度学習指導要領実施状況調査の問題を実施し、調査結果を比較した。 

（調査：平成 30 年 11 月 14 日、12 月 21 日実施 ２年生 92 人） 

〔問題〕ネット型のバレーボールで、相手からやさしいボールが D さんに返球されてきた時のボールのつなぎ方を話し合っていま

す。Aさんがスパイクを打つ役割の時、D さんは図のどの位置に、どのようにボール

をつなぐことを決めておけばよいですか。最も適切なものを、次の１から４の中か

ら一つ選びなさい。 

１ B さんの頭上に速いボールを返し、B さんがトスを上げるように決めておく 

２ A さんのいる場所にやさしいボールを直接返して、打ってもらうように決めておく 

３ C さんのいる場所に速いボールを返し、Aさんに打ってもらうように決めておく 

４ B さんの少し A さん寄りの頭上にやさしいボールを返し、B さんから Aさんに 

トスを上げるように決めておく                 （正答は４） 

平成 25 年度学習指導要領実施状況調査の結果と本研究の結果の比較 

 １と解答 ２と解答 ３と解答 ４と解答 

平成 25 年度 7.5％ 8.8％ 5.9％ 77.2％ 

本研究 Ａ校 2.7％ 8.1％ 0％ 89.2％ 

本研究 Ｂ校 1.9％ 0％ 0％ 98.1％ 

イ 調査結果の考察 

２校の結果を平均して 93.7％の生徒が正答を答え、Ｂ校においては 98.1％の生徒が正答を答えるこ

とができた。このことから、作戦について相手に分かりやすく伝える力が高まったと考えられる。 

 

 

 

Ⅵ 指導事例 

１ 単元名 球技 ネット型「バレーボール」 

２ 単元の目標 [第１学年及び第２学年] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 単元で育成を目指す資質・能力 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

① 特性や成り立ちについて学

習した具体例を挙げている。 

② 技能の名称や行い方につい

て学習した具体例を挙げてい

る。 

③ 関連して高まる体力につい

て学習した具体例を挙げてい

る。 

④ 試合の行い方について学習

した具体例を挙げている。 

⑤ 空いた場所をめぐる攻防を

展開するためのボールの操作

ができる。 

⑥ 空いた場所をめぐる攻防を

展開するための定位置に戻る

などの動きができる。 

① 攻防などの自己の課題を発

見している。 

② 合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫してい

る。 

③ 自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 球技に積極的に取り組もう

としている。 

② フェアなプレイを守ろうと

する。 

③ 作戦などについての話合い

に参加しようとしている。 

④ 仲間の学習を援助しようと

している。 

⑤ 一人一人の違いに応じたプ

レイなどを認めようとしてい

る。 

⑥ 健康・安全に気を配ってい

る。 

 

 

※ 現段階で、文部科学省から評価に対する具体的な考え方や評価規準が示されていないこと 

から、本研究においては、育成を目指す資質・能力について、単元計画の中で重点的に評価 

することとした。 

 

 

 

（1） 勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、その運動に関

連して高まる体力などを理解するとともに、基本的な技能や仲間と連携した動きでゲームを展開で

きるようにする。 

・ ネット型では、ボール操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防をする

こと。（知識及び技能） 

（2） 攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、

自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。（思考力、判断力、表現力等） 

（3） 球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろうとすること、作戦などについての話

合いに参加しようとすること、一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること、仲間の

学習を援助しようとすることなどや、健康・安全に気を配ることができるようにする。（学びに向か

う力、人間性等） 
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４ 学習活動に即した育成を目指す資質・能力 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

① 特性や成り立ちについて学

習した具体例を挙げている。

（第１・２学年） 

② 技能の名称や行い方につて

学習した具体例を挙げてい

る。（第１・２学年） 

◯ 相手側のコートの空いた場

所にボールを返す。 

・ サービス 

・ スパイク 

・ フェイント など 

◯ 味方が操作しやすい位置に

ボールをつなぐ。 

・ アンダーハンドパス 

・ オーバーハンドパス など 

◯ 仲間と連携した動きを身に

付ける。 

・ クイック 

・ オープン 

・ 時間差攻撃 

・ 移動攻撃 など 

◯ 守備の動きを身に付ける。 

・ プレイを開始するときは、

各ポジションの定位置に戻

る。 

・ 基本の構え 

・ 守備のフォーメーションな 

 ど 

 

◯ その他の技術を身に付け

る。 

・ ブロック など 

③ 関連して高まる体力につい

て学習した具体例を挙げてい

る。       

④ 試合の行い方について学習

した具体例を挙げている。（第

１・２学年） 

・ キャッチ可能 

・ キャッチ１秒 

・ はじく など 

⑤ 空いた場所をめぐる攻防を

展開するための基本的なボー

ル操作ができる。 

⑥ 空いた場所をめぐる攻防を

展開するための定位置に戻る

動きなどの動きができる。 

① 攻防などの自己の課題を発

見する。（第１・２学年） 

〇 空いた場所を見付ける。 

〇 得点の決まりやすい形を見

付ける。 

〇 技能を習得するための課題

を見付ける。 

〇 チームの戦術とモデルチー

ムを比べ、改善のポイントを

見付ける。 

〇 戦術の改善のための課題を

見付ける。 

〇 戦術（攻撃・守備）の改善

すべきポイントを見付ける。 

〇 自己の能力やチームの特徴

に応じた運動の楽しみ方に気

付く。 

② 合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫する。 

（第１・２学年） 

〇 攻撃パターンを選ぶ。 

〇 一人一人のポジションや役

割を考える。 

〇 連携した攻撃を改善する。 

〇 守備のフォーメーションを

選ぶ～改善する。 

③ 自己や仲間の考えたことを

他者と伝え合う。 

（第１・２学年） 

〇 改善したことを、練習やゲ

ームの際に、状況や出来栄え

を伝え合う。 

〇 攻撃パターンをチーム選び

練習やゲームの際に状況や課

題を伝え合う。 

〇 改善した攻撃を練習やゲー

ムの際に、状況や課題を伝え

合う。 

〇 守り方を選び、練習やゲー

ムの際に、状況や課題を伝え

合う。 

〇 課題に合わせて練習を選

び、ゲームの際に、状況や課

題を伝え合う。 

（第１学年） 

〇 学習した安全上の留意点

を、他の学習場面に当てはめ、

仲間と伝え合う。 

① 球技に積極的に取り組もう

としている。（第１学年） 

 

② フェアなプレイを守ろうと

している。（第１学年） 

③ 作戦などについての話合い

に参加しようとしている。（第

２学年） 

④ 仲間の学習を援助しようと

している。（第２学年） 

⑤ 一人一人の違いに応じてプ

レイなどを認めようとしてい

る。（第１・２学年） 

⑥ 健康・安全に気を配ってい

る。（第１学年） 
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４ 学習活動に即した育成を目指す資質・能力 

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等 

① 特性や成り立ちについて学

習した具体例を挙げている。

（第１・２学年） 

② 技能の名称や行い方につて

学習した具体例を挙げてい

る。（第１・２学年） 

◯ 相手側のコートの空いた場

所にボールを返す。 

・ サービス 

・ スパイク 

・ フェイント など 

◯ 味方が操作しやすい位置に

ボールをつなぐ。 

・ アンダーハンドパス 

・ オーバーハンドパス など 

◯ 仲間と連携した動きを身に

付ける。 

・ クイック 

・ オープン 

・ 時間差攻撃 

・ 移動攻撃 など 

◯ 守備の動きを身に付ける。 

・ プレイを開始するときは、

各ポジションの定位置に戻

る。 

・ 基本の構え 

・ 守備のフォーメーションな 

 ど 

 

◯ その他の技術を身に付け

る。 

・ ブロック など 

③ 関連して高まる体力につい

て学習した具体例を挙げてい

る。       

④ 試合の行い方について学習

した具体例を挙げている。（第

１・２学年） 

・ キャッチ可能 

・ キャッチ１秒 

・ はじく など 

⑤ 空いた場所をめぐる攻防を

展開するための基本的なボー

ル操作ができる。 

⑥ 空いた場所をめぐる攻防を

展開するための定位置に戻る

動きなどの動きができる。 

① 攻防などの自己の課題を発

見する。（第１・２学年） 

〇 空いた場所を見付ける。 

〇 得点の決まりやすい形を見

付ける。 

〇 技能を習得するための課題

を見付ける。 

〇 チームの戦術とモデルチー

ムを比べ、改善のポイントを

見付ける。 

〇 戦術の改善のための課題を

見付ける。 

〇 戦術（攻撃・守備）の改善

すべきポイントを見付ける。 

〇 自己の能力やチームの特徴

に応じた運動の楽しみ方に気

付く。 

② 合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫する。 

（第１・２学年） 

〇 攻撃パターンを選ぶ。 

〇 一人一人のポジションや役

割を考える。 

〇 連携した攻撃を改善する。 

〇 守備のフォーメーションを

選ぶ～改善する。 

③ 自己や仲間の考えたことを

他者と伝え合う。 

（第１・２学年） 

〇 改善したことを、練習やゲ

ームの際に、状況や出来栄え

を伝え合う。 

〇 攻撃パターンをチーム選び

練習やゲームの際に状況や課

題を伝え合う。 

〇 改善した攻撃を練習やゲー

ムの際に、状況や課題を伝え

合う。 

〇 守り方を選び、練習やゲー

ムの際に、状況や課題を伝え

合う。 

〇 課題に合わせて練習を選

び、ゲームの際に、状況や課

題を伝え合う。 

（第１学年） 

〇 学習した安全上の留意点

を、他の学習場面に当てはめ、

仲間と伝え合う。 

① 球技に積極的に取り組もう

としている。（第１学年） 

 

② フェアなプレイを守ろうと

している。（第１学年） 

③ 作戦などについての話合い

に参加しようとしている。（第

２学年） 

④ 仲間の学習を援助しようと

している。（第２学年） 

⑤ 一人一人の違いに応じてプ

レイなどを認めようとしてい

る。（第１・２学年） 

⑥ 健康・安全に気を配ってい

る。（第１学年） 

 

 

５ 指導と評価の計画（12 時間扱い） 
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６ 本時 (全 12 時間中の９時間扱い) 

(1) 本時のねらい 

・ 空いた場所をめぐる攻防の視点から、課題解決に向けたゲームとチーム練習を通して、定位置に戻る

動きで空いた場所への攻撃を防ぐことができるようにする。 

・ 空いた場所をめぐる攻防の視点から、課題解決に向けたゲームとチーム練習を通して、これまで学ん

だ攻撃・守備の動きのポイントや事例を参考に状況や課題を伝えることができるようにする。 

(2) 本時の展開 

 

○学習内容 ・学習活動 ○発問 ・指導の重点 育質・能力 

導 

入 

７
分 

○ 学習内容の確認 

・ 用具準備・整列、挨拶、健康・安全確認、

前時と本時の学習内容の確認、ウォーミン

グアップ、基本的な動きの練習などを行

う。 

 

・ 生徒の健康・安全を把握する。 

・ コートに空いた場所を作らないため、 

チーム内で定位置に戻るなどの動きが重

要であることを共通理解させる。 

 

 

 

展 

開 
 

３
６
分 

〇 定位置に戻る動きなどを身に付ける。 

・ 学習ノートを活用し、攻撃パターンの 

動きに合わせた守備フォーメーション 

の動きの確認をする。 

 

〇 空いた場所をめぐる攻防を展開するた

めの定位置に戻る動きなどを身に付ける。 

・ 「キャッチバレーゲーム１」を行う。 

 

〇 自チームの特徴に合う空いた場所への

攻撃と守備フォーメーションを改善する。 

・ 兄弟チームで改善点を伝え合う。 

・ 改善点を解決する練習を行う。 

 

〇 空いた場所をめぐる攻防を展開するた

めの定位置に戻る動きなどを身に付ける。 

・ 「キャッチバレーゲーム２」を行う。 

 

〇 本時に改善できた内容を振り返る。 

・ 仲間からのアドバイスを基に改善状況 

を学習ノートに記入する。 

 

 

 

・ ねらいを達成するため、自分や仲間の 

課題や状況を伝えることを意識させる。 

・ 兄弟チームでゲームを見合い、これま

で学んだ攻撃・守備の動きのポイントや

事例を参考に、チームの状況や改善点を

伝え合う活動を設定する。 

 

 

 

 

 

・ 兄弟チームで試合を見合い、ゲーム１

で分かった改善点について、チーム２の

改善状況を伝え合う活動を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識・技能 

 

 

 

思考力 

判断力 

表現力等 

 

ま
と
め
７
分 

〇 チームの状況や改善状況を伝え合う。 

・ 健康・安全確認、次時の学習内容を確認

する 

・ 伝え合う際には、本時のねらいを意識 

させ、関連付ける。 

 

〇「レシーブ、トス、スパイク」の場

面に分けて動きを確認してみよう。 

〇 兄弟チームで集まり、攻撃パター

ンと守備フォーメーションの改善点

を伝え合い練習してみよう。 
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Ⅶ 研究のまとめ 

○ 研究の成果と今後の課題 

  本研究では、「『思考力、判断力、表現力等』の育成や主体的・対話的で深い学びを実現するための

授業改善を図ることで、『習得した知識や技能を活用して課題解決することや、学習したことを相手

に分かりやすく伝えること』を達成することができる。」との仮説に基づき研究を進めた。その結果、

以下のような成果と課題が明らかになった。 

１ 成果 

ア 学習過程の設定について 

・ 「思考力、判断力、表現力等」の育成を図る学習過程として、「知識及び技能」、「学びに向か

う力、人間性等」と、「思考力、判断力、表現力等」との学習内容の関連性を整理することで、

それぞれの関係性を明確にすることができた。 

・ 球技において、特性を味わわせながら生徒の学習状況に応じてゲームの様相を段階的に設定し

た。そして、「授業における生徒の知識や技能の習得方法を考える場面」や、「習得した知識や技

能を活用する場面」、「成果を確認する場面」について、繰り返し学習できるように意図的、計画

的に段階を設定することで、球技の学習に関する生徒の「思考力、判断力、表現力等」を育むこ

とができた。 

・ 「思考力、判断力、表現力等」と「主体的・対話的で深い学び」の関連を整理することにより、

学習過程を設定する際の授業改善の考え方を明らかにすることができた。 

イ 学習カードについて 

・ 単元計画に基づき、ボール操作や考える視点を明記した学習カードを作成することで、生徒が

自ら思考・判断する力、他者と協働して課題解決する力を高めることができた。 

・ 「技能の整理」、「連携した攻撃の選択」、「自分のチームとモデルチームの比較」により、習得

した知識や技能を活用して課題解決する力や、学習したことを相手に分かりやすく伝える力を高

めることができた。 

ウ 思考力、判断力、表現力等を見取る評価について 

・ 生徒に思考力、判断力、表現力等を見取る事前・事後の調査を行い、その調査結果を比較し、

「思考力、判断力、表現力等」の評価方法を考察することで、評価についての考え方を示すこと

ができた。 

・ 「平成 25 年度学習指導要領実施状況調査 教科等別分析と改善点（中学校 保健体育（体育

分野））」を活用し、全国の結果と本研究結果を比較し、考察することで、「思考力、判断力、表

現力等」の高まりを確認することができた。 

   

２ 課題 

ア 「思考力、判断力、表現力等」の育成を図るための学習過程や学習資料の作成について、球技以

外の領域について開発研究を行うこと。 

イ 「主体的・対話的で深い学び」と「思考力、判断力、表現力等」との関連を図った他の実践事例

を開発すること。 
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 ＜中学校外国語研究開発委員会＞ 

研究主題・副主題 

やり取りの質を高める外国語指導の工夫 

～質問する力の向上を通して～ 

 

研究の概要 

本研究では、研究開発委員会共通テーマの「主体的・対話的で深い学びを実現するための

指導方法及び教材開発」に基づき、「深い学び」の鍵とされている「見方・考え方」に注目し、

「相手に配慮しながら目的や場面、状況等に応じて自分の考えなどを伝え合うことのできる

生徒」の育成を目指す。 

話の切り出し方や質問の仕方を身に付けさせ、会話の流れに応じて関連する多様な質問が

即座にできる生徒の育成を目指し、指導方法・教材を開発した。 

 

Ⅰ 研究の目的 

グローバル化が急速に進展する中、外国語によるコミュニケーション能力は、一部の業種

や職種だけでなく、生涯にわたる様々な場面で必要とされ、その能力の向上が課題となって

いる。しかし、これまでの外国語の指導については、中学校学習指導要領解説外国語編（平

成 29 年７月）においては以下のような点が指摘されている。 

○ 文法・語彙等の知識を身に付ける点に重点が置かれ、特に「話すこと」及び「書くこと」

などの言語活動が適切に行われていないこと 

○ 「やり取り」・「即興性」を意識した言語活動が十分ではないこと 

○ 読んだことについて意見を述べ合うなど、複数の領域を統合した言語活動が十分に行わ

れていないこと 

○ 習得した知識や経験を生かし、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて

自分の考えや気持ちなどを適切に表現すること 

上記これらの課題に関連して、本委員会の協議においても、委員の所属校等で「話すこと」

について以下の様子が見られることが挙げられた。 

○ 文法事項を理解はしていても、発話したいと思っている内容に合わせて即興的に既習の

必要な文法と語彙を活用して発話することに課題がある。 

○ 既習の簡単な表現で英文を即興的に作ることができず、「話すこと」について取り組ませ

ると、型にはまった定型文を言い合うことで会話が終わってしまう。 

○ 相手に合わせて質問を返すなどして会話を継続させることができない。 

そこで本研究においては、研究開発委員会の共通テーマとされている「主体的・対話的で

深い学びを実現するための指導方法及び教材開発」に基づき、これらの課題の解決を図るこ

とを目指し、学習指導要領において主体的・対話的で深い学びの「深い学び」の鍵とされて

いる「見方・考え方」に注目し、目指す生徒像を考えた。 
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 ＜中学校外国語研究開発委員会＞ 

研究主題・副主題 

やり取りの質を高める外国語指導の工夫 

～質問する力の向上を通して～ 

 

研究の概要 

本研究では、研究開発委員会共通テーマの「主体的・対話的で深い学びを実現するための

指導方法及び教材開発」に基づき、「深い学び」の鍵とされている「見方・考え方」に注目し、

「相手に配慮しながら目的や場面、状況等に応じて自分の考えなどを伝え合うことのできる

生徒」の育成を目指す。 

話の切り出し方や質問の仕方を身に付けさせ、会話の流れに応じて関連する多様な質問が

即座にできる生徒の育成を目指し、指導方法・教材を開発した。 

 

Ⅰ 研究の目的 

グローバル化が急速に進展する中、外国語によるコミュニケーション能力は、一部の業種

や職種だけでなく、生涯にわたる様々な場面で必要とされ、その能力の向上が課題となって

いる。しかし、これまでの外国語の指導については、中学校学習指導要領解説外国語編（平

成 29 年７月）においては以下のような点が指摘されている。 

○ 文法・語彙等の知識を身に付ける点に重点が置かれ、特に「話すこと」及び「書くこと」

などの言語活動が適切に行われていないこと 

○ 「やり取り」・「即興性」を意識した言語活動が十分ではないこと 

○ 読んだことについて意見を述べ合うなど、複数の領域を統合した言語活動が十分に行わ

れていないこと 

○ 習得した知識や経験を生かし、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて

自分の考えや気持ちなどを適切に表現すること 

上記これらの課題に関連して、本委員会の協議においても、委員の所属校等で「話すこと」

について以下の様子が見られることが挙げられた。 

○ 文法事項を理解はしていても、発話したいと思っている内容に合わせて即興的に既習の

必要な文法と語彙を活用して発話することに課題がある。 

○ 既習の簡単な表現で英文を即興的に作ることができず、「話すこと」について取り組ませ

ると、型にはまった定型文を言い合うことで会話が終わってしまう。 

○ 相手に合わせて質問を返すなどして会話を継続させることができない。 

そこで本研究においては、研究開発委員会の共通テーマとされている「主体的・対話的で

深い学びを実現するための指導方法及び教材開発」に基づき、これらの課題の解決を図るこ

とを目指し、学習指導要領において主体的・対話的で深い学びの「深い学び」の鍵とされて

いる「見方・考え方」に注目し、目指す生徒像を考えた。 

  

中学校学習指導要領解説外国語編（平成 29 年７月）では「外国語によるコミュニケーショ

ンにおける見方・考え方」とは、外国語によるコミュニケーションの中で、どのような視点

で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのかという、物事を捉える視点や考え方で

あり、「外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者と

の関わりに着目して捉え、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を

整理しながら考えなどを形成し、再構築すること」であるとされ、以下のように定義されて

いる。 

○ 「外国語で表現し伝え合う」 

適切な言語材料を活用し、思考・判断して情報を整理するとともに、自分の考えなどを

形成、再構築すること 

 ○ 「外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉える」 

外国語で他者とコミュニケーションを行うには、社会や世界との関わりの中で事象を捉

えたり、外国語やその背景にある文化を理解するなどして相手に十分配慮したりすること 

○ 「コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を整理しながら考えな

どを形成し、再構築すること」 

多様な人々との対話の中で、目的や場面、状況等に応じて、既習のものも含めて習得し

た概念（知識）を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成した

り、課題を見いだして解決策を考えたり、身に付けた思考力を発揮させたりすること 

そこで本研究では、目指す生徒像を「相手に配慮しながら目的や場面、状況等に応じて自

分の考えなどを伝え合うことのできる生徒」とし、研究主題を「やり取りの質を高める指導

の工夫」とした。 

Ⅱ 研究の方法 

１ 研究の視点 

本研究では指導上の課題となっている「話すこと[やり取り]」の領域に注目し、研究を進

めた。中学校学習指導要領解説外国語編（平成 29 年７月）では、「話すこと[やり取り]」の

領域は、あらかじめ原稿を準備してから話すのではなく、「その場で」考えて、互いに質問し

たり、意見を交換したりして会話を継続・発展させ、情報や考えなどを理解したり、適切に

伝えたりすることと示されている。また、その実現に向け、既習事項等を活用することや、

伝え合う活動を継続的に行い、生徒が自分の言いたいことを即興で表現できる範囲を徐々に

拡大していくことの重要性が示されており、会話を継続・発展させるために必要なこととし

て、 

① 相手に聞き返したり確かめたりする（Pardon? / You mean..., right? など） 

② 相づちを打ったり、つなぎ言葉を用いたりする（I see. / Really? / That’s nice.  

など） 

③ 相手の答えを受けて、自分のことを伝える（I like baseball, too. など） 

④ 相手の答えや自分のことについて伝えたことに「関連する質問」を付け加える（What kind 

of Japanese food do you like? / How about you? など）、などが例示されている。 
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本研究では、これらの表現を取り入れ、目指す「相手に配慮しながら目的や場面、状況等

に応じて自分の考えなどを伝え合うことのできる生徒」を相手に合わせた話の切り出し方や

質問の仕方を身に付け、会話の流れに応じて関連する質問を即座にしながら自分のことを伝

えられる生徒と考え、指導方法及び教材開発を行うことにした。 

(1) 指導方法の開発 

○ 教師と生徒、生徒間のやり取りを中心とした授業にする。 

○ 帯の時間（継続的な短い活動の時間 以下「帯活動」と呼ぶ）を毎時間設ける。 

○ 上記活動の結果を生徒に省察させるとともに、教師が指導改善に生かす。 

(2) 教材開発 

○ 生徒が英語で伝え合い、相手の様子を確認しながら、会話を継続することや、生徒が文

を作ることに役立つ補助的な教材を開発する。 

○ コミュニケーションにおいて相手に十分配慮し、会話が継続できるよう、留意事項をま

とめたワークシートを作成する。  

２ 研究の仮説 

目的・場面や状況等を設定し、必然性がある状況で、既習の表現やつなぎ言葉等を繰り返し

活用させる経験を積み重ねれば、相手に配慮しながら自然な形で質問し、質の高い会話を継続

できる力が育成され、やり取りの質が高まるであろう。 

３ 研究の手順 

(1) 課題の把握と整理 

中学校学習指導要領解説外国語編（平成 29 年７月）で示されている課題と本委員会の協

議で挙げられた生徒の話すことに関する課題について、研究開発委員の所属校においてワ

ークシートを用いた課題の把握、面接形式のテストにおける分析、継続しやすい会話のト

ピック等の分析を行い、分析結果から、課題を整理するとともに仮説を立てた。 

(2) 検証授業の実施 

授業全体をやり取りを中心としたものにするとともに、生徒に既習の表現やつなぎ言葉

を繰り返し活用させる経験をさせること、相手に配慮しながら自然な形で質問させること

に分けて課題の解決方法を考え、検証授業を行った。 

(3) 指導の流れと留意点のまとめ 

検証授業の成果を踏まえ、準備、練習、改善、実践のサイクルに分け、やり取りの質を

高めるための指導の留意点をまとめた。 

 (4) 研究の成果と課題の整理 

   本研究における全体的な振り返りを行った。 
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本研究では、これらの表現を取り入れ、目指す「相手に配慮しながら目的や場面、状況等

に応じて自分の考えなどを伝え合うことのできる生徒」を相手に合わせた話の切り出し方や

質問の仕方を身に付け、会話の流れに応じて関連する質問を即座にしながら自分のことを伝

えられる生徒と考え、指導方法及び教材開発を行うことにした。 

(1) 指導方法の開発 

○ 教師と生徒、生徒間のやり取りを中心とした授業にする。 

○ 帯の時間（継続的な短い活動の時間 以下「帯活動」と呼ぶ）を毎時間設ける。 

○ 上記活動の結果を生徒に省察させるとともに、教師が指導改善に生かす。 

(2) 教材開発 

○ 生徒が英語で伝え合い、相手の様子を確認しながら、会話を継続することや、生徒が文

を作ることに役立つ補助的な教材を開発する。 

○ コミュニケーションにおいて相手に十分配慮し、会話が継続できるよう、留意事項をま

とめたワークシートを作成する。  

２ 研究の仮説 

目的・場面や状況等を設定し、必然性がある状況で、既習の表現やつなぎ言葉等を繰り返し

活用させる経験を積み重ねれば、相手に配慮しながら自然な形で質問し、質の高い会話を継続

できる力が育成され、やり取りの質が高まるであろう。 

３ 研究の手順 

(1) 課題の把握と整理 

中学校学習指導要領解説外国語編（平成 29 年７月）で示されている課題と本委員会の協

議で挙げられた生徒の話すことに関する課題について、研究開発委員の所属校においてワ

ークシートを用いた課題の把握、面接形式のテストにおける分析、継続しやすい会話のト

ピック等の分析を行い、分析結果から、課題を整理するとともに仮説を立てた。 

(2) 検証授業の実施 

授業全体をやり取りを中心としたものにするとともに、生徒に既習の表現やつなぎ言葉

を繰り返し活用させる経験をさせること、相手に配慮しながら自然な形で質問させること

に分けて課題の解決方法を考え、検証授業を行った。 

(3) 指導の流れと留意点のまとめ 

検証授業の成果を踏まえ、準備、練習、改善、実践のサイクルに分け、やり取りの質を

高めるための指導の留意点をまとめた。 

 (4) 研究の成果と課題の整理 

   本研究における全体的な振り返りを行った。 

４ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

＜中学校学習指導要領解説外国語編（平成 29 年７月）で指摘されている課題＞ 

 
○文法・語彙等の知識を身に付ける点に重点が置かれ、特に「話すこと」及び「書くこと」などの言語活動が適切に行わ

れていない。 
○「やり取り」・「即興性」を意識した言語活動が十分ではない。 
○読んだことについて意見を述べ合うなど、複数の領域を統合した言語活動が十分に行われていない。 
○習得した知識や経験を生かし、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて自分の考えや気持ちなどを適切

に表現できない。 

＜研究主題＞ 

やり取りの質を高める外国語指導の工夫 

～質問する力の向上を通して～ 

＜研究仮説＞ 

目的・場面や状況等を設定し、必然性がある状況で、既習の表現やつなぎ言葉等を繰

り返し活用させる経験を積み重ねれば、相手に配慮しながら自然な形で質問し、質の高

い会話を継続できる力が育成され、やり取りの質が高まるであろう。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                      
 
 

＜研究開発委員の所属校での生徒の実態＞ 

 
○発話したいと思っている内容に合わせて即興的に既習の必要な文法と語彙を活用して発話できない。 
○既習の簡単な表現で言いかえて英文を即興的に作ることができず、「話すこと」について取り組ませると、型にはまった定

型文を言い合うことで会話が終わってしまい、相手に合わせて質問を返すなどして会話を継続させることができない。 

＜研究内容＞ 

＜目指す生徒像＞  
相手に配慮しながら目的や場面、状況等に 

応じて自分の考えなどを伝え合うことのできる生徒  

【準備】 
教科書の指導  

語彙・表現・文法事項等を 
身に付ける 

【練習】 
反復・定着のための帯活動等  

既習事項を繰り返し活用  
 

【実践】 
パフォーマンステスト等  
即興的に対話する 

目的・場面を設定した活動  

【改善】 
フィードバック 

生徒自身の省察と 
教師の支援  

相手への十分な配慮  
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Ⅲ 研究の内容 

１ 課題の把握と整理 

  本研究では、研究開発委員の所属校で下記の通り、生徒の実態を把握することから始めた。 

(1) 「やり取り」の内容把握 

    第３学年において、即興的な会話の中で、どのようなやり取りが行われているか把握す

るために、ペアで日常的な話題に関する会話のやり取りを１分間行わせた後、チャット形

式のワークシートを用いて、生徒に会話のやり取りを再生させた。言いたかったが、英語

にできなかったものについては、日本語で書いてよいこととし、英語にできなかった内容

についても把握することとした。 

＜チャット形式のワークシートと意識調査＞ 

○最初にたずねる側○         □最初に答える側□ 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「やり取り」の際の生徒の状況把握 

前述のワークシートを書かせると同時に、やり取りの中で、生徒が会話を継続できない

原因は、伝える内容が思いつかないことにあるのか、伝えようとする内容を英語にできな

いことにあるのかなどを把握するため、平成 30 年５月に実施された全国学力・学習状況調

査【英語予備調査】の生徒のアンケート調査を参考に生徒への意識調査を行った。 

意識調査の項目： 

会話が終わって、自分の状況に最も近いものはどれですか。数字に〇をつけてみよう。 

① 伝える内容が思い浮かび、英語が言え（書け）た。 

② 伝える内容は思い浮かんだが、英語が分からなかった。 

③ 伝える内容が思い浮かばなかった。 

④ 伝えるときの構成をどのようにしようか迷った。 

⑤ 時間が足りなかった。 
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Ⅲ 研究の内容 

１ 課題の把握と整理 

  本研究では、研究開発委員の所属校で下記の通り、生徒の実態を把握することから始めた。 

(1) 「やり取り」の内容把握 

    第３学年において、即興的な会話の中で、どのようなやり取りが行われているか把握す

るために、ペアで日常的な話題に関する会話のやり取りを１分間行わせた後、チャット形

式のワークシートを用いて、生徒に会話のやり取りを再生させた。言いたかったが、英語

にできなかったものについては、日本語で書いてよいこととし、英語にできなかった内容

についても把握することとした。 

＜チャット形式のワークシートと意識調査＞ 

○最初にたずねる側○         □最初に答える側□ 

 

 

 

 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「やり取り」の際の生徒の状況把握 

前述のワークシートを書かせると同時に、やり取りの中で、生徒が会話を継続できない

原因は、伝える内容が思いつかないことにあるのか、伝えようとする内容を英語にできな

いことにあるのかなどを把握するため、平成 30 年５月に実施された全国学力・学習状況調

査【英語予備調査】の生徒のアンケート調査を参考に生徒への意識調査を行った。 

意識調査の項目： 

会話が終わって、自分の状況に最も近いものはどれですか。数字に〇をつけてみよう。 

① 伝える内容が思い浮かび、英語が言え（書け）た。 

② 伝える内容は思い浮かんだが、英語が分からなかった。 

③ 伝える内容が思い浮かばなかった。 

④ 伝えるときの構成をどのようにしようか迷った。 

⑤ 時間が足りなかった。 

  

 

アンケート調査の結果： 

②の「伝える内容は思い浮かんだが、英

語が分からなかった。」と回答した生徒の

割合が 39％と一番高かった。 

一方で、③の「伝える内容が思い浮か

ばなかった。」と回答した生徒の割合は

９％に留まり一番低かったが、全体の約

１割を占める結果となった。 

   そこで、②の「伝える内容は思い浮かんだが、英語が分からなかった。」生徒へ手だてを

考えることを研究の主眼におきつつ、③の「伝える内容が思い浮かばなかった。」について

も対応を考えることとし、また、④⑤の結果から構成やスピードなどについても生徒の自

信が高まるように、繰り返し指導を重ねることとが必要であることが分かった。さらに、

生徒が英語にできず日本語で記述した内容について分類してみると、既習内容で表現でき

るものがほとんどであることも分かった。 

(3) インタビューテストにおける分析 

第１学年の一般動詞の指導後に、帯活動で food/music/sports に関して、話すことを繰

り返し指導し、練習した後に面接形式のテストを行い、生徒の課題を把握した。 

テスト内容：インタビューテスト「テーマに合った質問をしよう」 

目標：自分が引いたカードに書かれたトピック「food/music/sports」のいずれかに基づき

様々な一般動詞を使って、自然なやり取りを ALT の先生とすることができる。 

実施手順： 

T: Come in. Please sit down there. (生徒着席する。) 
  Please draw one card. 
S: (food/music/sports のジャンルカード３枚の中から１枚を引く。) 
T: Please think of 3 questions about [food/music/sports] within twenty seconds. 
  I will give you twenty seconds to prepare. (20 秒後 ) OK, let’s begin. 

＜ALT に自分から３つの質問をする。３つの質問の間に ALT からの３つの質問に答える。＞ 
＜留意事項＞ 

○ 会話は１分以内とする。 

○ 短い沈黙や言いよどみは減点しない。 

○ ただし、ALT の先生に発話を促されてもさらに短い沈黙や言いよどみが続く場合は１

点減点し、その質問は打ち切り、次へ進む。 

○ 設定時間を越えたら、それまでの解答結果で採点する。 

 

 

 

 

  

① 伝える内容が思い浮かび、英語が言え（書け）た。 

② 伝える内容は思い浮かんだが、英語が分からなかった。 

③ 伝える内容が思い浮かばなかった。 

④ 伝えるときの構成をどのようにしようか迷った。 

⑤ 時間が足りなかった。  
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評価基準： 

  

結果： 

 １ 質問 ２ 会話 ３ 応答 ４ 意欲 ５ 発音 計 

満点 3 3 3 3 3 15 

平均点 2.62 2.54 2.33 2.57 2.39 12.45 

分析： 

① 「３ 応答」の値が最も低かった。これは Yes/No だけでなく「一文加えて答える」と

いう条件に対して、その１文を上手く加えることができなかったところに原因があると

みられる。 

② 「５ 発音」の値も低かったが、即興でのやり取りの中では、発音まで十分に意識す

る余裕がないことが原因とみられる。日頃からいかに英語らしい発音を行っていくかが

重要である。 

③ 「２ 会話」の値が３番目に低いが、これは ALT からの質問も踏まえていかに自然な

会話を行うことができるかという項目である。即興で流れに応じていく難しさもあるが、

既習の Do you～？の表現だけでは、難しい点もあったと感じる。 

また、面接形式のテストに至るまでの日常の話すことを練習する活動（帯活動）につ

いて聞き取りを行ったところ、「相手の質問を聞いた後に、自分の質問をとっさに考える

のが難しい。」、「相手によっては、相性が合わず、話しづらい。」、「相手が使う英語の単

語が聞き取れないことがある。」といった声が挙がった。 
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評価基準： 

  

結果： 

 １ 質問 ２ 会話 ３ 応答 ４ 意欲 ５ 発音 計 

満点 3 3 3 3 3 15 

平均点 2.62 2.54 2.33 2.57 2.39 12.45 

分析： 

① 「３ 応答」の値が最も低かった。これは Yes/No だけでなく「一文加えて答える」と

いう条件に対して、その１文を上手く加えることができなかったところに原因があると

みられる。 

② 「５ 発音」の値も低かったが、即興でのやり取りの中では、発音まで十分に意識す

る余裕がないことが原因とみられる。日頃からいかに英語らしい発音を行っていくかが

重要である。 

③ 「２ 会話」の値が３番目に低いが、これは ALT からの質問も踏まえていかに自然な

会話を行うことができるかという項目である。即興で流れに応じていく難しさもあるが、

既習の Do you～？の表現だけでは、難しい点もあったと感じる。 

また、面接形式のテストに至るまでの日常の話すことを練習する活動（帯活動）につ

いて聞き取りを行ったところ、「相手の質問を聞いた後に、自分の質問をとっさに考える

のが難しい。」、「相手によっては、相性が合わず、話しづらい。」、「相手が使う英語の単

語が聞き取れないことがある。」といった声が挙がった。 

  

(4) 生徒の様子の観察 

生徒の日本語での会話の様子を観察し、会話の継続について重要な点をまとめた。 

○ 話題（トピック） 

共通の話題である、身近な人「先生、クラスメート、友人、先輩（後輩）、有名人」、身

近な内容「部活動での出来事、テレビ番組や動画の内容、塾での出来事、小学校での事件」

などが出てくると会話が継続しやすい。 

○ 共有性や意外性 

共感できることや共有した経験があると話題が広がる。全く自分の考えと異なる意外性

の高い意見や行動についてはリアクションや質問が加えられ話が盛り上がる。 

○ 相づちや表情、リアクション 

話が盛り上がる集団ほど、相づちの頻度や表情の豊かさ、リアクションの大きさや種類

が富んでいる。また、(3)で述べたインタビューテストの記録映像を見ても、生徒が表情等

を豊かに付けているやり取りにおいては点数が高いことが分かった。 

２ 課題解決への取組 

  以上のことから、課題解決への取組を以下のように考え、検証授業を行うこととした。 

 (1) 生徒に既習の表現やつなぎ言葉を繰り返し活用させる。 

○ 教師と生徒、生徒間のやり取りを中心とした授業展開を行う。（生徒が自ら質問する機会

を意図的に設け、教師が質問することに生徒が答えるだけに留めない。） 

○ 定型質問表現、発音や聞き取りといったやり取りの土台となる力の育成を目指して日常

的・継続的に指導する。 

○ 共通の話題、共有性や意外性ある話題（会話を継続しやすい話題）を設定する。 

○ 振り返りの際に、日本語の文を簡単に言い換える方法や、語順に焦点を当てた訓練を取

り入れる。 

○ クイック Q&A など応答までのスピードを意識させた指導も行う。 

 (2) 相手に配慮しながら自然な形で質問させる。 

○ 視線や表情、声のトーン、ジェスチャーなどに気を付け、会話が盛り上がるように相手

に配慮しながら会話のやり取りをさせる。相づちや表情、リアクションを意識的に指導す

るとともに、生徒が授業の振り返りをする際の留意事項であることを意識させる。 

○ 相手の質問に対して一言で答えるだけではなく、会話を広げるために、プラスアルファ

の情報を付け加えて答えさせる。 

○ 会話の練習段階においては Yes/No のどちらの場合も想定した練習を行わせ、応答のバリ

エーションを広げる。 

○ 会話を続けるために、相手の発言を受け、それに対する適切な質問をさせる。 
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３ 検証授業の実施 教師と生徒、生徒間のやり取りを中心とした授業展開例 

（検証授業１より） 

(1) 単元名 

Presentation 1 「自己紹介」 NEW HORIZON ENGLISH COURSE 1 （東京書籍） 

(2) 単元の指導計画と評価計画（概要） 

 ねらい 学習内容・学習活動 評価方法・学習活動に即した具体的な評価規準 

第 1 時 

(本時) 

表現 

知識・理解 

【帯活動】やり取り(Q&A) 

Presentation 1 自己紹介 

観察：既習の言語材料を用いて、絵や文

字をヒントに様々な文で自分のことを表

現できる。 

第２時 表現 
【帯活動】やり取り(Q&A) 

自己紹介スピーチ Writing 

ワークシート：様々な表現を用いて自己

紹介を正しい英文で書くことができる。 

第３時 表現 
【帯活動】やり取り(Q&A) 

自己紹介 Speaking 

観察：英語らしい発音で自己紹介をする

ことができる。 

第４時 表現 自己紹介スピーチ発表 

口頭発表：既習言語材料と技能を統合し

て、口頭で表現豊かに自己紹介をするこ

とができる。 

(3) 指導方法の工夫 

 ○ 即興的なやり取りを重視し、各授業のウォームアップに帯活動を設定して、生徒同士で

チャット活動を繰り返し行い始めたところである。やり取り Q&A を通じて、自己紹介文を

自然に蓄積させたい。 

○ ふりかえりワークシート 

帯活動で行っている英語の「やり取り」を振り返るためのワークシートを使用している。

各生徒が自分自身の成長を把握するための一助とし、各生徒へのフィードバックをよりき

め細やかなものとしていきたい。 

 (4) 本時（全４時間中の第１時間目） 

  ア  研究と関係した本時の目標 

①   既習の表現を使用しながら、自己紹介文を書くことができる。 

②  友達が自分のことを振り返ることができるように相手のことを知るための質問（113

ページ参照）とその答えを言うことができる。 

イ  本時の展開（太字・下線付きの部分は研究の視点を取り入れた点） 

時間 学習活動 研究の視点を踏まえた手順 

Greeting 

 

・ 教師とあいさつをする。 

・ 生徒同士で曜日、日付、天候を英語で

確認する。         

【生徒同士（ペア）やり取り】 

 

・ 生徒同士でやり取りする（質問

する）機会を確保した後に、教師

が質問し、生徒が答える。 
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３ 検証授業の実施 教師と生徒、生徒間のやり取りを中心とした授業展開例 

（検証授業１より） 

(1) 単元名 

Presentation 1 「自己紹介」 NEW HORIZON ENGLISH COURSE 1 （東京書籍） 

(2) 単元の指導計画と評価計画（概要） 

 ねらい 学習内容・学習活動 評価方法・学習活動に即した具体的な評価規準 

第 1 時 

(本時) 

表現 

知識・理解 

【帯活動】やり取り(Q&A) 

Presentation 1 自己紹介 

観察：既習の言語材料を用いて、絵や文

字をヒントに様々な文で自分のことを表

現できる。 

第２時 表現 
【帯活動】やり取り(Q&A) 

自己紹介スピーチ Writing 

ワークシート：様々な表現を用いて自己

紹介を正しい英文で書くことができる。 

第３時 表現 
【帯活動】やり取り(Q&A) 

自己紹介 Speaking 

観察：英語らしい発音で自己紹介をする

ことができる。 

第４時 表現 自己紹介スピーチ発表 

口頭発表：既習言語材料と技能を統合し

て、口頭で表現豊かに自己紹介をするこ

とができる。 

(3) 指導方法の工夫 

 ○ 即興的なやり取りを重視し、各授業のウォームアップに帯活動を設定して、生徒同士で

チャット活動を繰り返し行い始めたところである。やり取り Q&A を通じて、自己紹介文を

自然に蓄積させたい。 

○ ふりかえりワークシート 

帯活動で行っている英語の「やり取り」を振り返るためのワークシートを使用している。

各生徒が自分自身の成長を把握するための一助とし、各生徒へのフィードバックをよりき

め細やかなものとしていきたい。 

 (4) 本時（全４時間中の第１時間目） 

  ア  研究と関係した本時の目標 

①   既習の表現を使用しながら、自己紹介文を書くことができる。 

②  友達が自分のことを振り返ることができるように相手のことを知るための質問（113

ページ参照）とその答えを言うことができる。 

イ  本時の展開（太字・下線付きの部分は研究の視点を取り入れた点） 

時間 学習活動 研究の視点を踏まえた手順 

Greeting 

 

・ 教師とあいさつをする。 

・ 生徒同士で曜日、日付、天候を英語で

確認する。         

【生徒同士（ペア）やり取り】 

 

・ 生徒同士でやり取りする（質問

する）機会を確保した後に、教師

が質問し、生徒が答える。 

Warm-up 

 

1 Bingo 

・ 教師の読み上げる英単語を聞き、印を

付ける。 

・ 終了後ペアを組む生徒同士でビンゴの

数、地図上の都市を英語で尋ねる。   

【生徒同士（ペア）やり取り】 

 

 

 

・ 自己紹介で用いる単語を練習さ

せる。 

・ 生徒同士でやり取りする（質問

する）機会を確保した後に、教師

が質問し、生徒が答える。 

 

2 帯活動 やり取り(Q&A) 

・ ペアを組み、S1→S2 へ質問をする。 

【生徒同士（ペア）やり取り】 

・ 最初の２分を振り返る。 

 

 

 

・ 交代し S2→S1 へ質問する。 

・ 個人で「振り返りシート」を用いて本

日のやり取り（帯活動）を振り返る。表

現が分からなかった単語を共有する。  

【教師とクラス生徒やり取り】 

 

 

・ ペアを確認し、相づち、つなぎ

言葉などの留意点を確認する。 

・ 初めの２分の活動の後に、教師

が気付いたことをフィードバッ

クする。特に相づち等を強調す

る。 

 

・ 生徒にやり取りを振り返るよう

に指示する。記入後にどんな表現

が分からなかったかを発表させ

共有する。その他教師が気付いた

ことをフィードバックする。 

 

展 開 

 

 

3 Presentation1 「自己紹介」  

(1) Oral Introduction 

・ 教科書の登場人物がスピーチしてい

る絵を見て、その人物が何をしている

ところかを教師と英語でやり取りする

ことで、スピーチについてのイメージ

を膨らませ、本時の目標を確認する。 

【教師とクラス生徒やり取り】 

 

(2) Picture Describing 

・ クラス全体で、教科書の登場人物１

人目に関するヒント絵カードを見て、

その人物の英語自己紹介文を協力して

作る。 

・ ４人グループになり登場人物２人目 

に関する４文が完成後、グループ全員

で教師のもとに行き、協力して答えを

発表する。  

【生徒同士（グループ）での発表】 

 

・ 終わり次第、開本し、ノートに本文

を書き写す。 

 

(3) Listening 

・ スクリーン上の本文を見ながら本文

の音声を聞く。音と文字の一致をはか

る。 

 

 

 

・ 前回の授業の復習から本時の導

入へつなげる。登場人物がスピー

チしている既習ページのピクチャ

ーカードを提示し、「誰が、何をし

ているか、何について話している

か」などを英文で質問し、文で答

えるように促す。 

 

 

 

・ 教科書を開けずに取り組むよう

に指示する。（既習事項を活用させ

る。） 

 

・ ４人全員がそれぞれ１文を担当

するように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ デジタル教材を使用し、短時間

で行う。 
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(4) Explanation 

・ 教師とのやり取りを通して教科書本

文中の文法や語彙等の重要ポイントを

確認する。 

【教師とクラス生徒やり取り】 

 

 

 

(5) New Words の意味の確認 

・ 教師とのやり取り 

【教師とクラス生徒やり取り】 

 

(6) Reading aloud 

① New Words の発音の確認 

② Choral Reading 

③ Buzz Reading 

 

・ 推論質問（本文の内容理解を助

ける生徒が様々な答えを推測す

ることができる質問）をする。 

登場人物はどんな性格？ 

なぜ分かる？ 

 

 

 

 

・ フラッシュカードを用いて、意

味を中心に確認する。生徒から引

き出すよう留意する。 

 

・ 発音させ、自分の練習が必要な

部分に気付かせる。 

まとめ 

 

・ ノートに教科書本文を自分の情報に変

えたオリジナル文を書く。 

 

 

・ オリジナル文の作成に関して変

更する箇所などを支援する。 

Closing 

 

・ 本日の振り返りと宿題の確認をする。 

 

 

・ 課題を確認し、提出を指示する。 

 

ウ 成果と課題 

検証授業１に先立ち、曜日や日付など、授業の挨拶の際に、教師からではなく、生徒か

ら互いに尋ねる形式の活動を続けた結果、授業の冒頭において、生徒が抵抗なく、互いに

英語で質問するようになった。また中学校教科書の既習表現だけでなく、小学校外国語活

動において既習の表現を加えたやり取り(Q&A)を帯活動にしたことで（113 ページ参照）、

小学校で慣れ親しんできた表現を加えた幅広い表現で活動することができた。さらには相

づち表現を指導することにより、「やり取り(Q&A)」が機械的な作業ではなく、自然な会話

に近い、質の高いやり取りとなった。 

課題としては、相づちを用いているものの、相手が言ったことに対して適切な相づちと

は判断しがたい場合もあり、生徒がそれぞれの相づち表現を適切に使用しているか見取る

必要を感じた。しかし、同時進行で複数のペアが会話をする中、全てのペアについて見取

ることは不可能である。授業後の本委員会の協議では、その日に見るペアを絞り、適切で

ないやり取りが見られた際は、全体にフィードバックとして返すなど、工夫が必要である

という意見が出た。 

また、やり取り(Q&A)では、質問用紙を手に持ち質問していたために、ジェスチャーの活

用が乏しくなってしまった。生徒が自然なジェスチャーを用いることができるように生徒

の身体的自由度を確保する工夫をするとともに、活動の前にジェスチャーの重要性を確認

してから活動を実施するように今後は留意する必要がある。これらの課題の解決例につい

ては、検証授業２における例を 114 ページより示している。 



－113－

(4) Explanation 

・ 教師とのやり取りを通して教科書本

文中の文法や語彙等の重要ポイントを

確認する。 

【教師とクラス生徒やり取り】 

 

 

 

(5) New Words の意味の確認 

・ 教師とのやり取り 

【教師とクラス生徒やり取り】 

 

(6) Reading aloud 

① New Words の発音の確認 

② Choral Reading 

③ Buzz Reading 

 

・ 推論質問（本文の内容理解を助

ける生徒が様々な答えを推測す

ることができる質問）をする。 

登場人物はどんな性格？ 

なぜ分かる？ 

 

 

 

 

・ フラッシュカードを用いて、意

味を中心に確認する。生徒から引

き出すよう留意する。 

 

・ 発音させ、自分の練習が必要な

部分に気付かせる。 

まとめ 

 

・ ノートに教科書本文を自分の情報に変

えたオリジナル文を書く。 

 

 

・ オリジナル文の作成に関して変

更する箇所などを支援する。 

Closing 

 

・ 本日の振り返りと宿題の確認をする。 

 

 

・ 課題を確認し、提出を指示する。 

 

ウ 成果と課題 

検証授業１に先立ち、曜日や日付など、授業の挨拶の際に、教師からではなく、生徒か

ら互いに尋ねる形式の活動を続けた結果、授業の冒頭において、生徒が抵抗なく、互いに

英語で質問するようになった。また中学校教科書の既習表現だけでなく、小学校外国語活

動において既習の表現を加えたやり取り(Q&A)を帯活動にしたことで（113 ページ参照）、

小学校で慣れ親しんできた表現を加えた幅広い表現で活動することができた。さらには相

づち表現を指導することにより、「やり取り(Q&A)」が機械的な作業ではなく、自然な会話

に近い、質の高いやり取りとなった。 

課題としては、相づちを用いているものの、相手が言ったことに対して適切な相づちと

は判断しがたい場合もあり、生徒がそれぞれの相づち表現を適切に使用しているか見取る

必要を感じた。しかし、同時進行で複数のペアが会話をする中、全てのペアについて見取

ることは不可能である。授業後の本委員会の協議では、その日に見るペアを絞り、適切で

ないやり取りが見られた際は、全体にフィードバックとして返すなど、工夫が必要である

という意見が出た。 

また、やり取り(Q&A)では、質問用紙を手に持ち質問していたために、ジェスチャーの活

用が乏しくなってしまった。生徒が自然なジェスチャーを用いることができるように生徒

の身体的自由度を確保する工夫をするとともに、活動の前にジェスチャーの重要性を確認

してから活動を実施するように今後は留意する必要がある。これらの課題の解決例につい

ては、検証授業２における例を 114 ページより示している。 

や
り

取
り

(
Q
&
A
)
の

例
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(5) 検証授業２における検証授業１を踏まえた実践例 

ア 質問する力を上げるための工夫 

検証授業１において行った、生徒が教師からの質問に答えるだけでなく、生徒自らが質問

するように工夫した Greeting 例を検証授業２[第１学年]においても行った。 

黒板に曜日、日付、天気等のフラッシュカードを裏返しにして添付しておき、以下のよう

なやり取りを行った。 

T:   
 
S1: 
 
S2: 
T:   
 
 
S3: 
S4: 
T:   
 
S5: 
S6: 

I’d like to know what day it is today. What’s the question? 
（一人の生徒を指名する。） 
What day (of the week) is it today? 
（別の生徒を指名する。） 
It’s Monday. 
Oh, I see. （曜日のカードを表にする。） I’d also like to know today’s 
date. What’s the question? （一人の生徒を指名する。） 
What’s the date today? （別の生徒を指名する。） 
It’s December 10th. 
Oh, I see. （日付のカードを表にする。） 
I’d also like to know the weather. What’s the question? 
（一人の生徒を指名する。） 
How’s the weather now? （別の生徒を指名する。） 
It’s sunny. ・・・ 
上記のようなやり取りをした後でワークシート等に曜日、日付を書かせれば、綴りの確認

をすることもできる。 

イ 会話を継続・発展させるための相づちやつなぎ言葉等を定着させるための指導 

    「リアクション」としての相づちやつなぎ言葉等をまとめ、教室に掲示し、使用場面で教

師が意識させるなどして、適切な反応ができるように働きかけた。 
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(5) 検証授業２における検証授業１を踏まえた実践例 

ア 質問する力を上げるための工夫 

検証授業１において行った、生徒が教師からの質問に答えるだけでなく、生徒自らが質問

するように工夫した Greeting 例を検証授業２[第１学年]においても行った。 

黒板に曜日、日付、天気等のフラッシュカードを裏返しにして添付しておき、以下のよう

なやり取りを行った。 

T:   
 
S1: 
 
S2: 
T:   
 
 
S3: 
S4: 
T:   
 
S5: 
S6: 

I’d like to know what day it is today. What’s the question? 
（一人の生徒を指名する。） 
What day (of the week) is it today? 
（別の生徒を指名する。） 
It’s Monday. 
Oh, I see. （曜日のカードを表にする。） I’d also like to know today’s 
date. What’s the question? （一人の生徒を指名する。） 
What’s the date today? （別の生徒を指名する。） 
It’s December 10th. 
Oh, I see. （日付のカードを表にする。） 
I’d also like to know the weather. What’s the question? 
（一人の生徒を指名する。） 
How’s the weather now? （別の生徒を指名する。） 
It’s sunny. ・・・ 
上記のようなやり取りをした後でワークシート等に曜日、日付を書かせれば、綴りの確認

をすることもできる。 

イ 会話を継続・発展させるための相づちやつなぎ言葉等を定着させるための指導 

    「リアクション」としての相づちやつなぎ言葉等をまとめ、教室に掲示し、使用場面で教

師が意識させるなどして、適切な反応ができるように働きかけた。 

 

  

 

ウ ジェスチャーを行わせるための指導 

検証授業１では、教師が自ら日常の指導の中でモデルとなり、ジェスチャーや豊かな表情

を付けて生徒とのコミュニケーションを行っていた。生徒にジェスチャーや表情を付けるこ

とを言葉で指導することも必要ではあるが、生徒の姿勢や環境によって、ジェスチャーの付

けやすさが変わってくると考えた。 

○ これまでの課題 

本研究を始めた頃はペアで机を向き合い、座らせたま

まチャットを行っていた。比較的生徒同士の目線も合

い、教科書を手に持つ音読活動に比べれば、手が動く

状態になっていたが、それでもジェスチャーを付ける

生徒は少なかった。原因を本委員会で協議した結果、

右の画像のように、机上に手を置いてしまっているこ

とがわかった。（図１） 

○ 即興性のある活動を行わせる際の改善案 

次の案として、立たせてやらせてみることにした。立たせてみると両手が動かせるように

なり、かなりの割合でジェスチャーを自然に行えるようになってきたが（図２）、依然とし

て机上に手を置いてしまう姿が見られた（図３）。そこで机を挟む形で立つのではなく、生

徒の間に何も障害物を何も置かずに会話をさせてみると（図４）、両手が完全に動かせるた

め、生徒はジェスチャーをさらに自然に付けられるようになった。 

   

４ 相手に配慮しながら自然な形で質問させる例（検証授業３より） 

(1) 研究と授業の関連 

   本研究では、やり取りにはソーシャルスキルが必要であると考え、ソーシャルスキルに

ついて「マイ・ライフ・デザイン～自立へのナビゲーション～」（東京都教育委員会 平成

29 年）を参考に生徒へ伝えるべき内容を整理した。本資料では、相手と会話のやり取りを

続けるためには、相手のことを考えて会話をすることが大切であり、それには、会話の中

で、相手が「自分の話を聴いてもらっている。」、「もっと話をしたい。」と思うような聴き

方をしたり、質問した相手がさらに質問しやすくなったりするような答え方をする必要が

述べられている。そこで、相手と楽しく会話をし、会話が盛り上がるポイントとして以下

のように本資料を活用してワークシート（次ページ参照）を作成し、指導に活用した。 

  

図２ 図３ 図４ 

図１ 
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＜会話が盛り上がるポイント＞ 

①   「上手な聴き方」：言葉の内容に関して 

・うなずく、つなぎ言葉を使う、相づちをうつ。 

・相手の言葉をくり返す、聞き返す。 

・適切な質問をする。 

②   「上手な聴き方」：言葉以外（ノンバーバル）の内容に関して 

・視線、表情、距離、声の大きさ、声のトーン、態度 

③   「上手な答え方」に関して 

・質問されたら、答えだけでなく、プラスアルファの情報を付け加える。 

これらは、中学校学習指導要領解説外国語編

（平成 29 年７月）における会話を継続・発展

させるために必要なこととして示されている

内容とも一致する。特に、①の「適切な質問を

する」ことや、③の「質問されたら、答えだけ

でなく、プラスアルファの情報を付け加える」

ことは、会話を発展させるためには重要なポイ

ントである。そのため、帯活動の Q&A の中でそ

れらを繰り返し行わせ、様々な質問の仕方や答

え方を理解し定着を図ることが、会話のやり取

りを継続する力の育成につながると考えた。本

研究においては、外国語の指導の一部として本

ワークシートを使用して、生徒の態度面の育成

を図ったが、本委員会の協議の中では学活等と

の連携を図った指導も考えられるという意見

が挙がった。  

 (2) 活動手順・会話例 

  帯活動の際に自然なやり取りとするための指導例は以下のようなものである。 

＜帯活動：１分間チャット＞の活動手順 

①  上記ワークシートを使用し「会話が盛り上がるポイント」を簡単に確認する。 

②  ジャンケンで勝った生徒（A）が、Q&A 集の中から１つ質問をする。 

③  ペアのジャンケンに負けた生徒（B）は、その質問に対して２文以上で答える。 

④  A が、③の B の答えに関する質問をする。 

⑤  B が、その質問に対して２文以上で答える。 

⑥  このやり取りを１分間続ける。 

⑦  会話のやり取りを振り返る。代表ペアが会話のやり取りを再現し、クラス全体で質問

の仕方や答え方に関して共有する。 

 

  

作成したワークシート 
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＜会話が盛り上がるポイント＞ 

①   「上手な聴き方」：言葉の内容に関して 

・うなずく、つなぎ言葉を使う、相づちをうつ。 

・相手の言葉をくり返す、聞き返す。 

・適切な質問をする。 

②   「上手な聴き方」：言葉以外（ノンバーバル）の内容に関して 

・視線、表情、距離、声の大きさ、声のトーン、態度 

③   「上手な答え方」に関して 

・質問されたら、答えだけでなく、プラスアルファの情報を付け加える。 

これらは、中学校学習指導要領解説外国語編

（平成 29 年７月）における会話を継続・発展

させるために必要なこととして示されている

内容とも一致する。特に、①の「適切な質問を

する」ことや、③の「質問されたら、答えだけ

でなく、プラスアルファの情報を付け加える」

ことは、会話を発展させるためには重要なポイ

ントである。そのため、帯活動の Q&A の中でそ

れらを繰り返し行わせ、様々な質問の仕方や答

え方を理解し定着を図ることが、会話のやり取

りを継続する力の育成につながると考えた。本

研究においては、外国語の指導の一部として本

ワークシートを使用して、生徒の態度面の育成

を図ったが、本委員会の協議の中では学活等と

の連携を図った指導も考えられるという意見

が挙がった。  

 (2) 活動手順・会話例 

  帯活動の際に自然なやり取りとするための指導例は以下のようなものである。 

＜帯活動：１分間チャット＞の活動手順 

①  上記ワークシートを使用し「会話が盛り上がるポイント」を簡単に確認する。 

②  ジャンケンで勝った生徒（A）が、Q&A 集の中から１つ質問をする。 

③  ペアのジャンケンに負けた生徒（B）は、その質問に対して２文以上で答える。 

④  A が、③の B の答えに関する質問をする。 

⑤  B が、その質問に対して２文以上で答える。 

⑥  このやり取りを１分間続ける。 

⑦  会話のやり取りを振り返る。代表ペアが会話のやり取りを再現し、クラス全体で質問

の仕方や答え方に関して共有する。 

 

  

作成したワークシート 

＜検証授業３ １分間チャットの例＞ ○○はペアの相手の名前 

A: Hi,〇〇. What do you want to do next Sunday? 
B: Hi,〇〇. I want to go to the park with Kenta. He is my friend. （←文を付け加える。） 
A: What will you do there? （←相手の内容を受けた質問をする。） 
B: We will play soccer. It will be fun. （←質問に対して２文以上で答える。） 
A: Sounds good. ・・・ 

 

(3) 活動後のリフレクションシート例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 考察 

    相手の質問に対し、プラスアルファの情報を付け加えるために２文以上で答えさせた

ことにより、その答えに関する質問の幅が広がっただけではなく、会話全体にリズムがで

き、テンポよい会話のやり取りにつながった。一方で、適切な質問に関しては大きく二つ

の課題が見られた。第一には、生徒は普段から日本語においても相手に対して質問をする

習慣があまりないため、質問する内容がそもそも思いつかない点である。第二には、生徒

は質問する内容を思いついても、英語による表現方法（語順も含む）や語彙が分からない

ため、質問文を作ることができない点である。そのため、生徒が様々な目的や場面、状況

等で自分が知りたいことを相手に質問する課題を設定したり、会話のやり取りの後、質問

文として使いたかったけど使えなかった表現や語彙を調べる活動を設定したりすることも

質問する力の向上につながると考える。 
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５ 生徒の質問する力を高めるための指導の流れと留意点 

以上の検証授業や課題の分析を通して、生徒の質問する力を高めるための指導モデルとし

て以下の留意点をまとめた。（105 ページ研究構想図、「研究内容」を参照） 

(1) 準備 

     教師が日常的に英語でのやり取りを中心に据えた授業を行うとともに、教科書本文の読

解後等には本文で使われている対話や文章をやり取りのトピックとして扱うことで、単元

内容、表現の定着を図りつつ、やり取りする力を育成していく。 

  ＜具体的実践例＞ 

①   教科書本文読解「〇〇君の…でやりたい三つのことを読み取りましょう。」 

② 質問づくり「〇〇君が…に行ってきました。…でのことについて質問を作りましょう。」 

 ③ やり取り「ペアの人に質問をしましょう。質問された人は〇〇君になったつもりで答

えながら、やり取りをしましょう。」など 

(2) 練習（帯活動） 

相手意識をもった自然なやり取りとなるように、帯活動を行う前に生徒にリアクション等

やプラスアルファの情報を付け加え会話を継続することを伝え、生徒のリフレクションシー

ト等にもこの点を盛り込むことにより、生徒が意識的・主体的に自己の会話を改善できるよ

うに支援する姿勢を育てる。生徒に会話させるトピックは日常生活のことや学校行事のこと

など実生活に基づいた内容を中心に扱うことで生徒が自己表現しやすいものとする。 

    会話をする際には学年に応じて時間の設定を変えたり、応答の往復回数を指定したり、単

文ではなく複文で答えるなど条件を指定することで、より会話の量を増やすことを心がけさ

せるとともに、生徒に「伝える内容が思い浮かばない」という課題が見られる場合はトピッ

クに対して何を話すか考える短い時間を設けることで、会話が進まないことを解決する。 

(3) 改善 

    生徒自身がペアになって会話の質を高めるために必要なことについて話し合う時間を設

け、振り返らせる。その後に相手を変えてもう一度行わせ、改善点を意識させる。ワーク

シートによるリフレクションに加え、ビデオカメラやタブレット端末等が活用できる場合

は、やり取りを録画し見ることで、客観的・具体的に自分のやり取りの様子を振り返らせ

ることができる。 

教師によるフィードバックとしては、一度会話を行った後、時間や応答の回数など提示

された条件を達成できたか確認するとともに、よりよい会話にするために必要なことや言

いたかったが言えなかった表現などを出させる。質問力を鍛えるために、次ページのよう

なワークシートを用いて、既習事項を生徒に繰り返し使わせるようにすることで、生徒か

ら多様な質問を引き出すようにできる。 
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５ 生徒の質問する力を高めるための指導の流れと留意点 

以上の検証授業や課題の分析を通して、生徒の質問する力を高めるための指導モデルとし

て以下の留意点をまとめた。（105 ページ研究構想図、「研究内容」を参照） 

(1) 準備 

     教師が日常的に英語でのやり取りを中心に据えた授業を行うとともに、教科書本文の読

解後等には本文で使われている対話や文章をやり取りのトピックとして扱うことで、単元

内容、表現の定着を図りつつ、やり取りする力を育成していく。 

  ＜具体的実践例＞ 

①   教科書本文読解「〇〇君の…でやりたい三つのことを読み取りましょう。」 

② 質問づくり「〇〇君が…に行ってきました。…でのことについて質問を作りましょう。」 

 ③ やり取り「ペアの人に質問をしましょう。質問された人は〇〇君になったつもりで答

えながら、やり取りをしましょう。」など 

(2) 練習（帯活動） 

相手意識をもった自然なやり取りとなるように、帯活動を行う前に生徒にリアクション等

やプラスアルファの情報を付け加え会話を継続することを伝え、生徒のリフレクションシー

ト等にもこの点を盛り込むことにより、生徒が意識的・主体的に自己の会話を改善できるよ

うに支援する姿勢を育てる。生徒に会話させるトピックは日常生活のことや学校行事のこと

など実生活に基づいた内容を中心に扱うことで生徒が自己表現しやすいものとする。 

    会話をする際には学年に応じて時間の設定を変えたり、応答の往復回数を指定したり、単

文ではなく複文で答えるなど条件を指定することで、より会話の量を増やすことを心がけさ

せるとともに、生徒に「伝える内容が思い浮かばない」という課題が見られる場合はトピッ

クに対して何を話すか考える短い時間を設けることで、会話が進まないことを解決する。 

(3) 改善 

    生徒自身がペアになって会話の質を高めるために必要なことについて話し合う時間を設

け、振り返らせる。その後に相手を変えてもう一度行わせ、改善点を意識させる。ワーク

シートによるリフレクションに加え、ビデオカメラやタブレット端末等が活用できる場合

は、やり取りを録画し見ることで、客観的・具体的に自分のやり取りの様子を振り返らせ

ることができる。 

教師によるフィードバックとしては、一度会話を行った後、時間や応答の回数など提示
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＜質問する力を鍛えるためのワークシート１＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば１文考える、２文考える、５W１H 全てを使って質問を考えるなど、生徒の学習状

況に応じて課題を変え育成を図ることができる。 

 

＜質問する力を鍛えるためのワークシート２＞ 

 
 

(4) 実践 

   例えば単元の終わりにパフォーマンステストなどを行い、授業において積み上げた力を測

る機会を作る。達成度を確認させ、次のサイクルにつなげる。 

 

 

 

 

 

  

次の一言に続く質問をしよう

I have a pet.
What What animal do you have?
Who Who brought it home?

Where Where did you meet it?
When When did you get it?
Why Why don't you have another pet?
How How long have you had it?
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Ⅳ 研究のまとめ 

１ 成果 

指導を教師と生徒、生徒間のやり取りを中心としたものに改善していくことや、教師から

ではなく、まず生徒から質問させ、生徒が互いに尋ねる生徒主体の授業形態へ転換すること

により、生徒は自分から質問することに対する抵抗感が弱まり、授業内の活動がより活発に

なることが実感できた。 

  また、開発した教材を活用し、帯活動等で日常的に生徒に入学時からジェスチャーや相づ

ち、つなぎ言葉等を指導していくことや、段階を踏んで、即興的に一言で答えられるように

なったら、その答えとつながりのある文をもう１文付け加えさせる。２文で答えられるよう

になったら、３文、４文と増やさせるなど、段階的に指導していくことで生徒がより自然に

会話できるようになることが分かった。 

２ 課題 

フィードバックについては課題が残った。「状況に応じてどのような質問をするか」、「使用

した相づちが状況に合ったものだったか」、またどのように生徒の相づちのバリエーションを

広げていくか、生徒を支援していくためにどのような手だてをとるべきか、より綿密に考え

ていく必要がある。 

また、少人数・習熟度別指導が行われる中、担当教員のローテーションや、生徒の入れ替

えが行われると、長期的な視野で生徒を見ることが困難になりがちである。生徒の長期的な

成長を見守るための手だてを考えていくことが必要である。 

加えて、小学校学習指導要領（平成 29 年３月）に基づいた小学校の指導においては Small 

Talk（既習表現や対話を続けるための繰り返し、一言感想、確かめ、さらに質問等といった

基本的な表現を繰り返し使わせ、定着させること）が高学年新教材に設定されており、今後

は小学校でもある程度本研究で扱った内容についても定着が図られた上で進学してくること

が想定される。今後、中学校での指導において、小学校で扱った話題、言語材料（表現・語

彙）を把握した上で、その学びを踏まえ、中学校でより自然で正確性を高めたやり取りとな

るようにしていく必要がある。 
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〈中学校特別の教科 道徳研究開発委員会〉 

研究主題 

「  特別の教科 道徳の授業における深い学びの実現に向けて  
  ～  『聴く』を重視した授業  ～  」     

 

研究の概要 

 

中学校においても、平成 31 年度からの「特別の教科 道徳」（以下「道徳科」という。）

の全面実施に向け、新学習指導要領で示された「主体的・対話的で深い学び」の実現のた

めの授業改善が求められている。道徳科の目標には「（略）道徳的諸価値についての理解

を基に、自己を見つめ、物事を広い視野から多面的・多角的に考え、人間としての生き方

についての考えを深める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てる。」

とある。この目標の実現に向け、これまでも中心的な発問の検討、教材の読みや提示、話

合いの形式など、指導方法の工夫について様々な研究が進められているところである。 

本研究では、特に「人間としての生き方についての考えを深める学習」の実現を課題と

した。これまでの授業をどのように振り返ってこれからの授業へつなげていけばよいか、

教科化により年間 35 時間の道徳科の授業が「量的確保」される中で、「質的転換」を実現

するために何が大切かを考え、その課題解決に取り組むこととした。 

 

 

Ⅰ 研究の目的 

道徳科の授業は、心情のみの理解にとどまる展開や単なる生活経験の話合い活動に終始す

る学習ではなく、生徒が問題意識をもって自己を見つめ、道徳的価値を自分自身との関わり

で捉え、多面的・多角的に考えることにより、人間としての生き方についての考えを深める

学習が大切とされる。  
これまでの多くの道徳の授業研究の重点は、そのための教材の開発や分析と指導方法の工

夫に置かれてきた。一つの授業を導入、展開、終末に分け、それぞれの場面でどのような発

問をするか、どのような活動をするか、またその発問や活動の評価、ワ－クシ－トの工夫や

生徒による自己評価等である。  
そのような実践研究や指導事例に学び、授業に取り組む中で、生徒から期待する発言を導

き出したり、多面的・多角的に考えを広げたりする授業を必ずしも実践することができない。

特に、人間としての生き方について考えを深めることにたどり着けず、ねらいに迫りきれな

い実践にとどまることがある。生徒の発言が少ない授業、あるいはねらいとする価値から離

れた発言に終始する授業では、ついつい教師から方向の修正を図るような問いかけや発言が

多くなってしまうこともある。このような授業の後は、中心的な発問をどうすればよかった

のか、話合い活動をどうすればよかったのか、指導の技術を振り返り、次の授業改善につな
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げようとするのだが、生徒にとって、道徳の時間に考えることが楽しいと思えるような深い

学びをなかなか実現することができない。  
授業を振り返る際、教師として自問自答すべきことは、本時のねらいとする価値について

生徒に何を考えさせたかったのか、また生徒は本時で何を考えたのかにある。つまり、それ

は教師が授業者として生徒の発言から、何を聴き取れたのか、そこからさらに何を考えさせ

ようとするかに関わっている。深い学びを実現する道徳科の授業づくりに向けて、教師の「聴

く力」を磨くことが求められる。  
教科化を目前に控え、深い学びを実現する授業づくりに向けて授業記録を取り、その検証

を通して、いかに教師の「聴く力」を磨くことができるかについて研究することとした。  
 

Ⅱ 研究の方法 

本研究では深い学びを実現する授業づくりに向けて、教師の「聴く力」に注目した。  
「聴く力」とは、生徒の発言をただ「聞く」だけにとどめず、その発言の中で生徒の考えた

ことがねらいとする価値とどのように関わっているのかを「聴く」ことである。さらにその発

言からより深い学びに向かうために「問う」（問い返し、考えを明らかにする。）ことである。 
また、発言の少ない生徒については、つぶやきやうなずき、表情や態度、ワークシート等

の記述からその生徒の考えをつかむことも「聴く力」と考える。  
そこで以下のように仮説を立て、研究に取り組むこととした。  

１ 研究の仮説 

 

仮説１ 

授業記録を活用し、教師と生徒との発言のやり取り（発問に対する生徒の発言を教師が

どのように聴き取り、その発言に対してどのように問い返していたか。）を検証し、教師

が聴き取ることのできなかった生徒の考えを把握すれば、深い学びを実現するための授業

改善が可能となる。 

 

学習指導案を作成し、板書計画を立て、準備を整えて授業に向かう中で、生徒の発言をど

れだけ聴き取ることができているだろうか。予想される発言が出てきた際に、本当に生徒の

真意が教師の予想していたものと同じだったか。また予想外の発言が出てきた際に、その考

えをどこまで理解して受け止めたか。聴き取り方によって曖昧なまま授業が進んでしまえば、

考えるべきことがぼんやりとしたものとなり、深い学びにはたどり着けないことになる。  
そこで授業記録を取り、教師と生徒との発言のやり取りを忠実に再現できれば、教師の発

問の意図が伝わったのか、生徒の発言の真意を押さえられているのかを検証することができ、

それによって授業改善の糸口をつかむことができると考える。  
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仮説２  

ねらいとする価値の理解と結び付いた教材分析を通して、生徒に考えさせたいことを明

確にすれば、生徒が何を考えたかについて「聴く力」を磨くことが可能となる。  
 

授業の中で生徒の発言を聴くためには、まずその教材の中で何を考えさせたいのか、授業

の山となる中心的な発問が必要である。その中心的な発問を教材のどこで、どのように問う

のか、ねらいとする価値との関わりで教材分析を行い実践することで、生徒の考えを聴く力

を磨くことができる。  
授業に際して教材分析を行う場合、多くの読み物教材については、場面ごとに登場人物の

言動とそのときの心情（心の動き）を分析し、授業を構想することが多い。この教材分析で

は、心情の理解にとどまってしまうことが考えられる。  
そこで、心の動きにとどまらず、ねらいとする価値との関わりで場面を捉えた教材分析を

加えることで、生徒に考えさせたいことを明確にした授業準備を行い、生徒の考えを聴く力

を磨き、より深い学びを実現する授業にたどり着くことができると考えた。  
２ 検証授業の実施 

前述した仮説２点の検証に向け、３名の委員が所属校において次のように検証授業に取り

組んだ。教材は各校で使用しているものとし、授業は委員の担当する学年で実践した。 

ロ－テ－ションによる複数回の授業実践が可能な学校においては２学級以上で授業を行い、

授業の比較を行う。その際、映像等での授業記録を取り、生徒の発言に対する教師の聴き取

りと授業展開等を振り返ることによって、どのように聴くことが生徒のより深い学びを実現

するために重要かについて検討を重ねた。 

(1) 授業記録を取り、授業全体を検証する。（仮説１の検証） 

ア 発問に対する生徒の発言から教師が何を聴き取っていたか。 

イ 生徒の発言から考えを広げたり深めたりすることができていたか。 

※ ビデオ等の映像で授業を記録し、それを文字化して教師と生徒の発言のやり取りをあり

のままに取り上げ、検証することにした。特に、展開における授業の山となる中心的な発

問から終末にかけてのやり取りを重視した。 

(2) 検証から分かった課題の解決を検討する。（仮説２の検証） 

ア 授業準備の段階で教師が教材の構造を吟味し、生徒に何を考えさせるのか明確にする。 

イ ねらいとする価値との関わりで教材分析を行う。 

※ 授業記録の検証から見えた課題解決を考える上で、これまでの教材分析を問い直し、価

値との関わりから見る視点を加えた。 

 

Ⅲ 研究の内容 

１ 実践事例１ 

  仮説１の検証授業として、授業記録に基づき、教師が生徒の発言を聴き取り、生徒に考え

させる問いかけができているかを検証した。 
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仮説２  
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を磨き、より深い学びを実現する授業にたどり着くことができると考えた。  
２ 検証授業の実施 

前述した仮説２点の検証に向け、３名の委員が所属校において次のように検証授業に取り

組んだ。教材は各校で使用しているものとし、授業は委員の担当する学年で実践した。 

ロ－テ－ションによる複数回の授業実践が可能な学校においては２学級以上で授業を行い、

授業の比較を行う。その際、映像等での授業記録を取り、生徒の発言に対する教師の聴き取

りと授業展開等を振り返ることによって、どのように聴くことが生徒のより深い学びを実現

するために重要かについて検討を重ねた。 

(1) 授業記録を取り、授業全体を検証する。（仮説１の検証） 

ア 発問に対する生徒の発言から教師が何を聴き取っていたか。 

イ 生徒の発言から考えを広げたり深めたりすることができていたか。 

※ ビデオ等の映像で授業を記録し、それを文字化して教師と生徒の発言のやり取りをあり

のままに取り上げ、検証することにした。特に、展開における授業の山となる中心的な発

問から終末にかけてのやり取りを重視した。 

(2) 検証から分かった課題の解決を検討する。（仮説２の検証） 

ア 授業準備の段階で教師が教材の構造を吟味し、生徒に何を考えさせるのか明確にする。 

イ ねらいとする価値との関わりで教材分析を行う。 

※ 授業記録の検証から見えた課題解決を考える上で、これまでの教材分析を問い直し、価

値との関わりから見る視点を加えた。 

 

Ⅲ 研究の内容 

１ 実践事例１ 

  仮説１の検証授業として、授業記録に基づき、教師が生徒の発言を聴き取り、生徒に考え

させる問いかけができているかを検証した。 

 
 

(1) 主題名「寛容の心」 内容項目Ｂ（９） 

(2)  教材名「言葉の向こうに」 （「中学校道徳読み物資料集」文部科学省） 

(3) 主題設定の理由 

ア ねらいとする価値について 

中学校入学後１年以上たつこの時期には、自分と他者の考えや意見の違いが明らかにな

ることを恐れたり、考え方の違いから仲間だと思っていた関係に摩擦が生じたりして悩み、

孤立する場合がある。それを恐れて避けるため、過剰に同調する傾向も生じやすく、異質

なものに対していじめのような行為に発展することもある。 

様々な物の見方や考え方から学び、自分自身を高め、他者と共に生きるという自制を伴

った気持ちで、判断し行動することの大切さを理解させたい。 

イ 教材観 

(ｱ) 教材の概要 

主人公の加奈子はヨーロッパのサッカーチームに所属するＡ選手のファンで、インタ

ーネットでファン仲間との交流を楽しんでいる。ある試合の後、心ない書き込みが続い

たことに怒った加奈子は、自分もひどい言葉で応酬してしまう。それを注意されたこと

に最初は反発していた加奈子だったが、「匿名だからこそ、あなたが書いた言葉の向こう

にいる人々の顔を思い浮かべてみて。」という書き込みを見た後、自分の言葉を読む相手

の存在を忘れていた自分に気付く。 

(ｲ) 教材活用の視点 

主人公が置かれた状況について、同じような体験をしたという生徒は少なくない。自

分の発する言葉の先に、それを受け取る他者の顔があると意識させることを通して、ネ

ット社会におけるよりよいコミュニケーションのためにはどうすべきかを考えさせたい。 

ウ 教材分析（発問に関わる場面） 

場 面 言 動 心の動き 

加奈子がファンであるＡ選手
を中傷する言葉が、ファンサ
イトに書き込まれる。 

反論する私の言葉は段々エス
カレートしていく。 

胸がどきっとした。 
ファンサイトに悪口を書くな
んて。 

反論した加奈子に対して、「中
傷する人たちと同じレベルで
争わないで。」という言葉が書
き込まれる。 

「Ａ選手の悪口を書かれて黙
っていろって言うんですか。」
と反論する。 

なんで私が責められるのか。 
突然真っ暗な世界に一人突き
落とされたみたいだ。 

画面から目を離して椅子の背
にもたれて考える。 

「あなたが書いた言葉の向こ
うにいる人々の顔を思い浮か
べてみて。」と言われ、思わず
もう一度読み直す。 

字面だけにとらわれていた。
コミュニケ－ションしている
つもりだった。 

「すごいこと発見しちゃっ
た。」と明るい声で母に言う。 

リビングの窓を大きく開ける。  

(4) ねらい 

画面から目を離して椅子の背にもたれて考える加奈子の姿を通して、自分の考えや意

見を相手に伝える場面では、様々な物の見方や考え方があることに気付き、寛容の心を

もって接しようとする態度を育てる。 
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 (5) 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導 

入 

〇「〇〇ファン」について紹

介し合う。 

①皆さんには「ファン」と

呼べるものがあるか。 

②ファンサイトにアクセス

してコメントしたことが

あるか。 

 

 

・野球チーム▽▽のファン 

・アイドルグループ△△

のファン 

・応援メッセージを書い

たことがある。 

 

 

◇あまり時間をかけずに確

認する。 

展 

開 

〇教材を読み、話し合う。 

①必死で反論する加奈子の

言葉が段々エスカレート

するのはなぜだろうか。 

 

 

 

 

②（中心的な発問）画面か

ら目を離して椅子の背に

もたれた加奈子は、どの

ようなことを考えていた

だろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③（補助的な発問）加奈子

は「あなたが書いた言葉

の向こうにいる人々の顔

を思い浮かべてみて。」と 

 

・ファンとしてＡ選手の悪

口を言われてばかりで

放っておけないから。 

・相手が見えないので、

相手の立場になって考

えることがおろそかに

なってしまうから。 

・多くの人がサイトを見て

いることを忘れていた。 

・読む人の気持ちを全く

考えていなかった。 

・直接会って話すときよ

り、ネット上のコミュ

ニケーションは難し

い。言葉尻にこだわっ

て、ゆとりをもって受

け止められない。 

・自分が言いたいことば

かり言って、相手のこ

とをじっくり考えられ

ない。 

・サイト上の字面だけに

とらわれていたが、匿

名だからこそ、ネット

上での言葉のやり取り 

 

◇数名の生徒に発表させる。 

◆自分の好きな選手を批判さ

れて、感情的になってしまっ

た加奈子の気持ちを共感的

に捉えることができたか。 

 

 

◇ワークシートに記入させた

後、隣の生徒同士意見交換

をさせる。その後、各自の

意見をキーワードで表した

言葉を二人組のどちらかに

画用紙へ記入させる。多様

な意見を黒板で確認させ

る。 

◆全体で話し合うことで、ね

らいについて他の生徒と一

緒に考えを深めていくこと

ができたか。 

 

 

◇寛容の心や謙虚に他に学ぶ

姿勢についての意見が出な

かった場合、補助的な発問

をして生徒に考えさせる。 
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 (5) 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導 

入 

〇「〇〇ファン」について紹

介し合う。 

①皆さんには「ファン」と

呼べるものがあるか。 

②ファンサイトにアクセス

してコメントしたことが

あるか。 

 

 

・野球チーム▽▽のファン 

・アイドルグループ△△

のファン 

・応援メッセージを書い

たことがある。 

 

 

◇あまり時間をかけずに確

認する。 

展 

開 

〇教材を読み、話し合う。 

①必死で反論する加奈子の

言葉が段々エスカレート

するのはなぜだろうか。 

 

 

 

 

②（中心的な発問）画面か

ら目を離して椅子の背に

もたれた加奈子は、どの

ようなことを考えていた

だろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③（補助的な発問）加奈子

は「あなたが書いた言葉

の向こうにいる人々の顔

を思い浮かべてみて。」と 

 

・ファンとしてＡ選手の悪

口を言われてばかりで

放っておけないから。 

・相手が見えないので、

相手の立場になって考

えることがおろそかに

なってしまうから。 

・多くの人がサイトを見て

いることを忘れていた。 

・読む人の気持ちを全く

考えていなかった。 

・直接会って話すときよ

り、ネット上のコミュ

ニケーションは難し

い。言葉尻にこだわっ

て、ゆとりをもって受

け止められない。 

・自分が言いたいことば

かり言って、相手のこ

とをじっくり考えられ

ない。 

・サイト上の字面だけに

とらわれていたが、匿

名だからこそ、ネット

上での言葉のやり取り 

 

◇数名の生徒に発表させる。 

◆自分の好きな選手を批判さ

れて、感情的になってしまっ

た加奈子の気持ちを共感的

に捉えることができたか。 

 

 

◇ワークシートに記入させた

後、隣の生徒同士意見交換

をさせる。その後、各自の

意見をキーワードで表した

言葉を二人組のどちらかに

画用紙へ記入させる。多様

な意見を黒板で確認させ

る。 

◆全体で話し合うことで、ね

らいについて他の生徒と一

緒に考えを深めていくこと

ができたか。 

 

 

◇寛容の心や謙虚に他に学ぶ

姿勢についての意見が出な

かった場合、補助的な発問

をして生徒に考えさせる。 

 

 
 

展 

開 

言われて、どのようなこ

とを考えただろうか。 

には難しさや恐ろしさ

がある。 

・自分の発する言葉の向

こうに、それを受け取

る相手がいることを忘

れてはいけない。 

・全く同じ顔の人がいな

いように、様々な物の

見方や考え方があるの

は当たり前だ。 

 

終 

末 

〇この学習を通して、学んだ

ことやこれからの自分につ

いて考えたことを書く。 

 ◇ワークシートに記入させた

後、数人の生徒に発表させる。 

◆自己を見つめる時間を取り、

授業の中で広い視野から多

面的・多角的に考えられた

か、自己の生き方についての

考えを深められたか。 

(6) 授業記録と授業の振り返り 

「画面から目を離して椅子の背にもたれた加奈子は、どのようなことを考えていただろ

うか。」と全体に問いかけた場面以降の授業記録を基に、教師と発言力のある生徒Ａとの

やり取りについて振り返った。 

 

（※ 発問をした後、ペアで話し合った内容を全て確認し終えた場面である。）  
生徒Ａ「『相手側の気持ちを考えて。』というときの相手側とは誰のことですか。」  
教 師「皆さんは誰のことだと思いますか。」  
他生徒「他に書き込んでいる人です。」  
生徒Ａ「具体的に誰ですか。悪口を言っている人、それを止めようとしている人、どち

らですか。」  
他生徒「中傷している人です。」  
生徒Ａ「なぜ自分のことを思いやっていない人間に対して、自分だけが思いやらなけれ

ばいけないのですか。Ａ選手のことを好きな人が集まるファンサイトにわざわざ

批判的なことを書き込んでくる。圧倒的なマナー違反ではないですか。なぜその

人に対して思いやらなければいけないのでしょう。」  
教 師「意見のある人はいますか。」  
他生徒「そういう人が相手のサイトの中でどんどんマナー違反をしていったら、サイト

の秩序は守られなくなっていきます。大勢の人がルールを守っていれば、一部の

人がそういうことをやっても、マナーは保たれます。」  
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教 師「つまり『相手のことを考える。』というのは、自分はマナーを守り、相手にも

『マナーを守ろう。』と伝えていくということでしょうか。」  
生徒Ａ「守っていない人に対してまで、マナーを守ってあげるのはおかしくないですか。」 
教 師「『やられたらやり返すべき。』ということでしょうか。」  
生徒Ａ「そうではありません。本当に考えるべき相手というのは止めようとしている人

であって、悪口を言ってくる人に悪口を言い返すことは、何ら悪いことではない

と思います。」 
 

生徒Ａは、自分の経験から「サイトに悪口を書く人たちは、悪口を書くこと、言い合う

ことを楽しんでいる。」という考えを強くもっており、「そういう人を思いやる必要はない。」

という意見を、最後まで強く主張していた。 

中心的な発問で多くの生徒からねらいに沿った意見が出されたが、生徒Ａの対応に時間

がかかり、生徒同士の考えを深める時間を確保できなくなった。また、生徒Ａがこだわっ

た「思いやり」という言葉に引っ張られ、授業の流れも主題からずれてしまった。教師が、

「顔を思い浮かべること」と「思いやりの気持ちをもつこと」との違いを事前に押さえて

おけば、生徒Ａが必要以上に「思いやり」にこだわることもなかったかもしれない。 

生徒の意見を聴く授業といっても、意見を言いたい生徒の意見だけを聴くのでは、生徒

全員が多面的・多角的に考えることにつながらない。何度も挙手したり、強く自己主張を

したりする生徒の意見を受け止めながら、その他の生徒の表情や様子を見ることも聴くこ

との大切な要素であると改めて認識した。臨機応変に意図的な指名をしたり、ランダムに

指名したりするといった工夫が必要であった。 

また、生徒Ａの意見とは反対の意見を言おうとする生徒がいたが、生徒Ａはその意見を

遮り、すぐに言い返してしまった。そのような場合、生徒Ａに「相手の話をきちんと聴く。」

といった話合いのルールを示すことも必要であった。発言力のある生徒に自分の意見を否

定されることを嫌がる生徒もいるため、あえて違う意見を言った生徒がいれば、「同じ考え、

似た考えの人はいますか。」と挙手をさせたり、「付け足しがある人は言ってください。」と

呼びかけたりするなど、同じ考えをもつ生徒が他にもいると実感させることも大切である。 

生徒Ａと教師とのやり取りの時間が多い授業になってしまったが、ワークシートにはし

っかりと各自の意見が書かれていた。意見交流の方法を工夫することで、生徒Ａも自然と

学級の皆から別の考えを学ぶことができるという可能性を感じた。 

生徒Ａのように発言力のある生徒は、他の生徒と違う視点をもつことも多く、他の生徒

にとっては「自分は当たり前と思うことでも、当たり前ではないと考える人が存在する。」

ことを理解するという意味で、多面的・多角的な考え方を身に付けることにつながるとい

う利点もある。道徳科の授業においては、そのような多様な生徒がいることによる課題と

利点を意識し、聴く授業を実践していくことが大切であると感じた。 

さらに、生徒の発言から何を聴き取るかを考えたとき、これまでの教材の分析では中心

場面での言動とそこでの心の動きを捉えてきたが、価値との関わりで何を考えさせたいか

を明確にする分析ができれば、より生徒の発言を聴き取ることができると考えた。 
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教 師「つまり『相手のことを考える。』というのは、自分はマナーを守り、相手にも

『マナーを守ろう。』と伝えていくということでしょうか。」  
生徒Ａ「守っていない人に対してまで、マナーを守ってあげるのはおかしくないですか。」 
教 師「『やられたらやり返すべき。』ということでしょうか。」  
生徒Ａ「そうではありません。本当に考えるべき相手というのは止めようとしている人

であって、悪口を言ってくる人に悪口を言い返すことは、何ら悪いことではない

と思います。」 
 

生徒Ａは、自分の経験から「サイトに悪口を書く人たちは、悪口を書くこと、言い合う

ことを楽しんでいる。」という考えを強くもっており、「そういう人を思いやる必要はない。」

という意見を、最後まで強く主張していた。 

中心的な発問で多くの生徒からねらいに沿った意見が出されたが、生徒Ａの対応に時間

がかかり、生徒同士の考えを深める時間を確保できなくなった。また、生徒Ａがこだわっ

た「思いやり」という言葉に引っ張られ、授業の流れも主題からずれてしまった。教師が、

「顔を思い浮かべること」と「思いやりの気持ちをもつこと」との違いを事前に押さえて

おけば、生徒Ａが必要以上に「思いやり」にこだわることもなかったかもしれない。 

生徒の意見を聴く授業といっても、意見を言いたい生徒の意見だけを聴くのでは、生徒

全員が多面的・多角的に考えることにつながらない。何度も挙手したり、強く自己主張を

したりする生徒の意見を受け止めながら、その他の生徒の表情や様子を見ることも聴くこ

との大切な要素であると改めて認識した。臨機応変に意図的な指名をしたり、ランダムに

指名したりするといった工夫が必要であった。 

また、生徒Ａの意見とは反対の意見を言おうとする生徒がいたが、生徒Ａはその意見を

遮り、すぐに言い返してしまった。そのような場合、生徒Ａに「相手の話をきちんと聴く。」

といった話合いのルールを示すことも必要であった。発言力のある生徒に自分の意見を否

定されることを嫌がる生徒もいるため、あえて違う意見を言った生徒がいれば、「同じ考え、

似た考えの人はいますか。」と挙手をさせたり、「付け足しがある人は言ってください。」と

呼びかけたりするなど、同じ考えをもつ生徒が他にもいると実感させることも大切である。 

生徒Ａと教師とのやり取りの時間が多い授業になってしまったが、ワークシートにはし

っかりと各自の意見が書かれていた。意見交流の方法を工夫することで、生徒Ａも自然と

学級の皆から別の考えを学ぶことができるという可能性を感じた。 

生徒Ａのように発言力のある生徒は、他の生徒と違う視点をもつことも多く、他の生徒

にとっては「自分は当たり前と思うことでも、当たり前ではないと考える人が存在する。」

ことを理解するという意味で、多面的・多角的な考え方を身に付けることにつながるとい

う利点もある。道徳科の授業においては、そのような多様な生徒がいることによる課題と

利点を意識し、聴く授業を実践していくことが大切であると感じた。 

さらに、生徒の発言から何を聴き取るかを考えたとき、これまでの教材の分析では中心

場面での言動とそこでの心の動きを捉えてきたが、価値との関わりで何を考えさせたいか

を明確にする分析ができれば、より生徒の発言を聴き取ることができると考えた。 

 
 

２ 実践事例２ 

実践事例１における検証を受け、本時では、これまでに実施した授業（改善前の授業）について

教材分析に新たに取り組み、より価値との関わりを明確にした学習指導案で実践することにした。 

(1) 主題名「役割と責任」 内容項目Ｃ（15） 

(2) 教材名「監督がくれたメダル」 （「自分をのばす」廣済堂あかつき） 

(3) 主題設定の理由 

ア ねらいとする価値について 

生徒は自己と集団との関わりについて、どうしたらよいか葛藤したり気をもんだりしな

がら、学校や学級の一員という自覚をもって互いに理解、協力することを学んでいく。 

多種多様な集団の中にはそれぞれの役割と責任があり、そこにやりがいを見いだし、自己

の成長に向け、すすんでよりよい集団生活の充実に努めようとする実践意欲をもたせたい。 

イ 教材観 

(ｱ) 教材の概要 

高校野球の県大会の出場メンバーに選ばれなかった私は、監督やチ－ムメイトに不満

をもちながら外野ノックの仕事をしていた。大会直前にベンチから外されたＹが、ある

日から突然練習に来なくなる。監督からＹを呼び出すように頼まれた私はＹに電話をし、

自分のつらさを述べつつも、練習へ来るようＹを説得する。その後練習に復帰したＹを

見て､私の練習態度も変わり、チ－ムも勝ち上がる。３回戦敗退後の反省会では、思い出

を語る順番が私に回ってきたとき、監督からねぎらいの言葉とともに監督の出場記念メ

ダルが手渡され、予期せぬことに私は涙があふれた。それから５年が過ぎた今でも、監

督の手のぬくもりははっきりと思い出され、メダルは私の宝物であり人生の礎となった。 

(ｲ) 教材活用の視点 

「ノックするのを止
や

めたい。」という気持ちから「ていねいにノックを打つようになっ

ていた」主人公の心情の変化に気付かせ、今でも監督がくれたメダルが励みになってい

る状況を踏まえ、集団の中の自分の存在意義を考えさせたい。 

ウ 教材分析 

※ 表には「価値との関わり」の欄を新たに設け、検討した内容を改善後の授業に生か

した。 

場 面 言 動 心の動き 価値との関わり 

外野ノック 豆がつぶれて血がにじむ。

「早
はよ

う打てや。」とチームメ

イトが叫ぶ。 

人の気も知らないで。 

泣きたくなってくる。 

ノックを止めたい。 

集団の一員として

の所属感をもてな

い。自己の思いが先

行する。 

一か月前のメ

ンバーの発表 

Ｍ監督が発表した出場メン

バーに私の名前はなく、監

督からは「明日から外野ノ

ックをやってくれ。」と言わ

れる。 

監督は、陽
ひ

の当たらない人

間の気持ちなど理解でき

ないに違いない。 

自己の思いが先行

する。 
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大会前の練習

中 

足どりは軽やかで、掛け声

も大きく高く弾むレギュラ

ーたちの様子を見ながら、

ノックをする。 

早くこの場から立ち去り

たい。 

監督は、補欠の私など眼中

にあるわけはない。 

自己の思いがさら

に先行し、関わる意

欲を失う。 

監督からの頼

まれごと 

監督から、練習に来なくな

った三年生のＹを呼び出す

よう頼まれ、Ｙに電話をす

る。 

涙が出る。 

Ｙのショックの大きさは、

私とは比べものにならな

いだろう。 

私だって逃げ出したい気

持ちなのだ。それを押さえ

て陰の仕事をやっている。

自己の思いを抱え

ながら、自分と関わ

りが薄いと思って

いた集団の成員の

ことを考える。 

県大会開会式

当日 

スタンドの片隅にＹの姿を

見付け、開会式後に監督へ

告げる。（その後Ｙは、練習

に姿を見せるようになる） 

 集団の成員に関心

をもつ。 

チームの初戦

突破 

練習にも力が入る。   

ていねいにノックする。 

 狭い仲間意識を克

服する。自らのよさ

を発揮する。 

宿舎での反省

会 

監督から「よう頑張ったの

ぉ。」と言われ、出場記念メ

ダルを手渡される。 

一斉に拍手が起こる。 

何を話そうか迷う。 

監督の差し出した手は、ゴ

ツゴツして温かい。 

 

教師や仲間を敬愛

する。尊敬や感謝の

気持ちが生まれる。

あれから五年 何かにつまずいて、逃げ出

しそうになったとき、机の

引出しの奥にしまってある

メダルを手にする。 

最後まで頑張ってみよう。

小さなメダルは、いまでは

私の宝であり、人生の礎に

なっている。 

自己の資質・能力を

高め、自分自身の向

上につながる。 

(4) 改善前の授業のねらい及び学習指導過程 

ア ねらい 

  主人公の気持ちの変化に気付き、自分のことだけでなく集団のために自分が今やらなけ

ればならないことについて責任をもって行動しようとしたり、役割を果たそうとしたりす

る態度を育てる。 

イ 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導
入 

〇 話の中心となる「ノック」

とは何かを確認する。 
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大会前の練習

中 

足どりは軽やかで、掛け声

も大きく高く弾むレギュラ

ーたちの様子を見ながら、

ノックをする。 

早くこの場から立ち去り

たい。 

監督は、補欠の私など眼中

にあるわけはない。 

自己の思いがさら

に先行し、関わる意

欲を失う。 

監督からの頼

まれごと 

監督から、練習に来なくな

った三年生のＹを呼び出す

よう頼まれ、Ｙに電話をす

る。 

涙が出る。 

Ｙのショックの大きさは、

私とは比べものにならな

いだろう。 

私だって逃げ出したい気

持ちなのだ。それを押さえ

て陰の仕事をやっている。

自己の思いを抱え

ながら、自分と関わ

りが薄いと思って

いた集団の成員の

ことを考える。 

県大会開会式

当日 

スタンドの片隅にＹの姿を

見付け、開会式後に監督へ

告げる。（その後Ｙは、練習

に姿を見せるようになる） 

 集団の成員に関心

をもつ。 

チームの初戦

突破 

練習にも力が入る。   

ていねいにノックする。 

 狭い仲間意識を克

服する。自らのよさ

を発揮する。 

宿舎での反省

会 

監督から「よう頑張ったの

ぉ。」と言われ、出場記念メ

ダルを手渡される。 

一斉に拍手が起こる。 

何を話そうか迷う。 

監督の差し出した手は、ゴ

ツゴツして温かい。 

 

教師や仲間を敬愛

する。尊敬や感謝の

気持ちが生まれる。

あれから五年 何かにつまずいて、逃げ出

しそうになったとき、机の

引出しの奥にしまってある

メダルを手にする。 

最後まで頑張ってみよう。

小さなメダルは、いまでは

私の宝であり、人生の礎に

なっている。 

自己の資質・能力を

高め、自分自身の向

上につながる。 

(4) 改善前の授業のねらい及び学習指導過程 

ア ねらい 

  主人公の気持ちの変化に気付き、自分のことだけでなく集団のために自分が今やらなけ

ればならないことについて責任をもって行動しようとしたり、役割を果たそうとしたりす

る態度を育てる。 

イ 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導
入 

〇 話の中心となる「ノック」

とは何かを確認する。 

 

 

 

 
 

展 

開 

〇 教材を読み、話の流れを

整理する。 

 ① （中心的な発問）ノッ

クを「ていねいに打つよ

うになった」のはなぜだ

ろう。 

 

 

 

 

 

② 自分が望まないことや

役割でも、仲間や集団の

一員として大切なことは

何だろう。 

 

 

・ 自分の役割の大切さ

が分かったから。 

・ チームの一員として

の役割を果たす実感が

あったから。 

・ 同じ補欠のＹが頑張

る姿に励まされたから。 

 

 

・ 集団・チームのため

に自分の力を生かす。 

・ 自分の力を誰かのた

めに発揮する。 

・ 自分の役割を果たす

ことで、集団に貢献で

きるという心構え。 

◇ 黒板で登場人物の人柄や

心情について図解整理をす

る。 

◇ ワークシートに記入さ

せ、少人数で意見交換を行

った後に、全体で発表させ

る。 

◆ 主人公の気持ちとＹの気

持ちの相互理解から、気持

ちの変化に気付いたか。 

◆ 主人公の立場になって考

えることができたか。 

 

◇ ワークシートに記入させ、

少人数で意見交換を行った

後に、全体で発表させる。 

終 

末 

○ 今日の授業やこれまで経

験を振り返り、学んだこと、

考えたことを書く。 

 ◇ ワークシートに書かせ

る。 

(5) 改善前の授業の生徒の反応及び改善に向けた検討 

ア ねらいについて生徒の反応（何のためにノックを打つのか。） 

・周囲の気を引くためでも、悔しさをぶつけるためでもない。評価を得るためでも、Ｙ

が頑張っているからでもない。見返りを求めていたわけでもない。拍手が欲しかった

わけでも、感謝されたかったわけでもない。 

・自分に課せられた役割を精一杯果たすことが、チームのためになる。今の自分にでき

る、試合を左右するノックという責務を懸命に果たそう。誰かが見ているからではな

く、自ら率先して役割を果たそう。 

⇒それが「集団における自分自身の存在意義」や「所属感」を得ることにつながると理解

することのできる授業づくりを行う。 

イ 指導上の工夫について 

(ｱ) 物語の図解整理を短縮し、中心的な発問への授業展開を早めることで、話合いや思考

の時間確保を行う。 

(ｲ) 中心的な発問についてより深く考えることができるよう、あらかじめ補助的な発問を

用意する。 

(ｳ) 個人で考える時間を取り、記述する場面と意見を聴く場面とを整理する。 

(ｴ) ４人グループでの話合い活動を取り入れ、話合いの報告を発表し合う場面を設定する。 
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(6) 改善後の授業のねらい及び学習指導過程 

ア ねらい 

Ｙとの関わりからノックをていねいに打つようになった私の変化を通して、集団の中で

の役割と責任を考え、互いに協力し励まし合い、集団生活を充実させ、自らの資質・能力

を高め自分自身を向上させようとする意欲や態度を育てる。 

イ 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導
入 

〇 話の中心となる「ノック」

とは何かを確認する。 

 

 

 

展 

開 

〇 教材を読み、話の流れを

整理する。 

① （補助的な発問）やり

たくないことなのに、な

ぜ「ていねいにノックを

打つ」ようになったのだ

ろう。 

 

 

 ② （補助的な発問）何の

ため、誰のためにノック

を打つのだろう。 

 ③ （補助的な発問）「早

う打てや。」と叫んだチ

ームメートから、「一斉

に拍手が巻き起こった。」

のはなぜだろう。 

 

 

 

 

 

④ （中心的な発問）「メ

ダルを受け取り、一斉に

拍手が巻き起こり、涙が

あふれて監督の顔が霞ん

だ」ときの私は、どんな

ことを考えただろう。 

 

 

・ 自分の役割の大切さ

が分かったから。 

・ チームの一員として

の役割を果たす実感。 

・ 同じ補欠のＹが頑張

る姿を見て、励まされ

たから。 

・ 仲間 ・チーム 

・ 勝利 ・Ｙ 

 

・ 主人公に対する仲間

からの信頼。 

・ ベンチ外でもレギュ

ラー以上の活躍。 

・ 悔しさを押し殺した

ことに気付いていた。 

・ 監督に与えられた役

割を果たしたことで、

仲間が自分を認め、理

解し、ねぎらったから。 

・ 集団・チームのため

に、自分の力を生かす

ことが、巡り巡って、

自分に返ってくる。 

 

◇ 黒板で登場人物の人柄

や心情について図解整理

をする。 

◇ ワークシートに記入させ、

少人数で意見交換を行った

後に全体で発表させる。 

◆ 他者の考え方や議論に触

れ、自分と違う意見を聴く

ことができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ワークシートに記入さ

せ、少人数で意見交換を行

った後に全体で発表させ

る。 
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(6) 改善後の授業のねらい及び学習指導過程 

ア ねらい 

Ｙとの関わりからノックをていねいに打つようになった私の変化を通して、集団の中で

の役割と責任を考え、互いに協力し励まし合い、集団生活を充実させ、自らの資質・能力

を高め自分自身を向上させようとする意欲や態度を育てる。 

イ 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導
入 

〇 話の中心となる「ノック」

とは何かを確認する。 

 

 

 

展 

開 

〇 教材を読み、話の流れを

整理する。 

① （補助的な発問）やり

たくないことなのに、な

ぜ「ていねいにノックを

打つ」ようになったのだ

ろう。 

 

 

 ② （補助的な発問）何の

ため、誰のためにノック

を打つのだろう。 

 ③ （補助的な発問）「早

う打てや。」と叫んだチ

ームメートから、「一斉

に拍手が巻き起こった。」

のはなぜだろう。 

 

 

 

 

 

④ （中心的な発問）「メ

ダルを受け取り、一斉に

拍手が巻き起こり、涙が

あふれて監督の顔が霞ん

だ」ときの私は、どんな

ことを考えただろう。 

 

 

・ 自分の役割の大切さ

が分かったから。 

・ チームの一員として

の役割を果たす実感。 

・ 同じ補欠のＹが頑張

る姿を見て、励まされ

たから。 

・ 仲間 ・チーム 

・ 勝利 ・Ｙ 

 

・ 主人公に対する仲間

からの信頼。 

・ ベンチ外でもレギュ

ラー以上の活躍。 

・ 悔しさを押し殺した

ことに気付いていた。 

・ 監督に与えられた役

割を果たしたことで、

仲間が自分を認め、理

解し、ねぎらったから。 

・ 集団・チームのため

に、自分の力を生かす

ことが、巡り巡って、

自分に返ってくる。 

 

◇ 黒板で登場人物の人柄

や心情について図解整理

をする。 

◇ ワークシートに記入させ、

少人数で意見交換を行った

後に全体で発表させる。 

◆ 他者の考え方や議論に触

れ、自分と違う意見を聴く

ことができたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ワークシートに記入さ

せ、少人数で意見交換を行

った後に全体で発表させ

る。 

 
 

展 

開 

 ・ 自己犠牲ではなく、

集団に貢献できる役割

や責任を果たそうとい

う心構え。 

・ 自分のためになる。 

自分自身の向上につな

がる。 

◆ 自分事に置き換えて考え

を広げたり、深めたりする

ことができたか。 

 

終 

末 

○ 今日の授業やこれまでの

経験を振り返り、学んだこ

と、考えたことを書く。 

 

 

 

◇ ワークシートに記入させる。 

◆ 一面的な見方から、多面

的・多角的な見方へ発展さ

せ、自分自身との関わりの中

で深めているか。 

(7) 改善後の授業の振り返り（授業記録及びワークシートより） 

ア 授業記録より 

授業の様子を撮影した動画を見返すと、教師が授業中に見落としていた生徒の反応や表

情を再確認することができ、補助的な発問や問い返しの効果、適性を確認することができ

た。授業を実践する学級に対して、次回の授業でどのような発問を用意するとより深く考

える授業が実現できるか、その材料探しにつながった。 

(ｱ) 「なぜていねいにノックを打つようになったのか。」に対する発言 

 

生徒Ａ「今できることを精一杯やろうと、プラス思考で考えたと思います。」 

教 師「プラス思考ってどういうことでしょう。」 

生徒Ａ「マイナスで考えていても、物事はうまくいくとは限らない。プラス思考で考え

ればチームのためにもなるということです。」 

教 師「チームのためにということですね。」 

 

この後「なぜ、わざわざプラス思考にならないといけないのか。悔しい思いは簡単に

消えるものなのか。」等さらに問い返し、全体で意見交換することで、集団の一員とし

て前向きになるためには、自分自身と向き合い、問われていることは何なのかを考える

必要があることに気付かせることができれば、「役割を果たす責任とは、報酬や見返り

のためではない。」と、授業が展開していったのではないか。 

(ｲ) 涙があふれて監督の顔が霞んだときの私はどんなことを考えたのか」に対する発言 

 

生徒Ｂ「喜びと後悔。今まで何でこんな素敵な監督の気持ちが分からなかったのだろう

という悔しさもあふれたのだと思います。」 

教 師「後悔ですか。なるほど。（間を開けて）他にどうですか。」 

生徒Ｃ「自分には見えていないけれど、見えないところで仲間が支えているから、もう

諦めないという気持ちだと思います。」 

教 師「諦めない気持ちですね。なるほど。他にはどうですか。」 

生徒Ｄ「チームメートが感謝していることを実感できたからだと思います。」 

教 師「実感した。感謝している。なるほど。」 
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生徒Ｂは「自分自身と向き合い、喜びと後悔とが混在するからこその涙」、生徒Ｃは

「誰かのためなら諦めない決意の涙」、生徒Ｄは「仲間が認めてくれた喜びの涙」とそ

れぞれ述べた。 

より深く考え、その涙の意味や価値に共感した生徒の発言に対する問い返しが少なく、

より多くの生徒の意見を引き出すことに注視しすぎていた。「監督はどんな思いでメダ

ルを渡したのだろうか。」、「仲間がいないと諦めてしまうものなのか。」、「見返り

を求めてノックしたのか。」等、問い返すことでより深く考え、「役割と責任」を自分

事に置き換えて考えられたのではないか。 

(ｳ) 本時の授業の感想を求めた場面 

 

生徒Ｅ「自分がちゃんと努力したこと、頑張ったことは、意外と他の人にも見てもらえ

ていると思います。」 

教 師「分かりました。他にはどうですか。」 

生徒Ｆ「周りの人は、ちゃんと見てくれているのだなと思いました。」 

     

感想発表の場面で、生徒Ｅも生徒Ｆもねらいから外れる発言をした。この発言が、生

徒が感想を記入する際の方向性を決定付けてしまい、約４割の生徒が「誰かが見ている

から頑張ろう。」という趣旨の感想に流されてしまった。 

ただし、残り約６割弱の生徒は「課されたことには意味がある。」、「やりがいをも

って励む。」といった趣旨の感想を記入した。終末場面の生徒の発言は授業全体の結末

を決定付けるもので、教師は慎重かつ意図をもって聴くことの大切さを再認識した。 

イ ワークシートより 

(ｱ) 中心的な発問「涙があふれて監督の顔が霞んだときの私はどんなことを考えたのか。」 

・はじめのうちは、自分の気持ち（つらさ・悔しさ・痛さ）を分かってくれる人なんて

いないと思っていたけれど、責任を果たすことで皆が自分を理解してくれた。チーム

メートや監督に感謝していた。 

・自分のことばかり考えていた主人公は、自分を変えてくれた仲間や監督に感謝した。 

(ｲ) 本時の感想 

・自分に与えられた役割は、たとえどんなに小さいことでも責任をもって行動したいと

思った。 

・責任を果たす姿は周囲に伝わり、やがては集団の団結力につながるのだと思った。 

・つらくて逃げ出したくなったら、そこから一歩上を見て励むことが大切だと思った。 

・どんなことでも役割が与えられることは、自分が必要だとされる証拠なのだと思うの

で、責任感をもってやり遂げたいと思った。 

・「努力は報われる。」、「こんなに頑張っているのに。」などと考えることなく、無

言実行が大切だと思った。何事も根気強くやりたい。 

中心的な発問に対しては「みんな見ていた。」、「理解してくれた。」と表面的な記述

が多かったが、その中でも「どんな思いで、望んでいなかった役割をまっとうしたのか。」

に触れながら、より深く考える記述も目立った。また、感想では「誰かが見ているから頑

張ろう。」、「見てくれる人がいるから頑張れる。」という記述もあったが、「見返りを

求めず責任を果たそう。」、「必ず何かの役に立つ。」等、貢献する意義を書く生徒も多

かった。 
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生徒Ｂは「自分自身と向き合い、喜びと後悔とが混在するからこその涙」、生徒Ｃは

「誰かのためなら諦めない決意の涙」、生徒Ｄは「仲間が認めてくれた喜びの涙」とそ

れぞれ述べた。 

より深く考え、その涙の意味や価値に共感した生徒の発言に対する問い返しが少なく、

より多くの生徒の意見を引き出すことに注視しすぎていた。「監督はどんな思いでメダ

ルを渡したのだろうか。」、「仲間がいないと諦めてしまうものなのか。」、「見返り

を求めてノックしたのか。」等、問い返すことでより深く考え、「役割と責任」を自分

事に置き換えて考えられたのではないか。 

(ｳ) 本時の授業の感想を求めた場面 

 

生徒Ｅ「自分がちゃんと努力したこと、頑張ったことは、意外と他の人にも見てもらえ

ていると思います。」 

教 師「分かりました。他にはどうですか。」 

生徒Ｆ「周りの人は、ちゃんと見てくれているのだなと思いました。」 

     

感想発表の場面で、生徒Ｅも生徒Ｆもねらいから外れる発言をした。この発言が、生

徒が感想を記入する際の方向性を決定付けてしまい、約４割の生徒が「誰かが見ている

から頑張ろう。」という趣旨の感想に流されてしまった。 

ただし、残り約６割弱の生徒は「課されたことには意味がある。」、「やりがいをも

って励む。」といった趣旨の感想を記入した。終末場面の生徒の発言は授業全体の結末

を決定付けるもので、教師は慎重かつ意図をもって聴くことの大切さを再認識した。 

イ ワークシートより 

(ｱ) 中心的な発問「涙があふれて監督の顔が霞んだときの私はどんなことを考えたのか。」 

・はじめのうちは、自分の気持ち（つらさ・悔しさ・痛さ）を分かってくれる人なんて

いないと思っていたけれど、責任を果たすことで皆が自分を理解してくれた。チーム

メートや監督に感謝していた。 

・自分のことばかり考えていた主人公は、自分を変えてくれた仲間や監督に感謝した。 

(ｲ) 本時の感想 

・自分に与えられた役割は、たとえどんなに小さいことでも責任をもって行動したいと

思った。 

・責任を果たす姿は周囲に伝わり、やがては集団の団結力につながるのだと思った。 

・つらくて逃げ出したくなったら、そこから一歩上を見て励むことが大切だと思った。 

・どんなことでも役割が与えられることは、自分が必要だとされる証拠なのだと思うの

で、責任感をもってやり遂げたいと思った。 

・「努力は報われる。」、「こんなに頑張っているのに。」などと考えることなく、無

言実行が大切だと思った。何事も根気強くやりたい。 

中心的な発問に対しては「みんな見ていた。」、「理解してくれた。」と表面的な記述

が多かったが、その中でも「どんな思いで、望んでいなかった役割をまっとうしたのか。」

に触れながら、より深く考える記述も目立った。また、感想では「誰かが見ているから頑

張ろう。」、「見てくれる人がいるから頑張れる。」という記述もあったが、「見返りを

求めず責任を果たそう。」、「必ず何かの役に立つ。」等、貢献する意義を書く生徒も多

かった。 

  

 
 

３ 実践事例３ 

実践事例２で実施した教材分析に基づく学習指導案の再検討とその授業記録から、同一教

材で複数回実施できる授業での手応えをつかむことができたが、その改善点について異なる

教材への活用を図るために、本事例に取り組むこととした。 

(1) 主題名「弱さの克服」 内容項目Ｄ（22） 

(2) 教材名「銀色のシャープペンシル」 （キラリ☆道徳② 正進社） 

(3) 主題設定の理由 

ア ねらいとする価値について 

中学２年生になると、人間が内に弱さや醜さをもつと同時に、強さや気高さを併せもつ

ことを理解することができるようになってくる。中学生としての自覚が出てくると同時に、

中学校での学校生活に慣れてくる時期でもある。学校のルールを守って生活しよう、注意

を受けないで生活しようという姿勢があっても、自ら判断し行動する場面においては、事

の重大さや、後先を考えずに行動してしまったり、他の人に知られなければいいという自

分本位の考えで行動したりしてしまうことがある。 

人間の弱さ、醜さは誰にでもあることを改めて理解すると同時に、よりよく生きようと

する人間の気高さにも気付かせ、勇気をもってよりよく生きようとする姿勢をもたせたい。 

イ 教材観 

(ｱ) 教材の概要 

主人公は、掃除の時間に拾ったシャープペンシルを自分のものとして使ってしまい、

持ち主である友人に聞かれても、自分のものだと言い張ってしまう。ロッカーにこっそ

り返したが、友人から「疑って悪かった。」と謝られ、複雑な気持ちになる。夜空を見

上げながら、正直に謝ろうと思い、友人の家へ向かう。 

(ｲ) 教材活用の視点 

落とし物を拾うといったよくある出来事についての文章で、「これくらいはいいか。」

といった軽い気持ちや、他の人の手前、本当のことを言い出せない気持ちに共感しやす

い教材である。 

ウ 教材分析 

   ※ 表の「価値との関わり」の欄について検討した内容を、改善後の授業に生かした。

発問番号は、改善後の授業の発問を指している。 

場 面 言 動 心の動き 価値との関わり 

掃除の時間 落ちていた銀色のシャープ

ペンシルを拾って、自分の

ポケットにしまった。 

ちょうどいいや。  

一週間ほどた

った理科の時

間 

拾ったシャープペンシルを使

っていたら、卓也に「あれ、

そのシャープ、ぼくのじゃ…

…。」、健二に「とったのか。」

と言われ、「自分で買った。」

とうそをついてしまう。 

 

時間がぼくの周りだけわ

ざとゆっくり流れている

ように感じた。 

本当のことを話そうと思

ったが、自分で買ったなん

て言ってしまった手前、声

に出せない。 

誰の心の中にも弱

さがある。 

⇒発問① 
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一週間ほどた

った理科の時

間 

右手は汗をかいていた。 

シャープペンをポケットにさ

っとしまい、わからないよう

に汗を拭った。 

 

 

 

 

 

一人で教室にもどった。 

だいたい健二が悪い。とっ

たなんて大きな声で言う

から。みんなだって人のも

のを勝手に使っているく

せに。 

卓也もみんなの前で言わ

なくても。大切なものなら

ばきちんとしまっておけ

ばいい。 

だれともしゃべる気には

なれない。 

人を恨む気持ちが

膨らむ。 

授業後 だれもいなくなったのを確認

すると、シャープを卓也のロ

ッカーに突っ込んだ。 

ちゃんと返したんだから

文句はないだろう。 

 

時としてやすきに

流れることもある。

⇒発問② 

卓也からの電

話（疑ったこ

とを謝られ

る。） 

心臓はどきどき音を立てて

鳴り出した。すぐに電話を

切った。自分の顔が真っ赤

になっているのを感じた。 

だれにも顔を見られたく

ない。 

人間の強さ、気高さ

に触れる。良心によ

って悩み、苦しみ、

良心の責めと戦う。

外（行くあて

もなく歩き出

す。） 

突然、「ずるいぞ。」とい

う声が聞こえた。合唱コン

クールの時にも、章雄に同

じ言葉を言われたことを思

い出す。 

心は揺れ動いていた。 良心の声を聞く。自

分の弱さ、醜さに向

き合い、誇りある生

き方を見出す。 

⇒発問④ 

外（夜空にオ

リオン座が輝

いている。） 

思い切り深呼吸をして、ゆ

っくりと向きを変えた。 

すべての星が自分に向か

って光を発しているよう

に感じる。 

自分の良心に従っ

て、人間性に外れず

に生きようとする。

⇒発問③ 

(4) 改善前の授業のねらい及び学習指導過程 

ア ねらい 

人には誰しも弱さや醜さがあるが、それと同時によりよく生きようとする気持ちもある

ことに気付き、自分はどのように生きていきたいかと考えようとする態度を育てる。 

イ 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導 

入 

〇 教室で落とし物を拾った

らどうするか。 

・ 先生に渡す。 

・ 周りの人に聞く。 

・ もらってしまう。 

・ そのままにしておく。 
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一週間ほどた

った理科の時

間 

右手は汗をかいていた。 

シャープペンをポケットにさ

っとしまい、わからないよう

に汗を拭った。 

 

 

 

 

 

一人で教室にもどった。 

だいたい健二が悪い。とっ

たなんて大きな声で言う

から。みんなだって人のも

のを勝手に使っているく

せに。 

卓也もみんなの前で言わ

なくても。大切なものなら

ばきちんとしまっておけ

ばいい。 

だれともしゃべる気には

なれない。 

人を恨む気持ちが

膨らむ。 

授業後 だれもいなくなったのを確認

すると、シャープを卓也のロ

ッカーに突っ込んだ。 

ちゃんと返したんだから

文句はないだろう。 

 

時としてやすきに

流れることもある。

⇒発問② 

卓也からの電

話（疑ったこ

とを謝られ

る。） 

心臓はどきどき音を立てて

鳴り出した。すぐに電話を

切った。自分の顔が真っ赤

になっているのを感じた。 

だれにも顔を見られたく

ない。 

人間の強さ、気高さ

に触れる。良心によ

って悩み、苦しみ、

良心の責めと戦う。

外（行くあて

もなく歩き出

す。） 

突然、「ずるいぞ。」とい

う声が聞こえた。合唱コン

クールの時にも、章雄に同

じ言葉を言われたことを思

い出す。 

心は揺れ動いていた。 良心の声を聞く。自

分の弱さ、醜さに向

き合い、誇りある生

き方を見出す。 

⇒発問④ 

外（夜空にオ

リオン座が輝

いている。） 

思い切り深呼吸をして、ゆ

っくりと向きを変えた。 

すべての星が自分に向か

って光を発しているよう

に感じる。 

自分の良心に従っ

て、人間性に外れず

に生きようとする。

⇒発問③ 

(4) 改善前の授業のねらい及び学習指導過程 

ア ねらい 

人には誰しも弱さや醜さがあるが、それと同時によりよく生きようとする気持ちもある

ことに気付き、自分はどのように生きていきたいかと考えようとする態度を育てる。 

イ 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導 

入 

〇 教室で落とし物を拾った

らどうするか。 

・ 先生に渡す。 

・ 周りの人に聞く。 

・ もらってしまう。 

・ そのままにしておく。 

 

 

 

 
 

展 

開 

〇 教材を読み、話し合う。 

① こっそり返してしまっ

たときの「ぼく」はどん

な気持ちだったか。 

 

 

 

② （中心的な発問）夜空

の星を見た「ぼく」が深

呼吸し、ゆっくりと向き

を変えたとき、どんなこ

とを考えていただろう

か。 

③ 「ずるいぞ。」という

心の声に揺れ動いたこと

はあるか。どうして人は

（「ぼく」は）揺れ動く

のだろう。 

 

・ このまま持っている

と疑われてしまう。 

・ このままだと卓也に悪

い。 

・ 本当のことは言えな

い。 

・ こうしておけば、ば

れないだろう。 

・ 勇気を出してやっぱ

り正直に言おう。 

・ 卓也に謝りに行こう。 

・ このままではよくな

い。 

・ もやもやをはらした

い。 

・ 隠そうとしても、自分

だけは知っているから。 

・ 後になって考えると

冷静になれるから。 

・ 人は皆、良心をもっ

ているから。 

・ 逃げたい気持ちと正

直でいたい気持ちとの

両方をもっているか

ら。 

 

◇ 挙手で発表させる。 

◆ 「ぼく」の気持ちに共感

しながら、誰もがもつ弱さ

を考えることができたか。 

 

 

◇ ワークシートに記入させ

る。指名で発表させる。 

◆ 自らの弱さや醜さを克服

しようとする「ぼく」の思

いを考えることができた

か。 

◇ ワークシートで記入さ

せ、グループで発表し全体

で共有する。 

◆ 人間には、弱さと気高さ

の両方があることに気付く

ことができたか。 

終 
末 

〇 教師の説話を聞く。 

〇 今日の授業やこれまでの

経験を振り返り、学んだこ

と、考えたことを書く。 

 ◇ ワークシートに記入させ、

３、４人に発表させる。 

(5) 改善前の授業の生徒の反応及び改善に向けた検討 

ア 発問③について…「人間は機械ではないから、心が揺れ動くのは当然のことだ。」 

終末について…「悪いことをしても人はやっぱり謝ろうと思えるのだなあと思った。」 

⇒「人は」「人間は」という言葉で語られた生徒の言葉から生徒にさらに問えば、人は誰

にも弱さ、醜さがあり、良心や気高さがあるというねらいに迫ることができたのではな

いか。 

イ 発問③「本当の心の中…」「心の中の自分が…」 

⇒生徒のこれらの表現を生かして授業を深めることができたのではないか。自分と向き合

ったときに初めて自分の弱さを認め、気高く生きたいという気持ちが湧いてくるという、

この教材の構造を理解しておく必要があった。 

(6) 改善後の授業のねらい及び学習指導過程 

価値との関わりを捉えた教材分析を行うことにより、生徒に何を考えさせるのかが明確

になった。それにより、中心的な発問の後に「ずるいぞ。」という声に関して問い返し、 

「自分の弱さや醜さに向き合ってよりよく生きるためにはどうしたらいいか。」について

深く考えさせる授業を構想した。  
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ア ねらい 

人には誰しも弱さや醜さがあるが、それと同時に「気高く生きようとする心」もあるこ

とに気付き、自分の弱さや醜さに向き合ってよりよく生きようとする態度を育てる。 

イ 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導 

入 

○ 「ずるい」という言葉か

らどんなことを連想する

か。 

・ ごまかす。 

・ うそをつく。 

・ 他の人のせいにする。 

◇心の弱さをもっているの

は、自分だけではないと気

付かせる。 

展 

開 

〇教材を読み、話し合う。 

① 健二に問われ、「これ

は前に自分で買ったんだ

ぞ。」と言った「ぼく」

はどんな気持ちだった

か。 

 

② だれもいない教室でシ

ャープペンシルを卓也の

ロッカーに突っ込んだ

「ぼく」はどんな気持ち

だったか。 

③ （中心的な発問）満天

の星を見上げていた「ぼ

く」はどんな気持ちだっ

たか。 

 

 

 

 

④ 「ずるいぞ」という声

はどのような声か。心が

揺れ動いたとき、そちら

の声に従って生きるため

にはどうしたらよいか。 

 

・ やばい。とったと思わ

れる。 

・ 拾っただけだ。ごまか

そう。 

・ 本当は正直に言いたい

のに。 

・ これでとったことには

ならない。 

・ ばれなければいい。 

 

 

・ 自分は何て小さな存在

なのだろう。 

・ 星の光に照らされて、

このままでは恥ずかし

い。 

・ このままのずるい自分

ではいたくない。 

 

・ 自分の心の中から聞こ

えた良心の声。 

・ まっすぐに生きていこ

うとする声。 

・ 自分をよく見つめる。 

・ 自分の悪いところを素

直に認める。 

 

◇挙手で発表させる。 

◆自分のしたことをごまかそ

うという心の弱さに気付く

ことができたか。 

 

 

◇ 挙手で発表させる。 

◆ 正直に言うより簡単な方

を選んでしまう、心の弱さ

に気付くことができたか。 

 

◇ ワークシートに記入させ

る。グループで発表し合い、

ホワイトボードにキーワー

ドを書かせる。 

◇ 全体で共有する。 

◆ 「ぼく」の心の中にある

気高さに気付くことができ

たか。 

◇ 挙手で発表させる。 

◆ 自分の強さ、気高さに気

付くためには、自分の弱さ

や醜さに向き合うことが必

要であることに気付くこと

ができたか。 
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ア ねらい 

人には誰しも弱さや醜さがあるが、それと同時に「気高く生きようとする心」もあるこ

とに気付き、自分の弱さや醜さに向き合ってよりよく生きようとする態度を育てる。 

イ 学習指導過程 

 学習活動と主な発問 予想される生徒の反応 ◇指導上の留意点 ◆評価 

導 

入 

○ 「ずるい」という言葉か

らどんなことを連想する

か。 

・ ごまかす。 

・ うそをつく。 

・ 他の人のせいにする。 

◇心の弱さをもっているの

は、自分だけではないと気

付かせる。 

展 

開 

〇教材を読み、話し合う。 

① 健二に問われ、「これ

は前に自分で買ったんだ

ぞ。」と言った「ぼく」

はどんな気持ちだった

か。 

 

② だれもいない教室でシ

ャープペンシルを卓也の

ロッカーに突っ込んだ

「ぼく」はどんな気持ち

だったか。 

③ （中心的な発問）満天

の星を見上げていた「ぼ

く」はどんな気持ちだっ

たか。 

 

 

 

 

④ 「ずるいぞ」という声

はどのような声か。心が

揺れ動いたとき、そちら

の声に従って生きるため

にはどうしたらよいか。 

 

・ やばい。とったと思わ

れる。 

・ 拾っただけだ。ごまか

そう。 

・ 本当は正直に言いたい

のに。 

・ これでとったことには

ならない。 

・ ばれなければいい。 

 

 

・ 自分は何て小さな存在

なのだろう。 

・ 星の光に照らされて、

このままでは恥ずかし

い。 

・ このままのずるい自分

ではいたくない。 

 

・ 自分の心の中から聞こ

えた良心の声。 

・ まっすぐに生きていこ

うとする声。 

・ 自分をよく見つめる。 

・ 自分の悪いところを素

直に認める。 

 

◇挙手で発表させる。 

◆自分のしたことをごまかそ

うという心の弱さに気付く

ことができたか。 

 

 

◇ 挙手で発表させる。 

◆ 正直に言うより簡単な方

を選んでしまう、心の弱さ

に気付くことができたか。 

 

◇ ワークシートに記入させ

る。グループで発表し合い、

ホワイトボードにキーワー

ドを書かせる。 

◇ 全体で共有する。 

◆ 「ぼく」の心の中にある

気高さに気付くことができ

たか。 

◇ 挙手で発表させる。 

◆ 自分の強さ、気高さに気

付くためには、自分の弱さ

や醜さに向き合うことが必

要であることに気付くこと

ができたか。 

 

 

 
 

展 

開 

 ・ 自分の行動を振り返

り、常に自分に問いかけ

る。 

・ 勇気をもって、弱い心

 

終 

末 

○ 今日の授業やこれまでの

経験を振り返り、学んだこ

と、考えたことを書く。 

・ 今までついごまかして

しまうことがあったけ

れど、正直に生きていき

たい。 

・ 自分の心の弱さや醜さ

を隠そうとしないで、認

めることが大切だと思

った。 

◇ ワークシートに記入さ

せ、３、４人に発表させる。 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

１ 成果 

(1) 教師の「聴く力」を磨く授業記録の検証 

ねらいとする価値に迫るために、指導方法の工夫とともに、授業記録の検証から、聴き

取れなかった部分を把握して課題を明らかにする。教師の「聴く力」を磨くことが、生徒

の発言を問い返し補助的な発問を見出すためには大切である。課題を明らかにしたことに

よって、生徒の発言をよりねらいとする価値について多面的・多角的なものとし、さらに

自分との関わりでより深い考えへと展開させることができた。 

(2) ねらいとする価値の理解と教材の分析 

教師の「聴く力」とは、生徒が発言の中で、ねらいとする価値についてどう捉えている

かを聴き取ることである。そのためには、教師が事前にねらいとする価値（内容項目）に

ついての考えを深め、教材の分析を通して何を考える授業とするのか、その構想を立てる

ことが必要となる。 

そこで、教材について、「場面」ごとに、表れている「言動」、その言動にある「心の動

き」を捉えるだけでなく、ねらいとする「価値との関わり」についてどのように捉えてい

るかを含めた教材分析表を活用したことで、生徒の発言を聴き、さらに考えさせたいこと

を問い返し、対話の質を高めるとともに、深い学びを実現していくことができた。 

２ 課題 

(1) 学校全体で取り組む授業記録と教材の分析 

授業記録を取ることは、授業改善に向けて有効な方法である。それはビデオ撮影やボイ

スレコ－ダ－でも可能であるが、記録を文字に起こす作業にかなりの時間が必要となる。

そこで、学校全体として、互いの授業改善に向けて授業を見合い、教師の発問と生徒の発

言の記録を取り、互いに授業を振り返る取組を計画的に実践することが有効であると考え
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る。特に、学習指導過程の中で、中心的な発問から終末にかけての教師と生徒との発言の

記録をできるだけ忠実に聴き取り、それぞれの言葉のままに振り返ることが大切である。 

また、学習指導案作成の前に、学校全体として共通の教材分析表を活用した授業準備を

実践することも求められる。学年会等で学習指導案の検討とともに教材の分析について共

有する時間を設定したり、ロ－テ－ションによる授業の計画とともに同一教材で複数回の

授業を実践することのできる場で深めたりといった取組を考えたい。 

(2) 指導と評価の一体化に向けて 

教師の「聴く力」を磨くことは、生徒の学習状況を把握することに直結する。今後求め

られる学習状況の評価は、生徒が一面的な見方から多面的・多角的な方向に考えを広げて

いるか、またねらいとする価値について自分との関わりで考えを深めているかといった評

価について結び付けていくことができる。そのためには、ワークシ－ト等で生徒の記述し

た文章から評価していくことがまず考えられる。 

しかし、書くことが苦手な生徒や書けない生徒について、教材と向き合い「読んでいる」

様子、周りの意見を「聞いている」様子、発言や対話の「話している」様子、そこに現れ

る表情、うなずきなどの「考えている」様子を捉えていくことも必要になってくる。 

教材分析と授業記録の活用によって聴くことを大切にした授業の充実を図りながら、有

効な評価の方法を考えていかなければならない。 
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る。特に、学習指導過程の中で、中心的な発問から終末にかけての教師と生徒との発言の

記録をできるだけ忠実に聴き取り、それぞれの言葉のままに振り返ることが大切である。 

また、学習指導案作成の前に、学校全体として共通の教材分析表を活用した授業準備を

実践することも求められる。学年会等で学習指導案の検討とともに教材の分析について共

有する時間を設定したり、ロ－テ－ションによる授業の計画とともに同一教材で複数回の

授業を実践することのできる場で深めたりといった取組を考えたい。 

(2) 指導と評価の一体化に向けて 

教師の「聴く力」を磨くことは、生徒の学習状況を把握することに直結する。今後求め

られる学習状況の評価は、生徒が一面的な見方から多面的・多角的な方向に考えを広げて

いるか、またねらいとする価値について自分との関わりで考えを深めているかといった評

価について結び付けていくことができる。そのためには、ワークシ－ト等で生徒の記述し

た文章から評価していくことがまず考えられる。 

しかし、書くことが苦手な生徒や書けない生徒について、教材と向き合い「読んでいる」

様子、周りの意見を「聞いている」様子、発言や対話の「話している」様子、そこに現れ

る表情、うなずきなどの「考えている」様子を捉えていくことも必要になってくる。 

教材分析と授業記録の活用によって聴くことを大切にした授業の充実を図りながら、有

効な評価の方法を考えていかなければならない。 
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